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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　り‐た【利他】

　自分を犠ぎ牲せいにして他人に利益を与あたえること。他人の幸福を願うこと。[image: ⇔]利己。




　〔仏〕（阿あ弥み陀だ仏が）人々に功く徳どく・利益（りやく）を施ほどこして済度すること。
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Ⅰ









　　　　　１




　本来は校則で禁止されているＡＲデバイス〈NEW WORLDニユーワールド〉のコンタクト型ディスプレイを外すと、ちょうど教室に入ってきた九ク曜ヨウマリーの姿が目に入った。ラムネに入っているビー玉のように青みがかった瞳ひとみは、〈NEW WORLDニユーワールド〉によって色を変えているのではなく天然物らしい。が、光の屈くつ折せつ率をいじっているかのようにやけにいつもキラキラと輝かがやいていて、コンタクトよりよっぽど作り物めいている。

　その彼かの女じよの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんこちらを向いたような気がしたが、それはやっぱり思い上がりだった。彼かの女じよはいつものように、何にも興味を見せずに、真まっ直すぐに自分の席へと向かった。

　窓まど際ぎわの一番前の席に座すわった九ク曜ヨウマリーは、朝の日差しに照らされて、その色素の薄うすい肌はだをより真っ白に際きわ立だたせている。彼かの女じよが一いつ切さい振ふり返かえることがないのを知っている僕ぼくは、それをいいことに、櫛くしにまったく引っかからないほど素す直なおに伸のびた長い髪かみと、蝶ちよう々ちようのように細い腰こしを後ろの席から見る。

　断言する。

　九ク曜ヨウマリーに興味のない人間は、この街にはいない。




　　　　　２




　埼さい玉たま県けん北部に位置する特定貨か幣へい重点区域、通つう称しよう『仮想通貨都市』、カスミシティ。この街に住む人間は『特定仮想通貨利用区域の解放に関する法律（ＶＬ法）』によって、フィンテックサービス〈RELEASEリリース〉を利用し、個人を株式会社のように上場することが義務づけられている。〈RELEASEリリース〉にアカウントを作り発行した、個々の仮想通貨〈RELCリリースコイン〉は、誰だれでも購こう入にゆうすることができ、ビットコインなどの他の仮想通貨と同じ仕組みで、買いたい支し援えん者が多ければ値段が上がっていく。そうして値段が付いた〈RELCリリースコイン〉は、スマホのウォレットアプリに入れれば、カスミシティ内でなら円に両りよう替がえする必要なく、すべての店てん舗ぽで電子マネーのように利用できる。

　要は〈RELEASEリリース〉とは、他人が付けた自分の評価が、そのままお金になるシステムだ。

　だからこの街では、誰だれもが自らに価値があるとアピールし、自分をプロデュースしている。そうしなければ、正しよう真しん正しよう銘めい、無価値な人間となるのだから、みんな必死だ。

　他でもない僕ぼく──二ニノ宮ミヤユウスケ──も、自分の将来性をＳＮＳ等で一いつ生しよう懸けん命めいアピールしている。多た彩さいな才能が集まるこの街で、残念ながら僕ぼくは、少し勉強ができること以外は特とく徴ちようの無い、平へい凡ぼんな人間だ。見た目も、小こ柄がらで細身の体に、誰だれが見てもフツメンという平へい凡ぼんなものだ。ありきたりな容姿すぎて、たまに量産型と陰かげ口ぐちを言われるほど。

　そんな僕ぼくは、将来医者になるという夢を〈RELEASEリリース〉のマイページに公開し、自らの能力をアピールして、僕ぼくに割り当てられている〈RELCリリースコイン〉（正確には個々に割り当てられている〈RELCリリースコイン〉を〈RELEASEリリーストークン〉と言うが、日常会話であまりその言葉は使われない）、〈RELCリリースコイン_yusuke-ninomiya33〉を支し援えん者に買ってもらっている。

〈RELCリリースコイン〉を買う支し援えん者の多くはキャピタル・ゲイン（価値の上じよう昇しようによって得られる利益）を狙ねらっているが、僕ぼくの夢はおもしろくもなんともない夢であり、尚なお且かつライバルが多いこともあって注目度が低く、キャピタル・ゲインがあまり期待できない。例えば夢がプロ野球選手で、その実現性も高い人であれば、甲こう子し園えんでの活かつ躍やくの是ぜ非ひだけで、数日で十倍を超こえるほど価値が暴ぼう騰とうすることもある。こういった前ぜん途と有望な人の〈RELCリリースコイン〉は中学生──中には小学生の時点で、億以上の時価総額になることも多々ある。

　しかし医者を目指すという僕ぼくの夢では、良くて緩ゆるやかに上がる程度だ。開業医として儲もうかりそうになる見み込こみが出ると、配当金など優良な優待特典（インカム・ゲイン）が期待できるようになるので、ようやく高値が付く。なので現時点で支し援えん者たちの触しよく手しゆは動かず、僕ぼくの時価総額は、学内でも平均以下の221.3万円だ。発行している10000〈RELCリリースコイン_yusuke-ninomiya33〉のうちの約半数を僕ぼくが所有しているため、僕ぼくの所有額は約百万円になる。

　僕ぼくのような学力が関係する夢だと、学校の成績が〈RELCリリースコイン〉の価格にほぼ直接反映される。毎回の定期テスト、全国テストの点数報告は、必ひつ須すでこそないが、支し援えん者への義務みたいなものだ。前回の全国テスト（すべての中学生が受けているわけではない）の結果は、参加者数一五四三八一人中一〇五〇位、カスミシティ内の中学二年生、一三二五二人に限っても、三一五位という支し援えんしてもらうには目立たない成績だった。カスミシティ内の中学生の学力は他と比べてかなり高いが、それでもこの成績では支し援えん者の気持ちは離はなれてしまう。前々回とほぼ同じ順位だったのだが、現状維い持じでは大たい抵てい売り手の方が多くなり、時価総額は少し下がってしまった。

　一応勉強以外の努力としても、独自の医い療りようレポートを公開したり、大学病院の研修に行き、その様子の一部を動画公開したり、ＶＲによって仮想手術をし、成功した結果を載のせたりもしている。だが、あまり支し援えん者のよい感かん触しよくはない。

　僕ぼくのような凡ぼん人じんが評価を得るには、普ふ通つうのやり方ではいけないのだろう。もっとギャンブルをしなければいけないのだろう。

　……と、まあ、このように、わざわざ中学生でこの街に来たからには、自分の将来性をネット等でアピールしなければならないのだ。

　しかし、九ク曜ヨウマリーはそれをしない。

　彼かの女じよの〈RELEASEリリース〉のマイページに載のっているのは、登録する際に必要な必ひつ須す事じ項こうだけだ。公開が必ひつ須すであるバストアップ写真も、わざわざ映りの悪いものを選んだのではないかと思うほどのもので、本来の彼かの女じよより目つきが悪い。当然彼かの女じよの〈RELCリリースコイン_marie-kuyo〉の買い手はまるで付かず、時価総額はジャスト0.2万円となっている。発行数は誰だれでも10000なので、1〈RELCリリースコイン_marie-kuyo〉あたりの値段は0.2円。これは僕ぼくの知る限り、最低の時価総額だ。

　はっきり言って、不思議でしょうがない。

　改めて九ク曜ヨウマリーを見る。今時──特にすべての物の電子化が他の街に比べて格段に進んでいるカスミシティ──では珍めずらしく、紙の本を読んでいる。タイトルは『月は無む慈じ悲ひな夜の女王』とある。同じ十四歳さいだというのに、細い指がページをめくるだけで、どこかぞくりとするような色気がある。

　そう、九ク曜ヨウマリーは類い希まれな美しさを持っている。その容姿だけで客観的な価値は十分にあるのだ。いくら自己アピールが苦手とは言っても、例えばモデルを目指しているとでもプロフィールに書き、プロのカメラマンに撮とってもらった写真を上げるだけで、その将来性に期待した〈RELCリリースコイン〉の買い手がそれなりに付くだろう。実際、教師にも似たような指導を散々されている。だが、そのような指導を、彼かの女じよは完全に無視している。

　その姿を見ていれば、誰だれだって思う。

　何のために九ク曜ヨウマリーは、住民全員に時価総額が付く、このカスミシティに来たのか？

　しかしそれを尋たずねることもできない。九ク曜ヨウマリーは他者とのコミュニケーションを拒きよ絶ぜつしている。〈RELEASEリリース〉に適応できない二千円の女と陰かげ口ぐちを叩たたかれても、まったく意に介かいさず、自己弁護もしない。

　そうやって、何があっても表情を変えない彼かの女じよへの、周囲の反応は二パターンだ。

　忌き避ひするか、より興味を持つか。

　僕ぼくは後者だった。

　僕ぼくには九ク曜ヨウマリーは、状じよう況きように適応できないのではなく、意図を持ってそういう態度をしている。そういうように見えるからだ。

　だから、決意した。

　──今日の放課後、九ク曜ヨウマリーを誘さそう。







　子供じみた悪評で、時価を下げるわけにはいかないこの街で、教室を汚よごすような生徒はいない。二年前に立たて替かえられたショーワ中学の校舎はまだ真新しく、清潔で、断だん捨しや離りされたみたいに無機質だ。

　六月に入り、教室の窓から見える森は、より一層青々としていた。街が近代化され、人工的になったことで癒いやしが必要だと、潤じゆん沢たくな税収がある市によって用意された森。そのやけに整備された様が皮肉にも、街の人工的な印象を深める森。

　安らぎの森。

　何にでも作さく為い、意図を感じる街だ。自然にできたものがない。

　そういう意味では九ク曜ヨウマリーは、この街に似合ってはいる。彼かの女じよの印象はどこかアンドロイドのように人工的だからだ。

「九ク曜ヨウさん」

　部活に所属しない彼かの女じよは、毎日いち早く帰宅している。僕ぼくはホームルームが終わり、帰宅しようと立ち上がった彼かの女じよに、決意通りに声を掛かけた。

　緊きん張ちようで、自分の心臓の音が聞こえそうだ……。

　無視されるのも覚かく悟ごしていたが、九ク曜ヨウマリーはその青みがかった目を、僕ぼくに向けてくれた。

「あ、あのさ、一いつ緒しよに帰らない？」

　思い返せば彼かの女じよを初めて見かけたときから、彼かの女じよを誘さそいたかった。これは一年越しの勇気だ。

「…………」

　けれど、九ク曜ヨウマリーは表情を変えずに、僕ぼくを見つめたまま黙だまっている。何を考えているかまったく分からない。

　おかげで僕ぼくも続く言葉を見つけられず、脂あぶら汗あせを浮うかべて、押おし黙だまってしまう。

「ええ、っと」
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　膠こう着ちやく状態が続く。

「うお、ユウスケがマリーちゃんをナンパしてる。勇気あるぅ」

　周りより一回り大きな声の主が、僕ぼくの肩かたに腕うでを回す。花束のような香こう水すいの匂においが背中からふわりと漂ただよってくる。

「ナ、ナンパじゃないよ！」

　からかわれたことと、背中に当たっている胸の感かん触しよく、両方に焦あせって、その腕うでを払はらいのける。

　振ふり返かえると、ギターケースを担かついで、にやついた笑えみを見せている、茶ちや髪ぱつポニーテールの女子がいた。

　クラスメイトの如月キサラギリリカ。

　ギャルっぽい見た目にもかかわらず、時価総額は僕ぼくの221.3万を遙はるかに超こえる1654.0万円。彼かの女じよの将来の夢はミュージシャンであり、現在は高校生の男三人とバンドを組んで活動をしている。パートはバンドの軸じくとも言えるギターボーカルだ。インディーズではあるが、全国レコード店でのＣＤ販はん売ばい、複数の大手ストリーミングサービスでの配信もしていて、売り上げもライブ動員数もなかなからしい。

　派手なニーハイソックスに思わず目が行く。

　リリカは九ク曜ヨウマリーと違ちがい、カスミシティにいるほとんどの人間と同様、アピールすることを厭いとわない。自分が容姿端たん麗れいなこと、特に脚あしが魅み力りよく的であることを自覚しているため、こうやって目を惹ひくニーハイソックスを穿はいている。鼻筋が整っていて元々美人なのに、つけまつげをしていてケバいのも、ポップさを売りにしているバンドのイメージに合わせてだろう。

　カスミシティでは、自分の長所と短所を、はっきり自覚しなければ渡わたり歩あるけない。

「えー、ナンパっしょ！　元々仲良しならともかく、二人が話しているの見たことないし！　おらおら、下心あって声かけたんだろぉ？」

「そ、そりゃ仲良くはなりたいけど、ナンパとは違ちがうって！　……ほ、ほら、最近物ぶつ騒そうでしょ。女子が一人で帰るのは危険だと思って……！」

　言ってすぐに、しまった、と思う。我ながら咄とつ嗟さの言い訳のために、とんでもない話題を口に出してしまった。

　リリカの顔を伺うかがうと、やはり、表情が強こわばっているのを隠かくせていない。

「物ぶつ騒そうって、殺人鬼きのこと？」

　なんて話題をしてくれたんだ、という心の声がヒシヒシと聞こえてくる。リリカは困ったように頭を搔かく。

「えーと、殺人鬼きね……。ま、怖こわいよね実際。なんか殺した人の内臓全部持っていくんでしょ？　まるで焼肉をこれから食べるみたいに、きれいに部位を切り分けるから、付いた通り名が〈グルメ〉。超ちようヤバイ変態だよ」

「……うん」

「しかも、最後に殺された三人目の犠ぎ牲せい者は、九十キロ以上ある大おお柄がらな男だってね。無差別殺人なのに、そんなリスクのある人を狙ねらうなんて頭おかしいよ。一人目は小さな男の子で、二人目は成人女性で、被ひ害がい者がてんでバラバラなのも変だって。ネットによると、普ふ通つうは連続殺人犯は、似たような被ひ害がい者を狙ねらうもんなんだって。犯罪心理学的にも被ひ害がい者に一いつ貫かん性がないのはおかしいってさ」

「ふうん……そういうもんなんだ」

「しかもそれを、全国でどこよりも防犯が行き届いているカスミシティでやってんだよ。どっかのコメンテーターも言ってたけど、意図的だよね。敢あえてチャレンジしてるって感じ。あたしはこれ、国家権力への挑ちよう戦せんだと思うね」

　リリカは喋しやべりながら、一刻も早く話題を変えたい、僕ぼくの顔色を読み取っている。なので彼かの女じよは、茶化すように口元を弛ゆるめた。

「でも、〈グルメ〉が出るのは、カメラがないところだけじゃん。帰り道には絶対出ないっしょ。ユウスケ、それ分かってて言ってるよね？」

「まあ……」

「じゃ、やっぱりナンパじゃん！　ナンパの言い訳じゃん！」

　すごいな、うまいこと軽いノリに持っていくものだ。でも、ナンパ扱あつかいはやっぱり困るのだけど……。

　と、僕ぼくが困こん惑わくしていると、

「いいよ」

　突とつ然ぜん、九ク曜ヨウマリーが口を開いた。

「え？」

　状じよう況きようが吞のみ込こめずに間ま抜ぬけな声を上げる。そんな僕ぼくに無表情のまま、九ク曜ヨウマリーは言う。

「だから、一いつ緒しよに帰ってもいい」

　予想外の言葉に、リリカと顔を見合わせる。

　誘さそっておいてなんだが、承しよう諾だくしてくれるとは思っていなかった。何か声を掛かけることで今後の足がかりになれば……その程度の気持ちだったのだ。

　そもそも彼かの女じよの声を聴きくことすら、久しぶりの気がする。

　ささやきと言っていいほど小さな声だけど、そうだ、彼かの女じよの声は、こういう声だった。透とう明めい感のある、小鳥の囀さえずりのような魅み力りよく的な声。

「え？　噓うそ……。あ、ま、待って待って！　じゃああたしもマリーちゃんと帰りたい！　ずっとマリーちゃんに興味あったんだもん！　いいよね！」

「別にいいよ」

　表情を変えずに、九ク曜ヨウマリーは即そく答とうする。彼かの女じよはリュックの中から、〈NEW WORLDニユーワールド〉を取り出し、コンピューターが内蔵しているヘッドホンデバイスを耳に掛かけ、コンタクト型ディスプレイを目に入れる。

　青みがかった瞳ひとみが、より青くなる様に、思わず見とれてしまった。本当に、アンドロイドみたいだ。

　が、九ク曜ヨウマリーはそんな視線も気にせず、グローブ型コントローラー〈Ztopiaゼツトピア〉を付けると、急せかしているかのように教室の外へと歩き出した。

「あ、ちょっと……ちょっとだけ、待って！」

　僕ぼくは急いでスマホを取り出し、コミュニケーションアプリ〈LILINリリン〉を開いた。別のクラスの同級生、御ミ苑ソノカナタへメッセージを送る。

『九ク曜ヨウマリーが一いつ緒しよに帰ってもいいって！』と送るとほぼ同時に既き読どくがつき、『後で合流するよ』と返信があった。







　ショーワ中学の生徒は全員、カスミシティ内に住んでいるから、通学で電車は使わない。僕ぼくとリリカは寮りよう生せいだが、僕ぼくが住む男子寮りようとリリカの住む女子寮りようは学校を基点にして反対方向にあり、誰だれも帰る方角は一いつ緒しよではなかった。

　けれど、校門前で九ク曜ヨウマリーと別れたのでは、せっかく誘さそった意味が無い。僕ぼくは彼かの女じよに中心街に行こうと頼たのみ込こんで誘さそった。九ク曜ヨウマリーは意外にもまた「別にいいよ」と無表情で承しよう諾だくした。

　本当に今日の彼かの女じよはどうしたのだろう？　それとも実は、これまでだって、誘さそえば来てくれたのだろうか？　そういえばだいぶ前に聞いた噂うわさだが、入学してすぐは、普ふ通つうにクラスメイトと話していて、友達もいたという話があった。もしかしてこうやって付き合ってくれたことを考えると、その噂うわさは本当だったりするのだろうか？

　カナタはいつ来られるか分からないので、先に学校を出る。梅つ雨ゆ入いり前で、空には雲一つなく、気温もちょうどいい。三人の中で唯ゆい一いつ、自転車通学の僕ぼくだけ、ママチャリを引きずりながら、整備された駅前の中心街を歩く。中心街はアメリカ東海岸の都市をイメージして開発したと、カスミシティの広報誌で読んだことがあるが、外国に行ったことが無い僕ぼくにはピンと来ず、郊こう外がいのアウトレットモールに似たイメージだ。元々は長い間放置された倉庫などが溢あふれた寂さびれた土地だったせいか、地価が十倍以上になった今となっては贅ぜい沢たくな土地の使い方をしていて、高い建物は駅前にいくつかあるタワーマンション程度しかない。

〈RELCリリースコイン〉は社会人でも職業によっては高い価値が付くが、これからの見通しができてしまうため、時価総額は安定し、おかしな高値は期待できなくなる。未来が見えない学生の方が不安定で、将来性がありそうだと妙みような高値が付いたりする。

　そのせいで、カスミシティは他の街に比べて極きよく端たんに、若者が大金を持つ街だ。当然そうなれば、カスミシティは他の街に比べて、圧あつ倒とう的てきに学生の割合が多くなる。そこら中にある煉れん瓦が色のしゃれたベンチに座すわっているのも、まだ午後四時という時間帯のせいもあって、制服姿の学生ばかりだ。

　その特性上、娯ご楽らく施し設せつが非常に多く、カロリー過多な甘あまそうなデザートを売る店や、キャラクターグッズ専門店など、派手な色の店構えをしている店が多い。人口はそれほど多くないが、若者がお金を持っている特性は、企き業ぎようもマーケティングや広告のしがいがあるようで、新商品のサンプルが飛とび交かい、派手なユニフォームを着た仮想美少女キャラクターがプロモーションに歩き回り、平日でも何らかのイベントが行われている。アパレルショップのフラッグシップ店も多く、色んな種類のアーティストが集まり、毎日マスコミのカメラが回っている。歴史的建造物はないが、唯ゆい一いつ無む二にの雰ふん囲い気きを味わおうと、外国人観光客も多い。

　しかし活気がある代わりに、目を開けているだけで疲ひ弊へいするほど、猥わい雑ざつな情報に溢あふれている。おかげですっかり、見ようとするもの以外、意識から遮しや断だんしてしまう癖くせがついた。

　街ゆく人のほとんどの耳に、ヘッドホン型のデバイスが付けられている。国内では、まだ第二世代と言われる眼鏡タイプのＡＲディスプレイが主流だそうだが、ＡＲデバイスが必ひつ須すなこの街では、住民の八割以上がアメリカ企き業ぎようのGGmicroジージーマイクロ社が開発、販はん売ばいしている、コンタクト型ディスプレイを搭とう載さいした独立稼か働どう型最新ＡＲデバイス〈NEW WORLDニユーワールド〉を使用している。

「あ！　ウォレットの〈KCCカスミシテイコイン〉が少ないみたいだから、ちょっとそこの仮想通貨ＡＴＭで換かん金きんしてくるね」

「うん」

　リリカを待っている間、九ク曜ヨウマリーのきれいな横顔を見ながら、耳に流れているＪ-ＰＯＰを聴きく。コンタクト型ディスプレイを付けている僕ぼくの視線の右下には、ホロスクリーン上に曲名と歌手名が表示されている。春ハル本モトヤスシがプロデュースをしている人気アイドルグループ、桜坂46の『二人エピローグ』という曲のようだ。街の一定の場所に差さし掛かかると、ヘッドホン型デバイスに受信し、誰かが買った曲が自動で流れる仕様になっている。カスミシティが発行しているトークンコイン〈KCCカスミシテイコイン〉で、五百円分──つまり500〈KCCカスミシテイコイン〉を払はらえば、三曲分流せる曲を選べる仕様だ。

〈KCCカスミシテイコイン〉は〈RELCリリースコイン〉と違ちがい、円と連動し価値が一定なので、日常に使用しそうなお金は、ＡＴＭなどで〈KCCカスミシテイコイン〉に一いつ旦たん換かん金きんするのが普ふ通つうだ。〈RELCリリースコイン〉の取引所は二十四時間年中無休の営業なので、夜中に価値が変動することもある〈RELCリリースコイン〉は、日常使用にはあまり向いていないのだ。僕ぼくも、1000〈KCCカスミシテイコイン〉を切ると、10000〈KCCカスミシテイコイン〉を自動で〈RELCリリースコイン〉から換かん金きんし、ウォレットアプリにチャージする設定にしている。スマホで決算をするときも、高額でなければ〈KCCカスミシテイコイン〉からだ。

「ごめんごめん、お待たせ。お、あそこレイドバトルで集まってるね」

　ファストフード店の前には、宙に指を向けて、上下に動かしている人たちが溜たまっている。その人たちの前ぜん腕わん──僕ぼくら三人もしているが──には〈Ymoワイエムオー〉という、アームバンド型のジェスチャーコントローラーが付いている。筋肉から発生する筋電位を読み取り、手の動きを認にん識しきする汎はん用ようコントローラーだ。

　あの人たちの指の動き……たぶんＡＲゲームの〈モンスターキャッチ〉の、ボスモンスターが出現しているのだろう。モンキチ（モンスターキャッチの略りやく称しよう）のアプリを起動させてみると、竜りゆうのモンスター〈ドラモス〉を集団で倒たおそうと、各おの々おのの持ちモンスターから派手なエフェクトが飛とび交かっていた。

　──ピピ。警告音と共に、視界の中心に、四角で囲まれた『！』の記号が表示が出る。振ふり返かえると、自動運転の路線バスが近づいてきていた。

　カスミシティには──仮想通貨都市、若者の街、金の街、最さい先せん端たんの街、実験都市──など、様々な呼び名があり、それだけたくさんの特とく徴ちようがあるが、僕ぼくが一番しっくりくるのは、やはりこの名前だ。

『拡張現実都市』。

　カスミシティはほぼ全域にわたり、ＡＲによって、現・実・世・界・と・現・実・で・な・い・世・界・が・融・合・し・て・い・る・。特定のアプリを起動すれば、二次元のアニメキャラが街中を闊かつ歩ぽするし、別のアプリでは目の前の九ク曜ヨウマリーの服装も設定一つで仮想の服装に変えられる（複合現実不適切コンテンツ禁止法によって、公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する衣い装しようは禁止されている）。

　ＡＲデバイスユーザーが常に起動しているＡＲマップブラウザは、店を見ると店名と店の解説とレビューをデジタルで表示してくれる。アパレルショップを見ると、『SALE開かい催さい中！　最終値下げ！　最大80％パーセント引びき！』とカラフルな文字で書かれたＰＯＰ広告が目に入った。ブラウザ運営企き業ぎよう（〈NEW WORLDニユーワールド〉の開発元と同じGGmicroジージーマイクロ社）に広告費を支し払はらえば、こうやってＡＲデバイスユーザーの誰だれもが目に入る広告を打つことができる。直接目に入る情報のため、倫りん理り基準の審しん査さは厳しいと聞くが、個人的にはそれ以上に、カラフルな目が疲つかれる広告を出すことを厳げん密みつに審しん査さして欲ほしい。

　三つ先のビルでは、すでに工事が終わっているのに、『工事中』の文字と、ヘルメットをかぶり頭を下げたおじさんのイラストが表示されている。GGmicroジージーマイクロ社に取り下げ申しん請せいをしていないのだろう。

　ＡＲの位置情報には、補助的にＧＰＳも利用はしているが、それだけでは正確に位置合わせをできない。街中に配置された固定カメラと、年中飛び回るドローンによるカメラで、複数の角度から撮とった風景を位置マーカーとして処理し、位置合わせをしている。端たん末まつのバッテリー消費が課題で、カスミシティでは大容量のモバイルバッテリーは持ち歩き必ひつ須すだ。

　また、大量のカメラが設置されている副産物として、カスミシティは最も防犯が行き届いている街とも言われている。

　だからこそ、リリカが言っていたように、殺人鬼きの出現は異常事態なわけだ。

　リリカは「ＳＮＳ映ばえする」などと言って、フルーツが上にたっぷり乗ったスムージーを飲みながら、言う。

「よし！　マリーちゃんの好きな場所に行こう！　どこでもいい、どこも行きたくないってのは無しでね！」







　大観衆のスタジアム。炎えん天てん下かのグラウンドで、外野は陽炎かげろうで揺ゆれている。応おう援えん団の太たい鼓ことトランペットの音の中に、ビールの売り子の声が混じっている。

　ポーカーフェイスの投手に対たい峙じするのは、ぶかぶかのヘルメットをかぶり、サングラスをしている九ク曜ヨウマリー。似合わないところが正直かわいい。

　投手が投げるとほぼ同時に、九ク曜ヨウマリーは滅め茶ちや苦く茶ちやなフォームでスイングする。

「おお、すごっ！」

　なぜ当たるのか不思議なスイングなのに、打球はきれいに逆方向に飛び、二に塁るい手しゆの頭を飛とび越こえる。クリーンヒットだ。

　九ク曜ヨウマリーが提案したのは、ゲームセンターの二階にある、ＶＲバッティングセンター〈リアルスタジアム〉だった。

〈リアルスタジアム〉の外観は、バットを振ふるスペースだけある、バッティングセンターだ。

　ＶＲデバイスであるヘルメットとサングラスをかぶると、本物そっくりのドームパークに風景が変わる。バッターボックスに入ると、その臨場感に、実際にプロ野球の打席に立っているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　九ク曜ヨウマリーが設定したのは、一四〇キロのストレートだ。〈リアルスタジアム〉は、実在するプロ野球選手がそこにいるかのように、ボールを投げてくる。そのせいで、普ふ通つうのバッティングセンターよりタイミングを摑つかむのが遙はるかに難しいのだが……彼かの女じよはまた一四〇キロのストレートを見事に流し打ちした。先ほどの再現かと思うほど同じように、打球は二に塁るい手しゆの頭を越こえる。何度やっても、同じところに打球が飛ぶ。

　……どういうこと？　この機械的な正確さ、やっぱりこの子、アンドロイドなんじゃ……。

　マウンドにいる投手のグラフィックが消え、『二百円分の金額を入れてください』という文字が空中に表示されると、九ク曜ヨウマリーはのそのそとバットコントローラーを充じゆう電でんボックスに戻もどす。

「う、うまいね。びっくりしたよ」

　こちらを向いた彼かの女じよは、ぶかぶかのヘルメットで目が隠かくれたままだ。

「別に」

　でも、心なしか口元が得意気に見える。彼かの女じよはヘルメットを脱ぬいで、ヘッドホンを付けた。

「なんだ。〈リアルスタジアム〉って、マリーちゃんが楽々打てるなら簡単なんじゃん？　あたしも一四〇キロでやろうっと」

　言って決済端たん末まつにスマホを押おし当あて、一四〇キロを選せん択たくし、ヘルメットをかぶる。

「やめといた方がいいって……僕ぼくが一〇〇キロでほとんど当たらないところ見てたでしょ」

「そりゃ、ユウスケが下手くそで貧ひん弱じやくなだけっしょ！　ギターを毎日担かついでマッチョなあたしには楽勝」

　と、言ったリリカは──




「びゃあああああああ！」

「あーあ」

　案の定、へっぴり腰ごしになり、バットさえ振ふれないでいた。

「ていうか、打てる打てないじゃない！　怖こわい！　一四〇キロめっちゃ速い怖こわい！　ああああ、きたきたきたびゃあああああ！」

「いや、仮にボールが体に当たってもバーチャルだから、恐こわがる必要ないんだけど」

「ぴゃ？」

「ぴゃ？　って何？」

「ってまた来たああああああああびゃああああああ！」

　学習しない。

　……あれ？　というか九ク曜ヨウさん、ちょっとだけ笑ってない？　表情を隠かくすために顔を逸そらしてない？　ていうかさりげにさっき、リリカのポンコツスイングを撮さつ影えいしていたよね？

　僕ぼくもカメラで彼かの女じよのこの表情を撮ったら怒おこるかな？　と思いつつスマホを取り出す。

「ん？」

　画面を開くと、アプリ〈Invisibleインビジブル〉の横に、まったく見覚えのない赤い丸のアイコンがホーム画面にあった。アイコンは、よく見ると人型の記号が散りばめられているデザインで、かなり不気味だ。

　アプリの名前を読む。

「──パ・ノ・プ・テ・ィ・コ・ン・……？」

　聞いたこともないアプリだ。こんなものを、いつインストールしただろうか？

　トロイの木馬かもしれない。触さわらぬ神に祟たたりなし。僕ぼくは長なが押おしし、アイコンの左上に表示された『×』をタップして、アプリを消す。

「ふふ、リリカの楽しそうな声がしてるね」

　スマホから目を上げる。

　扉とびらを開け、バッティングケージに入ってきたのは、パーマが掛かかった黒くろ髪かみで長身の優やさ男おとこだ。僕ぼくを見ると、爽さわやかに手を上げる。

　パノプティコンについては、後で調べればいいか。

「カナタ、来たね」

　御ミ苑ソノカナタ。

　自分たちの中に勝手に入ってきたとでも思ったのか、九ク曜ヨウマリーはあからさまに顔をしかめる。

「ああ、この人は隣となりのクラスの御ミ苑ソノカナタ。僕ぼくが呼んだんだ。びっくりするほどいい人だから、安心していいよ」

「よろしく、九ク曜ヨウさん」

　カナタは、女子の誰だれもが頰ほおを染める魅み力りよく的な笑え顔がおを、九ク曜ヨウマリーに見せる。

「……よろしく」

　しかし、その笑え顔がおを前にしても、九ク曜ヨウマリーは小さく呟つぶやくだけで、目も合わせなかった。

　どうもカナタに対して、僕ぼくらより態度が頑かたくなな気がする。……気のせいだろうか？

「カナタ、部活は大だい丈じよう夫ぶだったの？」

　カナタはバスケ部に所属している。ＮＢＡ志望の部員もいる全国区の部で、体力作りのためというふざけた理由で入部したカナタは、二年生にしてレギュラーになっている。

「適当にごまかして切り上げてきたよ。九ク曜ヨウさんと話せる機会なんて、今日を逃のがしたらないかもしれないからね」

「よ、カナタ」

　バットコントローラーを持ったままのリリカが、やつれた顔で、こちらに来る。

「やあ、リリカ。大声を上げてストレス発散できたようだね」

「皮肉かな？　……いや、あんたはそういう性格じゃなかった。まー騒さわいで気持ちよかったけど、打てた方が気持ちいいに決まってるよね。……いやいや、そもそもあたしにはストレスはないの！」

「羨うらやましいことだね」

　微笑ほほえむカナタに、リリカがバットを突つき出だす。

「カナタも一四〇キロでやってよ」

「はは、無理だよ。俺おれは……そうだな、一二〇キロでやらせてもらおうかな？」

　カナタがはっきりと無理と言ったことで、平然と一四〇キロを打ち返していた九ク曜ヨウマリーを、リリカは目をまん丸くして見る。

　……いや、そうなんだよ？　彼かの女じよはおかしいんだよ？

　ところで、〈リアルスタジアム〉は距きよ離りを飛ばすにも、現実と同じ技術と身体能力が必要になる。首都ドームと同じ広さの仮想スタジアムでホームランを打つことは、野球経験者の一部しか体験できないようなシビア過ぎる仕様なのだ。（その代わりに、歓かん声せいや花火などの演出で、爽そう快かい感を出すようには工く夫ふうしてある）。僕ぼくは以前、意地でもホームランを打ってやりたくなり、近年医い療りよう分野で爆ばく発はつ的に広がっているパワーアシストスーツ〈HAOハオ〉を持もち込こんでゲームに挑いどんだことがある。全身の筋力はプロ野球選手以上になったはずなのだが、技術不足は補えず、それでもホームランは打てなかった。

　素人しろうとのくせにホームランを打てるとしたら、それは天才だけだろう。

　だから僕ぼくは思わず、歓かん声せいを上げるよりも先に、「ぐえ」と奇き声せいを上げた。

「……〈リアルスタジアム〉でホームランを打つ人、初めて見た」

　御ミ苑ソノカナタは、その天才だった。







　リリカがスティックでドラムコントローラーを叩たたくと、ＶＲによって目の前にライブハウスの映像が広がる。様々な色に照らされたステージ上には、派手な格好をしたメンバー三人のＣＧが映し出され、すし詰づめ状態の観客がジャンプして拳こぶしを突つき上あげている。リリカが慣れた手つきで、跳はねるようにスティックを叩たたくと、連続して『Perfect』の文字が表示される。途と切ぎれないコンボ。そのドラムテクニックに、九ク曜ヨウマリーとカナタだけでなく、周りの客もＶＲエリアに入り、何人か足を止め、リリカのプレイに見入っていた。

　リリカからは〈LILINリリン〉で、「マリーちゃんにいかにあたしのドラムテクがすごいか、アピールしといて！」とメッセージが来ていた。

　もちろんそれは無視することに決めていたが、しかし、僕ぼくはそれどころではなかった。そもそもその見事なプレイも、上の空でしか見ていられなかった。

「特別」

　ぼそりと呟つぶやく。

　僕ぼくは打ちのめされていた。

　リリカのプレイにではない。リリカのドラムテクも才能を感じさせるけれど、でも彼かの女じよの領域であるバンド活動の一部ではある。

　僕ぼくをこうまで打ちのめしているのは、先ほど見た、カナタのホームランだ。

　胸むねの奥おくから、じわりと、生の臓器に触ふれているような気味の悪い熱が溢あふれる。

　その熱を感じるといつも、僕ぼくは連れて行かれる。

　──タワーマンションの屋上。

　それは〈NEW WORLDニユーワールド〉による仮想現実ではなく、僕ぼくの心象風景だ。

　緑色のヘリポートのある、屋上の柵さくの上。バランスを崩くずせば落下し、死亡する場所に、僕ぼくは立っている。吹ふきすさぶ風に、前のボタンを留とめていないネルシャツが暴れている。夜の初めだ。所狭せましと埋うめられている新しい建物の灯あかりがつき始めている。

　御ミ苑ソノカナタ。

　時価総額5816.7万円。

　天は二物を与あたえず、という言葉がいかに空くう虚きよかと思わせる、完かん璧ぺき超ちよう人じんだ。高身長、イケメン、ご覧の通り運動神経は抜ばつ群ぐん、しまいには僕ぼくの得意分野である勉学でも、前回の全国テストの結果、一三二五二人中四位という抜ばつ群ぐんの成績だ。その時価総額も、カナタが夢を公開していないという特とく殊しゆな事情がなければ、もっと上がっているだろう。億を超こえてもおかしくない。中学生にして、ミリオネアになれる。僕ぼくが叶かなうところが何一つない逸いつ材ざい。

　なあに、悲観することはない。

　カナタは特別だ。

　比ひ較かくしてもしょうがない存在だ。

　──と、本来なら思えばいいのだろう。

　しかし、カスミシティではそうはいかない。

　カスミシティで僕ぼくらは一様に並べられる。比ひ較かくされる。リサイクルセンターに買取に出すように、査定され、価値を付けられる。はい、あなたは五〇万円。はい、あなたは九七〇〇万円。はい、あなたは七八〇円。はい、僕ぼくは──？




〈RELEASEリリース〉プロジェクトは、株式会社RELEASEリリース（設立当時はライフフラット）創業者、真サナ田ダキョウジの『人間にとっての幸福は平等』という理念に基もとづいて実じつ施しされたプロジェクトだ。

　高こう齢れい者が資産の多くを保有しているのに若者の経済的負担が大きい状じよう況きよう、経済的に裕ゆう福ふくな家庭でないと成功するのが難しい環かん境きようなど、社会にある不平等を改善するために〈RELEASEリリース〉は作られたとされている。人間の価値そのものに値段を付けることで、才能のある人間に富が分配される、平等な社会を目指したのだ。

　仮想通貨の過度な流通を恐おそれた政府によって、〈RELEASEリリース〉利用者はカスミシティにまとめられることになったが、抑よく制せいできたとは言いがたい。〈RELEASEリリース〉を始める人数こそ制せい御ぎよできたが、〈RELCリリースコイン〉を買うことができる取引所は世界中に作られ、取引額も増え続けている。上場している人間の能力、将来性を分ぶん析せきするために、学校の成績だけでなく、家系やＩＱ、ＧＦＰ（性格の善よし悪あしを一次元の数字で表したもの）をまとめたサイト、容姿を点数化したサイトまである。

　一人の人間に投資する行こう為いは、株式会社に投資するよりリスクが高いのに、どうしてここまで支し援えん者は増えたか？　その理由は専門家なりが色々分ぶん析せきしているが、僕ぼくはこうだと思う。

　楽しいから。

　人間が最も興味を持つのは、なんだかんだで人間のことだ。マンガでもドラマでも人間ドラマがなければ受け入れてもらえない。

〈RELEASEリリース〉は言わば、人間を競走馬にして楽しむギャンブルだ。そう、単純に娯ご楽らく性がとても高いのだ。

〈RELEASEリリース〉が拡大した理由はともかくとして、平等を目指す〈RELEASEリリース〉プロジェクトは概おおむね成功している。多くの人に評価された者が金を手にし、チャンスを与あたえられるというのは、とてもフェアなシステムだ。カスミシティはその唯ゆい一いつ性から、世界中で脚きやつ光こうを浴び、原色の鮮あざやかな街は活気に溢あふれ、そこに住む若者の目はギラギラと野心で輝かがやいている。カスミシティのパワーが、日本の好景気を支えている。

　人類史上、最も公平な文化的都市。理想郷。

　けれど、そこに住む僕ぼくは知ってしまった。

　本当の平等の中で、幸せになれる人間は、ごく一部だということに。




　僕ぼくが親元を離はなれ、カスミシティにやってきたのは、親の方針だった。両親とも非正規雇こ用ようの、我わが家やの経済状じよう況きようは決して裕ゆう福ふくではない。両親は成績優ゆう秀しゆうだった僕ぼくを、どうしてもいい大学に行かせたかったらしく、そのためには〈RELEASEリリース〉を利用するしかないと考えた。親バカなのだろう、当時神童と呼ばれていた僕ぼくなら、すごい価値が付くとも思っていたようだ。僕ぼくごときの才覚なんて、才能とも呼べない塵じん芥かいに過ぎないと言うのに。

　親のアテは外れたが、いい大学に行くというだけなら、カスミシティに僕ぼくを送った選せん択たくは間ま違ちがいではなかったかもしれない。このまま高校卒業まで、レベルの高いカスミシティで揉もまれ、努力をし続ければ、親の言ういい大学にはいける可能性が高い。現状の成績をキープすれば、国公立の医学部にもいけそうではある。

　しかし、そううまくはいかないだろう。

　だって、僕ぼくはもう限界だった。

　あと四年以上この街にいる？

　考えただけで、目の前が真っ暗になる。吐はき気けが止まらなくなる。

　……僕ぼくだって、初めから自分が凡ぼん人じんだと自覚していたわけじゃない。きっと、他の誰だれにもない価値があるのだと、そう信じていた。

　しかしこの街は、その自惚うぬぼれを、根こそぎ奪うばい去さる。

　だってすぐ側に天才、秀しゆう才さい、奇き才さいがゴロゴロいるのだ。僕ぼくとの差を、時価総額で突つき付つけてくるのだ。その価格差は、僕ぼくの存在価値を簡単にすり潰すのだ。

　人は誰だれしも等価値という戯ざれ言ごとは、〈RELEASEリリース〉の前にはまるで説得力が無い。花屋の店先に並んだ花が、どれもきれいだなんて有名なアイドルが言っても、現実はその花一つ一つに値段が付けられている。買われなければ枯かれて捨てられる。

　ああ、今や絶ぜつ滅めつした、ヤンキーという人たちの気持ちが、僕ぼくはよく分かるのだ。自分を誰だれかに認めさせたくて、悪目立ちでもいいから、目に留とめてもらいたい。でも現在は、それがただの痛い行こう為いだと知しれ渡わたってしまっている。バイクで仲間と爆ばく音おんを立てる行こう為いは、陳ちん腐ぷなクソださい迷めい惑わく行こう為い。万引きは若気の至りで許されない犯罪。ケンカの強さは、狭せまい世界でしか通用しない、お金にならない役立たずの価値。どれもこれも、〈RELCリリースコイン〉の価値を著いちじるしく下げる愚おろかしい行こう為い。中ちゆう途と半はん端ぱな逸いつ脱だつはクソかっこ悪いものでしかなく、自尊心を満たしてはくれない。

　悲鳴の上げ方さえ、正しくなければ、ネットでうるさいと叩たたかれる時代だ。

　僕ぼくらは〈RELEASEリリース〉によって、監かん視しされ、管理され、隷れい属ぞくさせられている。

　道を真まっ直すぐ進むのも、逸それるのも地じ獄ごく。救われない。逃にげたいが、一度価値を付けられた以上はもう、逃にげられもしない。

　追いつめられた僕ぼくには、ごく自然に、ある考えに取り憑つかれた。

　──僕ぼくはもう、死にたい。




　そうして四月の夜に、本気で飛び降りようと、タワーマンションの屋上に行き、ヘリポートに侵しん入にゆうした。地上から高さ189.22メートルの柵さくの上から、地面を見下ろした。ドローンもこの高さまでは飛ぶことはなく、カメラはない。確実に死へ陥おとしいれるであろう位置エネルギーを、ご飯粒程度の大きさになった人々を見ることで感じて、重力の存在に感謝した。自分でも驚おどろいたが、これだけ不安定な場所から地上を見下ろしても、恐きよう怖ふ心はほとんど無かった。それどころか目の前に迫せまり、極ごく彩さい色しきに可視化された死は、ただただ魅み力りよく的だった。

　自殺はこの街で、最も唾だ棄きすべき愚ぐ行こうとされている。自殺をすれば〈RELCリリースコイン〉の価値は０になり、投資してくれた支し援えん者に損をさせ、裏切ることになる。死んだ後は僕ぼくだけではなく、保護者や関係者まで責められ続ける。

　だが、このときの僕ぼくは、そんなことは構うものか、死んだ後のことなど知るか、それぐらい投げやりだった。他に、無理矢理未練らしい未練を考えてみても、何も思おもい浮うかばなかった。

　自殺を止めるものは何もないと思った。

　だが、ぐらついた柵さくの上で強風に煽あおられているうちに、不意に胸に違い和わ感かんを覚おぼえた。これまで感じたことのない、謎なぞの生温かい熱が宿っていた。マグマのようにグツグツ溢あふれ、漏もれ出すように体中に染しみこんでいくのだ。その熱は脳にまで渡わたると、頭の中でバチバチとスパークして、曇くもっていた僕ぼくの思考をクリアにした。それまで味わったことのない経験だった。僕ぼくは柵さくの上で戸と惑まどって、危あやうく落ちそうになった。慌あわてて柵さくの上から降りて、この熱と向き合った。

　これは、何だ？

　分からない。

　分からないけれど、待ち望んでいたものの、気がする。

　だったら、肯こう定てい的な名前を付けよう。

『勇気』

　僕ぼくはこの感情を『勇気』と名付けた。

『勇気』は、僕ぼくに飛び降りるのをやめさせた。

　苦しさが消えたわけではない。生きにくさは変わらない。自殺願望が消えたわけではない。

　でも、『勇気』はこう言うのだ。いざとなればいつでも死ねるその覚かく悟ごがあるのなら、何だってやれるんじゃないか？　何だってしてもいいんじゃないか？

　それからだ。

　それから僕ぼくの心は、いつでもこの屋上に行ける。

　僕ぼくは、死を身体からだに飼っている。

「…………いつでも死んでやる」

『勇気』の出る呪じゆ文もんを唱える。

　──ぐにぃ。

「んぁ！」

　リリカのドラムゲームを見ていたはずの九ク曜ヨウマリーが、いつの間にか僕ぼくの側にいて、なぜか僕ぼくの頰ほおをつねっていた。

「…………」

　じっと無表情で、僕ぼくの顔を覗のぞき込こんでいる。

「え？　何？」

「…………」

　……もしかして、僕ぼくの呟つぶやきを聞いて、励はげましてくれている？

「……あなたは」

　驚おどろいた。九ク曜ヨウマリーが自主的に口を開いている。

「自分が凡ぼん人じんだとか、思っている？」

　思考を読まれていたようなその言葉に、驚おどろく。

　けれど、よくよく考えてみれば、それは一いち目もく瞭りよう然ぜんの、ただただ分かりやすい事実だ。

「それはそうだよ。僕ぼくは凡ぼん人じんだよ。時価総額を見ても分かるだろ？」

　だが、九ク曜ヨウマリーは懸けん命めいに首を振ふる。

「〈RELCリリースコイン〉による時価総額なんて、一面的な価値に過ぎない。あなたのことを見たこともない人が付けた、偏かたよった評価に過ぎない」

　九ク曜ヨウマリーは、さらに顔を近づける。

「私のあなたの評価を教えてあげる」

　彼かの女じよの青い目が至近距きよ離りにあり、僕ぼくはその美しさに、思わず唾つばを吞のみ込こむ。

　九ク曜ヨウマリーは、小さい口を開く。

「あなたほど、理性的な人間はいない」

「あなたほど、空気を読める人間はいない」

「あなたほど、決断できる人間はいない」

「あなたほど、一いち途ずな人間はいない」

「あなたほど、恐おそろしい人間はいない」

　九ク曜ヨウマリーがこれほど連続で喋しやべるのを初めて見て、僕ぼくは目を見開いて驚おどろいた。ドラムゲームを終えたリリカとカナタも、僕ぼくに詰つめ寄よる彼かの女じよを見て驚おどろいている。

　どうして、僕ぼくなんかにこんな言葉を掛かけてくれるんだ？

　優やさしいから？　慈じ悲ひ？

　そう、九ク曜ヨウマリーは、無口だけれど優やさしい。花か壇だんの花に自主的に水をあげているのを見たことがある。車に轢ひかれた猫ねこの墓を作っていたという話も聞いたことがある。きっとこれも優やさしさなのだろう。「いつでも死んでやる」と呟つぶやいた僕ぼくを、不器用ながらも精せい一いつ杯ぱい励はげまそうとしているのだ。

　もちろん、僕ぼくはこの優やさしさがとてもうれしかった。

　しかし、その先の言葉を聞いた僕ぼくは、緩ゆるんだ口元が瞬しゆん時じに元に戻もどった。

「あなたは、特別」

　特別。

　僕ぼくが憧あこがれ続けている、特別。

「……励はげましてくれてありがとう。でも、それはないよ」

　それは、やめて欲ほしい。励はげましでも、善意でもやめて欲ほしい。

　僕ぼくがどれだけ特別に憧あこがれているか知らずに──特別を憎にくんでいるか知らずに──特別を求めているか知らずに──気軽に言って欲ほしくない。

　なのに、九ク曜ヨウマリーは諦あきらめず、そんなことはないと首を振ふる。

　おそらく彼かの女じよはきれい事を言っているつもりではないのだろう。人は、それぞれに価値があると純じゆん粋すいに信じているのだろう。昔の僕ぼくのように。

　だけど、それは違ちがうのだ。絶対に違ちがうのだ！

「悪いけど……九ク曜ヨウさんは、〈RELEASEリリース〉と向き合っていないから、そんなことを言えるんだ！」

　僕ぼくが叫さけぶと、彼かの女じよは口をきつく結び、一歩僕ぼくから離はなれる。

「僕ぼくが本当に、特別だと言うなら──」

　待て？　僕ぼくは何を言おうとしている？

　しかし、湧わき上あがる彼かの女じよへの怒いかりが──そうか、僕ぼくは怒おこっているのか──その先を言うのを止めない。




「僕ぼくが特別だと言うなら──付・き・合・っ・て・く・れ・よ・！」




　どうしても発言を撤てつ回かいして欲ほしかった。

　だからこんな、拒きよ絶ぜつされるための言葉を口にしてしまった。

　そして、口にしてからそれが、僕ぼくが心の底から望んでいたことだと気付いた。

　……そうだ、リリカにナンパと言われても仕方が無い。そうだよ、僕ぼくはこれまでずっと九ク曜ヨウマリーを見ていて、彼かの女じよのことを知りたくて、そして付き合いたかった。

　でも──あーあ、こんなタイミングを言ってしまえば、もう台無しだ。気持ちが届くはずもない。リリカとカナタにも、後で酷ひどくなじられることだろう。九ク曜ヨウマリーは僕ぼくを軽けい蔑べつし、きっともう二度と口を利きいてくれないだろう。

　うなだれた僕ぼくに、彼かの女じよは言った。

「別にいいよ」

「え？」

　だから聞き違ちがいかと思った。

　しかし、九ク曜ヨウマリーはいつもの無表情で、繰くり返かえすのだ。

「別にいいよ」




　　　　　３




　たぶん九ク曜ヨウマリーは、僕ぼくの幸福を願って、告白を受け入れたのだ。

　頑かたくなに自分の考えを受け入れない、不幸な考え方をしている僕ぼくを、何とかして改めようとしているのだ。僕ぼくを正しい方向に導こうとしているのだ。

　だとしたら、なんて利他的なのだろう。




　彼かの女じよが住んでいるという、狭せまそうなアパートまで送る。別わかれ際ぎわに〈LILINリリン〉の連れん絡らく先を教えてもらい、記念すべき初メッセージを送る。

『これからマリーって呼んでいい？』

『別にいいよ』

　まだ恋れん愛あい感情はマリーにはないだろうけれど──きっとこの関係は正常ではないだろうけれど──とりあえず僕ぼくは喜ぼう。

　だって、あの特別なマリーと、彼かれ氏し彼かの女じよになれたのだから！

「さて」

　ゆっくり喜びを嚙かみ締しめたいけれど、リリカから呼び出しが掛かかっている。僕ぼくはママチャリで中心街に戻もどる。

　視界の右上にあるホロスクリーンに表示されている時間を見ると、『18:57』とある。ファーストフード店の前に自転車を止め、中に入る。ファーストフード店のアプリからコーラの注文をし、店の決済端たん末まつに触ふれると、ウォレットアプリ内の〈KCCカスミシテイコイン〉が減って、注文と支し払はらいが同時に終わる。待ち受けカウンターにアームロボットが置いたコーラを受け取り、二階に上がる。

　学生ばかりの店内で、二人の姿を捜さがす。笑い声がそこかしこから聞こえる店内で、みんな不安定そうなテーブルの上でスマホを触さわっている。二人の場所は、ギターケースが側に置いてあるのですぐに分かった。

〈Ymoワイエムオー〉を付けた手を空中で動かし、パズルゲームをしているリリカと、目め頭がしらを押おさえて考かんがえ込こんでいる様子のカナタがいた。カナタはこちらに気付くと手を上げ、リリカもゲームをしたまま手を振ふる。

　それにしても、不思議な関係だな、と改めて思う。

　時価総額は三人とも離はなれている。カスミシティでは、時価総額が離はなれている相手とは深く付き合わないのが普ふ通つうだ。金銭感覚の違ちがいが、価値観のズレとなって、関係に溝みぞが生まれることが多いからだ。しかも僕ぼくらはファッションの傾けい向こうも、性格のタイプも似ていない。本来なら全然別々のグループに所属して、ほとんど話す機会がないのが自然だろう。

　じゃあ、なぜ僕ぼくらは連つるんでいるのか？

　それは僕ぼくらに、共通していることがあるからだ。

「はあ……今日もマリーちゃん、かわいかったなあ。ねえ見た、あのきめ細かい肌はだ？　陶とう器きかっつーの。近くで見られて幸せ……」

「彼かの女じよのあのバッティング、興味深いよね。いくらセンスがあると言っても、反復練習をしなければ、フォームに再現性を持たせられないはずなんだけど、彼かの女じよはできているんだ。しかも一見滅め茶ちや苦く茶ちやなフォームで、だよ。まったく、どういう仕組みなんだろう？」

　そう、それはみんな、九ク曜ヨウマリーに尋じん常じようならざる興味を持っているということ。

　恍こう惚こつとした表情で語っていたリリカが、思い出したかのように態度を変え、カナタの隣となりに座すわった僕ぼくを冷たく睨にらみ付つける。

「で、ユウスケ。聖母たるマリー様と付き合うとか何を考えているの？　死にたいの？　死ぬの？」

「い、いや……僕ぼくもまさか、ああいう展開になるとは……」

「言っておくけど、マリー様に不ふ埒らちな行こう為いをしたら、我ら〈NineSKナインエスケー〉の鉄の規律を破ることになるからね！　極きよつ刑けいだからね！」

「そもそも〈NineSKナインエスケー〉なる組織名が初耳なんですが……」

「は？　『九（Nine）曜マリー・好き好き・クラブ』の略りやく称しようだろうが！」

　やっぱり初耳なんですが。

「まあまあリリカ、それくらいにしよう。俺おれたちがユウスケを呼よび戻もどしたのは、別件じゃないか」

「そうなの？」

　てっきり僕ぼくの暴走を責めるものとばかり思っていた。

「ユウスケ。もしかしてユウスケのスマホに」カナタは僕ぼくの方へと身を乗り出して、言う。「〈パノプティコン〉というアプリがインストールされていないかな？」

　すぐに先ほど見た、怪あやしげなアプリを思い出した。

「ああ、知ってるよ。なんか勝手にインストールされていて、さっき消し──え？」

　スマホのホーム画面を見た僕ぼくは、思わず声を上げる。

　なぜなら、確かに消したはずの不気味な赤いアイコンが、また表示されていたからだ。

「あれ？　おかしいな？　確かに消したと思ったんだけど……」

　カナタはまた目め頭がしらを押おさえ込こむ。

「やっぱりユウスケにもインストールされていたか……」

「カナタ、このアプリについて何か知ってるの？」

　リリカが口を挟はさむ。

「ユウスケだけじゃなく、あたしとカナタのスマホにもいつの間にかインストールされてた。しかも何度消しても、復活してくる。つうか、このアプリ、めっちゃ容量食ってて、写真がこれ以上保存できなくなって、マジ困るんだけど」

　カナタは顔をしかめて、腕うでを組む。

「パノプティコン。邦ほう訳やくすると、全展望監かん視しシステムって意味だね。主に刑けい務む所しよに使われた円形の設計構想のことだ。収容者の個室が看守棟とうに面することで、少ない看守で収容者を監かん視し下に置けるシステムだったはずだよ」

「……なんか不ふ穏おんだね」

　どう考えても、まともなアプリではない。

「ネットで検けん索さくしてもアプリのことは出てこないんだ。ウイルス対策ソフトでスキャンしても引っかからない。この辺りでだけ流は行やっているアプリなのかと思って、〈LILINリリン〉のグループトークでクラスメイトに聞いてみても、誰だれも知らなかった。どうやら〈パノプティコン〉が強制インストールされたのは、俺おれたちだけみたいだね」

「僕ぼくらだけ？」

　それはおかしい。

　だってさっき考えた通り、僕ぼくらの共通点なんて、マリーに強い興味を持っていることくらいなんだ。

「つまり、そういうことじゃないか？」

　カナタは僕ぼくの考えていることを読んで、言う。

「このアプリは、九ク曜ヨウマリーさんと関係がある」

　眉まゆをひそめる。

「俺おれとリリカが〈パノプティコン〉に気付いたのは、〈リアルスタジアム〉をみんなでやっていた辺りなんだ」

「あ、僕ぼくも」

　カナタは頷うなずき、続ける。

「二人は九ク曜ヨウマリーさんをずっと興味を持って、見続けていたけれど、まともに接したのは今日が初めてだよね？」

「……彼かの女じよが僕ぼくらのスマホにインストールしたって言いたいの？」

「いや、そこまではどうだろう？　少なくとも俺おれのスマホに触さわる機会は彼かの女じよにはなかったし、連れん絡らく先も交こう換かんしていない。とはいえ、これがただの偶ぐう然ぜんとも考えにくい。彼かの女じよに関係する可能性は高いと思う」

　少し強ごう引いんな気もするが、否定もできないので頷うなずく。

「そして、彼かの女じよに関係するなら、俺おれたちは無視できない。……そうだろう？」

「そう、あたしたち〈NineSKナインエスケー〉は無視できない」

　そんな組織は知らないが、マリーと関係するかもしれない以上、無視できないのはその通りだ。

「なら、どうするの？」

「へへ。ユウスケが来る前にカナタと話し合ったんだけどね、恨うらみっこなしで三人同時にアプリを起動するのはどう？」

「危なくない？　だって、消しても復活する、怪あやしすぎるアプリだよ？　トロイの木馬が仕し掛かけられてあって、スマホが使用不能になるかもよ？」

「それすら甘あまい見通しかもしれないね。バックアップデータを破は壊かいしたり、登録してある連れん絡らく先にウイルスを送ったりすることもあり得るよ」

　しかしカナタは言うのだ。

「でも、やるだろう？」

「やるよね？」

　僕ぼくが肯こう定ていすることが分かっているかのような、そんな口調だった。

　そして、それは間ま違ちがいじゃない。

　だって、僕ぼくらは以前からみんな、こう思っていた。

　──九ク曜ヨウマリーには、秘密がある。

「やるよ」

　僕ぼくたちは、彼かの女じよの秘密を知りたい。そして今回、それを知ることができるかもしれない。だったら拒きよ否ひなんて、できやしないのだ。

　僕ぼくの返答にリリカはニカッと笑って、猫ねこのキャラクターのキーチェーンマスコットを持って、拳こぶしを突つき出だす。

　このキーチェーンマスコットは、初めて僕ぼくらが集まったときに、友情を深めようとみんなで買ったものだ。そっぽを向いた猫ねこのキャラクターの雰ふん囲い気きが、なんとなくだがマリーに似ている気がして、思わず購こう入にゆうした。

　僕ぼくとカナタもキーチェーンマスコットを取り出し、指から垂らして、拳こぶしを作る。

　そして、みんなで微笑ほほえみ合うと、拳こぶしを合わせた。

　いつからだろう？　いつの間にかこれが、僕ぼくらの友情を確かめ合うときの習慣になっていた。

「心の準備はできたね？」

　カナタの言葉に、僕ぼくとリリカは頷うなずく。

　最低限の対策として、クラウドにデータをバックアップして、勝手に通信をしないよう機内モードにした。気休め程度の対策かもしれないが、やらないよりはマシだ。

　リリカが咳せき払ばらいをする。

「さて、泣いても笑っても一いち蓮れん托たく生しようだよ！　じゃ、カウントダウンを始めるよ。……５、４、３……」

　覚かく悟ごを決めるために心の中で唱える。

『いつでも死んでやる』。

「……２、１……せーの──！」

　僕ぼくらは同時に、〈パノプティコン〉を起動した。




　瞬しゆん間かん。

　音が消え、目の前の風景が完全に書き換かわった。

　ファーストフード店の壁かべは崩ほう壊かいし、朽くち果はて、赤あか錆さびの目立つ廃はい屋おくに変わった。コンクリートが剝はがれ落おち、中の鉄筋が露ろ出しゆつしている。

　建物の中にいた人たちは、世界から拒きよ絶ぜつされているように色を塗ぬり潰されている。グレー一色にされモザイクが掛かかっている。喧けん噪そうは消え去り、世界は無音だ。モザイクが得体の知れないものを摑つかむと、口に運んだ瞬しゆん間かんにそれにもモザイクが掛かかった。おそらくハンバーガーを食べているだけなのだが、何かとてもグロテスクな光景に見えてしまう。

　唐とう突とつに現れた光景に、顔の筋肉が硬こう直ちよくし、動かない。首だけ動かし、カナタとリリカの姿を見ると、二人にはモザイクが掛かかっておらず制服姿のままだった。二人の表情も、恐きよう怖ふと不安で強こわばっている。

「……なんだこれ」

　試ためしに〈NEW WORLDニユーワールド〉のＡＲモードを切ってみると、そこには元通りのファーストフード店の風景があった。ノイズキャンセルで消えていたであろう、喧けん噪そうも蘇よみがえる。やはりこの光景は〈パノプティコン〉なるアプリのせいなのだ。

「……外に出て様子を見よう」

　神しん妙みようなカナタの声に頷うなずき、僕ぼくら三人は、ファーストフード店を出た。

「う……」

　そこは見知っている中心街ではなくなっていた。

　廃はい墟きよだ。モザイクまみれの廃はい墟きよの街だ。

　星が出ていた空は、禍まが々まがしい雲によって、灰色に変えられている。建物はファーストフード店と同じように朽くち果はてている。植えられていた樹木は枯かれ木きになっているが、逆に建物の周りには、コケやツタのような木など、無造作な緑に覆おおわれている。〈NEW WORLDニユーワールド〉は嗅きゆう覚かくには対応していないのだが、リアルな光景によって、錆さびの臭においと緑の匂においが錯さつ覚かくによって生み出されている。この街が長年封ふう鎖さされることがあったとしたら、こんな光景になるのではないかと思わせる光景だ。

　人の声は消音されていて、元々の風の音と、割れたレンガ道を歩く自分たちの足音だけが騒さわがしい。

「……は、はあ」

　やけに息苦しいと思ったら、鼻で息をするのを忘れていた。心臓が暴れているのを、胸に手を押おし当あてることで宥なだめる。

　なんなんだ、このアプリは？

　悪あく趣しゆ味みだ。まともじゃない。

「視界の右下にメニュー画面らしきものがあるね」

　カナタがそんなことを言った。確かに右下にはホロウィンドウが表示されている。

「でも押おしても反応しないよ。ってかヤバくない？　さっきから試ためしてるんだけど、ログアウトもできない。これ、このアプリを終えられないってことじゃない？」

　ギターケースを背負ったリリカが、不安そうにポニーテールの毛先を触さわっている。

「俺おれたちの頭の上にある、格かく闘とうゲームに使われそうなゲージは、数値から見るに〈RELEASEリリース〉の時価総額かな？」

　みんなの頭上に、黄色いゲージと数字が表示されていた。僕ぼく『2,213,000』、リリカ『16,540,000』、カナタ『58,167,000』。カナタが言うようにそれは時価総額の数字と同じだ。

「MMORPGなのか？　しかし、ここまで細部まで３ＤＣＧを作り込こむには、とんでもない労力と資金が必要なはずだ。これだけ最さい先せん端たんの技術は、大手ソフトウェア開発企き業ぎようでもできるかどうか……。しかも、位置マーカーが正確じゃないと成立しないわけだから、カスミシティの一部でしかできないはず……つまり、収益も期待できないはずだ。大型ゲームのクローズ[image: β]？　いや、[image: β]版といえど、こんな大型アプリが稼か働どうしていたら、世間に知られていないわけがない。ましてや〈パノプティコン〉と検けん索さくしても引っかからないなんてあり得ない。……まともじゃない」

　いつも微笑ほほえんでいるカナタがここまで深刻な表情を見せるのは、僕ぼくが知る限り初めてだった。

「まともじゃないって言っても、死ぬわけじゃないっしょ？」

　リリカの言葉に、カナタは口を閉とざす。

「……ちょ、ちょっとカナタ、黙だまり込こまないでよ……」

　カナタは僕ぼくらを安心させるために無理矢理ニッと口角を上げて、僕ぼくとリリカを見る。

「とにかく重要なのは情報だね。ＡＲモードを切らずに街を歩いてみよう。特定の地点にたどり着けば、チュートリアルか何かが始まるかもしれない」

　カナタの意見に反論などあるはずもなかった。




『エリア外に出た場合、強制ログアウトされます。アカウントが破は壊かいされたときと同様の処理がされます。よろしいですか？』

〈パノプティコン〉によって生み出された廃はい墟きよは、どうやら精密に位置情報を定められるところまでのようだった。

　カナタの提案で、カメラが届かず、位置マーカーが正確でない場所に行ったらどうなるかと安らぎの森に行ってみた。すると廃はい墟きよの終わりこそ見えたが、先に進もうとすると、こんなメッセージボックスが警告音と共に表示されたのだ。

　このアプリのことはまだまだ分からないが、まともではないことだけは確実だ。アカウントが破は壊かいされたときにどうなるか分かったのもではない。そうである以上、僕ぼくらは引き返すしかなかった。

「う、う……疲つかれた」

　リリカが弱音を吐はく。僕ぼくも釣つられて長い溜ため息いきを吐ついた。おそらく距きよ離りにして二、三キロ程度しか歩いていないだろうが、何が起こるか分からない緊きん張ちよう感が、僕ぼくらを疲ひ弊へいさせていた。

　とはいえ、光景自体には少しずつ慣れてくるものだ。周りの風景に圧あつ倒とうされるだけでなく、観察できるようにはなっていた。

〈パノプティコン〉を起動していても、僕ぼくらの安全は最低限配はい慮りよされているらしく、折れ曲がった信号機は見た目に反して正常に機能している。中が剝むき出だしになっている錆さびたバスやタクシーが、現実の速度と変わらず動き回っているが、近づいてくると、警告の表示がきちんと出る。

　現実世界で生き物がいる位置には、グレーのモザイクが掛かかっているようだ。人間にも、犬にも、猫ねこにもモザイクが掛かかっている。ペンキの剝はがれ落おちたベンチに座すわっているモザイク。廃はい墟きよの中で割れたティーカップでコーヒーを飲むモザイク。モザイクが乗ったベビーカーを押おすモザイク。

　そして、西洋の剣けんと丸い盾たてを持ったガイコツ。

「……って、え？」

　ガイコツ？

　それは三百メートルほど離はなれた交差点の先にいた。人間ほどの大きさのガイコツ──ＲＰＧならスケルトンという名前であろうそれは、西洋の兜かぶとをかぶり、千切れた赤いマントを羽織っている。あばら骨がうねうねと別の生き物のように動いていて、右目だけ不気味に赤く光っている。

　モンスター。

　そうとしか言いようのない物体。

　スケルトンには、僕ぼくらと同じように頭の上にゲージがあった。数値は『18,119,000』。僕ぼくとリリカより高く、カナタより低い。

「何よ、あいつ……」

　リリカの声が聞こえたわけではないだろうが、スケルトンがこちらに気付いた。赤い目が合う。まだ思考はフリーズしていて、恐きよう怖ふ心はやって来ない。ただ「ヤバイ」ということは、頭の先の方で分かっている。心臓の鼓こ動どうが加速度的に速まっている。

　スケルトンは僕ぼくを見てわずかに静止した後、明らかにこちらに向かって走ってきた。ガシャリガシャリ、キシキシキシキシ──と、日常とはかけ離はなれた大げさな音が、静かな廃はい墟きよに響ひびき渡わたる。

「カ、カナタ、ヤバくない？　よく分からないけど、あいつに攻こう撃げきされちゃわない？」

「……されるかもね」

「これがゲームだとしても、あたしたち戦い方なんて知らないし……。メニュー画面は相変わらず開かないし……。あ、あのさ、また聞くけど、あいつにやられても、まさか死にはしないよね？　よね？」

「……とにかく、逃にげよう！」

　そうするしかなかった。

　ヤバイ！　よく分からないけれど、とにかくヤバイ！

　焦あせってきびすを返したせいで、左足首を軽く挫くじく。しかし、その程度の痛みで止まれるはずもない。まだ走り始めたばかりなのに、準備不足の心臓は締しめ付つけられ、やけに苦しい。感情がようやく追いついて、頭を恐きよう怖ふ心が覆おおい尽つくす。急激な感情の変化に追いつけずに、目の前がチカチカして、地面を踏ふんでいる感じがしない。呼吸が浅くなり、うまくできない。脂あぶら汗あせが額に浮うかんでいる。

　走り出した僕ぼくらを見て、スケルトンはスピードを上げた。意外にも、走る速さは僕ぼくらとさして変わらない。

　──そうだ、このモンスターは、現実だと何に当たるんだ？

　テンパりながらもそう思い当たった僕ぼくは、一いつ瞬しゆんだけＡＲモードを切って、スケルトンがいる場所を見る。

「……え？」

　そこにいたのは、なんの変へん哲てつも無ない、二十代くらいの男だった。屈くつ強きようでもない、むしろどちらかといえば貧ひん弱じやくな男だ。

「ＮＰＣのモブじゃない……。追いかけてきてるのは、人間だ」

「に、人間？　じゃあもしかして、あたしたちと話をしようとして、近づいてきてることもあり得る？」

「いや……」

　もしそうだとしたら、僕ぼくらが〈パノプティコン〉初心者なのは明白なのだし、安心させるためにも友好的な態度をしてもいいはずだ。彼かれにはそんな様子がまったくない。

　あの目は、獲え物ものを見つけた目だった。

「僕ぼくらを倒たおす気だ」

　そして、素す顔がおを見たのは一いつ瞬しゆんだけだが、僕ぼくには分かる。

　あ・れ・は・、悪・人・の・顔・だ・。

「うう……！　何なのよ！　あたしたちを倒たおして、何のメリットがあるのよ！」

　カナタが「こっちだ！」と手で逃にげる方向を指示する。中心街は、カスミシティになってから一から開発された場所だ。道路はきれいに網あみ目め状に整備されていて、裏道と言えるような道はないため、逃にげるのには適していない。

　できることは限られている。何度も曲がることで、スケルトンから姿を見失わせ、店の中に逃にげ込こむ、それくらいだ。カナタもそのつもりのようだった。

　しかし、〈パノプティコン〉によって、建物が崩ほう壊かいしているせいで、結構な割合で外からも丸見えになってしまっている。カスミシティに配備されている膨ぼう大だいなカメラの数が、そんな演出を可能にしている。

「二人とも、こっちだ」

　バスケ部でレギュラーのカナタはさすがに体力があり、その足取りには余よ裕ゆうが感じられた。スケルトンの走る速度なら、カナタは余よ裕ゆうで、僕ぼくもギリギリ逃にげ切きれそうだ。

　けれどもう一人、リリカの足が、思った以上に遅おそい。

「……リリカ、ギターは置いていけない？」

　僕ぼくの言葉に、ゼーゼーと息をしながら、リリカは首を振ふる。

「……ぜえ……ぜえ……こ、ここって今は廃はい墟きよだけど、本当は街中なんでしょ！　じゃあ無理！　これってマニア受けする結構な高級品なの！　もう手に入らないの！　ああえっと、そんなことより何より、このギターはあたしの命なの！」

　と、僕ぼくが余計なことを喋しやべらせてしまったせいもあるだろう。

「あ……！」

　ただでさえギターを背負って、バランスの悪いリリカは、つんのめって倒たおれてしまった。

「リリカ！」

「い、ったあ！」

　その間にも、スケルトンは迫せまってくる。すぐに立ち上がろうとするが、リリカは慌あわててしまって、突つっかかってしまったように何度も転ぶ。

「う、ああ、ど、どうしようどうしようどうしよう！」

　……ああ、ダメだ。もうこの距きよ離りでは、リリカは逃にげ切きれない！

　そう思い当たったときだった。

　恐きよう怖ふで支配されていた僕ぼくの心臓が、急速に平常に戻もどっていく。汗あせが引いていくのが分かる。

　目に映るのは廃はい墟きよのはずなのに、違ちがう光景が映っている。

　そこはタワーマンションの屋上。地上からの高さ１８９．２２メートルから見下ろした、カスミシティの光景。

　僕ぼくは小さく呟つぶやいた。

「い・つ・で・も・死・ん・で・や・る・」

　そうだ。もし、スケルトンによる攻こう撃げきで死んだとしても、自殺志願者の僕ぼくにはどうでもいいことだ。

　ああ、マジで、どうでもいい。

　僕ぼくは、リリカの前に立った。

「え？　ユ、ユウスケ！」

「僕ぼくがあいつを止める。その間に逃にげて」

「え？　そ、そんなわけにいかないっしょ！　ユウスケが死んじゃうかもしれないんだよ！　それが分かってて、置いてけるわけないじゃん！」

「別に死ぬとは限らないんだし、どうせ僕ぼくももう間に合わない。僕ぼくがあいつをなんとかして止めている間に、リリカはカナタと逃にげて」

「た、頼たのんでないよそんな格好いいこと！　ほんとやめてよ！」

　だが、こうなった以上、僕ぼくの言う通りにするしかないと思ったのだろう。リリカは涙なみだを拭ふきながら、急いで身体からだを起こす。

「ごめん！　ユウスケ、ごめんね！　そして、ありがとうね！　絶対、この埋うめ合あわせはするし！」

　リリカは這はい上あがり、駆かけ出だした。花束のような香こう水すいの匂においが離はなれていく。

「ふふ」

　まさか僕ぼくが女の子を守るだなんて、少年マンガの主人公みたいなことができる日が来るとは思わなかった。自殺志願者も案外悪くないじゃないか。

　足を強く踏ふみしめて、迫せまるスケルトンを睨にらみ付つける。怖こわくない、わけはない。あの剣けんで貫つらぬかれたら、リアルな痛みがあるのかもしれない。滅め茶ちや苦く茶ちや血が出るのかもしれない。ああ、必死になっていたせいで忘れていた、くじいた足首の痛みが蘇よみがえる。結構痛い。捻ねん挫ざくらいはしているかもしれない。スケルトンの足音は近づいてくる。ガシャリガシャリ、キシキシキシキシ──と、暴力的な音が鳴なり響ひびいている。拳こぶしを握にぎりしめると、『指定の武器以外での暴力は禁じられており、強制ログアウトとなります』とダイアログが表示された。まったく……何の抵てい抗こうも許されないというのか。

　死を覚かく悟ごしていてもそれでも、スケルトンが近づくと、勝手に脚あしは逃にげようとする。もしかしたら本当に、〈パノプティコン〉初心者の僕ぼくらに、色々教えてくれようとしてくれているのじゃないかと、都合のいい妄もう想そうさえ浮うかんでくる。僕ぼくは震ふるえる膝ひざを押おさえつけて、そこに踏ふみとどまる。

　ついに、目と鼻の先までスケルトンはやってきた。脚あしを緩ゆるめ、ついに立ち止まったスケルトンは、顎あごの骨をカクカク動かして言った。

「ガキ、女の前でカッコつけて、本当にむかつくな。おかげで遠えん慮りよなくやれるぜ」

　ふふ、やっぱり僕ぼくは間ま違ちがっていなかった。

　こいつは悪人で、クズだった。

　スケルトンが剣けんを振ふり上あげた。僕ぼくは覚かく悟ごを決めて、目をつぶった。

　──ああ、でも、これで。

　──僕ぼくはこの地じ獄ごくのような街から、解放される。

「…………」

　しかし、いつまで待ってもこの身に何も起こらなかった。

　恐おそる恐おそる目を開けると、スケルトンは剣けんを振ふり上あげ、掲かかげたまま静止していた。右目の赤い光が消えている。

「え？」

　何が起こったのか？

　僕ぼくは気付く。スケルトンの身体からだを、四つの刃はが貫つらぬいていた。

　四つの刃はがずるりと抜ぬかれると、スケルトンのＣＧに身体からだが飛び散るエフェクトが掛かかり、スケルトンは消え──いや、ＡＲモードを切ったときに見た、二十代くらいの人間の姿に変わった。白目を剝むいている男は、そのまま前のめりに倒たおれる。

　事態が把は握あくできず呆ぼう然ぜんとしたまま、顔を上げる。

「──あ」

　そこには、モザイクの掛かかっていない女の子がいた。




　九ク曜ヨウマリーがいた。




　アンドロイドが身に付けていそうな、機械でできたボディスーツを着用している。露ろ出しゆつした真っ白い脚あしには、カマキリの腕うでのような機械的なユニットが四つ付いている。その先には鎌かまのような形状をした刀身が曲がっている長い刃はが付いていて、キシキシと音を立てて動いている。スケルトンの身体からだを貫つらぬいたのは、間ま違ちがいなくこの刃はだろう。

　非現実的な形状だけれど、生まれたときからその格好をしていたかのように、マリーには似合っている。

　ああ、そうだ！　元々僕ぼくらは、彼かの女じよの手がかりを摑つかむためにここに来たのだ。
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　けれど、マリーは変わらないその顔を、わずかにしかめさせて言った。

「なんで、あなたたちが……」

「……え？」

　そんな反応をするってことは、マリーが僕ぼくたちに〈パノプティコン〉を仕し込こんだわけではないのか？

「ユウスケ！　マリーちゃん！」

　リリカとカナタが、こちらに駆かけ寄よってくる。リリカは僕ぼくの肩かたを摑つかみ、背中からスケルトンだった男を見る。

「こ、この人、死んだの？」

「死んでない。アカウントが破は壊かいされて、気絶しているだけ」

　だから、アカウントの破は壊かいとはどういう意味なのか？

　と、僕ぼくは気付いた。マリーの頭の上にも、僕ぼくらと同じゲージがあるのだが、その数字が『20,587,000』となっている。これまでマリーの〈RELEASEリリース〉の時価総額は、ずっと0.2万円だったはずだ。

　──突とつ然ぜん時価総額が増えたということ？　それともこのゲージは、時価総額を単純に示したものではない？

　いや、そんなことよりもまず聞くことがある。けれど、あまりに多くのことが起こりすぎて、何から聞いていいか判断ができない。

　頭を抱かかえている僕ぼくの肩かたを、カナタがポンと叩たたく。カナタはいつもの魅み力りよく的な笑え顔がおを携たずさえている。どうやらもう平常心を取とり戻もどしたようだ。

「その姿は戦せん闘とう服なのかな？　カッコイイね」

　マリーは無言のまま答えない。

「それで、九ク曜ヨウさん、この状じよう況きようについて、説明してもらっていいかな？」

「……この姿を見られた以上、仕方ないね」

　マリーは僕ぼくらと倒たおれている男を見て、しばらく考えた後、口を開く。

「私は〈カリスマ〉という敵と戦っている。〈カリスマ〉は、世界への条件刺し激げき──Conditioned stimulus to the world──略して〈CSWシーエスダブリユー〉を〈パノプティコン〉で使し役えきし、〈RELCリリースコイン〉を滅め茶ちや苦く茶ちやにしている。それは、この現実世界を〈殻からの全体主義〉へと引ひき込こむため。今私が倒たおしたのが〈CSWシーエスダブリユー〉。〈カリスマ〉の力は絶大で、〈パノプティコン〉を通じて、現実世界は彼かれに支配されつつある。けれど、世界には本来備わっている抵てい抗こう力がある。それが、世界への無条件刺し激げき──Unconditioned stimulus to the world──略して〈USWユーエスダブリユー〉。それは〈CSWシーエスダブリユー〉に対する力として、顕けん在ざい化した。それが、私。私──〈USWユーエスダブリユー〉は、仮想世界より、人々を〈カリスマ〉の洗脳から救い──」

「あの、九ク曜ヨウさん」

　カナタが止める。

「もっと分かりやすく」

　同意して、頷うなずく。見知らぬ専門用語をつらつら並べられて、理解できるはずもない。

　カナタの言葉に、マリーは無表情のまま固まった。どうやらどう説明していいか分からず、すっかり困っているようだ。

　けれど僕ぼくらも、きちんと説明してもらわないと困るのだ。そうして、途と方ほうに暮れかけたときだった。

「マリー、この子たちは知り合いなのです？」

　マリーの方から妙みような声がした。しかし、マリーの方角には誰だれもいない。

「知り合いなら、ボクが出ても平気です？　平気です、よね？　ひ、引きちぎられたりしないですよね？　ボクみたいのを視界に入れて不ふ愉ゆ快かいだって、この人たちは怒おこり出さないですよね？」

「大だい丈じよう夫ぶ、彼かれ氏しとその友達だから」

　か、彼かれ氏し……。マリーは平然と言うんだな……。

　マリーの肩かたから、メカメカしい長い耳がニョキッと出る。

　恐おそる恐おそるといった様子で、それは姿を見せた。マリーの肩かたに乗っかったそれは、全長五十センチほどの、おそらくウサギをモチーフにした謎なぞのキャラクターだった。大きくまん丸い赤い目は、見た目がカメラレンズそのものであるから無機質で、口にはギザギザな三角の歯が付いている。気弱そうな態度とは裏腹に、なぜか少し錆さびているその見た目は割と不気味だった。精密なグラフィックのせいか、現実世界にはいるはずのないバーチャルな存在なのに、マリーの肩かたに乗っかっていても違い和わ感かんがほとんどない。

「ははははははははははははははははは」

　え？　いきなり笑い出した？

「ははは……初めまして……ボクはユングというのです」

　どれだけ緊きん張ちようしてるんだ。

「あの……マリーは口下手だから、説明はボクが代わりにするのです。……あ！　ああ！　ごめんなさいですマリー！　口下手だなんて傷付けるようなことを言ってごめんなさいです！　謝あやまるからアレだけは！　アレだけはやめて欲ほしいのです！」

「あなたに危害を加えたことはないけど」

　よく分からないけれど、めんどくさいマスコットだということだけは分かった。

「何この子！　かわいい！　ちょっと狂きよう気き的な見た目が最高にかわいい！」

　そして、リリカの感性がおかしい。リリカはユングを両手で持ち上げる。

「おお、ちゃんと〈Ymoワイエムオー〉に対応して、重さを感じる！」

「うわわ……！　って、え？　ボ、ボクが、かわいい!?　あ、あり得ないのです！　人間には鼻くそ並みに嫌きらわれる容姿をしているはずなのです！　ブロブフィッシュかボクか、と言われているボクなのです！」

　なぜ世界で一番醜みにくいとされる生き物、深海魚のブロブフィッシュを引き合いに？　さすがにそこまでじゃないよ？

「目が腐くさっているに違ちがいないのですー！」

　自じ虐ぎやくが過ぎて、リリカを罵ば倒とうしてない？

　見かねたカナタが一歩前に出て、リリカに抱だきしめられているユングの頭を撫なでる。

「ユング。そろそろ、この状じよう況きようについて、説明してもらっていいかな？」

「そ、そうなのです！　説明しなきゃなのです！　あ、あの、皆みなさんは、知らず知らずに〈パノプティコン〉にやってきてしまった、そういう感じなのです？」

　頷うなずく。

「なら、まずは〈パノプティコン〉について、詳くわしい説明をするのです」

「ユング」

　マリーがユングの耳をつまむ。

「ああ、そうですね。マリーは一いつ旦たん、ここを離はなれないとです」

　マリーは頷うなずくと、自分が倒たおした男を見下ろす。

「命に別状はないけれど、一応救急車を呼んでくれる？」

　そういえば、この男は街中に倒たおれていることになるのか。そういえば、モザイクが掛かかっているので確証はないが、遠目から様子を窺うかがっている人が増えている気がする。体面上もほっとくわけにはいかないだろう。

　ユングがリリカの腕うでから抜ぬけ出だし、マリーの肩かたに乗る。

「みんな」

　マリーは背を向ける。

「さ・よ・う・な・ら・」




　　　　　３




「簡潔に言うと、〈パノプティコン〉で行われているのは、鬼おにごっこなのです」

「MMORPGと言うには、〈パノプティコン〉のシステムは簡素すぎるのです。〈パノプティコン〉にはスキルもスペルもないのです。ここでやることはただ一つ、用意された武器──〈レゾンデートル〉というのですが、それで相手の急所を貫つらぬく、それだけなのです」

「〈パノプティコン〉にログインしている人間は、およそ二千人と言われているのです。カスミシティに住民票がある人間が502,203人なので、約５％ですね。でも、〈RELEASEリリース〉をやっている人間ならば〈パノプティコン〉に来る可能性があるので、市外の人間も割といるのです。〈パノプティコン〉のことは絶対口外禁止で、インターネット上に書かき込こんだりしてしまうことがバレると、問答無用でアカウントを破は壊かいされるのです。……あ、カナタがご友人に尋たずねたのは、まだここに来る前だったのでセーフです」

「〈パノプティコン〉に来た人間は、二つの種類のどちらかを選ぶことになるのです。マリーがちらっと言った〈CSWシーエスダブリユー〉と〈USWユーエスダブリユー〉です。〈CSWシーエスダブリユー〉を選ぶと、モンスターの姿になり、〈USWユーエスダブリユー〉を選ぶと、マリーのように人間の見た目のまま、変身して〈レゾンデートル〉を持つことになるのです。どちらになるにも条件があるので、どちらかを選ぶ前に、〈CSWシーエスダブリユー〉に倒たおされてしまうこともままあるのです」

「〈CSWシーエスダブリユー〉か〈USWユーエスダブリユー〉かではなく、〈RELEASEリリース〉の時価総額の高い方が、鬼おにごっこでいう鬼おにになるのです。時価総額が低い側は、攻こう撃げきされないように逃にげるしかないのです。急所に〈レゾンデートル〉による攻こう撃げきを受けたら、アカウントを破は壊かいされるのです」




　ファミレスデイニーズに場所を移し、マリーとユングと合流した。ギターケースを置いたリリカと僕ぼくがソファー席に座すわり、カナタと後から来たマリーが椅い子すに座すわる。時間はもう午後九時になっていた。

　テーブルの上にいるユングは、当然だがＡＲ越ごしにしか見えないバーチャルな存在なので、僕ぼくらは話を聞くためにＡＲモードにした。おかげでファミレスは、鉄鋼が剝むき出だしになった、外が丸見えの廃はい墟きよになっている。人間には灰色のモザイクが掛かかったままで、店内を走っている子供にもやはりモザイクが掛かかり、尚なお且かつ騒さわいでいる声がノイズキャンセルされて搔き消されている。

　テーブルに載のっている食べ物も、ＡＲによって処理されていて、よく分からない物体になっている。そんな見た目では当然食欲は湧わかないので、僕ぼくはコーヒーだけを頼たのんだのだが、カナタはビーフステーキを頼たのんでいた。ＡＲによって見た目が緑の物体になっていたが、平然と食べている。やっぱり天才はどこかおかしい。

　マリーの様子は特に変わっていなかったが、服装はあの機械的なボディスーツではなく、制服姿に戻もどっていた。グローブ型コントローラー〈Ztopiaゼツトピア〉を外し、テーブルの上に置いている。

　そして、どういうわけか、ゲージの数字が『2,000』になっていた。時価総額通りの数字に戻もどったということだろうか？

「大体、分かったのです？」

　ユングの説明は、必要な情報を厳選しているのか、意外にも分かりやすかった。さすがは最新しん鋭えいＡＩと言ったところか。

　ユングの自己紹しよう介かいによると、ユングはWord2Vec、ニューラルネットワークなど、計七つのアルゴリズムが用いられた、学習型ＡＩ〈イド〉の先行試作機らしい。

〈イド〉の説明部分は、チンプンカンプンといった様子で聞いていたリリカは、赤あか錆さびのような色が混ざった抹まつ茶ちやのソフトクリームを躊躇ためらいながらも食べ、ユングに尋たずねる。

「まあ大体は分かったけど……でも肝かん心じんなことをまだ聞いてないよ。アカウントを破は壊かいされるとどうなるの？」

　そう、それは僕ぼくも聞きたかった。

「うん。アカウントを破は壊かいされると、〈パノプティコン〉に二度とログインできなくなるのです」

「ふーん……それぐらいだったらまあ、別に困らないんだけど」

「残念ながらそうとは言えないと思うのです。実は〈パノプティコン〉と〈RELEASEリリース〉のアカウントは紐ひも付けされているのです。そして、〈パノプティコン〉のアカウントが破は壊かいされると、〈RELEASEリリース〉のアカウントも同時に破は壊かいされてしまうのです」

「え？　待って？　それって……」

　リリカは、まだ事態を把は握あくしていない表情で言う。

「〈RELCリリースコイン〉が無価値になるってこと？　そうなるとつまり、時価総額が０円になるってことじゃ……」

「そういうことなのです」

　ユングの返答に、リリカは徐じよ々じよに青ざめていく。

　でもきっと、僕ぼくの表情は、それ以上に血の気が引いているだろう。

「……大だい丈じよう夫ぶか、ユウスケ？」

　カナタの言葉に、首を縦に振ふりたいが、できない。

〈RELEASEリリース〉を放ほう棄きする。時価総額を０にする。それは人によっては、死よりもきついことかもしれない。

　僕ぼくがそうであるように、カスミシティで人と比べられ続けられる生活がきつい人間は少なくない。であれば、ドロップアウトする人間も一定数は出る。

　しかし、この社会はいつでも、ドロップアウトした人間に厳しい。

　表向きには、〈RELEASEリリース〉を放ほう棄きした人間も尊重しなければいけないと、誰だれもが言う。だが、それが口当たりがいいだけのきれい事だと誰だれもが知っている。現実では、〈RELEASEリリース〉を放ほう棄き、あるいはアカウントを停止し上場廃はい止し（その場合でも時価総額はほぼ０円になり、仮に復帰しても信用されず価値が付くことは少ない）を決めた人間は軽けい蔑べつされ、しっかり差別される。実際、就職は大きく不利になるし、結けつ婚こん時にも問題になりやすい。〈RELCリリースコイン〉を無価値にさせたことで、損失を被こうむった人間がいるので、親を含ふくめて責められ続けることもしばしばある。ネット上では『Ｃ喪シーモ』という蔑べつ称しようが生まれ、よく煽あおりに使われている。

　別にそれが非情だとか、残ざん酷こくだとか、不条理だとか、そうは思わない。時価総額が０円の人間には、実際価値がない。一生無価値の烙らく印いんを押おされ続けてしかるべきだ。僕ぼくはそう思っている。

　……分かっている。その認にん識しきは、尚なおのこと僕ぼくを苦しめている。

　スケルトンに襲おそわれたときの記き憶おくが頭に蘇よみがえる。僕ぼくは、あと一歩で、あの剣けんに貫つらぬかれていた。あと一歩で、無価値にさせられていた。

　僕ぼくは、タワーマンションの屋上に行く前であっても、〈RELEASEリリース〉を放ほう棄きすることができなかった人間だ。まだ、自分が高額の時価総額を手にすることを、特別な価値のある人間になることを、諦あきらめ切れていない。

　僕ぼくはきっと、他の誰だれよりも、無価値になるのが怖こわいのだ。

　よっぽど僕ぼくの顔色は悪いのだろう。リリカに背中を撫なでられ、「やっぱり逃にげてごめんね」と謝あやまられた。

　黙だまって首を振ふる。リリカが悪いなんてことはあるはずがない。あれは僕ぼくが勝手にした決断だ。

　カナタはショックを受けている僕ぼくをいたわるように見ながら、ユングに尋たずねる。

「これまでの話を総合すると、あのスケルトンは、自分より時価総額の低い、つまり俺おれ以外を退場させるために攻こう撃げきしようとした、ってわけだね。でも、そんなことをして、彼かれにメリットがあったのかな？」

「メリットはあるのです。〈CSWシーエスダブリユー〉──モンスターの見た目をした方ですね、それが〈パノプティコン〉にいる人間を倒たおすと、相手が所有している〈RELCリリースコイン〉の金額を奪うばえるのです」

「〈RELCリリースコイン〉を奪うばえる？　いくらぐらいだ？　まさか時価総額全額か？」

「ええと、奪うばえるのはその人が所有している〈RELCリリースコイン〉すべてになるのです。支し援えん者に買われているものは奪うばえず、消失するのです」

　発行している10000〈RELCリリースコイン_yusuke-ninomiya33〉のうち、僕ぼくが所有しているのは4987〈RELCリリースコイン_yusuke-ninomiya33〉だ。僕ぼくの時価総額は221.3万円なので、計算すると1103623.1円が、僕ぼくの所有している金額になる。もし僕ぼくがあのまま倒たおされていたら、あのスケルトンに約百十万円も奪うばわれていたということだ。

　時価総額が平均以下の僕ぼくでもそれだけの額だ。例えばカナタだったら、おそらく数千万円にもなるだろう。一人を倒たおすだけでそれだけの金が手に入る。それは他人の人生を壊こわすのに、十分すぎる動機だ。




　つまり、〈パノプティコン〉で行われているのは──

　──億単位の金が平然と動く、鬼おにごっこ。




「説明したとおり、〈パノプティコン〉は時価総額が高い側が、一方的に搾さく取しゆするシステムなのです。だから、奪うばったお金を使い『自分買い』をして、時価総額を上げる人が多いのです」

『自分買い』とは、自分の〈RELCリリースコイン〉を買かい戻もどすことだ。自分の〈RELCリリースコイン〉の価値が割安だと判断したときなど、回収したい理由があったときに、手持ちの資金を使って〈RELCリリースコイン〉を買かい戻もどすのだ。例えば、〈RELCリリースコイン〉が安いときに『自分買い』をし、高くなったときに売り出せば、その差額を儲もうけることができる。（ただし、明らかに〈RELCリリースコイン〉が高くなるであろう情報を握にぎり、それを公表する前に『自分買い』をした場合、インサイダー取引扱あつかいとなり、犯罪となる）

『自分買い』は支し援えん者にも歓かん迎げいされる行こう為いだ。まず単純に流通している〈RELCリリースコイン〉の割合が減るので、1〈RELCリリースコイン〉辺りの価値が上がる。また他でもない〈RELCリリースコイン〉発行者本人が、『自分買い』で身み銭ぜにを切るのは、将来的に〈RELCリリースコイン〉の価値が上がると見み込こんでいるケースがほとんどだ。つまり支し援えん者にとっては、将来性を期待できる材料でもあり、さらに買いが入る。

　結果、多くの場合、『自分買い』を公表するだけで、〈RELCリリースコイン〉の価値が上がり、時価総額が上がるのだ。

　リリカはうんうん頷うなずく。

「なるほどなるほど。自分の時価総額が上がることで、より値段の高い相手を倒たおせるようになるってことだね。で、より大金を手にできるチャンスを得る、と」

　カナタが腕うでを組む。

「それ以上に、倒たおされる可能性が減るのが大きいかもしれないね。だって、この鬼おにごっこは、一度倒たおされたらもう終わりなわけだから」

「ああ、そうだよね！　時価総額が低いままだったら、いつやられてもおかしくないもんね」

　それを聞いて、僕ぼくは思わず、自分のゲージの数字と、カナタのゲージの数字を見比べる。

　あり得ないとは思うけれど、もし僕ぼくらが対立したら、僕ぼくはカナタに一いつ蹴しゆうされ、すべてを奪うばわれる。……ゴミのように。

〈パノプティコン〉にも言われているようだ。

　──時・価・総・額・が・低・い・人・間・は・、生・き・て・い・る・価・値・が・な・い・。

「……どうやって〈パノプティコン〉から出るの？」

　ユングに尋たずねる。〈パノプティコン〉は僕ぼくには厳しすぎる場所だ。できることなら、もう二度と来たくない。

「あの……ごめんなのです」

　嫌いやな予感がする。

「……なんで謝あやまるの？」

「〈パノプティコン〉からは出られないのです。アカウントが破は壊かいされるまで続くのです……。ごめんなさいです！　ボクのせいではないけれど、全然八つ当たりしてくれても構わないのです！　耳を嚙かんで千切って、カラっと油で揚あげて砂糖をまぶしておいしくいただいてもかまわないのです！」

「出られないって……」

　絶句する。

「それじゃあずっと、金目当てのモンスターに、いつ襲おそわれるか分からないってこと？　確かエリア外には出られないよね？」

　そんなのどう考えたって、心と身体からだが保たない。

「ああえっと……それは大だい丈じよう夫ぶなのです。〈CSWシーエスダブリユー〉か〈USWユーエスダブリユー〉になれば、エリア外に出ても問題ないのです。カメラが設置されていない場所──学校、自宅、安らぎの森などに行けば、休むことはできるのです。ただし、ロックオンされているとき──敵に追いかけられているときですね、そのときだけはエリア外には行けないのです」

　けれど、カスミシティのほとんどの場所には、カメラが設置されている。つまり、ほとんどどこに行っても、〈パノプティコン〉のエリア内だ。

　カスミシティに住んでいる限り、この鬼おにごっこからは逃のがれられない。

「あたしの住んでる寮りよう、たぶん部屋とトイレと風ふ呂ろ以外、位置マーカーのためのカメラあるよ……。部屋に引きこもりでもしない限り、ＡＲモードを起動したら、これからは廃はい墟きよにゴーってこと？」

「そういうことになるのです」

　リリカは「おおう……」と嘆なげいて、テーブルに頭を突つっ伏ぷす。

「あー、とにかく〈CSWシーエスダブリユー〉か〈USWユーエスダブリユー〉にならなくちゃいけない、ってことね。そうじゃないと部屋にも戻もどれないもんね。……でも、キモいからモンスターの姿になるのはないなあ。となると、あたしは〈USWユーエスダブリユー〉かな？　もしかしたらマリーちゃんみたいに、めっちゃカッコかわいい姿になるかもしれないし！」

　ユングは顔をうつむかせる。

「マリーを贔屓ひいきしている身としては〈USWユーエスダブリユー〉を選ぶと言ってくれるのはありがたいのです。……けど、実は相手のお金を奪うばえるのは〈CSWシーエスダブリユー〉だけなのです。〈USWユーエスダブリユー〉は、相手のお金を奪うばうことはできないのです」

「え？　どゆこと？　なら〈USWユーエスダブリユー〉には他のメリットが何かあんの？　例えば、〈CSWシーエスダブリユー〉より強いとか」

「ううん、まったくないのです。〈CSWシーエスダブリユー〉と同じく、時価総額が高い相手に倒たおされれば、アカウントが破は壊かいされて、資金を失うのです」

　リリカは口をマヌケに開ける。

「えー……じゃあ、〈USWユーエスダブリユー〉になるメリットなんて、カッコイイ以外にないじゃん。誰だれが〈USWユーエスダブリユー〉を選ぶの？」

「だから、〈パノプティコン〉に来た人間のほとんどは、〈CSWシーエスダブリユー〉になるのです……」

「じゃあ、マリーちゃんは何のために？」

　マリーは先ほどからずっと無言で、スマホをスクロールさせていた。リリカが自分を見ていることに気付き、顔を上げると、いつもの無表情で口を開く。

「私はただ、〈パノプティコン〉でおかしくなりつつある、カスミシティをなんとかしたいだけ」

「お金はいらないの？」

　マリーは無表情で言う。

「こんなやり方で奪うばったお金なんて、いらない」

　特別なことを言っているわけではない。ごくごく当たり前のことを述べただけ。そんな口調だった。

　だからこそ、僕ぼくは圧あつ倒とうされた。

　彼かの女じよがアルバイトもしたことがないただの中学生だとしたら、その言葉は金の意味を知らないが故ゆえの無む垢くな発言でしかないだろう。潔けつ癖ぺきだな、程度には思っても、心には響ひびかないだろう。

　でも、カスミシティにいて、金に対して無む垢くであるわけがない。金に支配され、金がなければ人生の価値さえ奪うばわれる街にいて、鈍どん感かんでいられるはずもない。

　それでもマリーは、正しくない金ならいらない、こんなことが言えるのだ。

　それは、どれだけの特別だろう？

「ユウスケ」

　僕ぼくのことだろうか？　いや、僕ぼくのことに違ちがいないだろうが、彼かの女じよがこんな風に名前を呼び捨てにするのを聞いたことはないので、素す直なおに認にん識しきできなかった。

　戸と惑まどっている僕ぼくに構わず、マリーは続ける。

「それでもユウスケは、〈USWユーエスダブリユー〉を選んで」

「……え？」

　他人に感心がない、彼かの女じよらしくない発言。

　僕ぼくがさらに戸と惑まどっていると、マリーは続ける。

「だって」

　顔を赤くして。

「恋こい人びとなんでしょう？」

「え？　え？　……え？」

　まるで付き合ったばかりの恋こい人びとへの、甘あまい態度。

　……ええと……いや、付き合ったばかりの恋こい人びとなのかと言えば、その通りなのだけれど……いやいやいやでも、ほら！　僕ぼくらは成り行きでそうなっただけじゃない？　だから、こんなリアクションは、その、想定外で……！　そ、それとも、ほんのちょっとくらいは、僕ぼくへ恋れん愛あい感情がある？　あるのか？

「って、痛っ！」

　やめてリリカ！　驚おどろいて目をまん丸くしたまま、マリーの死角から僕ぼくのお腹なかをつねるのはやめて！

「ふむ、大体状じよう況きようは分かったよ」

　マリーの発言にも表情にも、カナタは顔色を変えず、緑の物体と化しているビーフステーキを食べ終えると、ナイフとフォークを置く。

「とにかく俺おれたちは、カスミシティでの存在意義を失うかもしれない危機に襲おそわれている、それだけは間ま違ちがいないようだね」

　そして、なぜか立ち上がる。

「まさに今も、ね」

　カナタの表情から、微笑ほほえみが消える。

　その視線の先。ファミレスの入り口。

　そこには、緑の肌はだ、イノシシのような鼻をした、ゲームならオークと名が付くであろうモンスターがいた。オークのゲージは『9,712,000』。マリーを除けば、僕ぼくだけがオークより数値が低い。

　一いつ瞬しゆんで緊きん張ちよう感が走る。カナタに倣ならい、僕ぼくらは全員、立ち上がる。

　オークは、モザイクが掛かかっていないであろう僕ぼくらに気付くと、鼻をフゴフゴと鳴らしながら、こちらを凝ぎよう視しする。しばらくこちらの様子を窺うかがっていたが、僕ぼくらが変身しないことで、〈CSWシーエスダブリユー〉でも〈USWユーエスダブリユー〉でもないことを察したのだろう。いかにもモンスターらしい三白眼の目を細めて笑う。

　ターゲットは、間ま違ちがいなく僕ぼくだ。

　まずい……。狭せまい店内で、出入り口は一つしかない。向こうが出入り口に近い以上、逃にげるのは困難だ。

　オークはその絶対有利の状じよう況きようでも、すぐに迫せまっては来なかった。スマホを手に取り、耳に当てた。

「……ああ、カモがいる」

　他の音がノイズキャンセルされている環かん境きようでは、小声での言葉もよく聞こえた。

　そうだ。何も敵は単独行動をしているとは限らないのだ。協力し合い、獲え物ものを狩かる奴やつらだっているのだ。仲間を呼び出しているとしたら、リリカやカナタより時価総額が高い奴やつも、その中にはいるかもしれない。

　そうなれば、この後に待ち受けているのは、一方的な搾さく取しゆ。

　頼たのんだコーヒーを一口も飲んでいないのに、苦い胃液が流れている。僕ぼくの価値そのものを奪うばう危機感は、手足を痺しびれさせる。

　オークの動向を窺うかがいながら、カナタがマリーに尋たずねる。

「マリーさん。先ほどみたいに変身はできる？」

「変身はすぐにできる。けれど、ゲージの数字は『2,000』で、あの〈CSWシーエスダブリユー〉には勝てない。その低い数字を見たら、下手したら勢いづかせてしまうかもしれない。あれに勝つほど数字を上げるには、時間が掛かかる」

　ゲージの数字が変わったことには、やはり何かしら種があるようだ。とにかくマリーさえも、今は頼たよれない。

「ユング、俺おれが〈USWユーエスダブリユー〉になるにはどうしたらいい？」

　カナタが冷静に尋たずねる。

　ユングは、オークの登場に慌あわてて、「あわわわわ」と、テーブルの上であっちこっちに走り回っていた。まったく頼たよりない人工知能である。もう一度カナタが「ユング」と呼ぶと、顔を上げる。

「え？　えとえと、〈USWユーエスダブリユー〉になる方法ですよね？　それはですね、マリーにクラン申しん請せいして、承しよう諾だくしてもらえばいいのです」

　クランとは、ＦＰＳ系オンラインゲームなどでは、同じ目的を持つ集団のことだったはずだ。

「でもカナタ、メリットのない〈USWユーエスダブリユー〉でいいのです？」

「構わないよ。だって」

　そうして強く言い放ったカナタの笑えみは、いつもの微び笑しようとは少し違ちがっていた。

「俺おれは、正義の味方になりたいからね」

　それはどこか、不気味な笑え顔がおだった。

　その印象は、僕ぼくだけではなかったのかもしれない。なぜならマリーも、困こん惑わくしたような顔をしていた。しかし、この状じよう況きようで他に良いい手段をマリーも思い付かなかったのだろう。しぶしぶ頷うなずく。

「分かった」

　マリーは、ホログラムのメニュー画面を操作する。すると、大量の光のエフェクトがマリーを包んだ。まばゆい光の中で、マリーは制服から、機械的なボディスーツへ姿を変えた。

　何も反応しなかった僕ぼくらのメニュー画面に、『クラン申しん請せいしますか？』との文字が表示された。

　カナタは躊躇ためらいなく『はい』を選ぶ。

　マリーも『承しよう認にん』を押おした。

　カナタが先ほどのマリーと同じように、仰ぎよう々ぎようしい、大量の光のエフェクトに包まれる。

　光が消える。光こう沢たくのある、金属製の細身の黒いスーツを着たカナタが現れた。白いシャツに、黒いネクタイ。口を覆おおう、金属製の黒いフェイスマスク。

「これが……カナタの　〈USWユーエスダブリユー〉の姿……！」

　紳しん士し的であり、同時に不気味な印象を抱だかせるその格好の中でも、ひときわ目立つ特とく徴ちようがある。それは背中に羽のように、あるいは十じゆう字じ架かのように装着されているもの。

　真っ白い、二つのライフル銃じゆう。

「銃じゆうの〈レゾンデートル〉！　初めて見たのです！」

　オークは変身したカナタを見て、わずかに静止した後、背中を向けて逃にげ出だした。それもそのはずだ。カナタが登場しただけで、優位は変わってしまい、仲間を待っている場合ではなくなった。自分より遙はるかに上の数値『58,167,000』を持つ〈USWユーエスダブリユー〉が、飛び道具を持って現れたのだから。

　小さい、おそらく子供であろうグレーのモザイクを「どけ！」とはねのけ、オークは急いで出口へと逃にげ出だす。そのオークへ、カナタは背中から引ひき抜ぬいたライフル銃じゆうを向ける。

　──カナタは、どうするのだろう？　あのオークは人間で、撃うち抜ぬかれれば時価総額をすべて失ってしまう。さすがにそれをするのは──

　そんなことを考えている途と中ちゆうだった。

　──バァン！

　カナタは抵てい抗こうなく、オークの頭を撃うった。

「うぎゃ！」

　頭に命中し、オークの頭は半分が吹ふき飛とび、その場に倒たおれる。

「え！　カ、カナタ！」

　身動きしなくなったオークの全身が、ガラスが割れるようなエフェクトの後、一度消えた。それからオークは、スカジャンを着た金きん髪ぱつの男に変わる。当たり前だけれど頭はそのままあった。

　カナタは銃じゆう口こうから上がる煙けむりを一いち瞥べつだけすると、メニュー画面を押おして、〈USWユーエスダブリユー〉のスーツ姿から元の制服姿に戻もどる。それからすぐにスマホを取り出して救急車を呼んだ。すでにスカジャンの男には、いくつかのモザイクが集まっている。外音がないので実感が持てないが、突とつ然ぜん男が倒たおれたことで、騒そう動どうになっているのだ。

　一連のカナタの行動に、僕ぼくはただただ圧あつ倒とうされていた。

　カナタの動きは淀よどみなかった。最初の戦せん闘とうだというのに、無む駄だが何一つ無かった。

　──相手の人生を壊こわしてしまうというのに。

「……カナタ。どうして躊躇ためらいなく、あの人を撃うったの？」

　介かい抱ほうする振ふりでもしようとしていたのか、金きん髪ぱつの男の方に行こうとしたカナタを引き留める。むしろカナタの方が戸と惑まどったような顔をしていた。

「俺おれたちを狙ねらっていたからだよ」

　まだ僕ぼくが眉まゆを寄せたままだったからだろう。カナタはいつもの微笑ほほえみを浮うかべて、補足する。

「彼かれは、俺おれたちが〈CSWシーエスダブリユー〉でも〈USWユーエスダブリユー〉でもない、つまり戦う力がないのを確かく認にんしてから、攻こう撃げきしようとした。無力な人間の全財産を奪うばおうとした。それって、どう考えても悪人だろう？　しかもどうやら、彼かれには仲間がいたみたいだ。ここで攻こう撃げきをせずに見み逃のがせば、ぬるい連中だと目を付けられ、今後も狙ねらわれることは確実だった。彼かれの仲間に警告する意味でも、手加減するわけにはいかなかったんだよ」

「……な、なるほど」

　この一いつ瞬しゆんで、そこまで考えていたのかと、素す直なおに感心した。

　でも、それが分かってもやはり、その躊躇ためらいのなさは少し怖こわい。だって、悪人だったら、簡単に人生を壊こわしてもいいって、カナタは判断したんだ。カナタにとってこの断罪は、考える余地もないことなのだ。

　僕ぼくがモヤモヤとしているのを知ってか知らずか、リリカが平手でカナタの背中をパアンと叩たたき、笑う。

「カナタ、助かったよ、ありがとう」

　リリカの言葉にハッとする。そうだ、僕ぼくが最初に言うべき言葉は感謝だった。だって、間ま違ちがいなく一番危なかったのは僕ぼくなのだ。僕ぼくのためにカナタは決断したのだ。

「……ありがとう、カナタ」

「ふふ、どうも」

　と、マリーが僕ぼくの腕うでを引っ張っていることに気付いた。

「えと？　マリー、何？」

　僕ぼくが戸と惑まどいながら頭を寄せると、耳元でこしょこしょとささやく。……ええと、これをカナタに伝えればいいのだろうか？

「……あの、マリーも、ありがとうって」

「うん。どういたしまして」

　カナタが微笑ほほえみ、マリーが頷うなずく。

　……いいけど、それぐらい自分で言えない？　カナタにだけ妙みような人見知りをしてない？

　あとリリカ！　別にマリーとイチャイチャしているつもりはないから、こそっと背中をつねるのやめて！

　カナタは「ふぅ」と息を吐はくと、椅い子すに座すわる。真しん剣けんな顔をし、腕うでを組む。

「ユング、まだ聞かなければならないことがあったよ」

「なんです？」

「どうして俺おれたちが、〈パノプティコン〉に招かれたんだい？　理由はあるはずだろう？」

「う……」

　テーブルの上にいたユングは、椅い子すに座すわったマリーの肩かたに乗ると、背中へ降りていって、隠かくれてしまう。

「どうしたんだい、ユング？」

「あの……怒おこらないのです？　冷静に聞いてくれるのです？　ボクのレンズにピンクの油性マジックでハートマークを描かいて、いつも欲情しているキャラみたいにしないのです？」

「もちろん、怒おこったりしないよ」

　カナタはニッコリと笑う。

　ユングはマリーの肩かたから、ちょこんと頭の上半分だけ出す。

「……うう、その言葉を信しん頼らいするのです。せめてレンズに描かくのは星マークにして、好こう奇き心しん旺おう盛せいキャラに留とどめてくれると信じているのです」

「いやいや……それもしないよ」さすがのカナタもその自じ虐ぎやくに引いている。「……ああ、でもその前にここを出よう。オークだった男の仲間が、駆かけつけてくるかもしれないからね」




　ここのデイニーズは、カスミシティの他ファミレスと同じように、電子メニュー表になっているタッチパネル式の決済端たん末まつにスマホを当てれば、注文時点で決済できる。なので、レジで会計をする必要は無い。金きん髪ぱつの男が倒たおれたことに慌あわてて対応している店員に申し訳なさを感じながらも、いそいそと店を出た。

　十時を過ぎているので、中学生である僕ぼくらは、警察官に補導されてもおかしくない時間だ。しかし僕ぼくらが今警けい戒かいすべきは、警察官ではなくモンスターの姿の〈CSWシーエスダブリユー〉だ。それぐらいはもう、事態を把は握あくしている。

　カスミシティは夜でも灯あかりが消えることはないし、治安もいい。だからすっかり、本来夜が持つ不気味さを忘れていた。〈パノプティコン〉がＡＲで明るさを塗ぬり潰つぶしていることで、久々に夜は本来の魔ま力りよくを取とり戻もどしている。不ふ穏おんな廃はい墟きよの中を、当てもなく歩く。

「さあユング、話してくれ」

　歩きながらカナタは尋たずねる。

　マリーの肩かたに乗っているユングは、長い耳をパタパタさせて答えた。

「……えと、〈パノプティコン〉のアプリがインストールされてしまう理由は、二つあるのです。一つは、すでに〈パノプティコン〉をインストールされている人から感かん染せんするパターンです。該がい当とう者が初めてインストールされてから三十分間の間に、ＳＮＳやメールなどでやり取りした場合、その人も〈パノプティコン〉に感かん染せんしてしまうのです」

　リリカはギターケースを担かつぎ直しながら、口を開く。

「んーと、あたしたちって、ほぼ同時に〈パノプティコン〉がインストールされてたよね？　確か〈リアルスタジアム〉をやってた頃ころ。……ねえ、二人とも、あのとき三十分以内に、あたしたち以外と連れん絡らくしてた？」

「いや、していないな」

　カナタは即そく答とうする。僕ぼくも思い出して、首を振ふる。

「ふーん……じゃあ、三人のうちの誰だれかに、一歩先に〈パノプティコン〉がインストールされていて、そこから残り二人に感かん染せんしたって感じになるわけ？」

「うん。その可能性が高いと思うのです」

「ふむ。そうなると三人のうちの一人は、もう一つの理由で、〈パノプティコン〉がインストールされたということかな？　それで、もう一つの理由というのは？」

　カナタが促うながすと、ユングはまたビクビクし出す。それが、ユングが話しにくそうにしている原因なのだろう。

「……あの、もう一つは、〈パノプティコン〉に選ばれたパターンなのです。どういう基準で、どのようにして選んでいるのかは謎なぞなのですが、『ある特とく徴ちよう』を持った人が〈パノプティコン〉に招待されるのです」

「〈パノプティコン〉にとっては、その人が本命で、残りはオマケみたいなものってことかな？」

「うーん。オマケというより、仲間がいた方がいいから、そういうシステムになっていると思うのです」

「ならオマケというより、ついで、なのかな？　それで、その『ある特とく徴ちよう』というのは？」

「悪・人・で・す・」

　ユングは器用にマリーの背中に隠かくれながら言う。

「……え？　悪人……？」

　その単語に、僕ぼくの心臓が跳はね上あがっている。

「はい。時価総額を上げるためなら手段を選ばない。他人から金を奪うばうのに躊躇ためらいがない。そういう悪人を招いているからこそ、〈パノプティコン〉は膠こう着ちやく状態にならないのです」

　リリカは目を丸くしている。

「ええと……じゃあ、マリーちゃんも悪人なの？　そんなわけないよね？」

「マリーは──というより〈USWユーエスダブリユー〉そのものが、実は〈パノプティコン〉にとって例外的存在なのです。実際〈USWユーエスダブリユー〉は今、マリーしかいないのです。本来〈パノプティコン〉は、悪人同士がお金を奪うばい合あう場所なのです。〈イド〉であるボクは、それを知っているのです。それを防ごうとする存在については、この仮想世界には必要ないはずなのです」

　ユングはマリーの頭の上に載のる。

「〈カリスマ〉にとって、マリーは邪じや魔まな存在なのです」

〈カリスマ〉。マリーがそんな単語を口にしていた気がする。

「その〈カリスマ〉っていうのは誰だれ？　何者なのよ？」

「それはボクも分からない……いや、誰だれにも分かりようがないのです。〈パノプティコン〉は『サトシ・ナカヤマ』という、おそらく偽ぎ名めいを使った謎なぞの人物による、文書データが元になって作られたものなのです。それはある日突とつ然ぜん、〈RELEASEリリースブロックチェーン〉上にアップされました。今もその文書は、見ようとすれば見られます。文書は〈RELEASEリリース〉の脆ぜい弱じやく性について書かれ、現在の仮想通貨に依い存ぞんした文化を批判したものでした。その脆ぜい弱じやく性を突つけば、記録を残さずに他人の〈RELCリリースコイントークン〉を奪うばえるとされていたのです。それは脅きよう威いではありましたが、その文書は多くの人にとって、深刻には受け止められませんでした。なぜならあまりに難解であり、現実的にはその脆ぜい弱じやく性を突つくのは不可能とされたからです」

　仮想通貨〈RELCリリースコイン〉は、〈RELEASEリリースブロックチェーン〉で運用されている。ブロックチェーンとは特定の個人や企き業ぎようではなく、複数の参加者が互たがいに共有し、監かん視しし合う、不正に強いシステムだ。特に〈RELCリリースコイン〉の参加者は世界中に存在し、膨ぼう大だいで、不正は実質不可能とされている。例えば株式会社RELEASEリリースのエンジニアがプログラムを改変しようしても、監かん視し者が世界中にいるので分かってしまい、不可能というわけだ。特別な権限を持っている人がいないのが、ブロックチェーンの特とく徴ちようだ。

〈RELCリリースコイン〉に関して言えば、〈RELEASEリリース〉アカウントを管理している株式会社RELEASEリリースでさえも、一参加者に過ぎないと言える。

「でも、実際にはその難解さを乗のり越こえ、〈RELEASEリリースブロックチェーン〉の参加者の一部によって、その脆ぜい弱じやく性は突つかれました。それを元に、〈RELCリリースコイン〉を奪うばえる〈パノプティコン〉が作られたのです。その一味と、『サトシ・ナカヤマ』が誰だれかは分かっていません。〈パノプティコン〉は〈RELEASEリリースブロックチェーン〉の根幹に食くい込こみ、もう引ひき剝はがすことはできません。今も〈RELEASEリリース〉を支えるべき有志は裏切り続け、〈パノプティコン〉は改良を続けているのです」

「ええー、どうしてそんな悪いことをするんだろう？」

　リリカが首を傾かしげてそれから、「え？」と、目を見開かせた。

　カナタがその場で立ち止まり、目に見えて動どう揺ようし、唇くちびるを震ふるわせていたからだ。先ほどオークを倒たおしたときでさえも平然としていたというのに。

「……どうしたの、カナタ？」

「ふふ……こんな反応にもなるよ」

　苦笑いを浮うかべてしまった自分の頰ほおを叩たたき、カナタは冷静になろうと務める。

「……なぜ〈RELCリリースコイン〉を始めとした仮想通貨が、ここまで市民権を得たのか知っているよね？　それは仮想通貨を支えるブロックチェーンというシステムに、それだけ信用があったからだ。誰だれもが監かん視しできるが故ゆえに不正ができない、そのシステムによって生み出された通貨は、政情が安定していない国家が発行する通貨なんかよりも遙はるかに信用が高かった。価値が安定するまでは投機の材料としての使われ方がメインだったけれど、安定してからは貨か幣へいとして問題なく使えるようになった」

　僕ぼくも、カナタが言いたいことが分かり始め、思わず口を覆おおう。

「でも、〈パノプティコン〉というプログラムが生まれてしまった。他人から容易に金を奪うばえる脆ぜい弱じやく性が見つかり、現実に行われている。それが世間に知られてしまったら、〈RELCリリースコイン〉の信用はなくなる。根幹が揺ゆらぐ。そうなると──」

　一度言葉を詰つまらせて、言う。

「〈RELC・・・・〉の・価・値・が・、ほ・ぼ・ゼ・ロ・に・な・る・」

　にわかには信じられない。

　日常生活のほとんどで、僕ぼくらは〈RELCリリースコイン〉を使っている。ジュースを買うのにも、バスの料金を払はらうのにも、寮りようの家賃を払はらうのにも、ＡＴＭなどで円や〈KCCカスミシテイコイン〉に換かん金きんすることはあっても、元は〈RELCリリースコイン〉を使っている。日本政府が発行した一万円札と、一万円分の〈RELCリリースコイン〉を交こう換かんするのに、躊躇ためらいのある人はいない。生まれたときから仮想通貨は身近にあった──いや、この社会に生きる以上、切っても切きり離はなせない存在だった。

　それが、無価値になる？

　あまりに、想像の外にある出来事だ。

「個人にそれぞれ割り当てられている〈RELCリリースコイントークン〉を合計した〈RELCリリースコイン〉の時価総額は、現存する仮想通貨の中でダントツの世界一位だ。それが無価値になるなんて想像したくもないことだけれど、残念ながら事態はもっと深刻になる。仮想通貨そのものの存在意義すら問われるからだ。ビットコインなど仮想通貨全体の価値も、下手すれば無価値になるほどに暴落する。そうなれば間ま違ちがいなく、これまでで社会が経験していない、深刻な大だい恐きよう慌こうが起こる。そうなれば、おそらく──」

　息を大きく吐はき、言う。

「世界戦争が、起こる」

　僕ぼくもリリカも、息を吞のんだ。

「お、大げさに考えすぎじゃないの？」

　僕ぼくもそう思ってしまう。けれど、カナタは深刻な顔を変えない。

「チューリップ・バブルって知っているかな？　十七世紀のオランダで起きた元祖のバブルなのだけど、そのときはチューリップに異常なほどの価値が付いたんだ。珍めずらしい球根一つに家一軒けんの値段が付くほどだったと言われている。そうやって聞くと、なんておかしな出来事だと思うだろう？　でも、チューリップを百ドルで買って、別のところに売ったら五百ドルになるなら誰だれでも買うだろう？　そういうことが実際に起こっていたんだ。けれど、やっぱり、所しよ詮せんはチューリップなんだ。誰だれかが買わなくなると、あっという間にパニック状態の暴落が起こり、バブルが弾はじけ、国中に破産者が続出した」

「……〈RELCリリースコイン〉と、チューリップは全然違ちがうでしょ……」

「そうだね。セキュリティへの信しん頼らいがなくなった仮想通貨は、チューリップの球根以下の電子データだよ」

　まだ実感は湧わかない。

　今持っているお金が、使えなくなるなんて想像できない。

　けれど、カナタの言うことは正しいのだと、理解できる。

　そう、〈パノプティコン〉は本当に、世界を崩ほう壊かいさせるに足るシステムなのだ。

　深刻にうつむく僕ぼくらに、ユングが言う。

「大体状じよう況きようを理解してもらえたですか？　だから〈カリスマ〉が誰だれとは言えないのです。〈カリスマ〉とは、『サトシ・ナカヤマ』のことを指すかもしれませんし、〈パノプティコン〉のプログラムを制作している人を指すかもしれません。でも、〈パノプティコン〉の制作者も運営も、中心人物は分かりません。場は開かれていて、技術さえあれば〈パノプティコン〉の改良、拡大に誰だれでも参加できます。黒幕はいくらでも増え続けるのです。だから、〈カリスマ〉は一個人とは言えないのです。一番的確に〈カリスマ〉を言い表そうとしたら──」

　カメラレンズの瞳ひとみで僕ぼくをしっかり見つめる。

「悪意。〈RELEASEリリース〉を壊こわすことで、世界を混こん沌とんへと陥おとしいれようとする、悪意そのものです。それが〈カリスマ〉です」

　ユングは両手を挙げて、言う。

「そして〈カリスマ〉は、『世界の敵』なのです」

　沈ちん黙もく。

　こんな身近に潜ひそんでいた、世界崩ほう壊かいの悪意に、僕ぼくらはただただショックを受けていた。

「意味分かんない……。そんなみんなが悲しむことをして、どうするっていうのよ？」

「……崩ほう壊かいさせるメリットならあるかもしれない」

　僕ぼくは額の汗あせを拭ぬぐって言う。

「世界恐きよう慌こうとなったら、たぶん世界中の貨か幣へいと株式、債さい権けんの価値が暴落するよね。けれど反対に実物資産──金、銀、プラチナの価値は急きゆう騰とうする。数十倍か、数百倍か、それ以上か──今のうちに確保しておけば、億万長者どころじゃない将来が約束されてる」

「ユウスケの言う通りだ。けれど、わざわざこんなことをするのだから、もっと志は高いかもしれないね。パラダイムシフトが起こった後の次の世界で、支配者にでもなるつもりかもしれない。いつの時代も、革命を望む人間はいる」

　革命。

　聞き心ごこ地ちのよい言葉だけれど、つまりそれは、今の世界に満足している人間の意志を蔑ないがしろにし、それどころか血を流させる行こう為いだ。

　きっと世界中のほとんどの人間が、望んでいない。

　だから、それをしようとする奴やつらは、どんなに志が高くとも、やはり『世界の敵』なのだ。

「あ！」

　リリカが声を上げる。

「でも、そこでマリーちゃんがいるんだよね！」

「そうです！」

　ユングは興奮し、大声で返事をする。

「マリーは〈USWユーエスダブリユー〉として、〈カリスマ〉と、〈カリスマ〉の生み出した〈CSWシーエスダブリユー〉の反逆者として、〈パノプティコン〉に現れたのです！　〈RELCリリースコイン〉はブロックチェーンを使用しているので、理論上記録を消すことはできず、必ず記録が台帳に残ります。だからマリーが〈CSWシーエスダブリユー〉から〈RELCリリースコイン〉を取り返しても、信しん頼らい性が失われることには変わりないと、ボクは初め思っていました。でも、違ちがったのです！　そもそも〈パノプティコン〉も、台帳に書き加えているのではなく、巧こう妙みような偽ぎ装そうデータを貼はり付つけることで、〈RELCリリースコイン〉を奪うばい取とるということを可能にしたものでした。マリーの能力は、なんとその貼はり付つけた偽ぎ装そうデータを消してしまうことだったのです！　つまり、マリーが〈CSWシーエスダブリユー〉を倒たおすと、〈RELCリリースコイン〉を奪うばい取とったという事実そのものが消えてしまうのです！」

　まくし立てた説明に、口を開けて聞いていたリリカは、頭を搔かく。

「ええと、つまり……どういうこと？」

「つまり！　記録上、誰だれも〈RELCリリースコイン〉を奪うばわれなかったことになるのです！　だから、〈RELCリリースコイン〉のシステムの信しん頼らい性を維い持じできるのです！　通貨としての価値を守れるのです！　〈パノプティコン〉が〈RELCリリースコイン〉の脆ぜい弱じやく性を突つくウイルスプログラムなら、マリーはワクチンプログラムなのです！」

　まだ興奮した様子でマリーの頭の上で、手をパタパタ振ふる。

「『サトシ・ナカヤマ』の理論を見る限り、そんなことは人じん智ちでは不可能に思いました。人工知能であるボクが計算しても、その仕組みを理解できません。でも、マリーは現実にいます！　奇き蹟せきのようにここにいます！　だからボクにはこうとしか思えないのです」

　マリーの頭の上で、短い手を広げる。




「マリーは『世界の救世主』！」




　救世主。

　世界を救う『特別』な存在。

　ああ──

　やっぱりマリーに憧あこがれていた、僕ぼくたちの目は、間ま違ちがっていなかった。







　僕ぼくらはまた当てもなく歩き出し、カスミ中央公園へと差さし掛かかる。公園の街灯も、やはりＡＲによって消されていて、木々の緑は本来以上の濃こい色をして拒きよ絶ぜつしている。

　そんなとき、マリーは一いつ瞬しゆんだけ目を光らせ、立ち止まる。そこにはカスミシティでは珍めずらしい、現金投入口しかない自動販はん売ばい機があった。マリーが硬こう貨かを入れて選んだのは、毒々しい紫むらさき色いろの缶かんに入った『ドクトルペッパー』なる、デザインからしておいしさを蔑ないがしろにしているような炭酸ジュースだった。

「まさかこんな場所に売っているなんて……！」

　何やらマリーは若じやつ干かん興奮している様子だ。プルタブを開け、一気にごくごくと何口も飲んで、ふう、と満足そうに息を吐はく。すぐ飲み干すと、自動販はん売ばい機の横にあるゴミ箱に空あき缶かんを入れた。

　それから肩かたにいるユングを鷲わし摑づかみして、腕うでに抱かかえる。

「救世主だとか、ユングは大げさに言っているけれど、違ちがうと思う。正直、私は難しいことはよく分からない。世界を救うとか、あまり実感できない。私はただ、誰だれかの悪意のせいで悪事に手を染めてしまう人を止めたいだけ。悪人を野放しにできないだけ。私は結局、目の前の出来事に対処することしかできないの」

「いいのです！　それで、世界を救うことになるのです！」

　持ち上げる言葉に、マリーは溜ため息いきを吐つく。

「とにかく私は、目の前の犯罪を止めたい。だから私の目下の敵は、殺人鬼〈グルメ〉」

　マリーは、ユングの耳を軽く引っ張りながら言う。

「世界で最も防犯環かん境きようが整っていると言われるカスミシティで、三人もの人間を殺している存在。それほどの悪人は、必ず〈パノプティコン〉に招かれているわ。私はこの仮想世界で、彼かれ、あるいは彼かの女じよを倒たおさなければならない。世界を救う云うん々ぬんではなく、私はこの犯罪を止めたい。これから殺されるかもしれない被ひ害がい者を助けたい。だからそれが今、私が一番、しなければならないと思っていること」

　マリーはこちらを見る。

「ユウスケ」

　このタイミングで突とつ然ぜんまた名前を呼ばれ、心臓が跳とび上あがる。

「〈USWユーエスダブリユー〉になって、〈グルメ〉を倒たおすのを、手伝って」

　呼吸を整え、咳せき払ばらいをして、尋たずねる。

「どうして、僕ぼくなの？」

　客観的に見ても、僕ぼくを仲間にする理由はない。時価総額がカスミシティで平均以下であり、倒たおせる〈CSWシーエスダブリユー〉も少ないからだ。

　けれどマリーは、迷いなく言うのだ。

「私が決断したから」

　絶対的な強い意志で。




「あなたを救うって」




　僕ぼくは、理解した。

『特別』である彼かの女じよが動く理由には、他人は関係ないのだ。自分の意志のみが、彼かの女じよを動かすのだ。

　その、絶望的なまでの、強さ。

　その、絶望的な、隔へだたり。

　マリーは小さく震ふるえている僕ぼくの手を握にぎる。

「私たちは恋こい人びと同士なのでしょう？　それは、どんな過か酷こくな運命が待ち受けていたとしても受け入れ、一いち蓮れん托たく生しようになる覚かく悟ごを決めたということ」

　僕ぼくは弱い。

　自分で死を選びそうになってしまうほど弱い。

　一人なら〈パノプティコン〉には耐たえられない。誘ゆう惑わくにだって負けるだろう。大金を手にできるチャンスがあり、自分の価値を高めることができるなんて、無視できるはずもない。途と方ほうもない世界のことなんて考えられない。

　あまりにマリーとは違ちがいすぎる人間だ、そんな僕ぼくは、近い将来、必ずマリーを失望させるだろう。

　それでもマリーは──もう僕ぼくを救うと決断したマリーは、僕ぼくが彼かの女じよに付いていくことを、揺ゆるぎない信念で望んでいる。

「なるよ、〈USWユーエスダブリユー〉に」

　マリーの手を握にぎり返す。

「僕ぼくは、九ク曜ヨウマリーの正義に、ただただ従いたい」

　不思議だ。どんな結果になったとしても、この決断に後こう悔かいしない、その自信がある。

「マリーと、一いつ緒しよにいたい」

　握にぎり返したその力の強さに、マリーは小さく笑ってくれた。

　僕ぼくは深く息を吐はいて、リリカとカナタを交こう互ごに見る。

「二人も、そうしようよ」

　リリカは不安そうに顔をしかめている。

「……でも、相手は『世界の敵』だよ？　増え続ける〈CSWシーエスダブリユー〉に対して、マリーちゃんは一人しかいないんだよ？」

「そうだね」

「しかもだよ。この中に一人、悪人がいるんだよ？　なのに大だい丈じよう夫ぶ？」

　僕ぼくはそのことについて一いつ旦たん考えるが、大だい丈じよう夫ぶだと、リリカを真まっ直すぐ見つめる。

「悪人がいても関係ないよ。だって、僕ぼくは知ってる。僕ぼくたちはみんな、九ク曜ヨウマリーに、どうしようもなく惹ひかれている。どうしようもなく彼かの女じよを信じている。だから、そいつが悪人であっても、裏切ることはできないんじゃないかな？　そうは思わない？」

　リリカは少し考えて、言った。

「……うん。そう思う」

「悪人云うん々ぬん関係なく、僕ぼくらだったら、彼かの女じよの手足になれるって思うんだ。いや、僕ぼくらしか、本当の意味で彼かの女じよの手足になれないんじゃないかな？」

　そう、そもそも、僕ぼくらはそういう集団だ。

　マリーを好きで、マリーに憧あこがれ、マリーを見続けていたい。

　それだけしか繫つながりのないとも言える僕ぼくらなのに、強い絆きずなを感じていた。それは僕ぼくの思い上がりでは絶対なくて、みんなその絆きずなを感じていたはずだ。マリーを通じて、信しん頼らいし合える。深い部分で、僕ぼくらの哲てつ学がくが繫つながっている確信が、僕ぼくらを絶対的な仲間にしている。

　カナタは、ふふ、と微び笑しようする。

「俺おれはまったく問題ないよ。ユウスケに促うながされるまでもなく、そのつもりだったしね。そもそも俺おれは先に〈USWユーエスダブリユー〉になっている。それを忘れられては困るな」

「そ、そういえばそうだったね」

「ふふ、でも、正直に言うと羨うらやましいよ。マリーさんから、直接指名されるなんてね」

　腹の決まった僕ぼくとカナタは、リリカを見る。

「あたしは──」

　リリカは一度息を吐はく。

「──決まってんじゃん。夢を叶かなえるためだけに、私はママともパパとも離はなれて、一人でこの街にやってきたんだよ？　それなのに、しかも自分の〈RELCリリースコイン〉が０になるかもしれないのに、増え続ける〈CSWシーエスダブリユー〉を倒たおし続ける？　世界の敵と戦う？　あまりに無む謀ぼうだよ。ただマリーちゃんと一いつ緒しよに戦いたい、その気持ちだけを優先して危険を冒おかすなんて、そんなこと──」

　リリカはニカッと大口を開けて笑う。

「──あるに決まってるよね！　だって、こんなにワクワクすること、他にないもん！」

「だよね」

「だよな」

　確信する。

　やっぱり僕ぼくらは、根っこの部分で通じ合っている！

　僕ぼくら三人は、いつも通り、拳こぶしを突つき出だし、合わせた。胸むねの奥おくがじんわりと熱くなり、合わせている拳こぶしが小さく震ふるえた。

　マリーは、そんな僕ぼくらを、少しだけ羨うらやましそうに見ていた。
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　人間の性質なのか、それとも少し特別な場所と思っているからか、当てもなく歩いていたと思っていた僕ぼくらは、この廃はい墟きよの中で最も光ひかり輝かがやく場所へと足を運んでいた。

　それはカスミ中央公園にある観覧車だ。ペンキが剝はがれ落おち、くちばしの境目が分からないスワンボートが浮うかんでいる池を抜ぬけると、視界の開けた原っぱへと出る。

　観覧車は、現実世界でもそうであるように、少しだけ寂さびしそうに建っている。

〈パノプティコン〉によってゴンドラは赤あか錆さびまみれにされ、ギィギィという軋きしむ音を立てられている。なのに、観覧車全体を覆おおうＬＥＤの光は現実世界と同じままで、やはり現実世界と同じようにゆっくりと回っている。朽くちた観覧車に不ふ釣つり合あいな七色に点てん滅めつする灯あかりは、違い和わ感かんよりも、明るさによる安心感を与あたえてくれる。

〈パノプティコン〉の中にしか存在し得ない、虚きよ像ぞうの観覧車の光。

　その前に、僕ぼくとリリカは並んで立った。

　準備は、とうにできている。

「それじゃあマリー、よろしく」

「マリーちゃん、お願い！」

　マリーはこくりと頷うなずくと、光のエフェクトに包まれ、〈USWユーエスダブリユー〉の姿に変わる。

　ホロスクリーンのメニュー画面に、『クラン申しん請せいしますか？』という文字が表示される。僕ぼくとリリカは迷いなく『はい』を選ぶ。マリーはポップアップウィンドウの中心にある、『承しよう認にん』を押おした。

「わ」

　僕ぼくたちは大量の光のエフェクトに包まれた。腕うでに付けている〈Ymoワイエムオー〉が激しく振しん動どうした。

　しかし、一世一代の決意で臨のぞんだ割に、僕ぼくらの身に起こったことはそれくらいだった。

　まばゆい光が収まる。

「……お、おお……！」

　感かん嘆たんの声を上げた。

　僕ぼくらは〈USWユーエスダブリユー〉の姿になっていた。

「これがあたしの〈USWユーエスダブリユー〉の姿……！」

　リリカは身体からだをねじって、自分の姿を見る。

「うん！　なかなかかっこよくない？」

　光こう沢たくのある黒いボディスーツは、彼かの女じよのチャームポイントである、長く細い脚あしを強調するようなデザインをしている。胸むな元もとが見える程度の露ろ出しゆつ度はあるのだが、スタイリッシュさが際きわ立だち、いやらしさは感じない。そのボディスーツの上に、フード付きのマントを羽織っている。

　個性的なその格好の中でも最も目立っているのは、リリカの腕わん力りよくで扱あつかえるとは思えない、斜ななめがけで背負っている大きな大だい剣けん。リリカはいつもギターを背負っているからか、そのシルエットはさほど違い和わ感かんがなかった。

「おおう、こんな大だい剣けん、扱あつかえるかな？　って、あれ？　意外と軽い？」

　大だい剣けんを振ふり回まわす。巨きよ大だいな長方形の刃はは、外側が黒、内側がエメラルドグリーンという、現実世界には存在し得ないであろう近未来的なデザインだ。

　一方僕ぼくは、足の先までがっちりと固められた機械的なボディスーツを着ていた。さらに頭には先せん鋭えい的なデザインのヘルメット。腰こし回りに鋼鉄製のナイフホルスターが浮いていて、十本ほど中身が入っている。一つ取り出すと、ホルスターに自動的に新しいダガーが補ほ充じゆうされた。

　気が引ひき締しまる。これから僕ぼくらは、マリーと途と方ほうもない戦いをするのだ！

「大だい剣けんと、ダガーの〈レゾンデートル〉ですね。カッコイイのです！」

　マリーの肩かたにいるユングのお世辞を聞き流す。

　僕ぼくは今こそアレが必要だと思った。芝しば生ふに置いたバックを開けると、アレを取り出した。

「ああ、あたしも、出そうと思ってたんだ！」

「俺おれもだよ」

　それは僕ぼくら三人が持っている、友情のアイテム。どことなくマリーに似ている、猫ねこのキーチェーンマスコットだ。

　リリカとカナタも取り出した。「あ、そうだ！」と、リリカが、一つ余分に持っていたのだろう、マリーにもマスコットを渡わたした。

　マスコットを受け取ったマリーは、目の高さまでそれを掲かかげて、まじまじと見る。

「……これは何？」

「あたしたちの友情アイテムだよ。マリーちゃんにもあげるね。だって、あたしたち、もう友達だもんね！」

「……ともだち……」

「うん、友達！　違ちがう？」

　マリーはその問いに、考かんがえ込こんでしまった。でも、表情はわずかに緩ゆるんでいる。

　答えの代わりにマリーは言った。

「……ありがと」

　気に入ったのか、マスコットを眺ながめ続けている。

　リリカはそんなマリーを見て、うれしそうに笑ってから、パンと手を叩たたく。

「ね！　あたしたち、チームになったんだよね！　だったらさ、カッコイイグループ名を付けようよ！　っていうか、実はもう考えてあるんだ！　〈NineSKナインエスケー〉っていうんだけど、どう？　ねえ、どう？」

　……それって、『九ク曜ヨウマリー・好き好き・クラブ』だよね？　カッコイイと対極にある名前だよね？

「〈NineSKナインエスケー〉、『9(Nine)yo Marie and the strange knights』、『九ク曜ヨウマリーと奇き妙みような騎き士し団』って意味だよ！　ストレンジって響ひびきが格好良くない！」

「……あれ？　僕ぼくが知っている〈NineSKナインエスケー〉と意味が違ちがう……」

「んんんー？　何意味の分からないこと言ってるの？」

　しらを切るリリカ。

　そんな僕ぼくらを見て、カナタがいつもの微笑ほほえみを見せる。

「俺おれはそれでいいと思うよ。騎き士し団長も、それでいいよな？」

　僕ぼくの肩かたを叩たたく。

「……って、え？　団長、って僕ぼくのこと？」

「チーム発ほつ起き人にん、そしてマリーさんの恋こい人びと。他に適任はいないよ」

「ま、いいんじゃない？」

　恋こい人びとという単語にしっかり歯ぎしりをしながらも、リリカも頷うなずく。

　……いや、僕ぼくの意志は？　そもそもリーダーって柄がらではないし、この中で時価総額も一番低い。カナタが騎き士し団長である方がよっぽど自然だし、似合っている。

　人生が懸かかっている場面で仕切るなんて、僕ぼくには荷が重すぎる。

「あのさ……」

　断ろうと口を開くと、とことことマリーが間近にやってきた。表情は真顔だ。

「え？　マリー、何？」

　マリーは少し戸と惑まどった様子で、でも決意を決めたように一度頷うなずくと、僕ぼくの耳元に唇くちびるを近づける。

　もちろん僕ぼくはその近すぎる距きよ離りに慌あわてるが、肩かたに手を置いたマリーに、声も上げられない。

　マリーはささやく。

「ユウスケに騎き士し団長をやって欲ほしい」

　しかも、微び妙みように頰ほおを朱しゆに染めて。

「私を護まもって欲ほしい」

　……って、あのマリーが、照れている？　いつも無表情で、他人に関心がないようにしか見えないマリーが？　僕ぼくを奮い立たせるためだけに恥はずかしいと思っていることを、口にしてくれている？

　そう思った瞬しゆん間かん、僕ぼくはただでさえ熱くなっていた顔が、尚なお更さら熱くなった。急激に頭に血が上ったせいで、一いつ瞬しゆん目め眩まいがした。そのまま熱が収まらない。

　こ、これじゃあ──本当に付き合ったばかりのバカップルみたいじゃないか！

　……ええと、もしかして僕ぼくは、少しぐらいは勘かん違ちがいしていいのでは？　そういえばあっさりと僕ぼくの誘さそいに乗ってくれたし、僕ぼくを褒ほめてもくれた。すぐ告白を受け入れてくれた。それって、マリーもまんざらじゃなかったってことでは？　じゃ、じゃあ、これから普ふ通つうのカップルみたいに付き合ったりするのかな？　ああでも、普ふ通つうのカップルってどうするものなんだ？　デ、デートとかしちゃうのか？　どうしようどうしよう僕ぼくはこれからどうやってマリーに接していけば──

　──ポン。

「ひゃあ！」

　カナタが僕ぼくの頭に手を置いていた。僕ぼくと目が合うと、にこりと笑う。

「ユウスケ、悩なやむことが多そうだね。けれどまず、さっきまで話していたアレをやろう」

　僕ぼくは胸を叩たたいて、暴れている心臓を落ち着かせると、頷うなずく。

　観覧車にたどり着くまでに、いくつか誓ちかいを立てていた。それをみんなで口にして、気持ちを一つにしようと話したのだ。

　カナタは真まっ直すぐ正面を見つめ、口を開く。

「いついかなるときも九ク曜ヨウマリーの剣けんになり」

　カナタが拳こぶしを出すと、リリカも続く。

「いついかなるときも九ク曜ヨウマリーの盾たてとなる」

　カナタとリリカが、笑えみを浮うかべて、僕ぼくへと目を向ける。

　一度大きく息を吐はくと、ようやく気持ちが落ち着いた。目に力を入れ、二人よりも勢いよく、拳こぶしを前に出す。三人共、その拳こぶしから、猫ねこのキーチェーンマスコットが垂れている。

　僕ぼくは言う。

「ただ唯ゆい一いつ、九ク曜ヨウマリーの正義のために」

　マリーも、少したどたどしい様子でマスコットを垂らして、拳こぶしを突つき出だす。

「世界を救うために」

　僕ぼくら四人は、拳こぶしを合わせた。




　こうして──

　九ク曜ヨウマリーのための騎き士し団は、誕生した。
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「……ふふ」

「ああ！　マリーちゃんが、ちょっと笑った！」

　リリカが指し摘てきした瞬しゆん間かん、マリーのわずかに上がっていた口角が元の位置に戻もどる。

「……笑ってない」

「ええ？　笑ってたでしょ！　なんで噓うそを吐つくの！」

「だって、笑ってないから」




　けれど、この魂たましいさえも繫つながった気がした結束を前に、きっと僕ぼくだけが、確信していた。




　僕ぼくら〈NineSKナインエスケー〉は、そう遠くない未来、崩ほう壊かいする。








Ⅱ









　　　　　１




　──失敗した！

「はっ……はっ……はあ……」

　後ろを振ふり返かえりながら、人間の形をしたモザイクの間を全力で走る。〈NEW WORLDニユーワールド〉のヘッドホン型デバイスによって消音された静せい寂じやくの中、自分の乱れた呼吸がやけに聞こえてうるさい。

〈パノプティコン〉によって作られた廃はい墟きよの中を追いかけてくるのは、ラミア、マタンゴ、サイクロプスの姿をしている〈CSWシーエスダブリユー〉だ。それぞれ〈MP〉（MagicPointではなくMoneyPointの略だ）は『22,098,000』、『27,6340,000』、『66,409,000』となっている。〈NineSKナインエスケー〉結成から二ヶ月近く経たってから、わずかに僕ぼくは時価総額を上げた（〈MP〉2,437,000）が、それを無意味に感じてしまうほどの時価総額の差だ。

　隣となりで走る〈USWユーエスダブリユー〉姿のマリー（〈MP〉2,000）は、同じ速度で走っているのに、涼すずしい顔をしている。が、僕ぼくは夏の暑さもあり、体力の限界だ。汗あせはもう出切って、止まっている。肺に酸素が行いき渡わたっていない。脚あしが少しずつ鉛なまりに変わっているかのように、だんだん重くなって、言うことを聞かない。〈NEW WORLDニユーワールド〉の標準機能であるヘルスケアアプリが自動で作動し、『心しん拍ぱく数がかなり上がっています。休きゆう憩けいしましょう』というメッセージが、警告音と共に視界のど真ん中に表示されている。

　一方、追いかけてくる〈CSWシーエスダブリユー〉たちの表情にはずいぶんと余よ裕ゆうがある。特にサイクロプスは、その大きな一つ目をニヤニヤといやらしく細めている。すでに勝利を確信し、どう僕ぼくらをいたぶろうか考えている顔だ。

　追いつかれるのは時間の問題だろう。

　僕ぼくは、質量のない黒いヘルメットを軽く叩たたき、呟つぶやく。

「どうして、こうなった？」

　この二ヶ月で最も活用した、おなじみの作戦のはずだった。時価総額的に最も〈CSWシーエスダブリユー〉から見ておいしい僕ぼくが、マリーと共に無防備に街中を歩き〈CSWシーエスダブリユー〉に発見される。その〈CSWシーエスダブリユー〉が僕ぼくらをロックオンし、追いかけてきたら、事前に決めたポイントへと急いで向かう。そこへたどり着けば、待ち構えていたリリカ（〈MP〉16,477,000）とカナタ（〈MP〉57,411,000）が、背後からその〈CSWシーエスダブリユー〉に襲おそいかかり倒たおす、という単純な戦法だった。つまり僕ぼくらは囮おとり役というわけだ。

　けれど今回、ラミアとマタンゴにロックオンをされてから、決めたポイントに向かった僕ぼくらは、途と中ちゆうでこの作戦が実行できないことを悟さとった。目的地付近に、明らかに待ち構えていた様子のサイクロプスがいたからだ。

　その位置は、できすぎた偶ぐう然ぜんでなければ、完全に僕ぼくらの作戦を知っているものだ。すなわちそれは、リリカとカナタが隠かくれている位置まで把は握あくしているということでもあった。

　カナタたちと分断され、僕ぼくとマリーは挟はさみ撃うちされることになる。おなじみの作戦を逆手に取られ、嵌はめられたのだ。

「でも、それはまだ想定内……」

　そう実は、こういう事態がいずれ起こることを、カナタは予見していた。というのも、僕ぼくらはこの二ヶ月足らずで〈CSWシーエスダブリユー〉を倒たおしすぎていた。主にマリーとカナタの成果で。

〈パノプティコン〉に関わることが広められないルールはある。けれど、〈CSWシーエスダブリユー〉をここまで倒たおしてしまえば、〈CSWシーエスダブリユー〉同士の口頭での伝達だけでも、〈NineSKナインエスケー〉のことは広まるだろう。同じやり方が通じない日は近いとカナタは予見し、対策もしていたのだ。

　この場合は、作戦Ｃに移行する予定だった。待まち伏ぶせに気付いた時点で、僕ぼくは〈LILINリリン〉のグルーブトークに作戦Ｃに変へん更こうと記入し、伝達する。僕ぼく、マリー、そしてリリカが、それまでの目的地である第一ポイントではなく、第二ポイントに移動する。

　カナタだけは別行動だ。一度〈パノプティコン〉の外に出て、第二ポイントの付近が射程圏けん内ないに入るポイント──今回は三階建ての雑居ビルの屋上に向かう。敵にロックオンされた状態だと〈パノプティコン〉のエリア外には出られないが、あくまでロックオンをされているのは囮おとりである僕ぼくらだけなので、カナタは可能だ。

〈パノプティコン〉では、特定個人の位置情報を知る手段が遮しや断だんされているので、敵に直接発見されなければ、どこに移動したかも分からずに済む。

　僕ぼくらがうまいこと敵を引き連れて、第二ポイントに移動する。そこはカナタが、安全圏けんから〈レゾンデートル〉のライフルで攻こう撃げきできるポジションである。仮に敵の一人がカナタの元に向かおうとしても、そこへは一いつ旦たん〈パノプティコン〉の外に出なければいけない。

　僕ぼくらの作戦を知っているということは、カナタの〈レゾンデートル〉がかなり強力であるライフルだということも当然知っていて、警けい戒かいしているだろう。そのカナタが一方的に攻こう撃げきできる状態にあれば、たとえカナタ以外の僕ぼくらが形勢不利だとしても、攻せめ込こむことはまずできない。僕ぼくらのことを知っていることさえ逆手に取った、恐おそるべきカナタの作戦だった。

〈NineSKナインエスケー〉としてチームを組んでからも、カナタには本当に驚おどろかされてばかりだ。普ふ通つうだったらうまくいっているやり方を変えたがらず、どうしても同じ作戦に固こ執しつしてしまうだろう。けれどカナタは、失敗する前に対策を練っている。対策の対策も練っている。対策の対策を練られたら、さらにその対策を生み出すだろう。それができるのがカナタなのだ。

　けれど、いくら〈NineSKナインエスケー〉の頭脳が有能でも、その作戦に従う僕ぼくは平へい凡ぼんで、だから判断を誤った。

　サイクロプスを見た瞬しゆん間かんに、僕ぼくは第二ポイントの反対方向へと走り出してしまったのだ。

　なぜか？

　それは、サイクロプスの〈MP〉が『66,409,000』という、カナタの『57,411,000』以上の数値だったからだ。

　その瞬しゆん間かん、僕ぼくの頭によぎったのは、〈NineSKナインエスケー〉が全ぜん滅めつする未来だった。このサイクロプスがライフルを気にせず、僕ぼくらを一人一人潰つぶし、最後にじっくりカナタを倒たおす。そういう最悪を想像してしまった。だから作戦Ｃは実行できないと、カナタとリリカのいない、逆方向に走り出してしまったのだ。

　しかし、それが失敗だ。咄とつ嗟さの判断とはいえあまりに安易だった。よくよく考えればあのカナタが、自分より高い〈MP〉を持つ敵が現れることを想定していないとは思えない。指示通りに第二ポイントに向かえば、カナタは何らかの対応ができたはずだ。希望的観測ではあるが、こうやってカナタたちから無策で離はなれるより確実にマシだった。

　そういえば、カナタにこう忠告されていた。

『ユウスケに注意して欲ほしいことがあるんだ。ユウスケはいざ危機が訪おとずれたときに、自分より他人を優先するんじゃないかな？　それは美しい価値観かもしれないけれど、俺おれたちはチームでやっている。その心構えは暴走となり、作戦を壊こわす行動にもなりかねないんだ』

　買いかぶりだ。僕ぼくはマリーと違ちがい、利己的な人間だ。自分の価値がなくなることには耐たえられない人間だ。

　でも、結果だけ見れば、そう見えてもおかしくない行動を今まさにしていた。マリーを逃にがそうとし、自分だけで〈CSWシーエスダブリユー〉を対応しようとしていた。「私たちは一いち蓮れん托たく生しよう」と、にべもなくマリーには逃にげることを断られてしまったけれど。

　おかげで、自分だけでなく、マリーも危険に巻まき込こんでしまっている。まさにカナタが警告した通りの状じよう況きようだ。

　僕ぼくは、マリーと二人だけで、遙はるかに時価総額が高い三人の〈CSWシーエスダブリユー〉に対処するしかない。




『エリア外に出た場合、強制ログアウトされます。アカウントが破は壊かいされたときと同様の処理がされます。よろしいですか？』

　廃はい墟きよの終わりに、たどり着いてしまった。

「……はあ、はあ……い、行き止まり……」

　網あみ目め状に整備されているカスミシティの街中には珍めずらしい、狭せまい裏路地だ。道の幅はばは二メートルほどで、引き返そうにも、もうこちらにやってきている〈CSWシーエスダブリユー〉に道を塞ふさがれ、逃のがれることはできない。

　囮おとりという役割上必要なので、〈パノプティコン〉の範はん囲いは、全部頭に入れていたはずだった。それなのに、マリーが先に行き止まりであるこの裏路地に入って行ったとき、頭が回らず、制することができなかった。本当に今日の僕ぼくは失敗だらけで嫌いやになる。

　敵の〈CSWシーエスダブリユー〉たちは、もう追いつめたと思っているのだろう。おそらくリーダー格であるサイクロプスを先頭に、走るのをやめ、嫌いやらしい笑えみを浮うかべていた。

　──マリーだけは、護まもらないと。

　──けれど、この状じよう況きようで、どうやって？

　リリカのときのように、敵の前に飛び出し、時じ間かん稼かせぎをして、その間に逃にがすということはできない。自分が犠ぎ牲せいになるつもりでも、止められるのはせいぜい一人だ。マリーが逃のがれるほどの隙すきは作れない。

　まさに四し面めん楚そ歌か。絶体絶命。

　もう最悪の結果になる、覚かく悟ごを決めるしかない。

「ユウスケ」

　しかしマリーは、いつも通り無表情だった。

　……いや、マリーは基本的に無表情ではある。けれど、この二ヶ月間で、別に感情がないわけではないことは分かっている。一いつ緒しよに過ごす時間が増える度たびに、無表情の中に色々な種類を見み出いだせるようになった。機き嫌げんの良いいときの無表情。怒おこっているときの無表情。悲しんでいるときの無表情。無表情の中にも、いくつも感情がある。徐じよ々じよに僕ぼくは、その区別ができるようになってきていた。

　そして今のマリーの無表情からは、悲ひ壮そうな覚かく悟ごが見えた。

「こっち」

　マリーは手でまねき、僕ぼくを〈パノプティコン〉の端はしっこまで導く。廃はい墟きよから見る現実世界は色合いが濃こく、境目が分かりやすい別世界だ。

　マリーは僕ぼくの腕うでを摑つかむと──

「──え？」

　なぜか持っていた手て錠じようを僕ぼくの手にはめた。

　事態を把は握あくできないまま、手に当たっている冷たい金属を見て、呆ぼう然ぜんとする。そうしている間にも、マリーは手て錠じようのもう片側を、頑がん丈じようそうな配管に嵌はめていた。

「こ、これじゃあ僕ぼく、動けないよ？」

「それでいいの。ユウスケは、動かないでって言っても、聞かないでしょう？」

　マリーは無表情で──悲しんでいる種類の無表情で──言う。

「あなたはすぐ、自じ暴ぼう自じ棄きになるから」

　ああ、そっか。

　正義感が強くもなく、利他的でもない僕ぼくが、つい自分を犠ぎ牲せいにして行動するのは、その言葉が正しい。さすが、僕ぼくの彼かの女じよだ。

　けれど、感心をしている場合ではなかった。どうやらマリーには作戦なんてない。マリーは無力な僕ぼくを護まもろうとしているだけだ。

　マリーはスマホを操作し、戦せん闘とうのための準備を終えると、僕ぼくを庇かばうように前に立つ。

「ユウスケ。これから私がどんなことになっても」

　振ふり返かえり、小さく微笑ほほえむ。

「あなたは、前を向いていて」

「マリー……」

　別れを覚かく悟ごしたような言葉を言って、前を向く。長い犬歯を見せて笑っているサイクロプスたちを睨にらみ付つけ、対たい峙じする。

「健けな気げだな。彼かれ氏しを助けるために自分が犠ぎ牲せいにでもなる気か？　それとも、見み逃のがしてもらうために、裸はだかになって、ストリップでもしてくれるのか？　ま、その貧ひん相そうな身体からだじゃこちらとしては楽しくないけどよ」

　マリーは、ふぅ、と小さな溜ため息いきを吐つく。

「もっと小説を読んだ方がいいと思う」

「……あ？」

「あなたたちが、いかにも三下のセリフしか言えないのは、語ご彙い力不足のせい。言葉を知らないせいで、自分の価値を下げてしまっている。それはとてももったいないこと」

「あ？　俺おれの時価総額は6640.9万円だぞ？　二千円の女が何のつもりだ」

「その挑ちよう発はつも避さけた方がいい言葉。面おも白しろみも鋭するどさも足りない」

　マリーに、挑ちよう発はつしているつもりはない。真面目に忠告しているだけなのだ。敵対している〈CSWシーエスダブリユー〉であっても、本気で向き合っている。

　とはいえ、その気持ちがサイクロプスに通じるはずはなく、単なる挑ちよう発はつとなってしまっている。矛ほこを収めて欲ほしい僕ぼくらからしたら、明らかにまずい状じよう況きようだ。

　なんとかしようと、口を出す。

「ちょ、ちょっと待ってくれないかな？　あなたたちの時価総額はすごいよ。全員〈RELEASEリリース〉の上位三パーセントに入る。そんなすごい人たちが、今ここで僕ぼくとマリーを倒たおしても、意味が無いと思うんだ。だって、僕ぼくらを倒たおして手に入るお金なんて、たかが知れているでしょう？」

「ま、確かにあんたらは安すぎる」

「僕ぼくらを倒たおしてもメリットがない。だからなんとか見み逃のがしてくれないかな？　そうしてくれたら、絶対あなたたちの役に立つことをするよ！　僕ぼくらを倒たおしたとき以上のお金だって用意できる！」

　正直口から出任せだった。カナタは〈CSWシーエスダブリユー〉に金を渡わたすことを許可しないだろう。けれど、とにかく今は、彼かれらの機き嫌げんを取るしかなかった。

　サイクロプスたちは僕ぼくの言葉に、お互たがい顔を合わせ、そして爆ばく笑しようした。

「おいおい、誰だれがありきたりだって？　お前の彼かれ氏しの方が、よっぽどつまんねえセリフを言ってるじゃねえか。何だよこの典型的な命いのち乞ごいは？　今の発言、言い方を変えればこういうことだぜ？　『金が目当てなんだろう？　金ならやる！　だから見み逃のがしてくれい！』、まさに小悪党にふさわしいセリフだ。……なあ、どっちが三下だ？」

　マリーは一度振ふり返かえり、僕ぼくにその青い瞳ひとみを向けて、サイクロプスたちに向き直る。

「……あとで注意する」

　マリーに呆あきれられた……。

「はは、彼かの女じよにも失望されてやんの！」

　一ひと頻しきり笑っていたが、しかし、サイクロプスはその大きな口を閉じ、真顔になった。

　それを見て、瞬しゆん時じに思い知る。

　ああ、どんなに機き嫌げんを取っても、無意味だった。

「……自覚が足りねえんだよ」

　凄すごみのある声には、明らかに怒いかりが込こめられている。

　マリーは三下扱あつかいしたが、彼かれの時価総額は6640.9万円。世間的に見れば、カナタ以上に価値があると見られている人間だ。

　それだけの人間が、僕ぼくらに対して怒おこっている。それは僕ぼくにとって、とても重い事実だ。

「〈NineSKナインエスケー〉──二ニノ宮ミヤユウスケ、九ク曜ヨウマリー。もうあんたらは、金目的で倒たおすような、そういう次元の敵じゃねえ」

「そうよ！」

　ラミアが割れた舌を出し、怒ど気きを孕はらんだ声で追従する。

「私の友達も、あんたら〈NineSKナインエスケー〉に、容よう赦しやなく強制ログアウトさせられた。一文無しにされて、将来を奪うばわれた。デザイナーになるって夢を奪うばわれて、傷付いて、誰だれにも会えずに引きこもっているわ……！」

　毒々しい色の傘かさをしたマタンゴもまた、つばの下にある目を憎ぞう悪おの色に変えて、僕ぼくらに向けている。

「つか、あんたら頭がおかしいんだよ。俺おれたちは、〈パノプティコン〉に巻まき込こまれただけだ。その中でのルールが、弱者から金を奪うばうってものだったから、従っているだけだ。それが、お前らはなんだ？　私利私欲で金を奪うばうなら、まだ理由が分かりやすくてマシだ。でもそうじゃない。正義とか言っているらしいが、俺おれらにはただ闇やみ雲くもに、無差別に、他人の人生を壊こわしているようにしか見えない」

「は、ヨータの言うとおりだ。だから、あんたらはこう呼ばれてる」

　サイクロプスは侮ぶ蔑べつを込こめて、吐はき捨すてる。

「快・楽・殺・人・者・集・団・〈NineSK・・・・・・〉」

　その罵ば倒とうにどれだけ反論したいか。

　しかし、押おし黙だまるしかない。

　僕ぼくは、その喩たとえが、まったく的外れだとは思っていないからだ。

　うなだれた僕ぼくを見て、サイクロプスは、あちこちにトゲが付いた巨きよ大だいな棍こん棒ぼうの〈レゾンデートル〉を構え、素す振ぶりをする。

「そういうわけで、金をやるなんて言われたところで、見過ごすわけにはいかねえんだよ。お前らを倒たおすのは金のためじゃねえ。名めい誉よのためだ。俺おれたちの誇ほこりのためだ」

　僕ぼくらを大悪人とする評判は聞いたことがあった。けれど、こうやって面と向かって、憎ぞう悪おと敵意を向けられるのは初めてだった。

　覚かく悟ごしていたつもりだったが、あくまでつもりだったようだ。本気の怒いかりが、これほどまでに胸を苦しめるとは思っていなかった。土下座して謝罪して許してもらえるなら、どんなに気分が楽か。

　もちろん僕ぼくらには信念がある。正義がある。僕ぼくは凡ぼん人じんだから、できればそれを理解して欲ほしいと思う。

　けれど、どうしてこんなことをしているか、説明しても無意味だろう。

　実際に、敵対した〈CSWシーエスダブリユー〉に何度か説明したことがある。〈パノプティコン〉を放置すれば、その結果は仮想通貨の無価値化による大だい恐きよう慌こうだと、下手すれば世界戦争になることもあり得ると。

　しかし、まるで信じてはくれなかった。敵対しているという立場のせいもあるだろう。でもそれ以上に、やはり生まれたときからある、仮想通貨の価値がなくなるなんてことを、誰だれも信じないのだ。財政破は綻たんし掛かけている国家である日本の円の、価値がなくなることを誰だれも信じていないのと同じだ。これだけ規模が大きい話は、あまりにうさんくさく、受け入れてもらえない。言っても狂きよう人じん扱あつかいになる。

　そして、それ以上の問題がある。

　どんな事情があろうと、僕ぼくらが切り捨て、犠ぎ牲せいにした人間がいる事実が変わらないことだ。

　犠ぎ牲せいになった人たちと、その仲間たちは、僕ぼくらを絶対に許さない。

「……とにかく」

　マリーが口を開く。マリーもまた、サイクロプスたちの言葉に傷付いていた。

「もう私たちは、戦うしかないということね」

　マリーは顔を真まっ直すぐ前に向けて、足に装着されている四つのカマキリの腕うでのようなユニットを相手へと向ける。〈MP〉に大差のあるサイクロプスは、大きな口くちの端はを上げて、ニヤケ顔でその敵意を受け止める。

　小さく息を吐はき、マリーはつらつらと話し出す。

「カスミシティはカメラが街中に張はり巡めぐらされ、世界一防犯体制が整った街。武器である〈レゾンデートル〉は目に見えないし、カメラに写るわけでもない。でも、私たちの様子を端はたから見たら、トラブルが起きているようには見える。誰だれかが駆かけ付けてくる可能性は高い」

　サイクロプスは薄うすら笑う。

「何が言いたい？　だからここは見み逃のがして、俺おれらは引き返しでもした方がいいってことか？　だとしたら、ずいぶんと無む謀ぼうな試みだ。だって、それなら──」

　目を見開き凝ぎよう視しし、マリーを見下ろす。

「その前に終わらせばいいだけだからな！」

　サイクロプスは巨きよ大だいな棍こん棒ぼうをマリーの頭に振ふり下ろした。

　体重を掛かけた棍こん棒ぼうの一いち撃げきは、もし棍こん棒ぼうが実像の存在だったら、小こ柄がらなマリーの身体からだを半分にでもしてしまいそうな圧力だった。しかもマリーは、背後にいる僕ぼくを護まもるために、移動もできない。

「逆、なのだけど」

　しかしその一いち撃げきを、前にある二つのユニットから出した二つの刃はが、受け止めている。〈レゾンデートル〉以外は、マリーは眉まゆ一つ動かしていない。

「警察が来る前に、私が、あなたたちを倒たおさなければいけない、という話なのだけど」

　棍こん棒ぼうを受け止めたとき同時に、後ろ側のユニットからの二つの刃はが、サイクロプスの大きい目玉を貫かん通つうしていた。

　マリーは指先を動かし、ゆっくりと刃はを引ひき抜ぬく。血が流れることはないが、ずるりと刃はを引ひき抜ぬいたときの効果音はとてもリアルだった。

　頭を貫つらぬかれたその事実に、サイクロプスは一度ゴクリと唾つばを吞のみ込こんだが、すぐに余よ裕ゆうを取とり戻もどし、口くちの端はを上げる。

「……意味ねえ。意味ねえだろ！　その〈MP〉じゃ何をやっても無意味だ。あんたじゃ俺おれも、こいつらも、絶対に倒たおせねえんだよ！」

　叫さけび、自らを鼓こ舞ぶし、サイクロプスは何度もマリーを攻こう撃げきした。上から、左から、右から、下から、斜ななめ上から、巨きよ大だいな棍こん棒ぼうを振ふった。突つきもした。威い力りよくを上げるために両手持ちで攻こう撃げきもした。フェイントも掛かけ、足捌さばきで惑まどわした。仲間のラミアに槍やりで攻こう撃げきをさせて隙すきを作る、連れん携けい攻こう撃げきもした。

　一見して分かる。彼かれは戦い慣れている。きっと大勢の〈CSWシーエスダブリユー〉から〈RELCリリースコイン〉を奪うばい、これだけの時価総額にしたのだろう。

　しかし、そんな彼かれの攻こう撃げきを、マリーは一歩も動かず、すべて難なく受け止めた。

　しかもそれだけでは終わらない。同時に、マリーは反撃していた。マリーの刃はは、サイクロプスのたくましい胸むねの奥おくにある心臓を、脳みそを、口内を、肺を、手首を、喉のどを、男性器を──急所という急所を貫つらぬいた。

　マリーの〈レゾンデートル〉は、自動操縦というわけではない。注視すると、四つのユニットを支えているフレームは、足から背中を伝い、指先まで繫つながっている。マリーは、腕うでの動きと、指先の動きで、四つの刃はの動きを操作しているのだ。

　現実世界では、マリーはグローブ型コントローラー〈Ztopiaゼツトピア〉と、手首に付けるコントローラー〈Ymoワイエムオー〉をしている。マリーほど自在に〈レゾンデートル〉を操あやつるには、ミリ単位の精度で腕うでと指を動かさなければいけない。常人にはおよそ不可能だ。

　けれど、マリーはそれができる。

　もちろん自分より高い〈MP〉の相手に、〈レゾンデートル〉で急所を突ついても、強制ログアウトさせることはできない。急所を貫つらぬいても、当たり判定のために〈Ymoワイエムオー〉が振しん動どうし、一秒間のスタン状態に相手は陥おちいるだけである。

「……く、この……！」

　けれど、あまりに一方的な蹂じゆう躙りん自体には、意味がある。

　サイクロプスの表情に余よ裕ゆうはもうない。それどころか、そのモンスター然とした表情に、恐きよう怖ふが生まれている。

　無理もないだろう。もし〈MP〉の数値が逆なら、何十回と強制ログアウトさせられている。これが本物の刃はなら、何十回と死んでいる。〈Ymoワイエムオー〉の振しん動どうは、擬ぎ似じ的な彼かれの死を、何度も伝えている。さらに視覚情報で何度も、凶きよう器きが急所を貫つらぬくのを目まの当あたりにしている。本能的な恐きよう怖ふからは逃のがれられない。

　蹂じゆう躙りん。

　蹂じゆう躙りんされている事実が、彼かれを追いつめる。

　サイクロプスは恐きよう怖ふに突つき動うごかされたのか、思わずその巨きよ体たいで、マリーに体当たりをしそうになった。しかし、そこは仲間のマタンゴが素す早ばやく気付き、羽は交がい締じめにして（ＡＲ上は、マタンゴの腕うでが短いので、被かぶさったようにしか見えないが）止める。

〈レゾンデートル〉以外での攻こう撃げきは、〈パノプティコン〉のルールで、強制ログアウトになる。戦い慣れている彼かれが思わずそれを忘れてしまうほど、攻こう撃げき手段がないはずのマリーが、相手を追いつめ、自じ滅めつさせる寸前まで陥おとしいれたのだ。

　この、戦せん闘とう力の圧あつ倒とう的てきな差を見て、改めて思った。

　──失敗した。

　──ああ、本当に、どうしようもない失敗だ。最悪の結果だ。




　この狭せまい裏路地が、〈パノプティコン〉の行き止まりだと分かったときに、こうなることは分かっていた。マリーが、その戦せん闘とう力を存分に発揮し、サイクロプスたちを追いつめると分かりきっていた。

　この場はマリーのおかげでなんとかなるだろう。

　けれど、いいのはこの場だけだ。

　四つのユニットから出る刃はの正確性は、カナタの銃じゆう弾だんさえも、正面からなら百発百中で弾はじくほどのものだ。僕ぼくらの最大の戦力であり、要かなめであり、だからこそ切り札として隠かくし通さなければならなかった。

　しかし、今、その秘密が明かされてしまった。

　マリーの戦せん闘とう力は、僕ぼくらの悪名と共に、一いつ瞬しゆんで〈パノプティコン〉に広がってしまうだろう。仮に彼かれらを全ぜん滅めつさせたとしても、言い方は悪いが命まで奪うばえるわけではないので、当然口止めにはならない。

　となると、今後他の〈CSWシーエスダブリユー〉たちに対策を練られることになる。一対一ならまず負けないであろうマリーも、無敵ではない。例えば開かれた場所で、多人数で責めてこられれば、四つしかユニットがないマリーの〈レゾンデートル〉の構造上、攻こう撃げきを受け止めきれない。他にも僕ぼくらの誰だれかを人ひと質じちに取ってマリーを無力化させるとか、カナタのような遠えん距きよ離りから攻こう撃げきできる〈レゾンデートル〉でマリーの隙すきを狙ねらうだとか、対策がいくらでも生まれてしまう。

　僕ぼくの判断が、秘密兵器を、秘密でなくしてしまった。これは〈NineSKナインエスケー〉の正義の執しつ行こうにとって、大きな後退だ。

　ああ、でも違ちがう。これはただの理り屈くつだ。

　僕ぼくがこんなにも悔くやしいのは、失敗したと思ってしまったのは、別の理由だ。

　──マリーの騎き士しになりたい。

　──マリーの盾たてとなり、剣けんとなり、彼かの女じよのために戦いたい。

　そう誓ちかった。

　ずっと誓ちかっている。

　なのに、僕ぼくが招いてしまったこの現状はなんだ？

　まったくの逆だ。僕ぼくはマリーの足を引っ張り、マリーに護まもられてしまっている。そんなのは最悪の、最悪だ。

　悔くやしさに、ふがいない自分への怒いかりに、思わず声が漏もれる。

「くそ……くそ！」

　涙なみだを浮うかべ、腕うでを動かすが、手て錠じようがガシャリガシャリとむなしく音を立てるだけだ。

　もし、手て錠じようで繫つながれていなかったら、どうしていただろうか？

　マリーが予想したように、無む謀ぼうにも飛び出したかもしれない。そして今いま頃ごろ強制ログアウトさせられ、〈RELCリリースコイン〉を失い、途と方ほうに暮れているかもしれない。

　それともまったく逆で、僕ぼくにはそんな度胸はなく、怯おびえて縮こまっているだけかもしれない。だって、僕ぼくにとって時価総額が０になることは、価値を失うことは、死よりも怖こわいのだ。リリカを庇かばったときみたいに、もう〈パノプティコン〉について無知ではないのだ。

　……意味の無い思考だ。

　どうせ今の僕ぼくは何もできない。こうなってしまった以上、マリーを見守るしかないのだ。

　力を込こめていた腕うでの力を弛ゆるめると、手首には手て錠じようの痕あとができていた。

　正面を見る。マリーの前にいるサイクロプスは、手応えがない攻こう撃げきを続けたことで、大きな肩かたを上下させている。明らかに憔しよう悴すいしている。

「……いや、けどよ、〈MP〉は圧あつ倒とう的てきに俺おれが上なんだ。九ク曜ヨウマリーに俺おれたちを倒たおす手段はねえんだ。最悪でも、仕留めきれずに終わるだけ。それだけだ」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、サイクロプスはトゲの付いた棍こん棒ぼうを構える。

　どうやらまだ、彼かれは気付いていないようだ。

「倒たおす手段はない。……まだ、ね」

　僕ぼくは言った。

　久しぶりにサイクロプスが僕ぼくを見る。すっかり僕ぼくの存在など忘れていた顔をしていた。

「二千円しか時価総額がない九ク曜ヨウマリーに、攻こう撃げきの手段はないだろ？　何を言って──」

　ようやく彼かれはある事実に気付き、言葉を途と中ちゆうで詰つまらせた。

　マリーの〈MP〉の数値が九百万を超こえている。しかも、今現在も急速に増え続けている。彼かれが呆ぼう然ぜんとしている間にも上じよう昇しようを続け、一千万に達する。

「……なんでそんなに〈MP〉が増えているんだ……！」

　その暴ぼう騰とうは、サイクロプスの顔を青ざめさせた。彼かれだけでなく、他の二人も焦あせりだし、動どう揺ようが見える。

　当然この上じよう昇しようを見れば考える。この勢いなら、自分たちの〈MP〉を超こえるかもしれない。

　そして、もし、超こえたら──

「…………う」

　彼かれらは存分に、九ク曜ヨウマリーの戦せん闘とう力を見ている。時価総額が逆転すれば、結果はもう、火を見るより明らかなのだ。

　待つのは、蹂じゆう躙りん。

　立場は──強きよう者しやと敗者は、ここで入いれ替かわった。




　けれど事態はまた、僕ぼくの予想していないものになる。

　──バァン！

　銃じゆう声せい。

「ぐ、あ！」

　マタンゴの短い足に銃じゆう弾だんが当たり、苦く悶もんの声が上がった。急所ではないので〈MP〉は減らないが、〈Ymoワイエムオー〉による振しん動どうで当たったことは分かるだろう。

〈CSWシーエスダブリユー〉たちは急いで音の方へと向く。

　そこには光こう沢たくのある細身の黒いスーツを着た男が、ライフルを持って立っていた。

　サイクロプスは一つ目を細めて、彼かれの悪名を口にする。

「〈クレイジースナイパー〉、御ミ苑ソノカナタ」

　金属製の黒いフェイスマスクから、カナタは声を発する。

「時間切れのようだね」

「……もう捜さがし当あてたってのか？」

「そう疑問に思うことでもないんじゃないかな？　〈パノプティコン〉は無音だから、人の声は遠くからでも聞こえる。マリーさんたちを捜さがすのは、そう難しいことではないよ」

　カナタの登場で、形勢は完全に逆転した。

　狭せまい路地の入り口に立っているカナタの〈MP〉は『57,411,000』。サイクロプスこそ『666,409,000』と上だが、ラミア（〈MP〉『22,098,000』）とマタンゴ（〈MP〉『27,6340,000』）は急所を撃うち抜ぬかれれば強制ログアウトになる。

　そして、この近きん距きよ離りで、カナタが銃じゆう撃げきを外すことはまずない。

　焦あせり、動どう揺ようしている〈CSWシーエスダブリユー〉に向かって、カナタは冷たい視線を向けている。

「なぜマリーさんの〈MP〉が増えているかという質問に答えようかな？　何となく分かるだろうけれど、マリーさんは特別でね。ある条件を満たせば、〈MP〉を上じよう昇しようさせることができるんだ。そして、このまま上じよう昇しようを続ければ、サイクロプスの姿をしている君の数値も超こえるだろう。そうなれば君の運命は……もう分かるよね？」

　サイクロプスは歯を食いしばる。

「どうする？　逃にげる猶ゆう予よをあげようか？」

「……逃にげる、だ……？」

「そう、無様に敗走するのを俺おれは許そうと思うんだ。俺おれより高い、時価総額に敬意を表してね」

「う、ぐぐ……！」

　一いつ瞬しゆんで逆転した形勢に、まだサイクロプスの頭は付いてきていないだろう。けれど、冷静に考えれば、それがどんな屈くつ辱じよくであろうとも、他の二人を守るためにも、逃にげる以外の選せん択たく肢しなどあるはずがなかった。

　やはりそう判断したのか、サイクロプスは仲間のラミアとマタンゴと目で合図をすると、屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめたまま、仕方なくこの場から逃にげ出だそうとする。

　彼かれからすれば、楽勝で〈NineSKナインエスケー〉の二人を倒たおし、英えい雄ゆうになるはずだった。間ま違ちがいなく好機はあったのに、痛み分けになった。悔くやしくて仕方が無いが、こうするしかない。そのモンスターの顔にはそう書いてあった。

　僕ぼくは思う。

　──甘あまい。

　──認にん識しきが甘あまい。

　そして同情もするのだ。

　僕ぼくは御ミ苑ソノカナタという人間を、この二ヶ月で思い知っている。

　そう、カ・ナ・タ・を・相・手・に・し・て・そ・ん・な・の・で・済・む・は・ず・が・な・い・。痛・み・分・け・な・ど・と・い・う・結・果・で・終・わ・る・は・ず・も・な・い・。

　三人の〈CSWシーエスダブリユー〉が、一歩、走り出したとき、やはりそれは起きた。

　マタンゴの傘かさ、つまり頭部分を、カナタは撃うち抜ぬいた。

　まったく予想していなかったのだろう。マタンゴは、悲鳴を上げる間もなくその場に倒たおれ伏ふした。ガラスが割れるようなエフェクトの後、その姿はマッシュルームカットの男に変わる。もちろん〈MP〉は０になり、ゲージは破は壊かいされた。

　この時点で時価総額は０になり、〈RELEASEリリース〉の利用を義務づけられているカスミシティにはもういられない。

「ヨータ！」

　サイクロプスは事態を瞬しゆん時じに理解できず、大きな一つ目を見開いている。

　僕ぼくは思う。

　──サイクロプス、なぜ敵の言葉を安易に信しん頼らいした？

「どういうことだ……。お前、逃にげる猶ゆう予よをあげるだとか、言ったよな？」

　怒いかりにサイクロプスは、声を震ふるわせている。

「ああ、うん、言ったよ。『君だけ』にね」

「あ？」

「君は俺おれより〈MP〉が高いから、このライフルでは強制ログアウトはできないよ。でも──」

　カナタはラミアにライフルを構える。

「ラミアである彼かの女じよと、今倒たおれた彼かれは違ちがうよね。俺おれより時価総額が低い」

　次は自分がターゲットであることが分かり、それまでうねうねと絶え間なく動いていた蛇へびの下半身を、ラミアは硬こう直ちよくさせた。

　カナタはライフルをしっかり構えたまま、ニヤリと笑えみを浮うかべて、顎あごで促うながす。

「ほら、君は、仲間を見捨てて逃にげるんだ」

「見捨てるだと？　ふざけるな！　俺おれたちは〈パノプティコン〉に来たときから。ずっと協力し合って生いき抜ぬいてきたんだ。不安と恐きよう怖ふに押おし潰つぶされそうな中、励はげまし合ってきたんだ。そうやって少しずつ〈パノプティコン〉に対応して、ここまで時価総額を上げてきたんだ！　それなのに、見捨てる？　そんなことできるわけ──」

「どうでもいい自分語りだね。興味が微み塵じんも無いよ」

　はは、と軽く笑って、続ける。

「ただ事実を伝えようか。ここに居い座すわれば、マリーさんの〈MP〉が君を上回り、君を強制ログアウトさせるだろう。それなのに俺おれが君を見み逃のがすと言っているのは、現時点では俺おれやマリーを倒たおす〈MP〉があるからだよ。万が一の事故がまだあり得るから、見み逃のがすと言っているんだ。その理由がなくなれば、そんなことはしない。ただただ機械的に倒たおすよ。早い決断が求められるね。ああ、もちろん仲間を見捨てて逃にげるような真ま似ねをすれば──」

　カナタは軽い笑え顔がおのまま言い放つ。

「──二度と仲間たちに信用はされないだろうけど」

　サイクロプスとラミアは、青ざめながら目を合わせた。

「な、何のためにこんなことをする！　こんな悪あく魔まみたいな真ま似ねをしても意味がねえだろ！」

「意味ならあるだろう？」

　カナタは、金属製の黒いフェイスマスクに触ふれる。

「心まで折らなければ、君たちはまた俺おれたちに反逆する。正義などと抜ぬかしてね」

　ガリガリと、爪つめを立ててマスクを搔かく。

「これぐらいやらなければ意味が無いんだ。俺おれたちを見て、反射的に震ふるえが止まらなくなってしまうほどのトラウマを植え付けてやらなければ、君たちは俺おれたちの敵になり続けるだろう？　手心は加えない。仲間は容よう赦しやなく潰つぶす。だから君は尻尾しつぽを巻いて逃にげるといいよ。まあ、今回逃にげても、俺おれたちは君を最優先で処理するのは決定している。だがそれでも、この場で強制ログアウトされ人生を終えるよりマシだろう？　ほら、早く逃にげるんだ。無様にね」

　あまりの言い様に、僕ぼくは口を挟はさみ掛かけたが、できない。仲間であっても、僕ぼくはカナタに恐おそれを成している。

〈CSWシーエスダブリユー〉の二人は、モンスターの顔をしているのに、もうかわいそうな犠ぎ牲せい者にしか見えない。二人は、泣きそうな顔で顔を合わせる。

「ミユ……」

「み、見捨てないでジョージ！　あなたが一人で逃にげたら、あたしはこの人たちに一方的に……」

「うく、うう……ううううう！」

　サイクロプスは背後のマリーへと振ふり返かえる。〈MP〉の数値は上じよう昇しようを続けていて、千六百万を超こえた。

　なかなか決断をしない様を見て、カナタはライフルの銃じゆう声せいを鳴らした。

「ひ、ああ！」

　ラミアの尾おの部分に銃じゆう弾だんが命中する。もちろん尾おに当たっただけでは、当たり判定を感じるだけで、〈MP〉が減ることはない。しかし、意図は十分に伝わる。

　ラミアはあまりの恐きよう怖ふに、腰こしが抜ぬけたのか、その場に手を突ついた。

「君たちは〈NineSKナインエスケー〉をなんて呼んでいるのだっけ？　不本意だけれど、確かこう言っていたよね？」

　言い放つ。

「快楽殺人者集団」

　それを聞いて、サイクロプスは一目散に走り出した。「ジョージ！　ジョージ待って！」とラミアは叫さけぶが、サイクロプスは振ふり返かえらずに、大通りへと走り去っていく。

　きっと思い知っただろう。

　世の中には、安易に敵に回してはいけない人間がいることを。

〈パノプティコン〉で奪うばえるものは、〈RELCリリースコイン〉だけではなく、やりようによってはもっと大切なものまで奪うばえるということを。

　自分よりも明らかに能力が上の人間がいる絶望を。

『特別』の存在を。

　やはり、同情はする。

　けれど、それだけで、僕ぼくは手を差さし伸のべたりはしないだろう。止めない時点で、僕ぼくもまた加害者である自覚はしている。




「さて」

　カナタはライフルを構えたまま、ゆっくりとミユへと向かう。かわいそうに、もう彼かの女じよは人間の上半身も、蛇へびの下半身も同時に震ふるわせていた。

　どうか穏おん便びんに済みますように。

「や、やめて、あたしは悪人じゃなくて、感かん染せんしてパノプティコンに巻まき込こまれただけなの！　他の〈CSWシーエスダブリユー〉だって一人か、二人しか倒たおしたことない！」

　それを聞いて、僕ぼくは天を仰あおいだ。

　──どうやら僕ぼくの願いは届かなそうだ。もう、彼かの女じよが救われることはない。

　カナタを見ると、予想通り、目の奥おくが銃じゆう弾だんのように鈍にぶく光っている。

「ああ、やはり倒たおしたことはあるんだね。しかも、一人か二人って言い方なら、それ以上倒たおしたのだろうね。本当にそうなら、きちんと数を憶おぼえているだろうし」

　図星だったのか、「う、あ……」と、ミユは次の言葉を継つげずにいる。

「誰だれも倒たおしたことがなければ、〈RELEASEリリースブロックチェーン〉の信用に傷を付けていないことになるから見み逃のがしても問題ないのだけれど、違ちがうのなら、ごめんと言う他ないよ」

　一人でも倒たおしているなら、カナタは見み逃のがすことはない。これまで通り、カナタは彼かの女じよを撃うち抜ぬき、強制ログアウトさせるだろう。

「うう……うう……！」

　ミユは、ボロボロ涙なみだを流しながら、カナタを見上げる。

「……ああ……あの、あたしには夢があるの……！　バレリーナ！　カスミシティに来たのは、資金を貯ためて、フランスのバレエ団に入るためなの！　才能もある！　応おう援えんしてくれる人もいっぱいいる！　それがこの時価総額の意味よ！　あ、あなただってカスミシティにいるなら、大金を背負っている責任を分かっているでしょう！　あたしのためにも、支し援えん者のためにも、夢を諦あきらめるわけにはいかないの！　……だから、ね？　な、なんでもするから……だからお願い……」

　必死の懇こん願がんを。

「誰だれかから聞いたことがあるなあ」

　カナタは首を捻ひねって返した。

「…………え？」

　呆ぼう然ぜんとカナタを見つめる。

「だから、その命いのち乞ごいだよ。マニュアルでもあるのかな？　もうこの二ヶ月で何回似たようなセリフを聞いただろう？」

　陳ちん腐ぷであっても、その想おもいの強さには関係ない。それぐらいカナタも分かっているだろう。

　なのに、わざわざこんなことを言うのは、話など通じない相手だと分からせるためだ。

「う、うううう……！」

　あるいは、処しよ刑けい人として必要な精神を保つために、そうやって相手の言葉を価値のない戯ざれ言ごとに貶おとしめているのだろうか？

　カナタだって、〈NineSKナインエスケー〉結成当初は、ここまで冷れい徹てつでも残ざん忍にんでもなかった。命いのち乞ごいに心が動かされ、〈CSWシーエスダブリユー〉を逃にがすこともあった。しかし、見み逃のがした人間が恩義を感じて、自分たちに手出しをしないなんてことはなかった。むしろ屈くつ辱じよくを与あたえた相手として、僕ぼくらを強く憎にくみ、報復を企たくらみ、〈NineSKナインエスケー〉に危険をもたらすことの方が多かった。

　今回だってそうだ。ここでミユを見み逃のがし、彼かの女じよが僕ぼくらに感謝するだろうか？　手出ししないだろうか？　……そんなはずもない。

　カナタは、この仮想世界で、自分の信念を貫つらぬくためには、冷れい酷こくに変わるしかなかった。

　ゆっくりとミユの元に歩み寄り、その眉み間けんにライフルの銃じゆう口こうを押おし当あてる。

「ああ……。あたしの人生、終わるんだ。あはっ、本当に、終わるんだ。……ねえ、あたし、そんなに悪いことした……？　確かに何人かから〈RELCリリースコイン〉を奪うばったよ……。奪うばったけど……けど！　〈パノプティコン〉に巻まき込こまれたんだから仕方なくない！　別に望んでここに来たわけじゃない！　ねえ！　これから先、夢も希望も持てない人生になるくらいの、悪いことをあたしはした？　ねえ！　答えて！」

　真っ赤な目で、カナタを睨にらみ付つける。

「していないだろうね」

　カナタは平然と答える。

「この世に理り不ふ尽じんがなければどんなにいいだろう？　俺おれも、そういう世界を本当に、心の底から願っているんだ」

　ライフルの銃じゆう口こうと、冷たい視線を、変わらず向けたまま言う。

　彼かの女じよは感じただろう。絶望的に、カナタへ言葉は届かない。もう彼かの女じよができることは、涙なみだと鼻水を垂れ流し、嗚お咽えつを漏もらすことだけだった。

「大だい丈じよう夫ぶ、オペラ・バスティーユで踊おどることはできなくとも、みんなと同じさ。これからも人生という舞ぶ台たいでもがき、踊おどり続けることはできる。……まあ、踊おどる場所は場末かもしれないけれど」

　これから起こることを見たくはないので、僕ぼくは目をつむった。

「君の存在は、世界を壊こわす」

　銃じゆう声せいが鳴なり響ひびいた。

　しばらくして目を開けるとその場には、涙なみだで顔がぐちゃぐちゃになった、茶ちや髪ぱつの女子高生が倒たおれていた。

　カナタは彼かの女じよの姿を見つめていたが、顔を上げ、視線を僕ぼくへと向ける。そしていつもの微笑ほほえみを浮うかべて言うのだ。

「だから、これが正義だよ」







　本当にそうなのだろうか？

　カナタが成なし遂とげようとしていることは、理解しているのだ。〈RELEASEリリースブロックチェーン〉の信用を、ひいては仮想通貨の信用を守り、世界の秩ちつ序じよを維い持じしようとしている。カナタはそれこそ滅めつ私し奉ほう公こうの精神で、それを為なそうとしている。徹てつ底てい的てきな合理主義で、僕ぼくらを支えてくれている。

　それはきっと、カナタにとって、世界にとって、間ま違ちがいのない正義なのだろう。

　けれど、〈NineSKナインエスケー〉の正義はそこだろうか？

　警けい戒かい音と視界の中心に表示された『！』に、顔を上げ、振ふり返かえる。自動運転のタクシーが背後に迫せまっていた。〈パノプティコン〉に慣れた僕ぼくは、廃はい墟きよの中で走る自動車にも、もう違い和わ感かんを持たなくなっている。

　僕ぼくらは裏路地を離はなれ、『秘密基地』へと向かっていた。リリカはもう秘密基地に着いていると〈LILINリリン〉で連れん絡らくが来ていた。

　前を歩くカナタの後頭部に向かって、口を開く。

「……カナタ、あそこまでやる必要があった？」

　カナタは速度を落とし、僕ぼくの隣となりに並ぶ。

「ある、と判断したよ。なぜかと言うと、今回マリーさんの戦せん闘とう力を披ひ露ろうしてしまったからね。隠かくし通すのは難しいけれど、せめて情報の拡散をできる限り防ぎたい。そう考えたときに、最も有効なのが、彼かれらを仲間割れさせ、尚なお且かつ反逆の意志を失わせることだと考えたんだ。まあ、どこまで効果があるかは分からないけれど、俺おれなりにベストを尽つくしたつもりだよ」

　つまり、僕ぼくの失敗のせいで、ここまでする必要が出てきてしまったということなのか。

　納なつ得とくはする。カナタの行動は合理的だと思う。

　しかし、僕ぼくは少し疑っていることがあるのだ。

「……カナタの趣しゆ味みってことはないよね？」

「趣しゆ味み？」

　カナタは僕ぼくの目をしっかりと見み据すえて、オウム返しする。

「ええと、つまりその、嗜し虐ぎやく的なことをするのが楽しい、っていう……」

「なるほど」頷うなずき、頰ほおを上げる。「はは、仮に俺おれにそういう性せい癖へきがあったとしても、やることは変わらないよ。それぐらい自分を制している自信はある。もし俺おれが欲望だけで動いているのなら、マリーさんがとっくに止めている」

　振ふり返かえり、僕ぼくら二人の後ろを付いてきている制服姿のマリーを見る。

　無表情だ。でもマリーは、カナタがしたことを心苦しく思っている。無表情でも、蒼あおい瞳ひとみを地面に落とし、普ふ段だんより浅い呼吸をしていることから、恋こい人びとである僕ぼくにはそれが分かる。

　これが僕ぼくらの正義なのか？

　だって、〈NineSKナインエスケー〉の誓ちかいの言葉は、こうであったはずだ。

『ただ唯ゆい一いつ、九ク曜ヨウマリーの正義のために』

　マリーは元々、目の前の人間を助けるために〈USWユーエスダブリユー〉になった。助けられるなら先ほどの〈CSWシーエスダブリユー〉──ミユだけでなくヨータも、それどころかジョージさえも助けたい、それが九ク曜ヨウマリーという人間なのだ。

　ただ同時に、マリーは誓ちかいの言葉でこう言っている。

『世界を救うために』

　以前、つらそうにしているマリーに尋たずねたことがある。カナタの行動を止めたいとは思わないのか？

　そのときマリーは、少し考え、慎しん重ちようにこう答えた。

『私の感情は止めたがっている』

　でも、こう続けた。

『けれど私は、私の感情を判断材料にできない』

　完全には理解できず、どういう意味なのか尋たずねた。けれど、マリーはそれ以上は答えてくれなかった。僕ぼくが分かるのは、マリーは決して自分のために動かないことだけだ。

　マリーの横に並ぶ。マリーが変わらずうつむいているので、僕ぼくはその手をそっと握にぎる。

　マリーの手は、印象と違ちがい、意外にも温かい。

　ようやくマリーは顔を上げ、こちらを見て、自分だってつらいだろうに、僕ぼくを励はげますような微笑ほほえみを見せた。

　マリーの頭上にある黄色のゲージを見る。〈MP〉は、『38,409,000』を上限に、今は急落して『28,010,000』となっている。まだ安定せずに、数字はその前後を行き来していた。結局あのサイクロプスのジョージの、〈MP〉『66,409,000』に達しない程度しか上じよう昇しようしなかった。

　そう、結果を言えば、ジョージを倒たおす方法は現在の〈NineSKナインエスケー〉にはなかったのだ。カナタはそれを分かった上で、口八丁手八丁で自分たちが優位なように見せかけ、むしろ相手を追いつめ、彼かれを自発的に逃にげ出ださせた。

　カナタの非情なやり方に疑問があるのは確かだけど、カナタがいなければ〈NineSKナインエスケー〉はどうにもならない。マリー一人では、ここまで多くの〈CSWシーエスダブリユー〉を倒たおせないのも、間ま違ちがいようのない事実だ。

　そんなことを考えているときだ。マリーは繫つないでいる僕ぼくの手を強めに離はなした。

「え……？」

「ユウスケ、私、行かないと」

「あ、そうか」

　理り屈くつまでは聞いていないのだが、〈MP〉を高くする調整したマリーは、〈MP〉の数値を元に戻もどす必要があり、それには一人きりでの作業が必要らしい。らしいと言うのは、話には聞いていたが、その状じよう況きようは最初に〈USWユーエスダブリユー〉のマリーを見て以来のことだからだ。

「……あれ？　マリー、どうしたの？」

　思わず尋たずねたのは、マリーの表情を見たからだ。

「…………ん」

　どんな感情を抱だいていても無表情なはずの彼かの女じよが、誰だれが見ても悲しそうな表情をしていた。僕ぼくはすぐ、それがとんでもないことだと気付いて、慌あわてる。

「ほ、本当に、ど、どうしたの……？」

　マリーは答えず、じっと僕ぼくを見つめると、黙だまってしまった。

　しばらくそのまま無言でその場に立たち尽つくす。カナタもマリーの異変に気付き、立ち止まって僕ぼくらを遠くから見守る。

「……ユウスケ憶おぼえている？」ようやく口を開く。「初めて手を繫つないだ日のこと」

「……忘れるわけないよ」

　満天の夜空の下、勇気を振ふり絞しぼって差し出した手。マリーがその手を離はなさないでくれたあの日。

　あのとき、あの瞬しゆん間かんからようやく、マリーのことを気き後おくれすることなく彼かの女じよだと、言えるようになったのだ。

「できれば、あの日をずっと、憶おぼえていて」

「え？　うん……」

　言われなくても、忘れたりしない。

　マリーは僕ぼくの正面に回り込こむ。

「この二ヶ月間、楽しかった」

　その表情は複雑で、マリーの無表情にも慣れたはずの僕ぼくでも、感情を読み取れない。

「私は、確かに、ユウスケのこと──」

　そこでマリーは言いよどんだ。その先の言葉をどうするか、しばらく逡しゆん巡じゆんしていたようだが、最終的にマリーはその先を言わなかった。

「マリー、本当に、どうしたの？」

　マリーは僕ぼくの唇くちびるに、人差し指を押おし当あて、黙だまらせる。小走りで僕ぼくから離はなれると、言う。

「さ・よ・う・な・ら・」

　まるで永遠の別れのような、見たことのない笑え顔がおで。

　不ふ吉きつな予感がしなかったわけではない。でもそのときの僕ぼくは、結局、わけが分からないままただただ頷うなずくしかなかった。




　　　　　２




　駅東口から徒歩五分の距きよ離りにある鶯うぐいす色いろの雑居ビルの地下一階、そこに〈NineSKナインエスケー〉は秘密基地を構えている。

　二十畳じようほどの貸店てん舗ぽ用の物件で、名目上はリリカの音楽スタジオとして借りている。契けい約やくの際にはリリカの父親に保証人になってもらったが、敷しき金きん、礼金、保証金を支し払はらい、毎月の賃料を支し払はらっているのはカナタだ。（カナタの時価総額が下がったのは、この料金を払はらったせいもある）

　なぜこの場所を拠きよ点てんとして選んだか？　一番の理由は、中心街にあるにも関わらず、〈パノプティコン〉外になっていることだ。普ふ通つうは中心街であれば、建物内でも位置情報は正確でＡＲがずれることはないのだが、ここは地下ということもあって、そうではなかった。

　この部屋に入れば〈パノプティコン〉外になるわけだから、〈CSWシーエスダブリユー〉に襲おそわれることはない。いざというときに、逃にげ込こむこともできる。ゲームで言えば、ダンジョン内にセーブポイントがあるような感じだ。

　どうしてやっていけているか謎なぞの、一階の小こ汚ぎたない中ちゆう華か料理店の裏手に回り、薄うす暗ぐらくカビの臭においがするコンクリートの階段を下りる。小こ洒落じやれた木の扉とびらには似合わない無骨なシリンダー式のドアノブに鍵かぎを入れ、開ける。エレベーターはないので、ここが唯ゆい一いつの出入り口だ。

「よ、お疲つかれ」

　部屋のど真ん中にあるダイニングテーブルの上で、タブレットパソコンを広げて作曲ソフトをいじっていたリリカが、僕ぼくらを一いち瞥べつだけして手を上げる。真っ赤な色が部屋で浮ういているリリカ専用の椅い子すから、派手なニーハイソックスを穿はいた脚あしをピーンと伸のばしている。リリカしかいなかったこともあり、花束のようないつもの香こう水すいの匂においが部屋に立ちこめている。

　秘密基地を構える前は美容院として使っていたようで、壁かべには大きな鏡が三つ、シャンプーブースの洗面台、レジカウンターなどが部屋に残っていた。わざわざ撤てつ去きよするのも大変なのでそのままにしてある。天てん井じようは美容院にありがちな処置だがぶち抜ぬかれていて、鉄骨と配管が剝むき出だしになっている。

　整理整せい頓とんはされていないので、雑然としている。大体の原因は、置いてあるほとんどの物を持もち込こんだリリカのせいだ。待合室があった場所には、エレキギターが二本、ベースギターが一本置いてあり、立派なでかいアンプがある。その付近にエフェクターや、僕ぼくが名前が分からないような機材がたくさんある。おかげでスタジオ代わりという名目も、あながち噓うそではなくなっている。

　テーブルの上にはそれぞれのマグカップに、紙コップ、紙皿、買い置きしてあるカップ麵めん、お菓か子し、ティーバッグの紅茶が置かれている。他にも食べ物類が、部屋の端はしっこにぐちゃぐちゃに置かれている。ちなみに箱買いしてあるドクトルペッパーはマリーしか飲まない。僕ぼくも一度だけ飲んだことがあるが、一口飲んだ時点で、もう一生二度とこれを飲まないと誓ちかった。

「ごめん。悪いけれど俺おれは、一度眠ねむらせてもらうよ」

　言ってカナタは、デジタル耳みみ栓せんを付けるとパイプベッドの上に横になる。本当に疲つかれていたのだろう、すぐに寝ね息いきが聞こえてきた。

　待合室に使われていたであろう、端はしが破け、中身が見えている合皮のソファーに座すわる。思わず「はあ……」と大きな溜ため息いきを吐ついた。疲ひ労ろうと、別わかれ際ぎわのマリーの反応が気になるのと、そして〈CSWシーエスダブリユー〉への冷れい酷こくな処置に対する憂ゆう鬱うつが入り交じった溜ため息いきだ。

「何その溜ため息いき？　辛しん気きくさいよユウスケ。ヒーローがそんなことじゃよくないな」

「ヒーロー？」

「控ひかえめに言ってもヒーローでしょ！　あたしたちって、世界の危機を、たった四人で防ごうとしているんだよ！」

　言って、リリカは目を輝かがやかせている。

「あ、そっか、一番初めに倒たおすべき宿敵である殺人鬼き〈グルメ〉を倒たおせてないから、物足りないんだね。分かる分かる。〈グルメ〉の犯行の手も止まってるし、三件目の事件以降、音おと沙さ汰たないから、なかなか見つけ出すのも難しいよね。さっさと〈グルメ〉を倒たおして、新しい巨きよ悪あくを見つけてそれも倒たおしていけば、ユウスケもヒーローとしての自覚をちゃんと持てるよ。うん」

　一人で機き嫌げんがよさそうに話している。

「……リリカは悩なやんだりしてないの？」

「あたしは悩なやまないし！　危険と隣となり合あわせなのは分かってるけど、あたしたちの行動がどれだけの人を救っているかって考えると、その充じゆう実じつ感に勝まさるものはないよね！」

　そうなのだ。リリカは僕ぼくと違ちがい、〈NineSKナインエスケー〉の活動を迷いなくしている。

　たぶん、〈パノプティコン〉がまるっきりゲームのような仕様なのも理由の一つだろう。〈CSWシーエスダブリユー〉のビジュアルはまるっきりモンスターであり、倒たおすべき敵だと暗に示されている。これは制作者が意図的にやったことに違ちがいない。凶きよう悪あくなモンスターの姿をしていれば、人間の姿をしたままの状態よりも当然、倒たおすことによる抵てい抗こう感がない。

「あたしたちは利益なんて考えずに、みんなが幸せになれる世界にするために行動してる。そんなのどう考えたってヒーローでしょ！」

　羨うらやましい思考だ。

　──けれど、その言い分も間ま違ちがいではないんだよな。

　確かに一部の〈CSWシーエスダブリユー〉から見れば、〈NineSKナインエスケー〉は邪じや魔まな存在だろう。『快楽殺人者集団』などと呼ばれてしまうくらいだ。

　しかし、それはあくまで一方から見た、かなり穿うがった偏へん見けんでもある。

　当事者ではない他人から見たとき、不法な手段で金を奪うばい合あっている〈CSWシーエスダブリユー〉と、ただただ世界の秩ちつ序じよのために行動している〈USWユーエスダブリユー〉のどちらが正義に見えるか？　間ま違ちがいなくそれは〈USWユーエスダブリユー〉──僕ぼくら〈NineSKナインエスケー〉のはずだ。

　現実、僕ぼくらは恨うらまれているが、そもそも正義の集団とはただ愛される存在ではない。例えば警察だって、一いつ般ぱん市民に愛されているばかりではない。些さ細さいな交通違い反はんで罰ばつ金きんを取られたり、高圧的な態度で職務質問されたりと、嫌いやな思いをさせられた人は多いだろう。犯罪者からすればもちろん警察は敵だし、誤ご認にん逮たい捕ほや不ふ祥しよう事じなどもある。警察を疑ったり、恨うらんでいる人はいくらでもいる。

　しかし、存在しない方がいいと答える人は皆かい無むだろう。秩ちつ序じよのために必要な存在だと皆みな理解しているだろう。

　──ヒーロー、か。

　リリカは制作者の意図に踊おどらされているだけではない。たぶん本能的に、自分たちが必要な存在だと理解している。正義だと理解している。

　リリカにはそういう、単純さ故ゆえの直感力と、強さがある。

　うん、そうだよ。やり方が全面的に正しいとは言わない。

　でも、〈NineSKナインエスケー〉は、正義の集団だ。

「ありがとう、リリカ」

「ん？　何が？　……ああ、さてはあたしが美脚を惜おしげもなく披ひ露ろうしていることへの感謝だね？」

「うん、違ちがう」

　軽口を叩たたいていると、鍵かぎを開ける音がした。

　ユングを頭に乗っけているマリーは、入り口で立ち止まり、僕ぼくらをじっと見つめる。どういうわけか確かく認にんするように、「二ニノ宮ミヤユウスケ、如月キサラギリリカ、御ミ苑ソノカナタ」とそれぞれの名前を、こちらに聞こえないくらいの声で呟つぶやいていた。

　先ほど僕ぼくに見せていた、悲しそうな表情ももうない。いつも通りのニュートラルな無表情だ。

　マリーは、元々受付カウンターだった場所にある、あのマリーに少し似ている猫ねこのキャラクターのぬいぐるみにポンと手を触ふれる。カウンターの上には、あの猫ねこのグッズが大量に置いてあり、日々リリカ（とたまに僕ぼく）によって増え続けている。

　マリーはスマホを真しん剣けんに見つめたまま、無言で僕ぼくの隣となりに座すわった。

「……マリー、さっき言いかけていたことって何だったの？」

　顔を上げて僕ぼくの目を見つめると、小首を傾かしげた。本気で分かっていない様子だ。

　──おかしいな。ずいぶんと真しん剣けんな様子に見えたけれど、本当に憶おぼえていないのだろうか？　それとも重要なことだと僕ぼくが勘かん違ちがいしていただけで、そうでもなかったのだろうか？

「ユウスケ、久しぶりなのです」

　思考を遮さえぎるように、ユングが挨あい拶さつしてきた。

「ああ、うん。こんにちは、ユング」

　リリカも、タブレットパソコンのスイッチを落とし、ユングに話しかける。

「ユングって、マリーちゃんが大好きだからべったりかと思ってたけど、意外と側にいないよね」

「一応〈イド〉のボクらは〈パノプティコン〉でやることが結構あるのですよ。あ……ごめんなさいなのです。忙いそがしいアピールって、うざいですよね……。仕事がない人へのマウントになってしまいますよね……。ＡＩにはリアルの心はないって、ボクのせいで他のＡＩも言われてしまうんだろうな……ハハ……存在するだけで迷めい惑わくなボク……ハハ……」

　どうして高性能ＡＩなのに、こんなウザい思考になってしまったのか。

「……ところでユングは、今回マリーがどうやって時価総額を上げたのか、知っている？」

「ああ、先ほど調べましたですよ」

　マリーが〈MP〉を上げたからくり。それ自体はなんてことはない、本当に短時間で支し援えん者に〈RELCリリースコイン〉を買わせ、〈RELEASEリリース〉の時価総額を上げたからだ。

　マリーが時価総額を上げるのに使う手段はこうだ。まずマリーの〈RELEASEリリース〉のマイページを、事前に用意していたものに更こう新しんする。例えば前回──二ヶ月前、僕ぼくらを助けるためにスケルトンを倒たおしたとき──は、マイページにモデルを目指すと書き、プロの写真家にあらかじめ取ってもらった写真と動画を公開したようだ。（ちなみに、〈RELEASEリリース〉サービス開始初期に、画像加工アプリでの写真の極きよく端たんな修正が問題になったため、〈RELEASEリリース〉には写真や動画を加工したかどうかをチェックする機能が標準装備されている。実質的に、〈RELEASEリリース〉に公開する写真をいじることは許されない）

　更こう新しんした内容を〈RELEASEリリース〉運営にＳＲ情報申しん請せいする。ＳＲとはSupporter Relationsの頭かしら文も字じで、日本語では支し援えん者向け広報という意味だ。運営がこれはＳＲ情報に値あたいすると判断すれば、大たい抵てい十分以内に〈RELEASEリリース〉のトップページに掲けい載さいされる。

　ＳＲ情報は支し援えん者が最優先にチェックする情報だ。多くの〈RELEASEリリース〉情報サイトが、投資する判断材料になるよう大きく扱あつかう。だからその中で、インパクトがある情報があると、短時間で個人の〈RELCリリースコイン〉が暴ぼう騰とうすることがままあるのだ。

　マリーは特別な人間で、多くの魅み力りよくがある。けれど、何も知らない支し援えん者相手にすぐにでも武器になるのは、その浮うき世よ離ばなれした容姿になる。写真や動画をまともに掲けい載さいすれば、それだけで〈RELCリリースコイン〉の買い手が付く。

　ＳＲ情報に気付いた支し援えん者は、これは値上がりすると、我先にと買いあさる。十分にマリーの〈RELCリリースコイン〉を買った支し援えん者が、高値にするために、ＳＮＳやネット掲けい示じ板ばんなどで「すごいアカウントがある！」などと煽あおり、イナゴ支し援えん者と呼ばれる短期トレーダーに買わせる。各取引所の値上がりランキングにも載のるとさらに注目が集まり、イナゴ支し援えん者がもっと集まってくる。株式と違ちがってストップ高などの上限はないので、買いが買いを呼ぶ、お祭り状態になる。

　そうして瞬しゆん間かん的ではあるが（暴ぼう騰とうした〈RELCリリースコイン〉は、暴落しやすくもあるので価格は維い持じしないが）、マリーの時価総額は数千万円にもなるのだ。

　マリーはこれまで基本的に、タレントやモデルを目指す、という容姿が重要となる夢をマイページに書き、ＳＲ情報を上げ、時価総額を暴ぼう騰とうさせていたようだ。ようだ、というのは、なんだかんだでマリーが〈RELCリリースコイン〉を上げるのを直じかに見るのは、実は初めてだったからだ。

「でもユング、今回いつもよりマリーは高値になったよね？　偶ぐう然ぜんじゃないとしたら、何か新しい方法を試ためしたの？」

「そうです。まずマイページにマリーの水着写真を公開したのです」

「え？　み、水着……」

　彼かれ氏しである僕ぼくも見たことがないというのに！

　……と、それはどうでもいいけれど……。

　マリーの水着姿か……。マリーは細すぎるから肉感的な魅み力りよくはないかもしれない。けれど、頭身バランスの良さと、白すぎる肌はだから、芸術的な美しさがある。きっとその姿は妖よう精せいのように違ちがいない。

「……水着かあ……」

　水着姿を公開したというだけで十分動どう揺ようしている僕ぼくに、しかしユングはとんでもないことを続けた。

「はい。そして、成人になると同時にソープランド店で、コンパニオンになると書いたのです」

「……ソ、」

　頭がパンクした。

　妄もう想そうさえできない領域に飛んだ。

「……え？　な、何だって……ソ、ソソソ──」

「ソープランドのコンパニオンです。さらに保有者優待として、〈RELCリリースコイン〉保有期間が長い人から順に、お店で接客するとも書いたのです」

「ま、まま、待って……ちょっと理解が追いつかない……」

「え？　聞こえなかったです？　ソープラン──」

「な、何度も言わなくていいって！」

　そりゃあユングは人工知能だから、言うのにも抵てい抗こうないだろうけどさ！

　僕ぼくは真っ赤になって頭を抱かかえる。具体的にどんなことをする店なのかを実はよく知らない。が、いかがわしいサービスをする店だということぐらいは分かる。

　そ、それをマリーが……。

「あああ……」

　パニックで頭がおかしくなりそうだ！

「ひぅ！　ボ、ボク、何かしくじったのです？　何か悪いことをしてしまったのです？　ああ、ご、ごめんなさいです！　あ、あれはやめてください！　ヤスリアプリだけは！　全身が白色になるまでヤスリアプリで削けずるのだけは！　ボクに痛覚はないけど、苦痛は感じるようにできているのですやめて！」

　などと慌あわてているユング。今回ばかりは本当に責め立てたい気分だった。

　顔は熱いまま、視線を落として、マリーを見た。平然としているように見せているが、マリーは耳まで真っ赤になっていた。

　──そ、そうだよね。マリーでも恥はずかしいよね。じゃあ、どうしてそんなことをしてしまったんだろう？　絶対これ、マリーの発想じゃないし……。

「ちなみにこれ、あたしの案ね。どう？　すごい値上がりしたでしょ？」

　諸悪の根源がいた。

「リリカ！　この耳年増！　マリーになんてことをさせるんだ！　マリーも！　自分の感情を優先させないのは知っているけれど、本当に嫌いやだったらちゃんと拒きよ否ひしてよ！」

　マリーは赤い顔でうつむいたまま、「背に腹だった」と呟つぶやく。

　リリカは手を広げて、やれやれと息を吐はく。

「はあ、ユウスケは……。別に時価総額を上げるための処置であって、本当に店に勤めるわけじゃないんだよ？　それなのに大げさ過ぎない？」

「う。……まあ、必要以上に慌あわててしまっているのは認めるけども」

「そんな動どう揺ようするのは、ユウスケがムッツリで、マリーちゃんでイヤらしい妄もう想そうをしたからでしょ？」

「ち、違っ！」

　妄もう想そうさえできない領域だし！

「やーい！　ユウスケの妄もう想そう師し範はん代だい！　変態！　思春期！」

「うぐ……。あ、あと罵ば声せいのように言ってるけど、思春期は実際思春期だから！　少しぐらい想像するのは健全だから」

「……ユウスケのえっち」

　まさかのマリーからの攻こう撃げき。

「マ、マリー！　そ、そもそもマリーの行動のせいでしょ！」

「うわあ、女の子に対して、エロ方面で逆ギレって本当に最低！　自分の言動を見つめ直した方がいいよ」

　マリーはこくりと頷うなずく。

「傷付いたよね、マリーちゃん！」

「ふしだらな女って責められた。泣いた」（棒読み、無表情）

　なんで僕ぼくが、こんな針のむしろに！

　頭を抱かかえてうずくまると、リリカはケラケラ笑い出した。

「はーユウスケのリアクションってば楽しー」

　……まったく人をからかって！

　ようやく少し気持ちが落ち着き始めた僕ぼくは、考える。

　あれな店のコンパニオン。いまだに受け入れられないけれど、容姿を活いかすという意味では、〈RELCリリースコイン〉の買い材料としては相当優ゆう秀しゆうかもしれない。彼かれ氏し権限でもう二度とさせないけれどね！

　でも、この手段でも、マリーが上げられた時価総額の最大値は『38,409,000』だった。ここら辺の数値がマリーの〈MP〉の上限になるのかもしれない。つまり、いくら直接的な戦せん闘とう力があっても、今日会ったサイクロプスのジョージを倒たおすことはできないのだ。カナタにも及およばないし、当然億にも届かない。マリーが倒たおせない相手はいくらでもいる。

「……はぁ」

　溜ため息いきを吐つき、ベッドで眠ねむっているカナタを見る。その寝ね顔がおは眉み間けんに皺しわが寄せられていて、リラックスしているようには見えない。

　カナタ。

　──僕ぼくらは本当に、このまま〈CSWシーエスダブリユー〉を倒たおし続けることができる？

　──たった四人で、この世界を変えることができる？

「ねえねえ、そういえばマリーちゃん、今回は、なんて名前だったの？」

　リリカが話題を変える。

「山ヤマ口グチサチコ」

　言って、マリーは僕ぼくを見る。

「ユウスケも、知らなかった？」

「え？　あ、うん」

「そう」

　……なんで突とつ然ぜん、そんなことを尋たずねたのだろう？　僕ぼくが知らなくても全然問題ないことだ。

　けれど、マリーは少し悲しそうに見える。

「山・口・サ・チ・コ・を・殺・し・た・」

「……物ぶつ騒そうな言い回しをしないでよ」

　僕ぼくは注意をしたが、マリーは訂てい正せいをしなかった。




　九ク曜ヨウマリーは、『特別』だ。

　しかし、〈MP〉の変動の特とく殊しゆ性も、支し援えん者に〈RELCリリースコイン〉を買わせ、時価総額を上げただけだ。無類の戦せん闘とう能力も、自力で身に付けた技術らしい。そこは世界やシステムに何か特とく別べつ扱あつかいをされているわけではない。

　けれど、唯ゆい一いつ、他の人には真ま似ねしようのない特とく殊しゆ能力がある。

　それは〈RELEASEリリース〉で、複数のアカウントを作れることだ。

〈RELEASEリリース〉のアカウントは生しよう涯がい一つしか作ってはいけないと、規約によって決められている。しかし規約なんて関係なく、そもそも複数アカウントを作るのは実質不可能だ。アカウント作成には、目の虹こう彩さいの登録が必要だ。ログインの際にも虹こう彩さい認にん証しようが必要になる。登録した情報はブロックチェーンに書かき込こまれ、RELEASEリリース社の社長でも改かい竄ざんできない。複数アカウントを作るためには、新しい目玉が必要ということになり、もちろんそんなことは不可能だ。

　しかし、どういうわけか、マリーはそのセキュリティをかいくぐり、存在しない別人として〈RELEASEリリース〉アカウントを作れる。

　マリーは常に、二つのアカウントを持っている。一つが九ク曜ヨウマリー。もう一つが、存在しない人間の名前──今回は山ヤマ口グチサチコだった。そして、価格高こう騰とうさせる〈RELCリリースコイン〉は、存在しないアカウントの方だ。

　一度価格を高こう騰とうさせたアカウントを、マリーは消さなければならない。

　二つ理由がある。一つ目は、時価総額を高こう騰とうさせる芸当は、一つのアカウントで一度しか使えないからだ。

　例えば今回は、いかがわしい店のコンパニオンになるとＳＲ情報を流して、山ヤマ口グチサチコの〈RELCリリースコイン〉を急きゆう騰とうさせた。しかし言うまでもなく、それは真っ赤な噓うそだ。実際にマリーはいかがわしい店で働く気はないし、そもそも山ヤマ口グチサチコは実在しない。だが、時価総額を維い持じするためには、今後山ヤマ口グチサチコが、いかにその夢に向かって努力しているかを、具体的に記き載さいしなければならない。その実現性を示さなければならない。別のインパクトのある夢を掲けい載さいするとしたら、いかがわしい店のコンパニオンになると言ったのは撤てつ回かいしたことになり、支し援えん者の信用を大きく失う。つまり、このアカウントから、今回のＳＲ以上の、価値のある情報を配信するのは現実的にほぼ不可能になるのだ。

　そして、アカウントを消失させる二つ目の理由。──おそらくマリーにとっては、こちらの方がより重要な理由になるだろう。

　その理由とは、〈RELCリリースコイン〉を買ってしまった人を救済することだ。

　アカウントが消失すると、その〈RELCリリースコイン〉の価値は０になる。だから、今回の噓うその情報に釣つられて買ってしまった人は、大損をしてしまうことになる。しかし、アカウントが消失した場合、消失した時間から遡さかのぼって二十四時間までの、そのアカウントに関わる取引がすべて無効になるというルールが、元々〈RELEASEリリース〉にあるのだ。

　なぜそんなルールがあるかというと、アカウントの消失がどうして起こるのかということに関係する。アカウントの消失は、ほぼ死によって起こる。やむを得ぬ事情で〈RELEASEリリース〉から離はなれる人は一定数はいるが、消失という措そ置ちは執とらない。消失ではなく、上場停止という措そ置ちを取ることになる。

　死が目前に迫せまった人間、あるいは死を覚かく悟ごした人間は何をしでかすか分からない。死ぬ前に無茶苦茶な取引をし、〈RELEASEリリース〉を混乱させることもままある。実際に過去何度か問題が起きて、混乱を招いた。それを防ぐために、アカウントの消失から遡さかのぼった二十四時間前まで、そのアカウントが関わった取引を、強制的に無効とすることになったのだ。（二十四時間前より以前でも、明らかに問題あると発覚した場合は無効になる）

　マリーは偽にせのＳＲ情報で騙だまして、支し援えん者に〈RELCリリースコイン〉を買わせている。そのせいで多くの人に損益を出してしまっている。自分のせいで損害を被こうむった人をなくすためには、アカウントを消失させなければならないのだ。

　こうして山ヤマ口グチサチコは〈RELEASEリリース〉から抹まつ消しようされ、もう二度と現れない。

　──山ヤマ口グチサチコを殺した。

　マリーがそう表現したのは、それが理由だろう。

　けれど、実際にはただ複ふく垢あかを消しただけだ。それなのに、あんなに悲ひ愴そうな顔で言わなくてもいいと思う。

　隣となりに座すわっているマリーを見る。スマホをいじっているマリーは、肩かた肘ひじが張っていて、どこか緊きん張ちようしているように見える。そのせいか僕ぼくも、最近のマリーと居るときに感じていた安らぎがない。

『さ・よ・う・な・ら・』

　気のせいに違ちがいないが、何か一度別れる前と後で、大きく何かが変わってしまったような気がするのだ。

「…………う、うう……」

　苦しそうなうめき声を聞いて、僕ぼくはベッドの方を見た。

　カナタが頭を抱かかえながら、ゆっくりと起き上がっていた。眉まゆをひそめて周囲を見回した。

「……ああ、マリーさん、もう来ていたんだ」

　マリーはわずかに表情を強こわばらせて、頷うなずいた。

　その反応にも僕ぼくは首を傾かしげた。確かにカナタに出会った当初、マリーはカナタを警けい戒かいしていた。まるでその時に戻もどってしまったような態度に見えたのだ。

　リリカはカナタを心配そうに見つめる。

「カナタ、悪夢でも見たの？」

「……見たとしても、それはどうでもいいことだよ。……それよりみんな揃そろっているんだ。団長、いつものをやらないか？」

　無理に作ったその笑え顔がおに、反論する人はいなかった。

　ベッドの側に集まる。カナタは、ふぅ、と一度大きく息を吐はくと、表情を引ひき締しめて拳こぶしを差し出す。

「いついかなるときも九ク曜ヨウマリーの剣けんになり」

　リリカが拳こぶしを合わせる。

「いついかなるときも九ク曜ヨウマリーの盾たてとなる」

　僕ぼくも続く。

「ただ唯ゆい一いつ、九ク曜ヨウマリーの正義のために」

　マリーは、わずかに躊躇ためらってから、言う。

「世界を救うために」

「そう、俺おれは──」

　憔しよう悴すいしきった顔で、カナタは言った。

「──世界を救うんだ」

　その言葉に、誰だれも何も言うことはできなかった。

　……みんな、分かっている。

　こうやってカナタは、自らに鞭むちを打ち、奮い立たせている。ギリギリまで自分を追おい込こんでいる。

　だから、どこかで、限界が来る。

　クーラーの音がやけに秘密基地に響ひびいていた。四人が合わせている拳こぶしを、カナタは離はなす。

　カナタはそのまま、またベッドに横になって、腕うでで視界を塞ふさいだ。

　その様子をじっと見ていたマリーは、カナタから視線を逸そらさないまま、「ユウスケ」と僕ぼくの名を呼ぶ。

　そうして、どこか懇こん願がんするように言った。

「デートがしたい」
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　僕ぼくがマリーの誘さそいを断ることなんてあり得ない。マリーの言うことはどんなくだらないことでも従う。そう決めている。当然誘さそいを即そつ決けつし、明日あるカスミシティの花火大会に二人で行くことになった。

　けれど、やっぱりマリーの様子は変だと思う。マリーが僕ぼくと二人で出かけることを、『デート』と表現するのは初めてだと思うし、こうやってみんなの前で誘さそうこともそれまではなかった。

　やはり、マリーに何か、心境の変化があったようにしか思えない。

　カナタがマリーと今後の方針について、二人で話したいというので、ギターを担かついだリリカと秘密基地を先行して出た。

　僕ぼくらの中で、リリカだけは、一人で自宅の寮りように帰るのを禁止している。四人の中で唯ゆい一いつ、自宅が〈パノプティコン〉内にあり、最も危険だからだ。

　秘密基地の外に出ると、すぐ風景が廃はい墟きよに変わる。相も変わらず灰色の空だが、十七時という時間を考えると、まだ外は明るいのだろう。その証しよう拠こと言わんばかりに、腕うでが紫し外がい線せんで焼けている感覚がある。

「あ、警察」

　リリカが口にする。〈パノプティコン〉に慣れた僕ぼくらは、全体的にグレーに染まっているとはいえ、制服の色しき彩さいの雰ふん囲い気きと動きから、モザイク越ごしでも制服警察官が分かるようになっていた。

「ねえ、カスミシティを巡じゆん回かいする警察の数、増えてない？」

「そう？」

「絶対増えたよ！　やっぱさ、〈グルメ〉がなかなか捕つかまらないから、警察も躍やつ起きになってるんだよ。社会的影えい響きようが大きい事件には、警察はマジ本気になるらしいからね」

「うーん。警察官が増えているとしたら、どちらかというと、いきなり気絶して病院に運ばれる人がたくさん出てきたからじゃない？」

「……うげ、あり得る。それってもしかしなくとも、あたしたちのせいじゃん？　うわ、あたしたち警察にマークされてる？」

「まあ気絶した人に外傷があるわけじゃないし、大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

　とはいえ、僕ぼくらにやられたと口にする人がいてもおかしくはない。今後は注意を払はらう必要はありそうだ。

「でもさあ、最近あたし、妙みような視線を感じることがあるんだよね？　これ警察に見張られてるからってことない？」

「どうかな？　リリカの場合、パパラッチってことは？」

「やだなあ、あたしレベルじゃ、まだパパラッチはくっつかないって！」

　カスミシティには、スキャンダル狙ねらいのパパラッチが常じよう駐ちゆうしていて、誰だれもが狙ねらわれる可能性がある。特に時価総額が高額で、芸能関係の仕事に身を置く人は特に狙ねらわれやすい。

　例えば人気アイドルが、異性とホテルに入って行く様子を写真に撮とられてしまえば、当然〈RELCリリースコイン〉の価値が大きく下がる。大きく下がるのでは誰だれも得をしないのでは？　と思われるが、そうではない。空売りという信用取引をしていれば、〈RELCリリースコイン〉が安くなった分だけキャピタル・ゲインを得られる。写真週刊誌や、ライバルを蹴け落おとそうとする同業者だけでなく、空売り狙ねらいの支し援えん者にパパラッチが雇やとわれていることもあるのだ。

　要は、高額〈RELCリリースコイン〉所有者の特ダネは、大金を生むのだ。

　トラブル続出により、カスミシティの条例でパパラッチは厳しく取とり締しまられることにはなったが、素人しろうとがいなくなっただけで、むしろ手口は巧こう妙みようになっている。〈RELEASEリリース〉利用者はみなし公人と世間的にされているので、完全に規制する方向に世論がなるとは思えず、パパラッチが消えることはないだろう。

「リリカはパパラッチに狙ねらわれやすいミュージシャンだよ？　それに、この前地上波のテレビに出たって言ってなかった？」

「いやいや、深夜にライブ映像が流れただけだから。……何？　あたしを心配してくれてるの？」

「そりゃするよ！」

　いたずらな笑えみに思いっきり言ってやると、リリカは目を丸くした。たぶん、冗じよう談だんで返されると思っていたのだろう。

　でも、これぐらい言わないと、リリカは危機感を抱だかないと思う。僕ぼくからすれば驚おどろくほど、色々と気楽に構えすぎなのだ。

「あはは……マジレスは困るんだよなあ……」

　リリカは弱ったなあ、と言った様子で頭を搔かく。

　けれどすぐ、大きく開いた目で、僕ぼくの目をしっかりと覗のぞき込こむ。

「でも、心配、ありがと。うれしいよ」

　屈くつ託たくのない笑え顔がお。

「……何目を逸そらして、赤くなってんの？」

　情けないことに、僕ぼくはそんな反応をしているらしい。

「ふふん。さては、あたしがかわいくて、照れてしまったな？」

「まあ、うん……」

　いつもなら適当にはぐらかすのに、うろたえているからか、思わず本音を言ってしまった。

　リリカにとっても予想外の反応だったのか、また目を丸くした。それからすぐに、リリカの頰ほおが朱しゆに染まる。

「だ、だからマジレスは……困るんだって……」

「う、うん。ごめん……」

「あはは……照れるし」

　僕ぼくに指し摘てきしたくせに、リリカも赤くなって、目を逸そらしている。

　お互たがいに押おし黙だまってしまう。先ほどまで何も考えずに話せていたのに、何を口にして良いのか急に分からなくなる。リリカが何気ない会話を再開してくれるのを期待して、僕ぼくは伏ふし目めがちで歩いた。

「あのさ、寮りようの門限までそんな時間はないんだけど」

　期待通りにリリカが口を開いた。

　けれど、その内容は、予想していた何気ない会話とは少し違ちがった。

「観覧車、乗らない？」

　口を大きく開けた笑え顔がおで、リリカはそう言った。







　思わず「どうして？」と尋たずねたが、リリカは「どうしても！」と答えにならない返事しかしてくれなかった。

　中央公園にある観覧車には、まだマリーとも乗ったことがない。正直言うと、彼かの女じよであるマリーよりも先に、異性と観覧車に乗ることに抵てい抗こうはあった。けれど、そうやって断ると、リリカを変に意識しているみたいな気がして嫌いやだったので、僕ぼくは了りよう承しようした。

　ゴンドラの中に乗のり込こみ、向かい合って座すわる。リリカがギターケースを自分の左側に置いたところで扉とびらが閉められた。

「へへ、この観覧車に乗るのも久しぶりだなあ」

「彼かれ氏しか誰だれかと乗ったの？」

「違ちがうし！　男だけど友達だし！　……まあ、友達だと思っていたのはあたしだけパターンだったけど……」

　絶対この観覧車で男の方が告白したな……。と考えたが、それ以上は藪やぶ蛇へびだと思い、追つい及きゆうしない。

　ひんやりとした座席の鉄の冷たさが、ズボン越ごしに伝わってくる。リリカも僕ぼくも、ＡＲモードを解いて、外の風景を見た。もう少しゴンドラが高い位置に来れば、きれいに整備された欧おう米べいのような街並みが見えるだろうが、まだ公園の芝しばしか目に入らない。

　そもそも、風景のことなんて、どうでもよかった。

　頭を搔かく。

　……ダメだ。さっき変な雰ふん囲い気きになったせいで、二人きりのこの状じよう況きように緊きん張ちようしている。

「ププ、思い出して笑っちゃう。マリーちゃんさ、デートがしたいだって！　意外と積極的なんだね！」

　リリカは緊きん張ちようしている僕ぼくとは違ちがって、脚あしをぷらぷらさせて楽しそうだ。

「あんまり想像できないけど、マリーちゃんって付き合ってからどんな感じなの？　いつもと変わらない、あの無表情？」

「うーん、みんなといるときとは、少しは違ちがうかもね」

「へー。まさか甘あまえてきたり、とか？」

「そこまではないけれど……みんなといるときより、表情は柔やわらかいと思う。あと、たまに長めに喋しやべってくれる」

「へー、へー！」

　最初は憧あこがれのマリーと仲良くしているだけで僕ぼくに嫉しつ妬とするリリカだったが、さすがに付き合ってから二ヶ月も経たつと、ちょっかいを出してくることもなくなった。今はむしろ微笑ほほえましそうに見てくることが多い。

「ねえ、ちょっと聞いていい？」

「うん？」

「ええと、さ……」

　リリカは目を窓の外に向ける。外の風景はまた退たい屈くつな芝しばの緑が広がっているだけだ。

「……ユウスケは、もちろんマリーちゃんのことを好きだよね。……うん。好きだってことは分かってるんだけどさ。でもさ……えーと……」

　言いにくそうに、リリカは尋たずねた。

「それは恋れん愛あい感情なの？」

　眉まゆを寄せる。

「……どういう意味？」

「ええと……まあ、その……うーん……」

「だって、僕ぼくら、付き合っているんだよ？」

「うん」

　わざわざこんなことを聞いてくるということは、リリカにはそう見えない、ということなのだろうか？

　僕ぼくがマリーのことを好きなのは間ま違ちがいない。それに、最初に思っていたより、普ふ通つうのカップルらしく過ごしている。デートもしたし、手も繫つないだ。一いつ緒しよに居られて心から幸せだ。

　けれど──

「ごめんごめん！　変なこと聞いたよね？　忘れて！」

　けれど──対等だなんて一度も思ったことがない。

　だって、マリーは『特別』だ。

　マリーが望みを叶かなえるために、僕ぼくを利用してくれればいいと思っている。役に立てればそれだけで本ほん望もうだと思っている。

　それが、まっとうな恋れん愛あい感情かと言えば──

「……違ちがうよね……」

　ゴンドラが風で揺ゆれて、リリカは「おっと」と手すりを摑つかんだ。手すりから離はなした手は、元には戻もどさず、ギターケースを抱だきしめる。

「あのね……これからもっと変なことを言うけど、あんまり深刻に受け止めないでね」

　リリカの声は、普ふ段だんとは違ちがい、ずいぶんと小さい。

「……ユウスケ、さ。初めに〈パノプティコン〉に来たとき、あたしを守ってくれたよね？　あのときは、本当にありがとう」

「ああ、うん。……でも、感謝されることじゃないんだ。こんなことを言うと失望されそうだけど、僕ぼくは自じ暴ぼう自じ棄きな人間で、自分がどうなってもいいって、そう思ったからできたんだ」

「そんなこと、どうでもいいよ」

　リリカは微笑ほほえむ。

「ユウスケは、実際に、あたしを助けてくれた」

　赤い顔をして、ギターを強く抱だきしめる。

「あの日から、あたしはずっと、ユウスケのことを考えてる」

　ゴンドラはてっぺんにたどり着いた。窓の外を見れば欧おう米べい風の街並みが広がって、それなりに見応えのある光景が広がっているはずだ。

　けれど、二人の間に漂ただよう空気は、僕ぼくらに顔を上げることを許さない。

　ここは観覧車のゴンドラで、僕ぼくらは二人きりだ。ゴンドラの中には嗅かぐと安心する、花束のような香こう水すいの匂においに満たされている。
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　さすがに僕ぼくは、リリカが何を言おうとしているか分かった。そして、それがリリカの、僕ぼくを観覧車に誘さそった理由だとも分かった。

「あたしはマリーちゃんと違ちがって、特別じゃない。どこにでもいる女の子だと思う。それに、この気持ちも、特別な感情ではないかもしれない。一いつ緒しよに正義のヒーローとして危険な目に遭あってるから、吊つり橋ばし効果っていうやつがあるのかもしれない」

　リリカは抱だきしめていたギターから手を離はなした。

「でもね、これだけは自信を持って言える」

　体を乗り出し、僕ぼくをしっかり見つめる。落ちかけている西日が差さし込こみ、リリカの体をオレンジ色に照らしている。その大きな瞳ひとみの中に〈NEW WORLDニユーワールド〉のコンタクト型ディスプレイが入っているのがしっかり分かる距きよ離り。




「あたしは、ユウスケが好き」




　リリカが魅み力りよく的なのは言うまでもない。異性として意識しないように努力をしなければ、照れてまともに話せなくなるほど、美人だと思う。明るく、輝かがやいていて、一いつ緒しよに居るだけで笑え顔がおになれる。リリカと付き合える人は幸せだろうなとも思うし、羨うらやましいとさえ思う。

　でも、その相手は僕ぼくではあり得ない。

「ごめん、僕ぼくは──」

『特別』になりたいのだ。

　九ク曜ヨウマリーが、好きなのだ。







　たぶんリリカが望んでいたのは、僕ぼくと付き合う展開ではなかったのだと思う。僕ぼくがマリーと別れるとは、思っていなかったと思う。その証しよう拠こに、ゴンドラから降りたリリカは、落おち込こむどころか、むしろ晴れ晴れとした表情だった。

　観覧車を降り、リリカの女子寮りようまで送る。リリカはたがが外れたように、色々な話をしてくれた。

　それを聞いた僕ぼくは、心の底から思うのだ。

　──リリカには幸せになって欲ほしい。

「じゃ、デートを楽しんできてねー！」

　元気に手を振ふって、ギターを背負ったリリカは、女子寮りように入って行く。

　すっかり姿が見えなくなってから、僕ぼくは呟つぶやいた。

「ごめん」

　申し訳なくて、涙なみだが流れた。

「僕ぼくはリリカに好かれるような人間じゃ、ないんだ」
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　マリーは僕ぼくの価値観を変える使命感で付き合っている。たまにちょっと勘かん違ちがいしそうになるようなことをしてくるマリーだけど、そうに違ちがいない。特別なマリーと彼かれ氏し彼かの女じよの関係になるとはいっても、普ふ通つうの交際になるはずはない。しかも〈CSWシーエスダブリユー〉との過か酷こくな戦いの最中なのだから尚なお更さらだ。

　そう思っていた。

　けれど僕ぼくらの交際は、意外にもごく普ふ通つうだった。




　夏休みに入る前は、放課後になると校門で落ち合い、マリーのアパートまで送るのが日課になった。付き合ってからの最初の一週間こそ、僕ぼくは気まずさを感じていたが、マリーが自分なりに一いつ生しよう懸けん命めい話を聞こうとしていることが分かってからは居い心ごこ地ちの悪さは消えた。無口な彼かの女じよは、基本的に自分から話題を出すことはないけれど、相あい槌づちは打ってくれる。最近見たインターネットテレビの話、やったゲームの話、先生やクラスメイトなどの話など、とりとめの無い話ばかりした。〈パノプティコン〉のせいで廃はい墟きよになった道のりに、情じよう緒ちよを感じる余よ裕ゆうが出るほどマリーとの帰り道に慣れた。校門で僕ぼくの方が先に待っていると、マリーが早足で駆かけ寄よってきてくれるのが、堪たまらなくうれしかった。

　アパートまで送るその前に、〈パノプティコン〉の外にある、国道沿いの娯ご楽らく施し設せつに寄ることも多くなった。マリーお気に入りの〈リアルスタジアム〉のあるゲーセンにも何度か行って、その度芸術的な流し打ちを見た。ボーリングにも、スポッチャにも、カラオケにも行った。お互たがいカラオケ自体が生まれて初めてで、料金システムからもう戸と惑まどった。最初はライブ体験ができるＶＲモードでカラオケをしていたが、何か気き後おくれしてしまい、すぐに普ふ通つうのアナログモードに戻もどした。マリーは声量こそ小さいが、リズムや音程は外さないのでそこそこうまかった。僕ぼくが歌う番になると、無表情でタンバリンを叩たたいてくれた。マリーなりに盛り上げようとしてくれるのが、堪たまらなくうれしかった。

　そんな調子で六月が過ぎ、七月も過ぎ、夏休みに入った。

　一いつ緒しよに勉強をするために、郊こう外がいにある図書館に何度か行った。意外にもマリーは、勉強はさほど得意ではなかった。おそらく〈パノプティコン〉の戦いに集中していて学習時間がないのだろう。基き礎そはできているのだが、最近の学習内容を勉強した痕こん跡せきがまるでないのだ。さらに意外なことに、彼かの女じよはそこまで読書家ではなかった。基本的にタイトルが気に入った本を借りて、読むのは学校にいる間だけらしかった。つまり、休み時間に本を読んでいるのは、ぼっちを隠かくすためのパフォーマンスだったわけだ。友達が欲ほしいのかと勇気を出して聞いてみたら、彼かの女じよは相当に迷った後、「欲ほしい」と言った。一つ彼かの女じよの本音に触ふれた気がして、堪たまらなくうれしかった。

　市外にも出かけた。博物館や、遊園地、水族館にも行った。水族館では、マリーは特にペンギンが気に入ったようで、動かずにじっとしているペンギンをずうっと眺ながめていた。名前が一羽わごとにＡＲ表示されているので、特に気に入ったペンギンは写真を撮とって、名前をメモアプリに入力していた。スキューバダイビングをＶＲで疑ぎ似じ体験できるコーナーでは、サプライズで現れ、嚙かみついてきたホオジロザメの映像に本気で驚おどろいて、終しゆう了りよう後もしばらく固まっていた。ペンギンのぬいぐるみをこっそりと買ってプレゼントしたら、とても遠えん慮りよして首をぶるんぶるん振ふっていた。最終的に根負けして受け取ると、僕ぼくに見られないように（でも見えてしまったが）、ぬいぐるみをぎゅっと抱だきしめていた。その姿を見たときは、堪たまらなくうれしかった。

　寮りようの門限を破って、天体観測にも行った。特区であるカスミシティの周りは、普ふ通つうの田舎いなか町なので、カスミシティは星が意外ときれいなのだ。望遠鏡を担かついで、自転車で利と根ね川がわの土手に行った。虫むし除よけスプレーをマリーの腕うでに塗ぬると、冷たかったのかビクリと過か剰じように反応した。気まずそうに目を逸そらしたその態度が、信じられないくらいかわいらしかった。〈NEW WORLDニユーワールド〉に標準搭とう載さいされているＡＲアプリを起動すれば、あれがデネブ、アルタイル、ベガなんて解説しなくとも、星の名前が表示される。それが少しだけ味気ない。沈ちん黙もくが続いたタイミングで、勇気を出して手を繫つないだら、初めこそそっと手を離はなされたが、三回繰くり返かえすとマリーも諦あきらめて、そのまま手を繫つないでくれた。不安になって顔を見たけれど、嫌いやがってはいなかった。意外と温かい手の温度が、堪たまらなくうれしかった。

　僕ぼくはこの日の手の温ぬくもりを、一生忘れることはないだろう。




　毎日、マリーと一いつ緒しよに居た。

　毎日。

　本当に毎日。

　僕ぼくはいつの間にか、『特別』なマリーと過ごすことが『特別』ではなくなっていた。




『特別』は、やはり『特別』で、当たり前ではないというのに。







　リリカと観覧車に乗った翌日、マリーとの約束通り、カスミシティの花火大会に行くためにマリーを迎むかえに行った。

　花火の打ち上げは利と根ね川がわの河か川せん敷しきで行われることもあり、お祭りは中心街ではなく、古い建物と新しい建物がカオスに入り乱れる旧市街で行われる。おかげで、ありがたいことに〈パノプティコン〉の外だ。

　特にどこの神様を祝うわけでもないカスミシティのお祭りは、歴史もなく、規模もそれほど大きくない。多少出店の数と種類が多く、出店でも電子決算ができるところ以外は、よくある平へい凡ぼんなお祭りだろう。メインの催もよおしである打ち上げ花火も六千発程度と、多くも少なくもない数だ。

　リリカはクラスメイトと祭りを周り、カナタは秘密基地で待機しているらしい。

　アパートの前でマリーを待つ。薄うす汚よごれたクリーム色のアパートは、旧市街の外れ、カスミシティ内でも開発が遅おくれている地域にあり、付近は情じよう緒ちよもないただの田舎いなかの町並みを残している。

　二階のマリーの部屋が開く。

「わ……！」

　瞬しゆん間かん、思わず感かん嘆たんの声を上げてしまった。

　マリーは水色の生き地じに、金魚の柄がらの浴衣ゆかた姿だった。元々マリーは、決して見た目が大人びているわけではないのに、妙みような色気がある。その色気が、浴衣ゆかたによって引き立てられていた。

　カンカン、と下げ駄たで外階段を下りる音が迫せまってくるだけで、緊きん張ちようが高まる。僕ぼくの心臓の音を十分に跳はね上あがらせて、マリーは僕ぼくの前に立った。

「……お待たせ」

　お祭りにはあまり必要ないからか、〈NEW WORLDニユーワールド〉を付けていない。ヘッドホン型デバイスがないのも新しん鮮せんだけれど、やっぱり目を引くのは髪かみ型がただ。ポニーテールにしているから、うなじが見えていて、クラクラしそうだ。

「きれいだよ」

　僕ぼくの素す直なおな感想に、マリーは少しだけ困ったような態度で、こくんと頷うなずいた。




　通行止めされた道路にアルコールで声が大きくなった大人、安っぽいアクセサリーで精せい一いつ杯ぱいのおしゃれをする小学生、ガードレールに寄りかかってかき氷を食べる大学生らしい集団など、色々な人たちがひしめき合って、みんなどこか浮うき足あし立だっている。マリーと同様に、今日ばかりはＡＲデバイスを外している人も多い。僕ぼくは一応〈NEW WORLDニユーワールド〉を付けているが、特に必要なかったかもしれない。

　マリーも祭りの雰ふん囲い気きに浮うき足あし立だっているのだろうか？　どこかそわそわしつつ、先ほどから周りをキョロキョロと見ていた。

「マリー、出店が気になってるの？」

「……うん」

「あはは、マリーって何気に食べ歩きとか好きだよね。何か食べようか？」

「……じゃあ、りんご飴あめ、食べる」

　マリーはりんご飴あめを買うと、カフェの看板の前で、ちょこんと座すわる。白い肌はだとのコントラストで、りんご飴あめの真っ赤な色が、やけにマリーに似合った。かわいいとか、そういう領域を超こえて、芸術的とまで思う。食べているこの横顔を撮とって、〈RELEASEリリース〉のマイページに上げるだけで、時価総額が高こう騰とうしそうだ。

　僕ぼくはカフェの店員が売っていた揚あげパスタをカリカリ食べながら、マリーの横に立つ。マリーはりんご飴あめを食べながら射的の出店を見ていた。出店にはマリーが好きそうな、僕ぼくには不細工にしか見えない大きなぬいぐるみがある。

「……少女マンガだと」

　珍めずらしくマリーから喋しやべり出す。

「必ずと言っていいくらい、お祭りのシーンでは射的をやるの。主人公の女の子が全然当たらないで困っているところを、男の子がすっと銃じゆうを手に取って、簡単に景品を取るの」

「現実では射的屋の銃じゆうは精密にできてないから、都合良く男が取れるなんてあり得ないよね。それに高額商品は倒たおれないように貼はり付つけてあるし」

「…………」

「あ、あれ？　僕ぼく、もしかして空気の読めない発言した？　……あ！　もしかして……いや、もしかしなくとも、僕ぼくにぬいぐるみを取ってくれないかな、ってことだった！」

「うん。すごくコミュ障しようっぽい発言だった」

　傷付いた。

「でも、良かった。ユウスケが簡単に『取るよ』なんて言わなくて」

「どういうこと？」

「私、ベタな展開嫌きらいだから。もしユウスケが颯さつ爽そうと銃じゆうを取って、格好良くぬいぐるみを落としたら、引いてた」

「なぜ成功して引かれなきゃならないんだ……理り不ふ尽じん。……でも、そのベタは少女マンガのベタで、しかも男がイケメンのバージョンだよね？　僕ぼくらの場合、少し違ちがわないかな？　例えば少年マンガのラブコメで、僕ぼくらのキャラクターだったら、ベタは違ちがってくると思うよ？」

「ほう」

「むしろ僕ぼくが一いつ生しよう懸けん命めい取ろうとして、でも取れなくて、代わりに試ためしにやってみたマリーがあっさりとぬいぐるみを取るのが、僕ぼくら的にベタなんじゃないかな」

「それっぽい。良いい感じに嫌けん悪お感がする」

　嫌けん悪お感って……。

　あんず飴あめを食べきり、未練がましそうに木の棒を見つめてから、マリーは浴衣ゆかたをパンパンと払はらいながら立ち上がる。

「マリー。ベタな結果になるかとうか、試ためしに射的をやってみようか？」

「いいけど……間ま違ちがって、ぬいぐるみを取ったりしない？」

「……いや、あのぬいぐるみ自体は欲ほしいんでしょ？」

「欲ほしい」

　マリーは、僕ぼくにどうして欲ほしいんだろうか？

　とにかく僕ぼくらは、一ゲームずつやることに決めた。『五百円』と書かれた値札の下にある端たん末まつにスマホを押おし当あて〈KCCカスミシテイコイン〉で決済し、コルクを五つずつ受け取り、銃じゆうを手に取り撃うつ。

　結果は──やはり大きいぬいぐるみなど落とせるはずもなく、僕ぼくがキャラメル一つを落として終しゆう了りようした。

「これはベタ？」

　キャラメルの中身半分をマリーに渡わたしながら、尋たずねる。

「これはベタじゃなくて、つまらない展開」

「……そりゃそうだよね」

「でも、つまらなくて、楽しかった」

　マリーはキャラメルを口に含ふくんでそう言ったので、僕ぼくは笑った。

　それから、いかにベタか、ベタじゃないかを話し合ってから、様々な出店にチャレンジした。金魚すくいでベタなのは、マリーが一いつ瞬しゆんでポイに大穴を開けて、僕ぼくが意外にも金魚すくいが得意という、役に立たないスキルを見せつけることだと答えを出した。実際にやると、僕ぼくもマリーも金魚を捕とりすぎて、どうしようか困る結果になった。型抜ぬきは、マリーが一番高額のを、テキ屋のおっちゃんがいちゃもんを付けようもなく完成させるのがベタだとした。実際にやると、お互たがいにあっけなく序じよ盤ばんで割れて終わった。宝釣つりは、なぜかマリーがテキ屋が紐ひもを繫つなげていないつもりだった高額商品を引き、周囲を巻まき込こみ盛り上がるのがベタとした。実際にやると、マリーは安っぽいお菓か子しを引き、僕ぼくがパチモンっぽいエアガンという、当たりだけれど別にいらないものを引き当てるという結果に終わった。たこ焼きは、たこ焼きを食べることそのものがベタとされたので、なぜか地域名物の手打ちうどんを食べることになった。かき氷は、お互たがい頭をキーンとさせるのをベタとした。実際お互たがい頭がキーンとなり、自分もベタな反応をしたくせに、マリーは「陳ちん腐ぷ」と僕ぼくを白い目で見てきた。

　くだらなくて、楽しい。

　ああ、本当に、こんな日が続いてくれるなら、自じ暴ぼう自じ棄きな僕ぼくが変わることもあるのかもしれない。そう思えるほどに、楽しい。




『さ・よ・う・な・ら・』

　あの言葉を聞いたとき、もしかしたらマリーは僕ぼくと別れようとしているのではと思った。

　でもむしろ、今日のマリーはいつもより上じよう機き嫌げんに見えるし、口数も多い。おしゃれをする性格ではないのに、わざわざ僕ぼくのために浴衣ゆかたを着てくれている。僕ぼくともっと親しくなろうとしてくれている。

　その気持ちがうれしくて、ついついにやけてしまうので、口元をマリーに見えないように隠かくした。

　そろそろ花火の時間だ。

　そう思った瞬しゆん間かん、ここからは見えなかったが、花火の音がした。

　混雑している河か川せん敷しきの観覧場所に行ってまで打ち上げ花火を見たくないね、と出かける前にマリーと話していた。この街がカスミシティと呼ばれる前からある運動公園の、小高くなっている奥おくの方へと行けば、下から吹ふき上あげるタイプの花火以外は見られるはずで、僕ぼくらはそこに行く予定だった。

「よし、マリー、運動公園に行こう」

　僕ぼくは人混みで離はなれないようにと、マリーの手を握にぎった。

「……ん、と」

　僕ぼくの手を摑つかみ、離はなさせた。

「え？」

　予想外の拒きよ絶ぜつに、僕ぼくはマリーの顔を驚おどろいて見つめる。マリーはわずかに困こん惑わくしている顔で、首を振ふる。

「……まだ、手を繫つなぐのは、早いと思う」

「早い、って……？　え？」

　何を言っているのだろう？　僕ぼくらはもう何度も手を繫つないでいる。

『ユウスケ憶おぼえている？　初めて手を繫つないだこと』

『あのときのこと、憶おぼえていて』

　マリーにとっても、星空の下で手を繫つないだことは、忘れられない思い出……の、はずだ。

　戸と惑まどっている僕ぼくを見て、マリーは無表情で、しかし僕ぼくには焦あせっていると分かる顔で、スマホを取り出した。大量の文字が溢あふれている画面を表示させ、隠かくして読んでいる。スクロールして、真しん剣けんに画面を見つめている。

　そして、こめかみを押おさえる。

「……手を繫つないだこと、あったね」

　言って、マリーは自分から、恐おそる恐おそる僕ぼくの手を摑つかんだ。

　けれど、その手は震ふるえている。

　顔も強こわばっている。

　無理をしている。

　急速に、これまでの違い和わ感かんが氷解し、分かった。

「……そっか」

　無理をしていたんだ。口数がいつもより多いのも、浴衣ゆかたを着てくれたのも、僕ぼくに気に入られるために無理をしていたんだ。デートをしようと切り出したのも、気に入られようとしたからに違ちがいない。

　どうして？

　そんなことをしなくても、少しずつ僕ぼくらは仲良くなっていたはずだ。

　しかし、マリーは無理をしなくてはならなかった。




『ユウスケ。これから私がどんなことになっても』

『あなたは、前を向いていて』

『この二ヶ月間、楽しかった』

『私は、確かに、ユウスケのこと──』




　マ・リ・ー・の・身・に・何・か・が・起・き・た・か・ら・。




　ああ──

　突とつ拍ぴよう子しもない想像だが、もしかして、目の前にいるのは──

　──僕・の・知・る・九・曜・マ・リ・ー・で・は・な・い・の・で・は・？




　愕がく然ぜんとしているであろう僕ぼくを見て、マリーは観念した様子で目を伏ふせた。

「やっぱり、無理だったみたい」

　そう言って、無理をして繫つないでくれた手を離はなした。

「全部話す」

　マリーは歩き出す。僕ぼくは戸と惑まどい震ふるえて動こうとしない脚あしを叩たたき、付いていく。前にいたカップルの男の方にぶつかってしまい、よろける。

　ああ──それまでどれだけ表示されていても、意識せずに済んだ他人の時価総額が、僕ぼくの〈NEW WORLDニユーワールド〉に狂くるったように表示されている。何だよこの人の数。何だよこの人の価値。見たくない、こんなものは忘れていたい。忘れていたいのに、手で視界を塞ふさいでも、まぶたの裏側にあるコンタクト型ディスプレイには、人間の値段が大量に表示され続ける。大量発生したバッタみたいに、時価総額の数字が視界を埋うめ尽つくしている。

　蒸むし暑あつい空気の中に、一いつ瞬しゆんだけ冷たい秋の風が吹ふいた。

　息を大きく吐はいて、目を開く。

　人混みに紛まぎれて見えない花火の音が、鼓こ膜まくに響ひびいた。







　運動公園の奥おくにあるブランコの上に僕ぼくは座すわる。事前に下調べした通り、花火を見るには格好の場所で、人もまばらにしかいなかった。

　マリーは打ち上げ花火を横目で見ながら、そこにいた三毛猫ねこの喉のど元もとを触さわったり、肉球を触さわったりとかわいがっていた。空には、稲いな穂ほが垂れ下がって落ちていくような金色の花火が光っていて、歓かん声せいが上がっていた。

　でも、先ほどから上がる花火は、四八〇円で買えるＡＲアプリの花火ＣＧと、正直そう区別が付かなかった。むしろ打ち上げ場所から距きよ離りがある分、臨場感は少ないくらいだ。さらに、花火を提供した企き業ぎようや個人名がＡＲで表示されるという、興が冷める要素もある。

　けれど、花火を見るために、川沿いの観覧場所にすし詰づめになるくらいの人たちが集まる。ＡＲでいつでも見られるものをありがたがるのは、本物であること自体に、みんなが価値を見み出いだしているからだ。

　こうやって斜しやに構えて、そんなことを考えている僕ぼくだって、本物か偽にせ物ものかを無視できない。

「マリー」

　三毛猫ねこを腕うでに抱かかえたマリーが振ふり向むく。その美しい顔が、花火によって、青に、赤に、彩いろどられている。

　──ねえ、マリーは『本物』でいいの？

　聞いてしまえば、僕ぼくの聞きたくない答えが返ってくる気がした。

　だから僕ぼくは、精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうをする。

「僕ぼくは、マリーのことが好きだ」

　こうやってはっきり気持ちを伝えるのは初めてだった。

　思えば付き合ってくれと告白したときも、投げやりな気持ちでしてしまった僕ぼくだ。今もまた、ただ現実に抵てい抗こうするために気持ちを伝えている。まったく、本当にいつでも僕ぼくは最低だ。

　けれど、そんな言葉でも、口にして尚なお自覚する。

「好きだ。本当に」

　この気持ちだけは、疑いようもない。

　マリーは三毛猫ねこを下ろして、いつもの無表情で、ブランコにいる僕ぼくをじっと見つめた。どう答えようかずいぶんと躊躇ためらって、口を何度も開き掛かけてはやめていた。

　しかし拳こぶしを一度強く握にぎりしめると、口角を無理矢理上げた、あまりにマリーらしくない笑えみで言った。

「ありがとう」

　悟さとった。

　何が決定的に終わったことを。

　──嫌いやだ。

　──嫌いやだ。

　──もう、何も言わないで欲ほしい。

　けれど無情にも、マリーは言葉を続ける。

「でも、あなたが好きになった、九ク曜ヨウマリーはもういない」

　予想していたはずの言葉だったけれど、そのことは心への衝しよう撃げきを和やわらげるのに役だってはくれなかった。できることなら、この胸を摑つかんでいる指を内部まで食くい込こませて、内臓の奥おくまで搔かきむしってしまいたかった。

　天を仰あおぐ。

　てっぺんの空には、花火どころか、星も見えない。

「じゃあ、」

　ブランコを降りる。

「じゃあ、あなたは誰だれなんだ！」

　マリー──にしか見えない人に詰つめ寄より、その華きや奢しやな肩かたを摑つかみ、青い瞳ひとみを見つめる。その人は目を落として答える。

「私は、九ク曜ヨウマリー。そして、遠エン藤ドウヨウコ」

　マリーはスマホの画面を見せる。〈RELEASEリリース〉のマイページが表示されていた。〈RELCリリースコイン〉を支し援えん者に買わせる気がまるで見えない簡素なページには、『遠エン藤ドウヨウコ』の名前がある。

　マリーの複ふく垢あかだ。

「それはただの、価格を高こう騰とうさせるために用意した、偽にせ物もののアカウントでしょ？」

　その間も、打ち上げ花火の音が、うるさく鳴なり響ひびいている。

　浴衣ゆかたの裾すそを触さわりながら、マリーは口を開いた。

「どうして私が、〈RELEASEリリース〉で複数のアカウントを作れるか、それをこれから教える。そうすれば、意味が分かる」

　持っていたカゴのバッグから〈NEW WORLDニユーワールド〉を取り出した。ディスプレイを目に入れ、浴衣ゆかたには似合わないヘッドホン型デバイスを付ける。

　その姿を見て、マリーが一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれた、幸せな時間が終わるのを感じた。取とり繕つくろった優やさしい世界はもう終わりだった。




　運動公園には人工的に作られた小さな山があり、その上に時計塔とうが立っている。その山の麓ふもとには子供が遊ぶようなトンネルがあったが、現在そのトンネルは封ふう鎖さされていた。どうやら以前、そこに若者が集まり、違い法ほう薬物に手を染めていたという経けい緯いがあったらしい。とはいえ、ロープで塞ふさがれ、貼はり紙がみがされているだけなので、入ろうとすれば中には入れる。躊ちゆう躇ちよ無く中に入るマリーに続いて、僕ぼくはトンネルの中に入る。

　入り口に、意外な人物──いや、人工知能がいた。

「ユング」

　暗くら闇やみの中にいたユングは、耳をピンと跳はね上あげる。

「……え？　ユウスケなのです？　……マリー、ユウスケをここに連れてきて、どういうつもりなのです？」

「ユウスケに、私の秘密を明かす」

「それはやめた方が──うん。マリーが説得に応じるわけがないですね。説得するべきは……」

　ユングは僕ぼくに目を向ける。

「ユウスケ、引き返した方がいいのです。これからマリーが明かそうとしている真実は、知っても何一ついいことはないものなのです。引き返せば、マリーと恋こい人びと同士のままいられるのです。けれど、この中にあるものを見たら、もうきっと無理なのです」

　僕ぼくだってできることなら、そうしたかった。しかしこの期に及およんで、何も知らずに帰るなんて、できるはずもない。

「……そうですか。もう止めないのです。でも、ユウスケは、マリーのことを好きなのですよね？　愛しているのですよね？」

「……そう、思う」

「覚かく悟ごするのです。この先に待っているのは、その気持ち分だけの──」

　同情する様子で、ユングは言う。

「──地じ獄ごくです」

　おそらくマリーが置いていたであろう懐かい中ちゆう電灯を拾い、トンネルの中を照らす。天てん井じように当たらないよう体を小さく曲げて、奥おくへと入って行く。どこか懐なつかしさを感じる泥どろの臭においがトンネルの中には充じゆう満まんしていた。

　元々子供が遊ぶようなトンネルなので、全長は長くない。すぐ真ん中付近まで進み、そこで異変に気付いた。

「……〈パノプティコン〉の中に入った？　こんなトンネルの中なのに？」

「たまにこういうスポットがあるのです」

　トンネルの中なので、周りの景色はトンネルに多少ヒビが入った程度で、さして変わらない。辺りも暗いままだ。

　僕ぼくは懐かい中ちゆう電灯を手首で回し、周囲を照らす。

　そこで、見つけてしまう。

「え？」

　倒たおれている女の身体からだを。

　しかも一人ではなかった。そこには三人倒たおれていた。

　それは死体だ。どれもこれも、左目が欠けている。

「う、ぐ……」

　そして、それが誰だれであるかも、一見してすぐに分かる。分かるに決まっている。

　だって、それは僕ぼくの好きな人なのだから。

「マリー……」

　そう、目の前の三体の死体は、九ク曜ヨウマリーの死体だ。

　悲鳴を上げる余よ裕ゆうさえなかった。ただ僕ぼくは外からスイッチを切られたかのように息を止め、目の前の視覚情報を拒きよ絶ぜつし、思考を停止させた。

　だから、マリーが拳けん銃じゆうを手に持っている意味も、まだ理解していない。

　リアルなピストルとは微び妙みようにデザインが違ちがう。ＳＦ映画に出てきそうな、スマートなデザインだ。だからといってモデルガンにも見えない。〈レゾンデートル〉にも見えるが、〈レゾンデートル〉は一人一種類しか持てないはずだし、マリーは〈USWユーエスダブリユー〉の姿にはなっておらず、浴衣ゆかた姿のままだ。

　すぐ止めるべき、だったのだろう。

　しかし、思考が追いつく前に、マリーはピストルの銃じゆう口こうを、自分のその蒼あおい瞳ひとみにグリグリと押おし当あてて、引き金に指を掛かけた。躊躇ためらいのない、一いつ瞬しゆんの時間だった。「──パァン！」と僕ぼくが宝釣つりで引き当てたモデルガンではあり得ない、大きな音が鳴なり響ひびいた。

「……は？」

　そこからの映像はスローモーションになった。飛び散る鮮せん血けつの一つ一つが、網もう膜まくに焼き付いた。近くにいたユングに、その赤がびしゃりと掛かかった。美しかった顔が、宙に肉にく片へんが舞まうごとに崩くずれて、見るに堪たえないものになっていくのも、しっかり見えた。

　ただ、見ているだけだけだった。

　驚きよう愕がくも、嫌けん悪おも、恐きよう怖ふも、追いついていなかった。

　血まみれになり、左目の欠けたマリーの身体からだが、トンネルの中に倒たおれた。

　──死体は四つになった。

「あ、ああ……？　あああ……」

　僕ぼくは尻しり餅もちをついた。そして、ようやくまともな感情が生まれてきた。ぞわり、と全身が一いつ瞬しゆんで冷え切り、震ふるえ出す。目に涙なみだが浮うかび、指先が痺しびれ、嘔おう吐と感に襲おそわれた。

　支し離り滅めつ裂れつな思考が湧わき上あがる。

　──何何何何何な故ぜ何な故ぜ何な故ぜ何な故ぜマリーはピストルで自殺している？　ええと、僕ぼくのせい？　僕ぼくのせいでは？　僕ぼくが告白したせいでは？　僕ぼくが真実を知りたがったせいでは？　いや、そもそも仲良くしていたせいでは？　〈NineSKナインエスケー〉なんかで活動したせいでは？　絶望し続ける毎日をただただ送っていればよかった。僕ぼくのせいでマリーは死んだ。僕ぼくは人殺しだ。僕ぼくのせいだ僕ぼくのせいだ僕ぼくのせいだ僕ぼくは人殺しだ人殺し人殺しだ！

　目の前の衝しよう撃げき的な映像が、強制的に罪悪感を生み出して、論理的思考を奪うばい取とっていた。膝ひざから崩くずれ落おちる。涙なみだが強制的に流れ、嗚お咽えつする。

「ユウスケ、しっかりするのです」

　声は聞こえたが、従えるはずもない。

　血まみれのユングが、僕ぼくの頰ほおをはたく。

「ユウスケ、しっかりして、ＡＲモードを解くのです」

　自分で考える力はまだ無い。僕ぼくは、言われるがまま、ヘッドホン型デバイスにあるスイッチを押おした。

「……え？」

　四つの死体が目の前から消えた。

　その代わりに、その場所に、下げ駄たを履はいた白い脚あしがあった。

　顔を上げる。

　死んだはずのマリーが立っていた。

「え？　あ……」

「先ほどのピストルは、ボクたち〈イド〉が〈パノプティコン〉を自分たちなりに分ぶん析せきし、開発した〈タナトス〉というアイテムです。現実世界のマリーには危害を加えず、仮想世界のマリーだけを撃うち抜ぬくものです」

　仮想世界ということはつまり……死体も、さっきの自分を撃うち抜ぬいた姿も、ＡＲによる映像ということか。

　しかし、立たち尽つくしているマリーの様子は、何も起きていない人間のものではない。目の焦しよう点てんが合っていない。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしたまま、何かを抱かかえるような仕草を見せる。ああ、そうか、ＡＲモードの中でユングを抱かかえているのか。

　マリーはようやく僕ぼくへと目を向ける。

「あなたは誰だれ？　どうしてここに？」

「誰だれって、……え？」

　マリーはユングがいるであろう何もない空間に、耳を傾かたむける。

「……ユングが、またＡＲモードを戻もどせって」

　言われるがまま、ＡＲモードを戻もどす。マリーが目の前にいて、その腕うでの中にはユングがいる。と同時に、足あし下もとにはやはり、仮想世界の四つの死体がある。

「マリー、彼かれは二ニノ宮ミヤユウスケです。ここにはマリーが連れてきたのです。どうしてそうしたのかは、いつも通り、スマホに残している過・去・の・マ・リ・ー・のメモを見るのです」

　ユングの言葉に、顔をしかめたままではあるが、マリーは従う。スマホの灯あかりにマリーの顔が照らされている。集中し、スマホの画面を見つめ続けている。

　そういえば、昨日のマリーもスマホを見て、一いつ生しよう懸けん命めい何かを読よみ込こんでいた。

　──も・し・か・し・て・彼・女・は・、さ・っ・き・ま・で・の・マ・リ・ー・と・も・違・う・の・か・？

「二ニノ宮ミヤユウスケは……恋こい人びと？　どうして私がそんなものを……？　……ああ、彼かれを助けようとしていたのね。その発想自体は私らしい。けれど、ずいぶんと無む謀ぼうなことを考えたとも思う。『佐サ藤トウケイコ』は二ニノ宮ミヤユウスケに、よっぽど思うところがあったのね」

　この言い草。

　このマリーは、僕ぼくのことを知らない？

「……『遠エン藤ドウヨウコ』は、あなたに私のシステムを説明するよう最後に残しているわ。意図は分からないけれど、私が考えたことには違ちがいないから、彼かの女じよを尊重して話す。私は〈カリスマ〉という敵と戦っている。〈カリスマ〉は、世界への条件刺し激げき──Conditioned stimulus to the world──略して〈CSWシーエスダブリユー〉を〈パノプティコン〉で使し役えきし、〈RELCリリースコイン〉を滅め茶ちや苦く茶ちやにしている。それは、この現実世界を〈殻からの全体主義〉へと引ひき込こむため。けれど、世界には本来備わっている抵てい抗こう力がある。それが、世界への無条件刺し激げき──Unconditioned stimulus to the world──略して〈USWユーエスダブリユー〉。それは〈CSWシーエスダブリユー〉に対する力として──」

「……ごめんマリー、それは以前に聞いた」

　今でも、あまり意味は理解できないが。

「そう。だとすると、本当に私個人のことを話せばいいようね。私が〈パノプティコン〉に初めて来たのは、小学六年生の十二歳さいの頃ころ。つまりおよそ二年前。当時はまだ〈CSWシーエスダブリユー〉しか存在せず、〈USWユーエスダブリユー〉は他にいないどころか、そういう概がい念ねんがなかった。であるにも関わらず、私は〈CSWシーエスダブリユー〉になることはできなかった。そんな私をユングは、特別な存在だと称しようした。〈殻からの全体主義〉へのワクチン的な存在である、〈利他的な狂きよう人じん〉と称しようした。ユングは、他の〈イド〉も集め、私を〈パノプティコン〉を破は壊かいさせる装置に仕立て上げることにした。その方法は、救世主の〈集合的無意識〉を、私の死をもって書かき換かえ、『救世主＝私』とすることだった。私は──」

「マリー、それじゃあ、ユウスケには伝わらないのですよ。……ん？　あ、もしかして、そういうことです？　先代のマリーは、ボクがいるから、ここを最後の場所にしたのです？　つまり説明するのはボクの役目なのですね」

　確かにマリーの説明ではわけが分からなかった。

　けれど、その中にも、聞き捨てならない言葉があった。

『私の死をもって書かき換かえ──』

「まず、最もユウスケが引っかかっているであろう点を話すのです。今、目の前にいるマリーは何者か？」

　頷うなずく。

「大おお雑ざつ把ぱに言えば、記き憶おく喪そう失しつになったマリーだと思ってくださいなのです」

「それは……何となくは分かったけれど……」

「さすがユウスケ、吞のみ込こみが早いのです。そうですね……ゲームで一機、二機という表現があるですね。一機やられても、残機が残っていればゲームオーバーにならないアレです。マリーは、仮想世界において、そういう存在なのです。……ではですね、ゲームで一機がやられたら、どうなりますか？」

「……ストックが減る？」

「それから？」

「どこかの地点から、やり直す……？」

「そうです！　大体、死んでしまうと、特定の地点に戻もどされますよね？」

　額から、嫌いやな汗あせが流れてくる。

　一体何の話をしているんだ？　僕ぼくは、マリーのことについて話しているのであって、ゲームの話なんてしていない。いかれたゲーム脳じゃあるまいし、ゲームと現実を混同するのはやめて欲ほしい。

「救世主の〈集合的無意識〉と結びついたマリーは、現実世界の住人であると同時に、仮想世界の住人にもなりました。マリーの肉体は現実世界に、精神は仮想世界に所属していると考えてください」

　ユングに掛かかっていた赤い血液は、いつの間にか消えている。

「仮想世界でのマリーの死は精神の死です。先ほど〈タナトス〉による行こう為いで、マリーの精神は死にました。しかし、現実世界にある肉体はそのままあるので、中身は再生します。そういうものなのです。しかし、さすがに完全に元通りというわけにはいきません。事前にバックアップしていたものを、あてがうことになります。それは救世主の〈集合的無意識〉に結びつけたときに、記録し、固定した精神です。つまり戻もどる記き憶おくは、救世主になったばかりの、十二歳さいの頃ころのマリーなのです」

「もしかして、その救世主ってのになるために──」

　先ほどのマリーの言葉を思い出す。

「十二歳さいのときに、マリーは一度死んだの？」

「人間としてはそうかもしれません。ボクとしては救世主との融ゆう合ごうと表現したいところではありますが」

「私が、選んだの」

　マリーが無表情で言う。

「目の前の人たちを救いたいから」

　──死んだ。

　──自ら望んで、死んだ。

　口の中がカラカラに乾かわいている。目の奥おくが痛い。もうできるだけ何も考えたくない。

「……何のためにユングたちは、マリーを現実世界と、仮想世界に分解したんだ」

「ほー、分解。なるほど、おもしろい表現なのです」

　妙みような感心をして、ユングは続ける。

　僕ぼくはユングにも、わずかに恐きよう怖ふ心を抱いだき出す。ＡＩであるユングの感覚は、やはり人間と同じではない。

「ボクもその表現を採用するのです。マリーを分解したのは〈RELEASEリリース〉のアカウントを二つ持つためなのです。マリーが〈RELCリリースコイン〉を高こう騰とうさせるのは見ましたですよね？　何度も偽ぎ名めいを使ったアカウントを作れるマリーは、アカウントの消失、復元を可能にし、何度でも高こう騰とうを可能にできるのです。それに、マリーがもし〈CSWシーエスダブリユー〉にやられることがあっても、精神と引ひき換かえにではありますが、肉体が残ったままですので復活できるのです。──しかも、しかもですよ！　救世主の〈集合的無意識〉と結びついたマリーは、それ以上のメリットがあるのです！」

　ユングは興奮気味に、言う。




「マ・リ・ー・が・現・実・世・界・で・死・ん・で・も・、仮・想・世・界・の・中・で・概・念・と・し・て・生・き・続・け・ら・れ・ま・す・。〈パ・ノ・プ・テ・ィ・コ・ン・〉が・あ・る・限・り・、マ・リ・ー・は・何・度・で・も・蘇・る・の・で・す・」




　それは、僕ぼくにはメリットだなんて到とう底てい思えなかった。例えばそれは、骨の代わりに鋼鉄を身体からだにぶち込こんだから頑がん丈じようになっただとか、拷ごう問もんをされ続けたから痛覚がなくなっただとか、そういう類いの話にしか思えなかった。

「でも、ユウスケが一番聞きたいのは、今のマリーがユウスケをどう認にん識しきしているか、どうマリーが変わってしまったかですよね？　ええと、マリーは記き憶おく喪そう失しつみたいなものと言いましたですね。そして、十二歳さいの頃ころの記き憶おくに戻もどってしまうとも言いましたですね。マリーがユウスケと出会ったのは、救世主になった後です。だから残念ながら今のマリーは、ユウスケのことは憶おぼえていないのです」

　無表情のマリーを見つめる。

「僕ぼくのことは……憶おぼえていないんだ？」

「ごめんなさい」

「欠片かけらも、憶おぼえていない？」

「その代わりに、前の私たちが残してくれたメモが、スマホにある」

　だから前の、『遠エン藤ドウヨウコ』と複ふく垢あかで名乗っていたマリーは、僕ぼくが恋こい人びとだったことを知っていた。

　けれど今のマリーは、そのメモをまだほとんど読んでいない。つまり、知識としても、僕ぼくのことを知らない。

「今のマリーは、十四歳さいのその肉体の中に、十二歳さいだった頃ころのマリーが入っている状態なの？」

「ほぼその認にん識しきで正しいと思う。ただ、自分が人間でない事は、直ちに実感できる」

「人間じゃない……」

　そうか。マリーは。

　人間ではないのか。

「う……」

　少しずつだけれど、マリーと分かり合えている、さっきまでの僕ぼくはそう思っていた。

　でも、違ちがう。そもそも僕は、マリーの真実の姿を知らなかった。蜃しん気き楼ろうをずっと眺ながめて、理解したような気になっていただけだ。

　本当のマリーはずっと、最初からずっと、遙はるか遠くにいた。

「あ……でもでも、新しいマリーを完全に別人だと考えるのも違ちがうと思うのです。だって、マリーの本質は変わってはいないのです。記録があるので、今のマリーもこれまでのマリーと同様に、恋こい人びとを演じることができるのです。ユウスケにとってはそれで十分ではないのです？」

　ユングは一体、何を言っているのだろう？

「ユウスケのことをマリーが思いやっていることは変わらないのです。ユウスケに真実を教えるためだけに、自分の命を犠ぎ牲せいにしたのですよ？　ユウスケのことを、マリーはそれだけ想おもっているのです」

　でもそれは、僕ぼくだから、ではない。誰だれであっても、悪人であっても、マリーはそうする。

　それは歪ゆがんだ博愛主義だ。利他的なマリーは、元々、すべての人間を思いやっている。誰だれのためにも命を投げ出せる。実際にそうして救世主になった。

　その自己犠ぎ牲せいは、尊敬はできても、優やさしさとは違ちがう。

　本質的には僕ぼくと、同じだ。

　自分を大切にしていないからできることだ。

「でも」

　僕ぼくは信じたい。

　あの、僕ぼくと二ヶ月間を過ごしたマリーだけは違ちがったと。




『私は、確かに、ユウスケのこと──』




　あのときのマリーは、僕ぼくに対して、利他的なだけでは片付けられない感情を持っていた。

　僕ぼくらの気持ちは、同じだった。

　間ま違ちがいなく同じだった。

　サイクロプスたちに襲われたあのとき、必死にマリーを護まもろうとしたら、何かが変わっただろうか？　自分の〈RELCリリースコイン〉なんてどうでもいいと、マリーを護まもれたら、僕ぼくは変われただろうか？

　しかし、どんなに後こう悔かいしても遅おそい。




『さ・よ・う・な・ら・』




　もう、そのマリーはいない。

　マリーがあのとき僕ぼくへと抱だいていた感情も、もはや存在しない。

　僕ぼくだけが一方的に、この感情を、報むくわれることのない感情を、抱かかえ続ける。




　きっと絶望的な表情をしていたのだろう。利他的なマリーは微笑ほほえみを浮うかべて近づき、僕ぼくの肩かたに優やさしく触ふれる。

「あなたのことは『ユウスケ』と呼べとメモがある」

　僕ぼくのことを、スマホのメモで少しだけ知ったマリーが言う。

「私に好意を持ってくれているとある」

　そのとき僕ぼくは、ある発見をした。本当にわずかだが、あのピストルで撃うち抜ぬいたマリーの蒼あおい瞳ひとみが、その色が、変わっている。

「私・は・、恋・人・を・続・け・よ・う・と・思・っ・て・る・」




　気が付けばトンネルを飛び出していた。

　空を見上げると、ちょうど花火が終わるところだった。スターマインの途と切ぎれない音が、ただただうるさくて僕ぼくは耳を塞ふさごうとしたが、ヘッドホン型デバイスをしているのでそれもできなかった。




　　　　　５




　なんにもない。

　なんにもない。

　なんにもない。

　世界最後の日にやることがなんにもない。

　ブランコの上で、虚こ空くうを眺ながめてただただ歌っていた。しばらく公園で、ヘッドホン型デバイスから流れる音楽を口ずさんでいたようだ。ようだ、という言い方になってしまうのは、ここ数時間の記き憶おくが無いからだ。

　スマホで時間を確かく認にんすると、すでに日付は変わっていた。寮りようの門限はとっくに過ぎていて、帰る気も起きなかったが、ここにいても仕方が無いので立ち上がる。自分の手足が自分のものではないかのように、感覚が無い。

　花火が終わってからずいぶん時間が経たっただろうに、まだたむろして話している若者たちがずいぶんといる。道ばたに転がる、焼きそばでも入っていたのであろうプラスチックゴミを踏ふんでしまうが、それを確かく認にんするために顔をうつむかせるのも面めん倒どうだ。

　──僕ぼくはこれから、どうすればいい？

　本当に分からない。〈NineSKナインエスケー〉の活動を続けるべきかも分からない。

　途と方ほうに暮れる僕ぼくに、浮うかぶのは一人の顔だった。

「カナタ……」

　カナタなら、この黒く塗ぬり潰つぶされた思考さえも、整理してくれるような気がした。

　スマホを取り出し、〈LILINリリン〉から通話をしようと発信する。が、カナタは出ない。時間も時間だ。秘密基地で眠ねむっているのかもしれない。

　どうにしても僕ぼくの行く当ては、秘密基地しかなかった。周囲を用心する余よ裕ゆうもなく、何も思考せず、それでも歩き慣れた秘密基地にはたどり着く。ドアを開けすぐベッドを見たが、カナタはいなかった。そもそも人の気配がない。自分のアパートに帰ったのだろうか？

「そうだ、ＧＰＳ」

〈パノプティコン〉内では使えないが、それでもお互たがいの位置は常に把は握あくする必要があるというカナタの提案で、〈NineSKナインエスケー〉は全員、スマホにＧＰＳアプリを入れている。

　僕ぼくは調べて、首を傾かしげた。

　ＧＰＳアプリによると、カナタは秘密基地にいることになっていた。どういうことだろうと秘密基地内を見回すと、猫ねこのマスコットが大量に置いてあるカウンターの上に、カナタのスマホを見つけた。

　──まさか、スマホを忘れて寮りように帰った？　……いや、それは絶対にあり得ない。スマホがなければＡＲも使えず、〈パノプティコン〉の世界を見ることができない。見えなくとも、攻こう撃げきされる危険性は変わらない。それは、モンスターがうようよとしている中で、目め隠かくしをして歩いているのと同じ事だ。

　例えば、誰だれかに連れ去られて、スマホを持っていくことさえできなかった？

　頰ほおを叩たたいた。実際そうじゃないとしても、カナタのスマホがここに置かれている事態は、ただ事じゃない。何か、悪いことが起きている。確実に！

　当てなんてない。……ないが、この場に留まってはいられなくて、秘密基地を飛び出した。







　向かったのは安らぎの森だった。何か思い当たることがあったわけではない。〈パノプティコン〉の外なので、スマホ無しで来てもおかしくないと、なんとなく思っただけだ。

　人工的な森とはいえ、本物の森には違ちがいなく、夜になるとやはり不気味だった。正体不明の虫や鳥の鳴き声があちこちから聞こえ、緑に闇やみが溶とけていて黒が濃こかった。その黒に押おし潰つぶされるのが怖こわくて、自然と走り出していた。森の奥おくは、今朝降っていた雨が乾かわいていなくてぬかるんでいた。スニーカーの中に泥どろが入はいり込こみ、靴くつ下したがぐちゃぐちゃになる。濃こい緑の臭においが胃の中を搔き回して、吐はき気けを催もよおす。早はや鐘がねを打つ心臓がうざったくていっそ握にぎり潰つぶしたかった。

　そうして油断すると割わり込こむのだ。網もう膜まくに焼き付いている、マリーの死の瞬しゆん間かんが割わり込こむのだ。何度も脳内に音声付きで再生される。マリーが自分の眼球に弾だん丸がんを撃うち込こむ姿。──パァン！　パァン！　パァン！　脳内での映像がいつの間にかすり替かわっている。目の奥おくに銃じゆう弾だんを撃うち込こんでいるのが僕ぼくになっている。ああ、そうだ、どうせなら僕ぼくだってそちら側に連れて行って欲ほしい！　僕ぼくの頭が吹ふき飛とぶ。──パァン！　パァン！　パァン！

　そのうち心が折れ、足を止めてしまった。

「……はあ、はあ、はあ……」

　もう。

　もう僕ぼくはこのまま、この森の奥おくに消えたい。

「誰だれだ！」

　大声に、僕ぼくは我に返り、肩かたを上げる。

　そこにいたのはカナタだった。聞いたことない大声だったので、すぐには誰だれの声か分からなかった。

「……ユウスケか」

　僕ぼくの顔を見て、一いつ瞬しゆんだけ安あん堵どを見せたが、しかし緊きん張ちようを解いてはいない。

　カナタは見たところ一人だった。この様子では、懸け念ねんしていた誰だれかに連れて来られた、という事態ではなさそうだ。

　しかし、だとすると、どうして深夜に、こんな森の奥おくにいるのか？

「カナタ、こんなところで何を……？」

「それはお互たがい様じゃないか？」

「僕ぼくは、カナタを捜さがしに来たんだよ」

　と、僕ぼくはカナタの足あし下もとにあるものに気付く。

「……死体」

　九ク曜ヨウマリーの死体とは違ちがう、本物の死体。

　肉体はかなり損傷していて、元がどんな状態だったかは判別が付かない。

「〈グルメ〉の犠ぎ牲せい者だよ。所持していた学生証によると、カスミシティの高校に通う、一七歳さいの女子高生らしい」

　カナタは息つく暇ひま無く説明をし出した。

　これまで〈グルメ〉による被ひ害がい者とされているのは、九歳さいの男児、三二歳さいの成人女性、二六歳さいの大おお柄がらの男であり、女子高生の被ひ害がい者は発見されていない。

「四人目の犠ぎ牲せい者ってこと？」

「そうなるね」

「……どうして〈グルメ〉の犯行だって分かるの？」

「それは……内臓が持ち去られている点が一いつ緒しよだからだよ。その手口を見れば、まず〈グルメ〉の犯行を疑うのは自然だ」

「これだけ腐くさっているのに、よく内臓が持ち去られていることが分かったね」

「……それぐらいは誰だれでも分かるだろう？」

　カナタはまだ動どう揺ようしているのか、僕ぼくと目を合わせない。

「まだ警察も見つけていない死体ってことだよね？　そんなのをよくカナタが見つけられたね」

「俺おれも驚おどろいているよ。……いや、必然かもしれないね。だって俺おれは、〈NineSKナインエスケー〉の宿敵である、〈グルメ〉の手がかりをずっと捜さがしていたのだからね」

「でも、なぜこんな深夜に、一人で捜さがしていたの？」

「それはお互たがい様じゃないかな？」

「だから僕ぼくは、カナタを捜さがしに来ただけなんだって」

「……ああ、うん、そうだったね」

　このやり取りからしても、カナタはやはり平常心ではなさそうだ。

　ふと考える。

　秘密基地にスマホが置き去りにされていたとき、カナタが誰だれかに連れ去られたのではないかと疑った。けれど実際には、カナタは一人で深夜に、こんな森の奥おくに来たようだ。そして死体を発見した。

　なら、どうしてスマホは秘密基地に置かれていた？

　カナタ以外は、深夜に秘密基地にいることはまずない。もし、僕ぼくが秘密基地に来ようとしなければ、ＧＰＳからカナタが秘密基地にいると思ったはずだ。

　もしかしたらカナタは、他でもない僕ぼくたち相手に、場所を偽ぎ装そうしようとしていたのか？

　……だったら、その意味は？

　答えが出るよりも前に、ポケットの中の僕ぼくのスマホが振しん動どうした。取り出し、画面を見ると『如月キサラギリリカ』の名前が表示されている。

　電話に出る。

『よお』

　明らかにリリカではない、男の声がした。どこかで聞いたことのある声だ。




　日付が変わる前、僕ぼくはマリーが自分の正体を告白したことで、人生最悪の瞬しゆん間かんを迎むかえていた。疑いようのない人生最悪の時間だった。

　けれど次の言葉で、人生最悪の瞬しゆん間かんはあっさりと更こう新しんされた。

『お前らの仲間、如月キサラギリリカは死んだ』







　　　　　６




『俺おれは人生を捨てたよ』

　尾オ張バリジョージと名乗った男──カナタに脅おどされ逃にげた、サイクロプスの姿だった男──は、淡たん々たんとした声でそう言った。

『ミユ……お前らにはラミアって言った方がいいか？　あいつは、浴よく槽そうで手首を切ったよ。自殺未み遂すいだ。命に別状はないらしいが、別にそれは救いになっちゃいねえな。ぶっちゃけ退院したら、また同じ事をするかもしれねえ。バレエを奪うばわれたのはそれだけショックだったってことだ。分かっているよな？　そこまでミユを追いつめたのはお前らだ。

　俺おれはボロボロのミユの姿を見て考えたよ。アンタらは本当に恐おそろしい存在だ。〈パノプティコン〉で戦ったら、返かえり討うちに遭あって終わりだ。お前らも、俺おれにそう思わせたかったんだろうし、それは事実だ。頭がいい奴やつなら、お前らと関わらないようにするのが正解だろう。

　でもな、残念ながら俺おれはあんまり頭が良くねえんだなあ。もう〈パノプティコン〉も〈RELEASEリリース〉もどうでもよくなっちまった。そう考えたら……ああ、なんでもできるじゃねえか。犯罪だってできる。お前らは確かに〈パノプティコン〉で最強に近い存在なのかもしれねえ。でも、関係ねえんだ。……仮想世界ではない、現実世界の暴力の前では』

〈LILINリリン〉を通じて、写真が送られてきた。タップして、写真を拡大する。

「──ぁ」

　薄うす汚よごれたコンクリートの壁かべを背にして、下着姿で転がっているリリカがいた。

　一いつ瞬しゆんにして身体からだが冷たくなり、しかし反対に頭にだけは血が上り熱くなる。

「リリカに手を出すな！」

『手を出すな？』

　僕ぼくの言葉に、尾オ張バリジョージは笑う。

『ユウスケだとか言ったか？　お前は本当にありきたりなセリフが大好きな奴やつだな。また九ク曜ヨウマリーに怒おこられんぞ。……甘あまえてんだよ。事態がマンガのように、都合良く進むと思ってんじゃねえよ。手を出すな、だ？』

　特にすごむ口調でもなく、淡たん々たんと言う。

『もう出した後だ』

　出したって何をだよ？　やめろよそういう下ネタは。電話の向こうで尾オ張バリジョージは「ぎゃははは」といかにも下品な笑い声を上げる。あまりに聞くに堪たえないやり取り。

『すでに〈RELCリリースコイン〉を奪うばい、強制ログアウトさせた。こいつのミュージシャンになる夢は終わりだ。もうカスミシティにはいられない。この街での如月キサラギリリカは死んだんだ』

　意識が遠のきそうになるのを、唇くちびるを嚙かんで繫つなぎ止とめる。

『手て遅おくれではあるが、助けに来るだろ？　来なけりゃ、さらに酷ひどい目に遭あってもおかしくないもんなあ』

　──リリカ。

　涙なみだを浮うかべながら、頭をよぎるのは、観覧車のゴンドラでの映像だ。オレンジ色に照らされたリリカが、目を覗き込こみ言ったセリフだ。

　──『でもね、これだけは自信を持って言える』

　──『あたしは、ユウスケが好き』




　あの観覧車での告白の後、リリカを寮りようまで送った。夜でも湿しつ度どが高くじめっとしていて、シャツが汗あせで貼はり付ついていた。

「ね、ユウスケ、あたしたちって似てると思うんだ」

　遊び心のない無機質なマンションが並ぶ住宅街は、どこかの家からカレーの匂においがわずかに漂ただよっている。コンビニの灯あかりだけが自己主張の強い人通りのない路地だ。そこを歩いているとき、リリカはそんなことを言い出した。

　立ち止まり、閉店しているカフェの壁かべにより掛かかったリリカは、懺ざん悔げをするかのような苦笑いを浮うかべていた。

　僕ぼくは首を傾かしげて答えた。

「全然似てないよ。僕ぼくはリリカみたいに明るくないし、人気者でもない。むしろ正反対の人間じゃないかな？」

「ううん、似てると思うよ」

「どこが？」

「〈RELEASEリリース〉から逃にげられないところが」

　ぎょっと目を見開く。勝手だけど、リリカは〈RELEASEリリース〉のポジティブな側面しか見ない人間だと思っていたのだ。

「あはは、その顔。ユウスケってば、あたしが好きなことをやって、それで結構評価されて、人生楽しくてしょうがないように思ってたでしょ？」

「……違ちがうんだ？」

「……違ちがうよ。だってね、あたし好きな音楽をやってないもん」

　また驚おどろいた僕ぼくに、リリカはぎこちない笑え顔がおを浮うかべて続けた。

「あたしは、ピアノやギターで弾ひき語がたりをする、アーティストになりたかった。言いたいこと、伝えたいことを歌詞に乗せて、歌声だけでそれを表現するような、そんなシンガーソングライターになりたかった。でもね、向いてないんだって。今のプロデューサーはね、あたしが路上で歌っていたときに声を掛かけてくれたんだけど、あたしの歌を聴きいてこう言ったの。あたしの声質はフォークソングには向いていない。でも、ポップさを押おし出だしたロックバンドのボーカルなら、あたしのビジュアルも含ふくめて確実に売れるって。迷ったけど、そのとき時価総額が全然上がらなかったあたしは、その言葉にすがっちゃった。で、やっぱりさ、プロデューサーの言うとおりに、誰だれでも共感できる歌詞を書いて、流行しているバンドの音を真ま似ねた曲を作って、叫さけぶように歌ったら、人気はすぐに出て時価総額も上がって──プロデューサーは正しいんだよ。見る目があるんだよ。そうなるとさ、やっぱり、自分の歌いたい曲はあたしには向いてないってことじゃん。諦あきらめるしかないってことじゃん」

　僕ぼくは押おし黙だまった。

　だって、気の利きいた言葉が浮うかばない。才能なんて気にせず、自分のやりたいことをやればいいだなんて、そんなありきたりで優やさしい言葉を言うべきだろうか？　いやそれは、無責任に過ぎる。なぜなら支し援えん者によって、リリカは事実評価されている。お金をもらってしまって責任が発生してしまっている。

　リリカは肩かたからギターケースを下ろす。器用に片かた膝ひざに乗せ、中を見せる。

「じゃーん！」

　今の今まで、てっきりその中身は、リリカがバンドで使っているエレキギターだと思っていた。

　けれど、そこに入っていたのは、年季の入ったクラシックギターだった。

「路上で弾ひいてたときに使ってたギター。今でも未練がましく、しょっちゅう弾ひいてるんだ」

　その場で担かついで、音を出す。

「あたしの母親って、プロのピアニストでさ、あたしもピアノの英才教育を受けていたんだ。でも、本当にレッスンが厳しくてさ、ピアノを見るのも嫌いやになって、反発してギターを手に取って、カスミシティに飛び出したんだよね。自分の力だけでやりたいことをやるって息巻いてさ。母親は当然激げき怒どしたけど、引ひっ越こす日になって、黙だまってこのギターを渡わたしてくれたんだ。なんか死んだおじいちゃんが使ってた、すげー良いいギターらしいよ」

　即そつ興きようでメロディを弾ひく。その音は幽ゆう玄げんで、こんな状じよう況きようでも聞きき惚ほれてしまう。

「けど結局、カスミシティに来たらこれだよ。やりたい音楽を辞やめて、やりたくない音楽をやってる。大人に言われるがまま行動して、自分がどこに行きたいのかもう分からない。でもさ、もう嫌いやだって思っても、ピアノみたいに辞やめられないの。だって、支し援えん者の期待も、事務所の期待も、他のバンドメンバーの人生も背負っちゃってるんだもん。どうやってそこから逃のがれられるの？」

「じゃあ、リリカがよく言ってる、自分には悩なやみがないっていうのは……」

「もちろん噓うそ。自分にそう言い聞かせてるの。そうだったらいいな、って」

　ギターを鳴らす手を止める。

「……そもそもあたし、ピアノが本当に嫌きらいだったのかな？　厳しいから逃にげ出だしたかっただけなんじゃないかな？　……考えても分かんないや」

　リリカはクラシックギターをケースに仕し舞まい、「よいしょ」と、元通り肩かたに担かつぐ。

「才能がないって、つらいね。あたしも誰だれかさんみたいに天才か、誰だれかさんみたいに特別になりたかった。……ま、でもたぶん、その二人も悩なやみがないってことはないよね。きっとあたしたちとは違ちがう悩なやみがあるんだよね。カスミシティにいるんだもん、当然だよ。むしろあたしの悩なやみなんて、ありきたりで、大したことがない悩なやみだよね。音楽で見み込こみがあるだけ恵めぐまれてるし、贅ぜい沢たくな悩なやみなんだと思う。うん」

「そんなことない！」

　これまでは黙だまって聞いているしかなかったが、この言葉だけは違ちがった。

「ありきたりでも、たいしたことないように一見見えても、リリカは真しん剣けんに悩なやんで苦しんでる。それが楽なわけない」

　励はげますためだけではなく、これは僕ぼくの混じりっけなしの本心だった。

　自分の価値がないことに苦しむ僕ぼくの悩なやみだって、たぶんこの街でありきたりで、たいしたことないように見える悩なやみだ。しかし僕ぼくにはそれが、死を考えてしまうほどに苦しいのだ。

　リリカと同じだ。

　ああ、確かに僕ぼくらは、似ているのかもしれない。

「何が正しいか、リリカがどうした方がいいのか、全然分からない。リリカが苦しんでいても何もできないかもしれない。けど……リリカの力になりたいって思うよ」

　リリカは小さく、でもうれしそうに笑った。

「……ありがと。ユウスケの、ちゃんと自分の頭で考えて心配してくれる、そういうところ、好き」

　言って、リリカは顔を赤くして、そしてそのことに自分で気付いて、顔を逸そらした。

　赤面するなら言わないで欲ほしい。僕ぼくだって、そういう顔を見てしまったら、平常心ではいられないのだから。

「ね」

　でもリリカは、赤面していることも厭いとわず、真まっ直すぐ僕ぼくを見つめる。

「あたしも、ユウスケが苦しいときに、力になりたいって思うよ」




　──リリカ。

　──僕ぼくなんかのことを、好きだって言ってくれた、リリカ。

「どうして……」

　見たくはないけれど、先ほどすぐに目を逸そらした写真を見た。

　下着姿のリリカは、殴なぐられたのだろう、何カ所も痣あざがある。顔には涙なみだの痕あとがあり、真っ赤になっている目は、つらい現実を直視できないと言わんばかりに虚こ空くうを見ている。

　あることに気付いた。写真の片かた隅すみに、あのクラシックギターが写っている。そのギターは、ネックからポキリと折られていた。

　それを見た瞬しゆん間かん、感情が瓦が解かいした。

「……ああ……ああああああ…………」

　堪たえきれずに嗚お咽えつが漏もれた。

　リリカはポジティブで明るい、別世界の人間なんかではなかった。僕ぼくに似た悩なやみを持つ、普ふ通つうの女の子だった。

　こう思っていた。僕ぼくなんかを好きな気持ちをさっさと忘れて、自分のやっていることにやりがいを見つけて、誰だれよりも幸せになって欲ほしいと。リリカならそれができるに違ちがいないと。

　それなのに、この現実は何だ？

　その希望の光を打ち消す、闇やみは何だ？

　涙なみだが流れる。空気の中に刃は物ものが混じっているかのように、呼吸をするだけで痛い。

「どうして、こんなことに……。リリカは、こんな目に遭あっていいような人間じゃない……それなのに、それなのに…………」

　状じよう況きようは、絶望的ですらない。

　もう終わっている。

　リリカを、もう、助けられない。

　カナタが僕ぼくの隣となりに立つ。

「俺おれたちはどうすればいい？」

　嘆なげき悲かなしみ、立たち尽つくしている僕ぼくの代わりに言う。

『これから指定する場所に来い。もちろん九ク曜ヨウマリーもな。そこでお前らの〈RELCリリースコイン〉を奪うばってから、蹂じゆう躙りんする。無む抵てい抗こうでやられに来いよってことだ。〈USWユーエスダブリユー〉になることは許さないし、当然、この前みたいに、九ク曜ヨウマリーの時価総額を増やす真ま似ねをしてもダメだ。そうすればお前らも、如月キサラギリリカも、命までは奪うばわないでやるよ』

「もうリリカには手を出したんだろう？　人ひと質じちの意味を成さないな」

『それで揺ゆさぶっているつもりか？　確かにもう十分なお仕置きをしてやったよ。だが、お前ら相手なら、俺おれはいくらでも残ざん酷こくになれる。警察に通報するだとか、そういう余計なことをすれば、こいつがまともに戻もどってくると思うなよ。それでも来ないのか？　来るに決まってるよな？』

　ジョージの口調は、何一つ冗じよう談だんを交えていない。おそらく僕ぼくらが指示に従わなければ、本当にリリカへ残ざん酷こくな仕打ちをするだろう。

『俺おれは快楽殺人者集団〈NineSKナインエスケー〉を倒たおした英えい雄ゆうになる。わけの分からない正義を掲かかげるお前らに比べて、共通の敵を倒たおす俺おれは、よっぽど分かりやすい正義だ。自分たちがこれだけ恨うらまれる存在になったことを嘆なげけ。無む抵てい抗こうに従うことを進めるが、裸はだかで土下座したら救われるだなんて、甘あまいことは考えんなよ？　何をやっても攻こう撃げきはする。全員救われない未来を迎むかえる。ただ、地じ獄ごくの種類を少しだけマシにしてやる。さて、お前らが集まる場所と、時間だが──』

　ジョージは場所と時間を指定し、通話を終えた。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた。できるならこのまま、この森の闇やみの中に溶とけ込こんで消えてしまいたい。しかしそれができるはずもなく、スマホを持つ手をだらりと下げて、その場で膝ひざから崩くずれ落おちた。膝ひざにぬかるんだ土の感かん触しよくが伝わる。

　そんな僕ぼくを見て、カナタは拳こぶしを握にぎりしめる。

「……すまない……俺おれのミスだよ。誰だれもが論理的に生きるわけではないのに、そのことへの考こう慮りよが足りなかったようだね」

　カナタは、頭を下げる。

　カナタへの怒いかりは正直ある。カナタはやはり、やり過ぎていたのだろう。しかし、責められはしない。カナタは自分なりに最善を尽つくしていたし、僕ぼくも止めなかった。

　──『でもさあ、最近あたし、妙みような視線を感じることがあるんだよね』

　それ以上に責めるべきことは、僕ぼくが大きな見み逃のがしをしていたことだ。このことを聞いたとき、リリカが〈NineSKナインエスケー〉に疑問を持つ人間につけ狙ねらわれている可能性を考えるべきだったのだ。警察やパパラッチに見張られるよりも、ずっと可能性があったのに、それを怠おこたった。

　時系列を考えると、おそらくジョージとは別の人間だろう。けれど、そいつらとジョージが協力した可能性はある。話を聞いたときにすぐカナタに相談し、対策を考えれば、この事件は起きなかったかもしれないのだ。

　でもそれも、今言ってもどうしようもないこと。

　涙なみだを拭ぬぐって、立ち上がる。

「……誰だれのせいだとか、今話してもしょうがないよ。リリカにこれ以上手を出させない、そのために何ができるか、それを考えないと」

「……そうだね」

「当たり前だけど、ジョージに従うわけにもいかない。僕ぼくらはともかく、マリーを酷ひどい目に遭あわせるわけにはいかない」

「そうだ」

　少なからず動どう揺ようしていたカナタの目に、理性の色が戻もどる。

「僕ぼくはカナタを信じているよ。カナタならこの状じよう況きようさえも乗のり越こえる策を考えてくれるって」

「買いかぶりだね……なんてへりくだっている場合じゃない、か。俺おれは、それを必ず思い付かなければならない。指定された時間は二時間後か……まったく厳しいね」

「カナタだけに負担を負わせる気はないよ」

　スマホにある画面を表示させ、カナタへと渡わたす。

「……ユウスケ、このアプリはなんだい？」

「アプリ〈Invisibleインビジブル〉。所有しているだけで罰ばつせられる第一種違い法ほうアプリだよ」

　カナタは目を見開いて僕ぼくを見る。

「一言で説明すれば、透とう明めい人間になるアプリだよ。自分が居る場所に、背景と同じグラフィックを表示させて、ＡＲ上見えなくさせる。ＡＲ上見えなくなるだけだから、肉眼では見えるし、街のカメラにはしっかりと写る。位置情報が正確でないところで使っても、グラフィックがずれてしまって、自分を隠かくすことができなくなる。結構制約はあるけれど、カナタなら活いかせるんじゃないかな？」

「……第一種違い法ほうアプリだ。使用が発覚しただけで刑けい事じ処分は間ま違ちがいないし、〈RELEASEリリース〉アカウントは永久凍とう結けつする。こんなのは使えない」

「命令されれば僕ぼくが使う。その覚かく悟ごがある。言ったよね？　カナタだけに負担を負わせるつもりはないって」

　カナタは額に手をやり、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「そもそもユウスケは、どうやってこんなものを入手したんだい？　第一種違い法ほうアプリなんて、中学生が間ま違ちがっても手に入れられるようなものじゃ──いや、それを今詳くわしく聞くのはやめよう。……そうだな。今は違い法ほう合法を言っている場合じゃない。これも活いかせるなら活いかす。俺おれたちはそれぐらいの状じよう況きようにいる」

「そうだ。手段を選んでいる場合じゃない」

　カナタの肩かたに、僕ぼくは手を置く。

「ねえ、僕ぼくは、今ものすごく怒おこっているんだ。ジョージにだけじゃない。カスミシティだったり、世界だったり、いるとしたら神だったり、僕ぼく自じ身しんにだったり、とにかく何もかもに腹が立っているんだ。こんな気持ちは久しぶりだ。収まりそうにない。だから──」

　グズグズになって腐くさっている、足あし下もとの死体を見ながら、言う。

「──これから、人を殺してしまうのかもしれない」
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　秘密基地へと向かう。ユウスケはまだ冷静とは思えず、俺おれはサブのスマホからマリーに事態を報告することにした。

　マリーはほぼ喋しやべることなく俺おれの話を聞いていた。あまりにも喋しやべらないので、何度か音声が届いているか確かく認にんしたほどだ。

「──こういうわけなんだ。時間はないけれど、一いつ旦たん秘密基地に来てもらって、それから方針を話そうと思う。……マリーさん、それで大だい丈じよう夫ぶ？」

「……うん」

　ユウスケ相手とは違ちがい、マリーは俺おれにはほとんど口を利きかない。二人きりになったら、まるでいないかのように扱あつかわれる。

　ユウスケやリリカとは違ちがい、俺おれ、御ミ苑ソノカナタは、九ク曜ヨウマリーに交流の必要がないと判断されているのだ。

　しかし、俺おれの方は、マリーのことをよく知っているつもりだ。マリーの利他的な様を知っているつもりだ。マリーは、たとえ自分を犠ぎ牲せいにしてでも、リリカを助けようとするだろう。

　だから、自じ爆ばくしてでも尾オ張バリジョージを止めそうなマリー、そしてユウスケを、俺おれが制せい御ぎよしなければならない。俺おれ自じ身しんが、奴やつがリリカにしたことへの怒いかりに取とり込こまれ、狂くるいそうになるのを堪こらえながら。




　充じゆう血けつした目を見開き、ブツブツと呟つぶやき続けているユウスケと、カスミシティの中心街を走はしり抜ぬける。

　理想的な街並みをデザイナーが作り上げ、巨きよ大だいな３Ｄプリンターで作ったような街。常に衆人の目に監かん視しされているこの街でゴミをポイ捨てする人などほとんどいないが、大型ロボット掃そう除じ機が闊かつ歩ぽし、その少ないゴミも拾われる。それがまたこの街を無個性にする。

　常に新しいものが入り、必要のないものは淘とう汰たされ、アップデートを続ける若い街。それは人間に対しても同じだ。若さに買い手が付くこの街では、若さに価値があることを誰だれでも知っている。時間の運用に失敗すれば、悲ひ惨さんな人生が待っていることを知っている。

　人々の意識とは真逆に、形だけのバリアフリーは発達している清潔なこの街の地下ではきっと、ドロドロに煮に詰つめて溶とかした汚きたない思想やら倫りん理り観が下水と一いつ緒しよに流れている。おかげで表面上は、美しいことだらけだ。この街には、落らく伍ご者、敗者、弱者はいない。事実、障しよう碍がい者も老人もいない。住む人さえ淘とう汰たされ、アップデートされる。

〈RELEASEリリース〉プロジェクトとは、平等な社会を築くために作られたものらしい。ああ、立派なお題目だ。救われた人もたくさんいるだろう。しかし平等は、恐おそるべき残ざん酷こくさを持って、俺おれたちに襲おそいかかっている。他人に評価される、それこそが絶対正義になってしまえば、多様な価値観は必要が無い。たくさんある価値観を、巨きよ大だいなプレスで潰つぶして、一つの塊かたまりに丸めて、人工甘かん味み料りようで味付けすれば、この街の巨きよ大だいな一つの安っぽい価値観はできあがる。そして、その価値観に染まれない人間は排はい斥せきされ、苦しむことになる。二ニノ宮ミヤユウスケのように。あるいは如月キサラギリリカのように。

　二人はよく、俺おれを天才だと言う。

　けれど、それは大きな勘かん違ちがいだ。俺おれはただ、〈RELEASEリリース〉の攻こう略りやく法に気付いただけだ。

　カスミシティを注意深く歩いて、観察し、思考したときに俺おれは気付いたのだ。この街には説明書が存在している。カスミシティの価値観は可視化できる。俺おれがその存在に気付いたのは、ベストセラーになっている、支し援えん者に〈RELCリリースコイン〉を買わせるためのマニュアル本を何気なく読んでいたときだった。内容自体はよくある自己啓けい発はつ書のようなものだったが──おそらくもう、きっかけが一つあればよかったのだろう──はっきりとスイッチが入ったのを自覚した。これまでバラバラに頭の中にあった情報が、ジェンガを積み上げるようにまとまり、一つの情報になって脳に貼はり付ついたのだ。そしてもう引ひき剝はがせない。

　あらゆる攻こう略りやく法の根っこの部分を見れば、どの分野においても本質というものは、ほぼ一定の形をしていることに気付く。本質の形が分かれば、カスミシティの説明書に従うだけだ。切り取り線、山折り谷折り、のりしろ──説明文に従って、作り上げればそれなりに形になる。説明書の量は膨ぼう大だいではあるが、毎日少しずつ読よみ込こんでいれば、手がかり無く模も索さくしている人とは自然と差が付いてくる。この街での運用方法がどんどんうまくなる。その結果が、5792.7万円という高額の時価総額だ。

　そう──俺おれは天才などではなく、説明書をよく読よみ込こむ、マニュアル人間に過ぎない。

　ユウスケと走りながら、街を歩く人々を観察する。決められた制服を着た学生。他人のウケがいいファッションをした若者。似たような化け粧しようをし、似たような顔に整形している女性たち。ＳＮＳではマジョリティの意見に賛同し、マイノリティの意見を排はい斥せきし、それをさも、自分の頭で考えたような顔をしている。不ふ謹きん慎しんな人間を私し刑けいで制裁する行為は、前頭葉の抑よく制せい機能が働いていないだけなのだが、この街では暗に推奨される。誰だれもが画一化され、最新のＡＩの〈イド〉よりも単純で分かりやすい、ヘッドホンをした個性がない人間たち。

　仮想の街に根付く、仮想の心。

　まるでネジ。必要ではあるが、町工場で量産できる代だい替がえ可能な商品。

　俺おれはその一人。

　失望とも絶望とも違ちがう。達観とも諦てい観かんとも違ちがう。優ゆう越えつ感も劣れつ等とう感もない。ただ、そういうものだと受け入れている。

　けれど、こうやって順応してしまったそのせいで、俺おれは九ク曜ヨウマリーに興味を持たれないのかもしれない。

　しかしその自覚があるから、彼かの女じよのように、本物になりたいと思っている。滅めつ私し奉ほう公こうの精神で、本物の正義の味方になろうとしている。







　俺おれたちが秘密基地に到とう着ちやくしたタイミングで、マリーがやってきた。尾オ張バリジョージからの電話で得られた有益な情報は、実は少なくない。その内容をパソコンを触さわりながら二人に話す。具体的な作戦を立て伝える。それをすると、すぐにタイムリミットが来た。

　秘密基地を出て、尾オ張バリジョージに指定された場所に向かう。

　国道沿いにあるその場所は、元々アミューズメントパークだった、半年ほどテナント募ぼ集しゆうをして借り手がいない商業ビルだ。アミューズメントパークは、この街に若者が多いことを見み越こしての大型出店だったが、ライバル店が多いことと、ＡＲデバイスに対応した設備が少なかったことで客足が伸のびず閉店した。立地条件は悪くないのだが、巨きよ大だいかつ変則的な間取りのせいで、新たな借り手が付かないでいる。

　ビルは裏口以外は閉へい鎖さされていて、裏口にはこちらを監かん視しするために、ネットワークカメラが置いてある。ここで躊ちゆう躇ちよしても仕方が無い。覚かく悟ごを決めて、ドアを開ける。灯あかりはなく、だだっ広い空間が広がっていた。中に入り、埃ほこりっぽい空気を吸すい込こむと、思わず咳せき込こんでしまい、自分の緊きん張ちようを自覚させられた。

「……はぁ」

　深呼吸をする。

　それでもそう簡単に、暴れている心臓が大人しくはならない。油断をすると、怒いかりに囚とらわれて冷静さを失いそうでもある。

　ビルの中は〈パノプティコン〉の外だった。アミューズメントパークが営業していたときは当然〈パノプティコン〉内だっただろうが、カメラが止まっていて、ＡＲ用の位置マーカーが働いていないのだろう。

　事前に用意していたものをマリーと仕し掛かけてから、階段を上った。尾オ張バリジョージが待っているのは、全九階の建物の中の七階だ。

　階段を上る足音がやけに響ひびいて聞こえる。脂あぶら汗あせと吐はき気けが止まらない。失敗すれば、俺おれたちの人生は終わる。そのことに緊きん張ちようと恐きよう怖ふがないはずもない。

　だから、手加減など一いつ切さいしない。

　どこまでも残ざん酷こくになるつもりだ。

「さらば、道徳」

　心も頭も、冷たく鋭えい利りに。

　いつでも相手の魂たましいを刺させるように。




「一分早くも遅おくれることもなく来たか」

　電話で聞いた声がした。

「どちらでもペナルティがありそうだったからね」

「はは、違ちげえねえ」

　ビルの七階は元々ボーリング場で、天てん井じようが高い。声の主──尾オ張バリジョージは、レーンの先、本来はピンが置いてある場所で仁に王おう立だちしていた。想像とは違ちがい、いかにも不良という見た目ではなく──と、よくよく考えたらカスミシティにそんな風ふう体ていの人はいないか──ホストを少し大人しくさせたようなファッションをした、顔立ちの整った長身瘦そう軀くの男だった。

　そしてもう一人、隣となりのレーンにノートパソコンを広げている、真っ黄色なパーカーを着たキノコ頭の男がいた。おそらく俺おれの〈レゾンデートル〉で強制ログアウトさせた、〈CSWシーエスダブリユー〉のときにマタンゴだったヨータという男だろう。

〈NEW WORLDニユーワールド〉には簡易なサーモグラフィーレーダーが搭とう載さいされている（ただし〈パノプティコン〉内に入ると使えない）。暗くら闇やみで視し認にんはできないが、熱源反応からここにいるのは二人だけで間ま違ちがいないようだ。

　仲間の数がたかが知れていることは、推測できる情報だった。何しろジョージがやっているのは、れっきとした犯罪だ。発覚すれば〈RELEASEリリース〉アカウントの永久凍とう結けつは間ま違ちがいない。彼かれらを倒たおしてから短期間しか経たっていないのに、永久凍とう結けつのリスクを冒おかせる仲間が、そう集められるわけがない。

　リリカもここにいない。それも予想済みだ。リリカのスマホがここにあることは、ＧＰＳ情報から分かっている。しかし、送られてきた写真は明らかに別の場所で撮さつ影えいされたものだったし、リリカの声をジョージが聞かせることもなかった。

　俺おれは、尾オ張バリジョージたちと別グループとが手を組み、その別グループがリリカを監かん禁きんしていると考えていた。リリカが元々狙ねらわれていたというユウスケの証言からも、その可能性が高い。であるなら、二グループは利害関係が一いつ致ちしただけで、完全な信しん頼らい関係はないと思われる。

「気に入らねえな」

　尾オ張バリジョージが吐はき捨すてる。

「やせ我が慢まんかは知らんが、ここまでやられてもまだ余よ裕ゆうがある、そういう顔だ」

「余よ裕ゆうはないし、怒いかりに震ふるえているよ」

　これは本当だ。

　しかし感情を見せてしまえば付け入れられる。ポーカーフェイスを貫き通とおすしかない。

「それにもう一人──二ニノ宮ミヤユウスケはどうした？」

　予想通りの質問を尾オ張バリジョージはしてくる。

　用意したセリフを言う。

「ユウスケは怖おじ気けづいて逃にげたよ。彼かれは普ふ通つうの人間なんだ。自分が強制ログアウトさせられる状じよう況きように立ち向かえなかった。君たちから逃にげ切きれるわけがないのにね」

「ま、つまんなそうな奴やつだったし、あり得るか。だが、俺おれは全員で来いと言った。ペナルティだな」

「ペナルティ、それは俺おれたちにもかい？」

「当然だろ。……あと、俺おれはお前の発言を信用してはいねえ。二ニノ宮ミヤユウスケが逃にげたというのは噓うそだと考えてる。本当は、二ニノ宮ミヤユウスケは、如月キサラギリリカの居場所を捜さがしているんじゃねえのか？」

　答えない。この男はやはり、ゲスではあるが、バカではない。

「ま、そうだとしてもあいつには何もできねえがな。あそこにはリアルな凶きよう器きを持った三人が待ち構えている。あいつらは狂くるっているから、二ニノ宮ミヤユウスケを間ま違ちがって殺しちまっても不思議じゃねえ」

　この発言からも、そこにいるのは自分たちの仲間ではなく、利害関係が一いつ致ちした別グループであることは間ま違ちがいなさそうだ。

「そいつらはどうして、リリカを襲おそった？」

「ん？　ああ、ファンだからだよ」

「ファン？」

「ああ、如月キサラギリリカの〈RELCリリースコイン〉も買っている、熱ねつ狂きよう的なファンだ。ライブにもほぼ毎回参加しているって言ってたぜ。けど、〈CSWシーエスダブリユー〉でもあったあいつらは、如月キサラギリリカが無差別に自分たちを襲おそう悪だと知った。実際、如月キサラギリリカに襲おそわれかけた奴やつもメンバーにいるらしい。ファンとして持っていた強い執しゆう着ちやく心しんは、失望と、憎にくしみと、正義感とが入り混じり合って、暴力的衝しよう動どうへと変わった。あいつらは、絶対に如月キサラギリリカは自分たちが倒たおすと息巻いていたよ。いずれ誰だれかに倒たおされるなら、それは自分たちでありたい、という執しゆう着ちやくだ」

「どうしてそれが、リリカにあんな仕打ちをする理由になるんだ……」

　嫌けん悪お感で顔が歪むのを自覚した。

「知るかよ。愛情が歪ゆがんだ末の凶きよう行こうなんて、ストーカーの犯罪の例を見てもいくらでもあるだろ。ま、でも俺おれはあいつらを見てて思ったぜ。なんでこいつら、如月キサラギリリカを自分たちの所有物だと勘かん違ちがいしているんだろうな、気持ちわりぃってな」

　にやけた顔をして、ジョージはスマホを取り出す。

「さ、おしゃべりはこの辺で終わりだ。お前らは無む抵てい抗こうでやられろ。指先一つ動かすことを許さない。俺おれがひとたび連れん絡らくすれば、あいつらは如月キサラギリリカに、普ふ通つうの女には耐たえられない暴力を振ふるう」

　どうだろうか？　仲間ではないジョージの命令に従うとは限らない。しかし、従わないと断言できないのも事実だ。

「少し待ってくれ。交こう渉しようしようじゃないか。そちらに悪くない話がある」

「するかよ。俺おれは、特にお前には、一いつ切さい舐なめてかからない。お前の目的は、時じ間かん稼かせぎ、あるいは説得、脅きよう迫はく、そんなところだろう。どれにしろそんな余地は与あたえない。俺おれはもう油断はしねえ。とりあえずさっさとお前らのアカウントを破は壊かいし、無力化する。気絶したお前らがおねんねしている間に、全ぜん裸らにひん剝むいて撮さつ影えいする。そっから先は、まあ、気分次し第だいではあるが、最低でも二度と外に出たくないと思わせるだけのことをする。ヨータ！」

　名を呼ぶと同時に、フロア中の蛍けい光こう灯が点てん滅めつし、すべて点ついた。ヨータが手元のパソコンで、ブレーカーを遠えん隔かく操作したのだろう。同時に天てん井じように取り付けられているカメラが起動する。それにより位置マーカーが正確になり、この場所には完かん璧ぺきな拡張世界が成立する。

〈パノプティコン〉の領域内になる。

　使われなくなったボーリング場は、一気に老ろう朽きゆう化し、廃はい墟きよに置おき換かわる。ワックスの輝かがやきが完全に消きえ失うせ、傷が剝むき出だしになったレーン。放置された塗と装そうの剝はげたボウリングピン。画面の割れたブラウン管のモニター。クッション部分が破れ、ウレタンがはみ出している椅い子す。

　そんな灰色の世界で、灯あかりに照らされて、尾オ張バリジョージの姿がはっきりと見えた。

　暗くら闇やみの中では見えなかったが、白いシャツには赤いものが付いていた。

　返り血が付いていた。

「────は」

　それがリリカのものかは分からない。だが、俺おれはもう決めつけた。こいつもまた、リリカに酷ひどいことをした。

　──許す必要はない。

　これまでと明らかに違ちがう感情が湧き上がる。氷水の中に脳みそを直接突つっ込こんだみたいに、キンと締しめ付つけるような冷たさに襲おそわれる。指と爪つめの間に爪つま楊よう枝じを刺さしたような、鋭するどい刺し激げきが全身にある。眼球の裏側が異常に熱を帯びている。

　そうして、目の前の男との距きよ離りが絶望的に広がる。まるで地球の裏側にいるみたいだ。これほど離はなれている人間に、共感は何一つ持てやしない。

　だから、ああ、俺おれはどこまでも残ざん酷こくになれそうだ。

　尾オ張バリジョージは、ホロスクリーンに触ふれる。すると彼かれは、巨きよ大だいな一つ目のモンスター──サイクロプスの姿をした〈CSWシーエスダブリユー〉に変身した。〈MP〉『66,371,000』は、相変わらず俺おれもマリーも倒たおせない数字だ。

　棍こん棒ぼうの〈レゾンデートル〉を俺おれに向ける。

「お前らは絶対に〈USWユーエスダブリユー〉になるんじゃねえぞ。口先一つ動かすことを許さねえ。何か喋しやべっただけで、如月キサラギリリカは元通り帰ってこないと思え」

　そうして、サイクロプスは言った。

「さあ、正義の執しつ行こうだ」

　──はは。

　内心、嘲あざ笑わらう。

　思い上がるな。

　正義は、九ク曜ヨウマリーがいる、こちらにある。

「……おい」

　ようやく気付いたサイクロプスは、大きな一つ目を細める。

「九・曜・マ・リ・ー・は・ど・こ・に・消・え・た・？」







　秘密基地で状じよう況きようをマリーに説明しているときだ。怒いかりで歯をガチガチとさせていたユウスケが突とつ然ぜん口を開いた。

「考えたんだけど、僕ぼくだけでなく、マリーにも〈Invisibleインビジブル〉を持たせるべきだと思うんだ。このアプリのインストーラーを僕ぼくは持ってるから、それができる」

　なるほど、この違い法ほうアプリを使えるのは、ユウスケだけではないのか。と考えつつも、俺おれはすぐ首を振ふった。

「それはダメだろう。それではマリーさんが犯罪者になってしまう。仮に俺おれたちが敗北することがあっても、マリーさんが〈パノプティコン〉から消えることだけは、絶対にあってはならない」

〈NineSKナインエスケー〉は九ク曜ヨウマリーを護まもるための組織だ。その前提を破ることになる。

　しかし、ユウスケは言った、

「たぶん大だい丈じよう夫ぶだ。違い法ほうアプリを使った証しよう拠こを、複ふく垢あかの方になすりつけることで消すことがマリーはできる。そうだよね？」

　まさかそんなわけが、と思ったが、マリーはあっさりと頷うなずいた。

「現行犯で見つかって逮たい捕ほされたりしたらダメだけど……証しよう拠こは消せる」

　マリーは噓うそを吐つけない人間だ。そのマリーが言うのだから、間ま違ちがいないのだろう。

　俺おれは腕うでを組みしばらく考え、最終的には頷うなずく。

「分かった。なら、安全に十分配はい慮りよして、作戦に組くみ込こんでみよう」







　アプリ〈Invisibleインビジブル〉を起動したマリーは、尾オ張バリジョージにも、当然俺おれにも視し認にんできなくなる。〈Invisibleインビジブル〉はその姿を見えなくさせるだけでなく、サーモグラフィーも感知できなくさせ、足音も搔き消す。軽犯罪から凶きよう悪あく犯罪まで、いくらでも悪用できそうな特性は、さすが第一級違い法ほうアプリというところだ。

「──ぐ」

　尾オ張バリジョージの〈Ymoワイエムオー〉が振しん動どうした。透とう明めいなまま〈USWユーエスダブリユー〉になったマリーが、脚あしから伸のびているその刃はを突つき刺さしたのだろう。一秒間のスタン状態にすることに成功すると、彼かれがポケットに入れていた、二つのスマホがすぐさま宙に浮ういた。指示通り、マリーがジョージとリリカのスマホを奪うばい取とることに成功したのだろう。これで尾オ張バリジョージは、リリカを監かん禁きんしている別グループに指示ができない。

　しかし、サイクロプスは口を開けて笑い、その牙きばを見せる。

「バカが！　誰だれがこのスマホで連れん絡らくすると言った！　わざわざお前らに見せつけたのは、フェイクだからだよ！　お前らは約束を破った。残念ながらもう如月キサラギリリカは終わりだ！」

　サイクロプスはヨータに顔を向ける。

「ヨータ、頼──なっ！」

　サイクロプスが声を上げるよりも前に、俺おれはヨータのもとに駆かけ出だしていた。

　傷だらけのボウリングレーンを一気に駆かけ抜ぬける。あまりに素す早ばやい行動にヨータは驚おどろき対応できない。

「分かっていたよ。連れん絡らくする手段の本命は、ノートパソコンだってね」

　走る勢いを止めることなく、キーボードを押おされる前に、ノートパソコンを蹴けり飛ばし破は壊かいした。躊ちゆう躇ちよのない破は壊かいを前に、ヨータが怯ひるんだのを感じ取る。

〈パノプティコン〉内で、〈CSWシーエスダブリユー〉に〈レゾンデートル〉以外で攻こう撃げきするのは、強制ログアウトになる行こう為いだ。しかし、俺おれによって〈RELEASEリリース〉アカウントを失ったヨータは、〈CSWシーエスダブリユー〉ではもちろんない。一いつ般ぱん人じんだ。

　いくら痛めつけようが、ペナルティはない。

　俺おれはアンクルパンツの内側に潜ひそませていた改造スタンガンを取り出し、ヨータの首筋に当てる。

「ぐ、ぎぃ！」

　悶もん絶ぜつし、ヨータは倒たおれ、意識を失った。

「気絶するほどの電流だ。もしかしたら後こう遺い症しようが残るかもね。でも、罪悪感はないよ。それだけのことを君たちはしただろう？　信しん賞しよう必ひつ罰ばつというやつだよ」

　倒たおれたヨータの頭を意識的に踏ふみ付つけ、俺おれは吐はき捨すてる。

「これで連れん絡らく手段は消えた。俺おれたちがどう動こうと、君たちをどう扱あつかおうと、リリカには影えい響きようない」

「……確かにな」

　ヨータがやられたことへの最低限の動どう揺ようはあるようだが、サイクロプスはふてぶてしい態度を変えない。

「変わらねえ。お前らも、如月キサラギリリカも、人生が破は壊かいされるという未来はそのまま変わらない」

　どういう意味かと、サイクロプスの一つ目を睨にらみ付つける。

「はは、つまりだな、端はなっから如月キサラギリリカの運命は決まってるってことだ。こちらから連れん絡らくがない場合、時間が来たら襲おそうように初めから取り付けてるんだよ。恩情を掛かける気なんてさらさらなかった」

「酷ひどい……」

　マリーの声が聞こえた。どうやら〈Invisibleインビジブル〉は、出した声までは消してくれないらしい。

　我を忘れそうになるが、息を大きく吐はいて冷静さを取とり戻もどす。大だい丈じよう夫ぶだ、少なくとも連れん絡らく手段を断たつことには成功した。時じ間かん稼かせぎができたことに意味はあるのだ。

「そしてお前らの運命も変わらない。なぜって、お前らの〈MP〉では、俺おれは倒たおせないからな。ま、相打ち覚かく悟ごでそのスタンガンを俺おれに使うくらいはできるが、もう種がバレたスタンガンより、この〈レゾンデートル〉がお前を倒たおす確率の方が断然上だろう。それに、これは勘かんだが、お前みたいな奴やつは、自分が強制ログアウトで終わることになる手段を選せん択たくするとは思えない」

　確かにそのつもりはない。

「第三者を呼ぶって手段も使えねえ。だって今九ク曜ヨウマリーが消えてるのは、違い法ほうアプリを使っているからだろう？　警察に通報されたら、現行犯で豚ぶた箱ばこ入りだ」

　確かに第三者を呼ぶこともできない。

　俺おれはとりあえず、はったりを口にする。

「忘れているのかな？　マリーさんは時価総額を上げることができるんだ」

「はっ、忘れるわけねえだろ。俺おれはな、あのときお前らにやられた仕打ちが、頭にこびり付いて離はなれねえんだ。寝ねても覚めてもお前らのことを考えている。もう恋こいだな。ああ、恋こいだ。だがおかげで気付いた。もしあのとき、九ク曜ヨウマリーの〈MP〉が俺おれを超こえたのなら、お前は俺おれを確実にその場で倒たおしただろう。何があっても俺おれを逃にがすような真ま似ねはしなかっただろう。お前はそういう奴やつだ。だが舌先三寸で逃にがした。つまり、九ク曜ヨウマリーの〈MP〉は上じよう昇しようはするが、俺おれの〈MP〉までには達しないんだ。どうだ？　合っているだろう？」

　まさか、ここまで読まれているとは思わなかった。これでは見えないマリーの攻こう撃げきも、脅きよう威いではなくなる。

「繰くり返かえす。お前たちに俺おれを倒たおす手段はない」

　認めよう。尾オ張バリジョージは時価総額6637.1万円に達しているに値あたいするだけの難敵だ。

　俺おれはそんな彼かれを前に何も答えず、ホロスクリーンを表示させる。メニュー画面に『〈USWユーエスダブリユー〉になりますか？』と書かれている。俺おれは『はい』を選ぶ。

　光に包まれると、私服姿から、すっかり馴な染じんだ〈USWユーエスダブリユー〉の姿になる。光こう沢たくのある機械的なスーツに、羽のように装着された二丁のライフル銃じゆうの〈レゾンデートル〉。

「何のつもりだ？」

　俺おれの〈MP〉は『57,927,000』であり、〈USWユーエスダブリユー〉になったところで尾オ張バリジョージに勝てるわけではない。彼かれが疑問を口にしたのはそのせいだろう。

　確かにロジックとしては意味が無い。言ってみれば、俺おれの感情のスイッチを入れただけだ。

　残ざん虐ぎやく性のスイッチを。

「俺おれの〈MP〉では君を倒たおせない。しかも直接手を下せば強制ログアウトだ。そしてご覧の通り、俺おれたちは君に従うつもりなんてない。なら俺おれはどうするつもりだと思う？」

「また口先だけで、逃にげ切きろうとしているのか？」

「逃にげる？」

　俺おれは小さく「ふふ」と笑う。

「どうもそれが君の欠点のようだね。いつも想像が楽観的に留まっている。最悪を想定する癖くせがない。……逆にこう考えてみたらどうだろう？　もし君が仲間を人ひと質じちに取られ、自身も暴力に晒さらされようとしているとする。直接手を出すことも、〈レゾンデートル〉で倒たおすこともできない。なら、君はどうする？　黙だまってやられるかい？」

「……んなわけねえ」

　言いながら、サイクロプスの顔には警けい戒かい心が生まれている。

「そうだろう？　なんとかして刃は向むかおうとするだろう？」

「……けれどお前は失敗した。連れん絡らく手段を断たつことには成功したが、俺おれは万が一に備えて、事前に対策していた」

「それを俺おれは先読みしていた、としたら？」

　サイクロプスは大きな口を真一文字に結ぶ。

「だから俺おれは、ユウスケを別グループへと向かわせた」

「やっぱり逃にげたというのは噓うそだったのか。息を吐はくように噓うそを吐つく奴やつだ。そんな奴やつは少なくとも正義ではないな」

　はっ、言っていろ、九ク曜ヨウマリーがいる以上、こちらが正義だ。

「写真なんて送ってくれるものだから、場所の特定は楽だったよ。何せこちらは元々、戦いの場になるカスミシティの中心街を調べ尽つくしていた。その中でも悪事ができそうなきな臭くさい場所は、すべて天球カメラで３６０度の写真を撮とり、データベース化していた。だから検けん索さくしたら、すぐに引っかかったよ。リリカが監かん禁きんされているのは、イノウエビルの地下一階だろう？」

　正解であることは顔色を見れば分かる。

「そちらはユウスケが今いま頃ごろ解決しているだろう」

「……あんな凡ぼん人じんに、何ができるものかよ」

「分かっていないね。二ニノ宮ミヤユウスケは九ク曜ヨウマリーに特とく別べつ扱あつかいされている人間だ。彼かの女じよが交際を認めてる人間だ。それがどれだけの特別なことか」

　それには彼かれは納なつ得とくしていないようだった。俺おれはやれやれと首を振ふる。

「とにかく俺おれは、ユウスケがリリカを助け出してくれると確信している。なら、なぜまんまとここに来たか？　その理由は二つだ。一つは、君を無視することで、リリカに手を出す命令を君がするのを防ぐためだ。ユウスケがリリカの元に駆かけつけるより早い時点でそれをされては困るからね。これは見ての通り成功した。そしてもう一つ。これは俺おれの態度で分かるよね？」

　ライフルを手に取り、引き金に指を掛かける。

「舐なめたことをしてくれた君を、再起不能にするためだよ」

　引き金を引く。

　弾だん丸がんは、サイクロプスの尖とがった耳を横切る。

　明らかな挑ちよう発はつを前にしても、サイクロプスは怒おこることもできず、立たち尽つくしている。

「さあ、君だったらどうする？　直接手を出せず、〈レゾンデートル〉の攻こう撃げきも無意味な人間を、どうやって再起不能にする？　どうやって命いのち乞ごいをさせる？　どうやって精神を破は壊かいする？」
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「……そんな手段はねえよ」

「思考停止かな？　良くないことだね。……一つヒントを教えよう。直接手を出せないなら、直接手を下さなくても済む攻こう撃げきをすればいい。……うん。もう、臭においは漂ただよっているね。興奮していて気付けなかったのかな？」

「……あ？」

　すっかり自信の揺ゆらいだ顔で、サイクロプスは鼻を動かす。その表情を見る限り、その臭においの正体が分かっても、まだその意味を理解してはいないようだ。

「こうは思わなかったかい？　俺おれたちが入り口にやってきてから、この七階にたどり着くまで、必要以上に時間が掛かかったと。そう、俺おれたちは準備をしてきたんだ。特にね、三階の階段に防炎シートをかぶせるのが大変だったよ」

「……何をしたって言うんだ？」

　その質問をした時点で、もう完全に主導権はこちらに移行したようなものだ。

「ああ……シートで防ぎきれなくなった煙けむりももう、この七階まで入ってきたようだね」

「質問に答えろ！」

　手を広げて肩をすくめる。

「もう分かっているはずだろう？」

「……いや、」かわいそうに、露ろ骨こつなまでに顔を青ざめさせている。「いやいやいや、さすがにあり得ねえ。そこまでするなんて狂くるってる！」

「狂くるってる、ねえ」

　小さく笑う。

「今さらじゃないかな？　そもそも俺おれたちのことを君たちはこう呼んでいたじゃないか？」

　俺おれは言う。

「快楽殺人者集団〈NineSKナインエスケー〉」

　サイクロプスは一つ目を見開き、首を振ふって後ずさる。もうその目には恐きよう怖ふが宿っている。

　しかし、今さら後こう悔かいしても遅おそいのだ。

「俺おれはね、それなりの覚かく悟ごを決めてきたんだ。その覚かく悟ごとは」

　また俺おれはライフルを構える。




「君・た・ち・を・焼・死・さ・せ・る・覚・悟・だ・」




　今度は外さず、サイクロプスの目の上を撃うち抜ぬく。

「まさか」

　急所に当たり、スタン状態になったはずだが、そんなことを気にしている余よ裕ゆうさえないようだった。

「俺おれたちを焼しよう死しさせるため。そのために」

　すっかり上ずった声で、言う。

「ビ・ル・ご・と・燃・や・し・た・の・か・？」

「ご名答」

　俺おれはこのビルに入ってすぐ、持もち込こんだ灯油をばらまき、火を付けた。すぐ気付かれては、彼かれらに反はん抗こうと見なされ連れん絡らくされる恐おそれがあったため、煙けむりが直ちに広がるのを防ぐ必要があった。そのため、防炎シートを三階の階段の前に取り付けてきたのだ。もちろん防炎シート程度で、炎ほのおが広がるのを完全に塞ふさげるわけはない。

「もう一階から三階は火の海だろう。これから急いで逃にげても、一酸化中毒で倒たおれるだけさ。もちろん、証しよう拠こを残すようなヘマもしていない。そもそも昔から放火は、証しよう拠こを消すための最も効率的な手段だしね。例えば焼しよう死し体たいは、性別どころか年ねん齢れいも特定が難しい。歯の治ち療りよう痕こんで特定するぐらいしか方法がない」

「お。お前らはどうするんだ！　お前らだって、逃にげられないだろ！」

「脱だつ出しゆつ経路は確保しているよ。もちろん俺おれたちだけが利用可能なもので、定員は三人だ。気絶したそこの彼かれは、こうした責任もあるので連れて行ってあげるけれど、君はもちろん連れていかないよ」

「……う、うう……！」

　頭を抱かかえたが、ハッと顔を上げた。

「……そうだ！　消防車が来るだろ！　これだけの大規模な火事なら誰だれかが気付いて通報する！　……はは、そうだ！　そうだよ！　ま、また口車で騙だましやがって！」

「来るかもしれないけれど、可能性は低いかな？」

「そ、そんなわけないだろうが。ここは国道沿いだ。誰だれかが気付いて通報するに決まってる！」

「やれやれ。なら、このビルの情報をＡＲマップブラウザで見てごらん」

　サイクロプスは焦あせった表情で、言われるがまま、ホロデバイスを表示させる。

　そこにはこのビルの情報が載のっているはずだ。その情報は、ブラウザを運営しているGGmicroジージーマイクロ社に金を払はらえば、誰だれでも掲けい載さいさせることができる。例えばセール中の店なら、ＰＯＰ広告を掲けい載さいすることができる。

　俺おれは事前に、トロイプログラムを仕し込こんだパソコンを遠えん隔かく操作して、ある偽にせの情報を載のせるよう申しん請せいしていた。

「映画撮さつ影えい中……？」

　サイクロプスは、さらに文字を指でクリックする。

「ビル炎えん上じようシーン撮さつ影えい中……だと」

　ポカンとしている彼かれに、俺おれは説明してやる。

「つまりね、火災を見つけた人も、撮さつ影えいだと思おもい込こんで通報はしないってことだ。もちろん、いくらほぼすべての人間がＡＲデバイスを装着しているカスミシティとはいえ、ＡＲ情報に気付かず、通報する人はいるかもしれない。撮さつ影えいを噓うそだと見み抜ぬいた賢かしこい人が奇き蹟せき的にいて、通報するかもしれない。けれど、君はその低い確率に人生を賭かけられるかい？　……んん？　そうだ！　そもそも人に頼たよらずに、君が通報すればいいじゃないか！　……ああ、でも残念。そもそも──」

　透とう明めいになっているマリーが持っていた二つのスマホを、奪うばい取とるように手に取る。

　壊こわれたノートパソコンにわざとらしく視線を流す。

「君の連れん絡らく手段はもうないんだったね！　あはは！」

「あ、」

　サイクロプスは膝ひざから崩くずれ落おちる。黒い煙けむりは、もう目に見えてこのボーリング場に広がっている。

「あああ」

　思わず〈CSWシーエスダブリユー〉を解除したのか、尾オ張バリジョージは人間の姿に戻もどる。頭を抱かかえて、汚きたならしい涙なみだを鼻水と一いつ緒しよに流している。……まったく、その姿には嫌けん悪お感しかない。

　俺おれは彼かれに近寄ると、髪かみを鷲わし摑づかみにする。ダラダラと水分を垂れ流している締しまりのない顔を上げさせる。俺おれを見る目には、わずかに情けを期待する色と、ほとんど諦てい観かんしている色が見える。当然正解は後者だ。

　顎あごを摑つかみ、口を無理矢理開けさせる。

　その口の中にライフル銃じゆうを突つっ込こむ。

「う、ええ……」

「存分に後こう悔かいしろ、誰だれを敵に回してしまったかその小さい脳みそで考えろ」

〈レゾンデートル〉の銃じゆうで撃うち抜ぬいても、痛みがあるわけではない。しかし、耳元で鳴る銃じゆう声せいは、本物のそれだ。

「お前はもうすぐ死ぬ」

　撃うつ。──バァン！

　撃うつ。──バァン！

　撃うつ。──バァン！

　撃うつ。──バァン！

　撃うつ。──バァン！

「後こう悔かいの中、煙けむに巻まかれ、骨まで焼かれ、苦しんで死ね」

　口から銃じゆうを引ひき剝はがす。

　髪かみから手を離はなすと、尾オ張バリジョージはそのままぐたりと脱だつ力りよくする。失禁していた。

　思わず舌打ちをすると、人が近づいた感覚がした。

「聞いてない」

　マリーが〈Invisibleインビジブル〉を解いて姿を現した。俺おれをじっと凝ぎよう視ししている。

「脅おどすだけだって私は聞いた。最終的に助けるって聞いた」

　こんな状じよう況きようだってのに、その蒼あおい瞳ひとみに俺おれは見とれてしまっている。

「正直に言ったらマリーさんは止めるからね」

　本来無表情のマリーが、目をつり上げる。

「もう脅おどしとしては十分。この人たちはもう刃は向むかったりしない」

「マリーさん。すでに火は付けてしまったんだよ？」

「ヘリコプターにこの人も乗せればいい」

「ああ、せっかく黙だまっていたのに、言ってしまうんだね」

　そう、俺おれたちの脱だつ出しゆつ手段は、屋上からヘリコプターで脱だつ出しゆつすることだった。〈RELEASEリリース〉の利点の一つは、一いつ介かいの中学生が、プライベートヘリを持っているような大人と知り合えることだ。

「これから来るロビンソン式Ｒ44Ⅱ型の定員は、運転手を入れて四人だよ」

「緊きん急きゆう事態だと言えば、きっと乗せてくれる」

「タクシーじゃあるまいし、ヘリに余計な人数を乗せることはできない」

「長い距きよ離りを飛ぶわけじゃない。すぐその辺に着陸するなら、きっとできるはず」

「仮にできたとして、なぜそんなことをしなければならない？　彼かれがリリカにどんな酷ひどいことをしたか知っているだろう？　マリーさんは許せるのかい？」

「許せない」

　即そく答とうだった。

「それでも、この人を殺していい理由にはならない」

　マリーは、はっきりと言い放つ。




「私は、目の前にいる人間は、みんな助けたい」

「君のそういうところが、俺おれは本当に嫌きらいだ」




　マリーは俺おれの暴言に、目を丸くした。

　無理もない。俺おれはマリーをユウスケ以上に信しん仰こうしている。そして、他でもないマリーも、それを知っている。

　けれど、これだけは黙だまっていられなかった。

　この思考が、マリーをいずれ滅ほろぼすことを、理解しているからだ。

　……いや、もしかしたらもう、手て遅おくれなのかもしれない。

「……とにかく、君と、今後の俺おれたちのために、こいつは見捨てる。何、必要があって過か剰じように脅おどしたけれど、運が良ければ生き残るよ」

　口くちの端はを曲げた俺おれを見て、マリーは首を振ふる。俺おれにさらに詰つめ寄より、つま先立ちをして、襟えり首くびを摑つかむ。

「カナタ君、あなたは！」

　心底悲しそうに。

「こんなことをして、あなたの良心が耐たえられるわけない。どこまで、自分を蔑ないがしろにすれば気が済むの！」

　──自分を蔑ないがしろに？

　それはまるっきり、マリーのことじゃないか。鏡に向かって言って欲ほしいものだ。

　けれど、こんな状じよう況きようだというのに、思わず頰ほおが緩ゆるんでしまった。

　だって──

「久しぶりに、名前を呼んでくれたね」

　それが、本当にうれしかったから。

　思わず、心臓が潰つぶれてしまいそうなほどに。

　おかげで、張はり詰つめていたものが切れてしまった。体中の力が抜ぬけ、座すわり込こんでしまった。ビルを全体を包みつつある黒い煙けむりに吞のまれたように、心の中に罪悪感が割って入ってきて、苦しい。

　だからたぶん俺おれはもう、マリーに従ってしまうのだろう。

　マリーの顔を見上げる。

　かつて、ずっと隣となりで見ていた顔と、本当に久しぶりに真っ正面から向き合う。

「二年ぶりだ。そう呼んでくれたのは」

　マリーは唇くちびるを結ぶ。

「二年前、どうして消えてしまったんだよ、マ・リ・ー・。ようやく君を見つけた俺おれを、どうして無視するんだよ」

「それは」

「……ああ、いや、何となくは分かっているんだ。マリーは、あの頃ころと同じように、他人のためだけに動いているんだよね？」

　あの頃ころ、誰だれよりも明るかった幼おさな馴な染じみの彼かの女じよは、感情を消したフリをして、どこまでも利他的に戦い続けている。

　かつての自分なんて、存在しないかのように振ふる舞まっている。

「戻もどってきてよ、マリー」

　マリーは俺おれの懇こん願がんに、目を伏ふせる。

　返ってくる答えは分かっているつもりだ。

「無理」

　ゆっくり首を振ふる。

「だって私はもう、人間じゃないから。カナタ君と、思い出を作っていくことはできないから。……分かって、カナタ君」

　その作った無表情でない、心から悲しんでいる表情は、僕ぼくが昔からよく知っている少女のものだった。
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　ラララ。

　ラララ。

　ラララ。

　心を水すい滴てき一つ残さずに搾しぼり取とったような感覚だ。

　初めは怒いかり狂くるっていた。呼吸をするのさえ、息が強きよう烈れつな熱を帯びていて痛かった。けれど、怒いかり続けるにもエネルギーが必要なようで、突とつ如じよ感情にポッカリと穴が開いた。おかげで今は、普ふ通つうに思考ができている。しかしこれは、冷静さとは正反対の動の感情だ。不快な脳内物質に支配されながら、身動きできず、ただひたすらに破は壊かい衝しよう動どうを抱かかえている。それはなぜか、歌い出したい気分に似ていた。ラララ。

〈パノプティコン〉では人の姿にモザイクが掛かかるが、そんなことをしなくても世界のすべてがモザイク越ごしだった。ぐちゃぐちゃのモノクロの街を早歩きで、目的地に向かう。深夜にぽつりとぽつりと街にいる人々には、時価総額である数字が表示されている。０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９。落第者と優ゆう越えつ種を区別する数字。価値。

　もはや僕ぼくは、この街に何も期待しちゃいない。




　イノウエビルにたどり着くと、アプリ〈Invisibleインビジブル〉を起動する。コンクリートの階段を下りて、塗と装そうの剝はげた地下一階の鉄の扉とびらを開く。四〇平米ほどの広さの簡素な部屋には、犯人たちが持もち込こんだのであろうコンビニの袋ふくろや適当な飲食物がある程度で、特に目立つものはない。

　部屋には花束のような香こう水すいの匂においが満ちていた。リリカは、部屋の端はしで手て錠じように繫つながれ、折れたクラシックギターの側で下着姿で転がっていた。現実を拒きよ絶ぜつするかのように、意識を失っていた。

　特に何をしているわけでもなく、床ゆかに寝ね転ころぶ男二人と、女一人がいた。時価総額は全員が、百万以下の落ちこぼれだ。イノウエビルの地下一階のこの部屋は、〈パノプティコン〉の外で、人にモザイクは掛かかっていない。そのはずだが、僕ぼくの脳みそはどうやら現在干ひ涸かららびているようで、犯人たちを適当にしか認にん識しきさせてくれない。

〈Invisibleインビジブル〉は役に立たなかった。男の一人がＡＲモードを起動していなかったようで、扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、僕ぼくに気付いたからだ。男が他の奴やつらに声を掛かけ、残り二人もＡＲモードを解き、僕ぼくを認にん識しきした。無む駄だなので、〈Invisibleインビジブル〉を解除した。

　彼かれらは僕ぼくへ明らかな敵意を向けていた。いきなり怒ど号ごう交じりに叫さけんでいた。三人の会話を要約すると、僕ぼくはリリカをたぶらかした重罪人なのだそうだ。意味が分からないが、分かる気もない。

　僕ぼくへの怒いかりからか、三人は平然と凶きよう器きを出してきた。ナイフ、金属バット、あとはバールのようなもの（笑）。

　ああ、いや、さっさと凶きよう器きを持ったのは、僕ぼくがすでに両手にダガーを持っていたせいかもしれない。ダガーは〈レゾンデートル〉と同じ刀身で、柄え部分も同じ感かん触しよくで握にぎれる特注品だ。おかげでとても手に馴な染じんでいる。

　壁かべに背を付けて、大きく深呼吸をする。

　ダガーの刃は先さきを眺ながめながら、尋たずねる。

「ねえ、君たちは悪人？」

　僕ぼくの質問に、三人は顔を見合わせると、嘲ちよう笑しように近い声を上げた。どうやら僕ぼくが、悪人だと確かく認にんしなければ、抵てい抗こうできない弱よわ腰ごしの人間だとでも思ったようだ。

　……でもまあ、確かに愚ぐ問もんだった。そもそも僕ぼくは悪人を見み抜ぬける能力がある。だから、尋たずねるまでもなく分かっている。

　三人は悪人だ。

　溜ため息いきを吐ついた。異様にイライラしていた。──誰だれに？　自分に。結局、リリカがこんな目に遭あったのは、僕ぼくらが舐なめられていたからだと、こいつらの態度を見て分かった。

「もう、どうでもいい気分なんだ」

「取とり繕つくろっていた何もかも、終えてもいいって、そういう気分なんだ」

「だからさ、いいかな？　もう全部終わりにしてもさ」

　僕ぼくの脈みやく絡らくのない発言に、三人は怪け訝げんそうに、しかしバカにしたような顔をしている。クソむかつく。




　脳の奥おくからいつもの映像が掘ほり出だされる。

　いつかのタワーマンションの屋上での光景だ。そこから見下ろした極ごく彩さい色しきに可視化された死の光景だ。自殺志望者が、ぐらついた柵さくの上で強風に煽あおられ、死と向かい合い、脳にまで達した熱。理解不能だったので、どうせだったらと肯こう定てい的な名前を付けた感覚。

『勇気』

　いつも通り、それは頭の中でスパークし、頭をクリアにする。

　でも、これから先は、いつも通りではなかった。

　僕ぼくはマンションから落下した。

　強風に煽あおられ、バランスを崩くずし、無様に柵さくから落下した。これから重力に引きずられ、加速し、地面に叩たたきつけられるだろう。醜みにくい赤黒い肉にく片へんに成り下がり、他人に迷めい惑わくを掛かける、最低の終わりを迎むかえるのだろう。これが僕ぼくの未来。──未来？　落下途と中ちゆうの、死が確定している存在に、未来なんて言葉が適切か？　おこがましい言葉だ。こんなものはただの結果だ。当然の帰結だ。

『勇気』だって？

　我ながら大層な名前を付けたものだ。恐きよう怖ふ心さえも倫りん理り観さえも麻ま痺ひさせるそれの前に、狂くるわされ、なんでもできる気になっていた。何が、死ぬつもりならなんでもできる、だ。もう死が決定しているのだから、その表現は正しくない。じゃあこの熱は？　……ああ、そうだ、正体は明白だ。

　こんなもの、ただのこの街への『怒いかり』だ。

　いつでもこの屋上に行けるのではない。

　もう戻もどれない、だ。

　落下の途と中ちゆうであり、転落死の結果が待っている僕ぼくは、どうやっても死ぬ途と中ちゆうの場所に引ひき戻もどされてしまう。どうやっても離はなれられない。マリーはここから僕ぼくを引ひき剝はがそうとしてくれたが、救おうとしてくれたが、できなかった。

　僕ぼくは変われなかった。

　けれど今は、この『怒いかり』を利用させてもらおう。

　呪じゆ文もんを口にする。

「い・つ・で・も・死・ん・で・や・る・」




　金属バットを持った男が、壁かべに貼はり付ついている僕ぼくにニヤニヤした顔で近づいている。その目に、暴力を躊躇ためらう気持ちは見えない。さすが悪人と言ったところか。

　まるで手加減する気もなく、両手でバットを持ち、自分の頭の上まで振ふり上あげた。

　……はあ。

　頭まで振ふり上あげた？

　ねえ、バカじゃなかろうか？　何も分かっちゃいない。そんな大きいモーションの動きをしてしまえば隙すきだらけだ。

　──ぐちゅ。

　ところで後出しの言げん及きゆうで申し訳ないが、僕ぼくはカッパを着ている。

　なぜ？　分かりきった話だ。

　──悪人共の返り血を浴びる覚かく悟ごをしてきたからだ。

　悲鳴。

　耳をつんざく悲鳴。

　これまではっきりと声を聞き取れなかった僕ぼくだが、さすがに動物の鳴き声に酷こく似じしているそれは聞き取れた。

　僕ぼくは、バットを振ふり上あげた男の眼球に、ダガーを突つき立たてている。

　ラララ。

　ラララ。

　ラララ。

　まだ僕ぼくは、歌いたい気分だ。

　悲鳴を上げている男は、バットを落として、倒たおれ込こみ転げ回る。

　僕ぼくは同じ高さにかがんで、ささやく。

「死にたい」

　耳元にささやく。

「僕ぼくはね、死にたいんだ。だってさ、惨みじめじゃないか。こんな毎日いつもいつもいつも、自分が価値のない人間だって突つき付つけられたら、それはもう惨みじめで死にたくなるじゃないか。そんなことを思い続けているせいだろうね、どうやら僕ぼくは、価値がない人間はどうなってもいいと思ってしまっているらしい。死んでもいいと思っているらしい。最悪の思考の癖くせだね。でも、そのせいかな？」

　悲鳴を上げて、顔を押おさえている男の右みぎ肩かたに、ダガーを突つき刺さす。男はさらにうるさく鳴き声を上げる。

「おかげで君を攻こう撃げきすることに、何の抵てい抗こうもない。だって君は、価値のない悪人だ」

　残り二人の様子を見る。どうやらまだ事態を把は握あくし切れていなく、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている。

　この様子なら、まだ喋しやべる余よ裕ゆうがありそうだ。

　見えなくなったであろう潰つぶれた眼球に、顔を近づける。

「〈パノプティコン〉に来る人間は、『悪人』と、『悪人に巻まき込こまれた人』だそうだよ。君は悪人だけど、それは〈パノプティコン〉に来る前からそうなのか、それとも来た後にこうなったのか、どっちだろうね。でも、僕ぼくはユングからその話を聞いたとき、すぐに確信したよ」

　嘆なげく。

「悪・人・は・僕・だ・っ・て・」

　悪人を見み抜ぬけるのも、僕ぼくが悪人だからだろう。毎日鏡で、自分に浮うかび上あがっている悪の影かげを見ている。共通の影かげが浮うき出でている人間を見れば、悪人だと感覚で判断できる。

「僕ぼくのせいで、仲間たちが巻まき込こまれてしまった。リリカも、カナタも、戦う羽目になってしまった。結果リリカはこんな目に遭あった。本当に悲しいよ。責任を感じるよ。だから精せい一いつ杯ぱいみんなを助けよう思うんだ。でも僕ぼくは残念ながら、この時価総額を見ても分かるように、凡ぼん人じんだ。大して役に立たない。凡ぼん庸ような悪人は、凡ぼん庸ような悪人なりに、みんなの役に立つしかない」

　うめいている男の体にナイフを刺さす。

　刺さす。

　刺さす。

　刺さす刺さす刺さす。

　滅めつ多た刺ざしにする。

　鶏にわとりが絞しめ殺ころされるときに上げるような声を男は上げている。

「大だい丈じよう夫ぶ、安心してよ。ダガーっていうのは、殺傷力がそんなに高くないんだ。それに僕ぼくはこれでも医者志望だ。どこが急所かは理解している。そこは外しているから、そう簡単には死なないよ」

　カッパに付いた血を雑に払はらって、立ち上がる。

「まあ、滅め茶ちや苦く茶ちや痛いだろうけどね」

　そこで僕ぼくは、今喋しやべったことが意味が無くなったことを知った。男が気絶していたからだ。

　これまで呆ぼう然ぜんと僕ぼくの凶きよう行こうを見ていたもう一人の男が、ようやく怒いかりの表情を見せた。どうやら戦意喪そう失しつの方向にはいかなかったらしい。それを見た女も覚かく悟ごを決めたようで、バールを構える。

　男の方は、さすがにもう油断はしていないかったし、不必要にナイフを振ふり回まわすこともなかった。ただ心臓付近を目がけて、ナイフを何度も僕ぼくへと突つき刺さそうとしてきた。女もそれに合わせ、バールを振ふり下ろしていた。

　しかし、所しよ詮せんは素人しろうとの動きだった。

　ナイフとバールによる攻こう撃げきをスイングして避さける。見み極きわめ、ダガーで受け止める。起点である手ての甲こうと、手首を刺さし、怯ひるませる。隙すきを見て、腕うでを、脇わき腹ばらを、頰ほおを──上半身を中心にダガーで傷付ける。敢あえて致ち命めい傷しようを与あたえずに、二人を少しずつ傷付けていく。二人のその表情は、恐きよう怖ふと狼ろう狽ばいに支配されていく。男はなんで当たらねえなどと言って、だんだんとナイフでの攻こう撃げきが大おお雑ざつ把ぱになる。僕ぼくは指を狙ねらい撃うちして、男のナイフを落とさせる。慌あわてふためき、青ざめながら素す手でで殴なぐろうとする男の顔を、左手のダガーで貫つらぬく。頰ほおを貫かん通つうする。男は悲鳴を上げる。グロテスクな光景を見て、女は完全に心が折れた様子で、バールを落として震ふるえながら後ずさる。

　涙なみだを浮うかべ、頰ほおから流れる血を必死に押おさえている男に、僕ぼくは言う。

「九ク曜ヨウマリーの戦せん闘とう力は知っているよね？」

　もう戦意は喪そう失しつしているように見えたが、僕ぼくは男に、ダガーでの攻こう撃げきを続ける。肩かた、二にの腕うで、太ふと股もも、下腹、徐じよ々じよに刺さす箇か所しよを急所に近づけていく。出血は増え続け、男はもうやめてくれと懇こん願がんするが、やめる気はない。

「僕ぼくはマリーの彼かれ氏し……だった。この二ヶ月間毎日──本当にほぼ毎日マリーといた。毎日〈USWユーエスダブリユー〉のマリーと戦せん闘とう演習をし、鍛きたえ上あげた。はは、マリーは手加減なんてしてくれないから、酸素不足で倒たおれたりもしたよ。何もない僕ぼくは、〈NineSKナインエスケー〉で役に立てるよう、何かを身に付けなければならないと思っていたんだ。二ヶ月という期間は、一つのことに集中して取り組めば、意外なほど進歩できるみたいだね。ちょっとは才能もあったのかもしれない。正直、マリー以外にはもう戦せん闘とうで負ける気はしないよ。だからね、君たちのように、武術を特に学んでいるわけではない人間相手には、僕ぼくをどうすることもできない」

　男は涙なみだを流し始める。痛え痛えとうめいている。

　僕ぼくが真っ当な人間なら、罪悪感に負けて、つい手を止めてしまうのだろうか？　でも、僕ぼくは悪人なのでよく分からない。攻こう撃げきをやめない。

　男はやめてくれと懇こん願がんを続けている。女もやめてやめてと叫さけんでいる。

「きっとリリカもそうやって懇こん願がんしたよね。で、やめた？」

　男は返答できなかった。

　だから僕ぼくは、役に立たない男の喉のど元もとを突つき刺さした。悲鳴を出すこともできず、ヒューヒューとまぬけな音を出す。さきほどよりは少しばかりマシな音を出すようになったものだ。引ひき抜ぬくと、男はぐるんと眼球を回して白目になり、崩くずれ落おちた。

　女はそれを見て、逃にげ出だそうとした。ダガーは構造上、投とう擲てきにも向いている。僕ぼくはダガーを投げ、女の後頭部に当てる。硬かたい頭にダガーは突つき刺ささりはしなかったが、パックリと傷口を開ける。パニックになった女は、必死に手で血が流れるのを押おさえ込こもうとするが、頭というのは大げさに大量の血が流れるものなので、どんどんと女の手から血がこぼれ落ちていく。女はその血の量にさらにパニックなり、大きな悲鳴を上げる。耳をつんざくような高音が実に不快だ。

　僕ぼくは彼かの女じよの元に歩み寄り、残ったダガーを手のひらに刺さす。痛みに叫さけぶ女に吐はき捨すてる。

「うるさいよ」

　特にすごんだつもりはなかったが、女は手で口を塞ふさぎ、必死に声を押おし殺ころした。しかし、無理矢理声を止めたせいか、しゃっくりが出てしまう。僕ぼくがその音に不快そうに顔をしかめると、赦ゆるして赦ゆるして静かにひくっ！　しますからひくっ！　赦ゆるしてと首を横に振ふる。

「先に手を出したのはそちらだ。それは理解しているよね？　だから赦ゆるすつもりはないよ。どうしようかな？　女性の機能を使えなくしてしまおうかな？」

　ああああああああ、と首をさらに横に振ふる。

「でもね、僕ぼくも正当防衛からほど遠い暴力を振ふるってしまった。これを君たちが警察に訴うつたえてしまえば、僕ぼくは犯罪者だし、〈RELEASEリリース〉アカウントも失ってしまう。まあ、その場合、君たちもリリカにしたことがバレ、同じく犯罪者として捕つかまるのだけど、一矢報むくいたいなんてバカな考えでそうしてしまうかもしれないよね？　僕ぼくとしてはそれは防ぎたいところなんだ。だからさ、取引をしないか？　君に致ち命めい傷しようを負わさない代わりに、僕ぼくのことも訴うつたえない。どう？」

　今度は首を必死に縦に振ふる。さっきから動きが滑こつ稽けいで、少しだけ笑ってしまう。

「よし、じゃあ取引成立だ。もし、約束を破ったら……分かっているね？」

　首筋にダガーを押おし当あてる。刃はが肌はだに食くい込こみ、首に入った線から赤いものが漏もれる。

「塀へいの外に出たとき、僕ぼくは君たちを確実に殺しに行くよ」

　破らない絶対破らないから助けてたすけてたすけてと女は泣き喚わめく。

　首に押おし当あてていたダガーを離はなしながら、僕ぼくは舌打ちをする。

「うるさいと言ったはずなんだけどな」

　呟つぶやくと、女は僕ぼくにできるだけ声を聞かさないようにと体を丸めて、ごめんなさいごめんなさいと謝あやまり続けている。

　──十分か。

　実際は、もう一度襲おそおうと思うほどの執しゆう着ちやく心しんは僕ぼくにはない。三人の顔も名前も憶おぼえられる自信がない。確かに僕ぼくは怒おこってはいたが、それはこいつらにというより、自分の運命へ向けたものだった。

　戦せん闘とう力を見せつけ、恐きよう怖ふ心を植え付け脅きよう迫はくするというスタイルは、カナタのやり口を見習ったものだ。うまくできたかは分からないが、さすがにこんな目に遭あって、もう一度リリカに手を出すということはないだろう。

　それだけで、まあ、僕ぼくは十分だ。

　投げたナイフを拾っている最中に、「ん……」と吐と息いきが聞こえた。そちらを見る。

　リリカが目を覚ましていた。

　僕ぼくのことを好きだと言ってくれた女の子が、目を覚ましていた。

　ぼうっとした目で僕ぼくの姿を見つけると、そこに安あん堵どの色を見せる。しかし、香こう水すいの匂においが、鉄てつ錆さびのような臭においに搔かき消されていることで、すぐに部屋の異変に気付いたのだろう。眉まゆをひそめると、周りを見み渡わたす。そこには血だらけで倒たおれている人たちがいる。

　そして僕ぼくもまた、血にまみれている。

「ひっ！」

　状じよう況きようを理解したリリカは、恐きよう怖ふにまみれた顔で、僕ぼくに言う。




「人殺し……！」




　──そりゃ、そうだ。

　僕ぼくの本ほん性しようを知れば、こうなって当然だ。

　リリカは二度と、僕ぼくのことを好きとは言わないだろう。

　だから言っただろう？　僕ぼくはリリカに好かれるような人間じゃないって。

　自じ虐ぎやくの笑い声が漏もれる。何かすごくおかしくなってしまって、堪こらえきれなくなって、笑い声はどんどん大きくなっていく。

　だって、この一いつ瞬しゆんで、見み極きわめられるものかね？




「そうだね。僕ぼくは、人殺しだ」




　なぜ、カナタは安らぎの森で死体の側にいたか？

　あのときは冷静じゃないながらも、必死にごまかしたつもりだったが、カナタがあの場所にたどり着いた時点で、取とり繕つくろっても無意味だっただろう。

　カナタは、僕ぼくの正体を突つき止とめたから、あそこにいたのだ。




　カスミシティに現れた殺人鬼き〈グルメ〉。

　四人もの罪のない人間を殺した大悪人。

　マリーが──〈NineSKナインエスケー〉が──まず真っ先に倒たおすべき宿敵。




　それは僕ぼく、二ニノ宮ミヤユウスケだ。
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　　　　　１




　狭せまい、変かわり映ばえのしない箱庭のような世界にいた。しかしある日、九ク曜ヨウマリーの美しい蒼あおい瞳ひとみを見ていたふとした瞬しゆん間かん、世界とは自分の見ているこの場所だけでなく、多重に存在しているものであることを知った。

　マリーの目に映っているものは、明らかに俺おれのそれとは違ちがった。同じものを見ていても、マリーは優やさしさ溢あふれるその視点で、それを煌きらびやかで尊いものにしてしまう。どうやらマリーは、陽だまりのような温かい世界にいる。どんな出来事が起きても、幸せに結びつけられる性質を持っている。そして、自分がいつも幸せで溢あふれていて、それは貴重でも何でもないので、いくらでも他人に幸せを分わけ与あたえられる。

　俺おれもその世界の住人になりたい。

　そうやって憧あこがれただけ、本当にそれだけで、俺おれの世界は大きく変わった。風景は画素数が数万倍にでもなったかのように色鮮あざやかになり、あらゆるものが虹にじ色いろに美しく輝かがやき始めた。箱庭の壁かべは取とり払はらわれ、自由に飛び回れるようになり、物事をより深く洞どう察さつできるようになった。

　そのときからずっと、九ク曜ヨウマリーは、俺おれ、御ミ苑ソノカナタにとっての、信しん仰こう対象なのだ。







　幼おさな馴な染じみの九ク曜ヨウマリーという少女が特別だと気付いたのは、小学六年生の一一歳さいの頃ころだ。

　都内から交通アクセスは悪くないため、町外れには工場や倉庫が多く、仕事はあり貧びん乏ぼうではない田舎いなか町まち。周りが田んぼに囲まれたショッピングモールだけが娯ご楽らく場所である、どこにでもあるような関東の外れの街。急速な時代の変化について行けていない小学校では、ＡＲデバイスは学校にいる間だけではなく、プライベートでも完全禁止だった。そんな環かん境きようで俺おれたちは育った。

　公務員の両親がいるマリーの家庭は、家が他よりほんの少し大きい程度で、ごくごく普ふ通つうの家庭だった。ごく平へい凡ぼんな両親によって、一人っ子のマリーはとてもかわいがられて育った。

　マリーはいつも明るい女子だった。笑え顔がおを絶やさず活動的で、学校が終わると、楽しそうに色々な友達と遊んでいた。ポニーテールがひょこひょことよく揺ゆれていたのを憶おぼえている。分わけ隔へだてなく誰だれとでも仲良くしていて、みんなに好かれていたし、大たい抵ていの男子はちょっとした恋こい心ごころを抱だいていた。押おし付つけられて、よく学級委員長を任されていた。真面目で何にでも一いつ生しよう懸けん命めい取り組む姿勢から、教師にも好かれていた。勉強も運動も得意だったけれど、飛とび抜ぬけているほどではなかった。

　欠点らしい欠点も特になかった。敢あえて言えば、かなりの寂さびしがり屋で、一人でいることに耐たえられないことが欠点かもしれない。休み時間は必ずと言っていいほど友達とトイレに連れ立っていたし、沈ちん黙もくが苦手なのか、誰だれ相手でもずっと喋しやべり続けていた。

　俺おれは近所に住んでいたので、その寂さびしがり屋にはよく巻まき込こまれた。登校は一いつ緒しよの班で、下校も大体は一いつ緒しよに帰った。共働きであるマリーの両親が帰ってくるまで、ゲームをやったり、タブレットで動画を見たり、ビーズでアクセサリー作りをしたりした。マリーの女子友達の中に駆かり出だされることも多かったので、男子だけで遊ぶより、女子と遊んだことの方が多いかもしれない。夕飯を一いつ緒しよに食べることも多かったし、小学校低学年までは一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったこともある。

　たぶんお互たがい、家族以外で一番一いつ緒しよに時間を過ごした人間だろう。

　けれどそれぐらい一いつ緒しよに居ても、マリーが特別だということに俺おれは気付かないで過ごしていた。たぶん、近くに居すぎて、彼かの女じよのような人間が特とく殊しゆだと分からなかったのだろう。

　けれど、ある事件をきっかけに、俺おれはその認にん識しきを改めさせられた。

　ある男子がいた。そいつは粗そ野やな性格で、成績も悪く、不潔で、平気で噓うそを吐つき、クラスメイトから嫌きらわれていた。最初は仲良くしようとしたクラスメイトも離はなれ、クラスから孤こ立りつしていき、一人でいることが増えた。そんな男子に、マリーは毎日優やさしく声を掛かけていた。マリーはその男子に軽く殴なぐられたり、スカートをめくられたり嫌いやがらせをされたが、話し掛かけるのをやめなかった。俺おれも、マリーの友達も、そいつに関わるのはやめた方がいいと言った。しかしマリーは、その忠告に苦笑いをするだけで、そいつに関わるのをやめなかった。おかげで、マリーがその男子を好きなんて噂うわさも流れた。小学生だと軽くは受け流せない噂うわさだ。マリーは噂うわさをしっかり気にして落おち込こみながらも、その男子に関わり続けた。

　後に分かったことだが、男子は親に捨てられ、児童養護施し設せつに入れられたばかりだった。しかもその施し設せつでは虐ぎやく待たいが常習化していた。悪ガキだったそいつは、しょっちゅうスタッフから暴力を振ふるわれていた。それに反発するようにまた悪さを重ねて、また殴なぐられるという悪あく循じゆん環かんに陥おちいっていた。教師たち大人は、男子の様子から施し設せつに問題があるのではないかとは察していたが、証しよう拠こがないので深入りできずに、二の足を踏ふんでいた。それに、やっぱり大人たちも、むかつく悪ガキを本気で助けたいと思っていなかった。

　しかしマリーは、ただ一人、暴力の証しよう拠こを摑つかんでいた。その男子が隠かくしていた、服の下にある痣あざに気付いていた。人間不信になっていた男子も、ようやくただ一人親身になってくれるマリーを信しん頼らいし、自分がどういう目に遭あっているかを涙なみだながらに話した。

　事情を聞いたマリーはまず、俺おれたちクラスメイトを巻まき込こんだ。男子がどんな目に遭あっているかを学級会で伝えた。小学生など単純なもので、俺おれたちはすぐに男子の味方になり、全員で毎日のように施し設せつに乗のり込こんだ。その行動に大人たちも無視できなくなり、教師や市職員、児童相談所をも巻まき込こみ、結果的に虐ぎやく待たいを公おおやけにすることに成功し、事件を解決させた。

　俺おれたち小学生は、小学生なりに、大人には敵かなわないと無力さを感じているものだ。でも、マリーは正しいことを貫つらぬき通とおして、悪い大人を倒たおし、大きな事件を解決した。それは普ふ通つうのことでは到とう底ていなかった。

　その出来事があってようやく、俺おれはマリーが普ふ通つうの女の子ではないことに気付いた。それまであれだけ一いつ緒しよにいたのに、このときようやくだ。

　教師に褒ほめられ、クラスメイトに褒ほめられても、マリーは得意気になることもなかった。「当然のことをしただけよ」と言うだけだった。

　そんなマリーの蒼あおい瞳ひとみを覗のぞき込こんだときだ。俺おれにはかつてない衝しよう撃げきが走り、彼かの女じよが自分とまったく別の世界に生きていることを理解した。彼かの女じよの美しい世界が、わずかだが垣かい間ま見みえたのだ。

　そうして、同い年の彼かの女じよを信しん仰こうし始めた。

　それから俺おれは、マリーのようになりたくて付きまとった。少しの時間も無む駄だにしないと、これまでからかわれるのが嫌いやで一いつ緒しよに居ないようにしていた学校でも、気にせず付きまとった。子供なりに、マリーの世界を知ることこそ、これからの人生において何より重要なことだと理解していた。

　マリーは戸と惑まどっていた。突とつ然ぜん幼おさな馴な染じみが尊敬の念を抱だいて、褒ほめ称たたえるようになったら、そりゃあ気持ち悪いだろう。けれど、俺おれに悪意がないことも分かっていたから、マリーは拒きよ絶ぜつできなかった。




　しかし、そうすぐ立派な人間になれるものではない。性格は気弱で泣き虫なままで、中学一年でぐんと身長が伸のびるまでは背が低いこともあって、俺おれはいじめられがちだった。今思うと、人気者であるマリーと仲良くしていたことで受けていたやっかみも、いじめの原因だったかもしれない。

　その日も原因はなんてことないものだったから忘れたが、いじめられて校庭の隅すみで泣いていた。マリーは、すぐに俺おれを見つけて、慰なぐさめるように優やさしく頭を撫なでてくれた。膝ひざを抱かかえて正面に座すわって、俺おれの目をじっと覗のぞき込こんだ。

「私だって、いつまでもカナタ君を助けるために、駆かけつけられるわけじゃないのよ？　私はどこかにいなくなっちゃうかもしれないのよ？」

　想像できずに、首を傾かしげた。これまでずっと一いつ緒しよだった俺おれは、別れるなんてことを考えたことがなかったのだ。

「例えば引ひっ越こしちゃうかもしれない」

「引ひっ越こす予定があるの？」

「例えばだってば！　……それにね、中学は一いつ緒しよの公立中学だろうけど、高校は別々になるかもしれない。お互たがい仲の良いい友達ができて、こんなに一いつ緒しよに居なくなるかもしれない。カナタ君に彼かの女じよができて、私のことなんてすっかり忘れちゃうかもしれない」

「マリーのことを忘れたりしない！」

「どうかな？　ずっと仲良いままの、男子と女子の幼おさな馴な染じみなんて、私は聞いたことないな。離はなれないでいるには、それこそ結けつ婚こんでもするしかないんじゃないかな？」

「だったら俺おれと結けつこ──」

　と、自分が何を言おうとしたか気付いて、口を塞ふさぎ、耳まで熱くする。

　マリーもまた目を丸くして、頰ほおを朱しゆに染めていた。

「あ、あはは。……それにね、カナタ君。たとえ離はなれなかったとしても、いつまでもカナタ君を助けられないんだと思うよ。私は女の子だから、そのうち男子には勝てなくなっちゃうんだ。……悔くやしいけど、きっとそうなんだ」

　言って、マリーは悲しそうに笑った。マリーはきっと、自分ができることの限界を、いつでも考えていたのだろう。

　けれど、そんな想像をしたこともない俺おれは、子供らしい無根こん拠きよな自信で胸を張った。

「だったら俺おれが助けられるようになる！　マリーが助けようとしている人だけじゃなくて、マリーも助ける！」

「ふふ、泣き虫のカナタ君にできるかな？」

「できる！　今みたいにすぐ泣いたりしない。冷れい酷こくに、でも正しいことをするカッコイイ男になるんだ！　マリーを苦しめるものを全部倒たおすんだ！」

　俺おれは当時、流行していたマンガのセリフをパクって、口にする。

「俺おれは、いついかなるときも九ク曜ヨウマリーの剣けんになり、いついかなるときも九ク曜ヨウマリーの盾たてとなる」

　拳こぶしを差し出すと、マリーは口元を緩ゆるませながら、拳こぶしを合わせてくれた。

「期待してるよ。私が困っていたら、カナタ君が助けに来てね」




　別れ。

　いつかはやってくるかもしれないと話していた別れ。

　その別れは、俺おれたちが想定もしていない速度でやってきた。

　マリーを助けると約束をした一ヶ月後、小学六年の夏休み。家族旅行でカスミシティに行ったマリーは、それからこの田舎いなか町まちに二度と帰ってくることはなかった。

　マリーの葬そう式しきは、奇き妙みような雰ふん囲い気きの中行われた。何度もする卒業式の予行練習のような、悲しみのない形式だけしっかりした式だった。マリーが死んだという実感があるものは少なく、泣く者は少なかった。俺おれもまた、この会は一体何なのだろうという気持ちで、マリーの笑え顔がおの遺い影えいを見て、終始ぼうっとしていた。

　告別式には同じ学年の生徒九二名全員が参加した。棺かん桶おけの中には、色鮮あざやかな花、友達との写真に寄せ書き、マリーが好きだったドクトルペッパーのペットボトルなどが入れられた。白しろ装しよう束ぞくのマリーの遺体はなかった。その理由は、カスミシティ駅で鉄道事故に遭あったマリーの遺体は、とても見せられるものではない、という理由だった。

　葬そう式しき後、憔しよう悴すいしきったマリーの両親の元に押おしかけ、いきさつを聞いた。家族でＡＲデバイスをレンタルし、カスミシティの中心街で遊んでいたところ、マリーが行方ゆくえをくらませた。その翌日、警察から電車との接せつ触しよく事故を知らされた。そういう話だった。

　つらい思い出を抱かかえたくなかったのかもしれない。葬そう式しき後すぐ、マリーの両親は夜よ逃にげ同然に引ひっ越こしていった。

　ネットで九ク曜ヨウマリーの名前を検けん索さくすると、トップには鉄道事故についてのニュースが引っかかった。カスミシティの地域に配られている新聞の地方欄らんにも、事故のことは載のっていた。ＳＮＳで当時の時間帯を検けん索さくすると、電車が止まったという書かき込こみと、カスミシティの駅で女の子が電車に轢ひかれたのを見たという書かき込こみがいくつかあった。

　その当時の記き憶おくはぼんやりとしていてはっきりとしない。だが俺おれは、単身カスミシティに赴おもむき、事故について聞きき込こみをした。一週間、野宿をしながら、マリーについての手がかりを摑つかもうと、聞きき込こみをし続けた。家出少年と間ま違ちがわれ、警察の職務質問から何度も逃にげ回まわった。聞きき込こみをしている一週間、水道水以外を口にしていなかったが、空腹を一度も感じなかったことを憶おぼえている。

　事故を目もく撃げきした人は三人ほどいた。全員が女の子が先頭車両にぶつかった瞬しゆん間かんを見て、目を逸そらしたと証言した。

　けれど、肉にく片へんを目もく撃げきした人はいなかった。

　誰だれも九ク曜ヨウマリーの死体を見ていなかった。

　それが分かり、俺おれは地元に帰宅する電車の中で、笑い出した。笑い出したら止まらなくなった。一週間風ふ呂ろに入っていなかったので、体たい臭しゆうが酷ひどく、髪かみは脂あぶらぎってボサボサになって、ゲラゲラと笑っている俺おれを乗客は避さけて、周りには誰だれも居なくなった。が、そんなことはどうでもいい。

　これはもう明白だろう。間ま違ちがいない。

　俺おれは納なつ得とくして結論を出した。




　マ・リ・ー・は・死・ん・で・い・な・い・。

　マ・リ・ー・は・カ・ス・ミ・シ・テ・ィ・に・ま・だ・い・る・！




　約束をした。

　約束をしたんだ。

　マリーが困ったら、助けに行くって。




　帰宅した途と端たん、玄げん関かんでぶっ倒たおれて病院に運ばれた。点てん滴てきが終わり目を覚ますと、両親に自分の推理を話した。中学からはマリーを捜さがすためにカスミシティに行くと伝えた。すると、現実を見ろと何度も説得された。母親には、時には泣かれながらマリーはもういないと説得された。クラスメイトには、カナタはおかしくなってしまったと距きよ離りを置かれた。教師には、マリーさんのことが本当に好きだったんだね、と謎なぞの同情をされた。全員、どういうわけか、俺おれの話を信じなかった。しかし俺おれは自分の答えを変えなかった。最終的に両親は説得を諦あきらめて、俺おれをカスミシティに送り出した。正気に戻もどったらいつでも帰ってきていいからね、という言葉を掛かけて。

　あのときはマリーが生きていることを信じないみんなを、軽けい蔑べつし、憎にくんでいたけれど、今はもうどうでもいい。

　結局のところ、俺おれの推理は当たっていたのだから。




　　　　　２




　カスミシティの運動公園にある、時計塔とうが建っている人工的な山。麓ふもとにはロープで封ふう鎖さされている小さなトンネルがある。

　俺おれはその中で、ユングと向かい合っていた。

　ユングの足あし下もとには、ＡＲで作られた四つのマリーの死体が転がっていた。記き憶おくが引ひき戻もどされる度たび作られる仮想の亡なき骸がら。

「ユング。あのときマリーが俺おれたちの前から消えたのは、君のせいだったんだね」

　尾オ張バリジョージの件が片付いた後、俺おれはマリーに自身がどういう状じよう況きようにあるのか問とい詰つめた。マリーは直接答えてはくれず、ユングに説明してもらうようにと言った。

　翌日の夜、このトンネルまでユングは案内した。トンネルの中で、マリーが救世主の〈集合的無意識〉と結びつき、現実世界と仮想世界のマリーに分解したことを聞いた。複ふく垢あかを消す度たびに、救世主になった後の記き憶おくを失っていることを聞いた。

　それについての感かん慨がいは後回しだ。俺おれはユングを問とい詰つめなければいけない。

「女の子が列車に轢ひかれたという目もく撃げき証言があったのは、そういうリアルなＣＧをＡＲで表示させたからだね。当時からカスミシティの住人はほぼ全員、ＡＲデバイスを付けているから、事故があったように見せかけるのは可能だ。ニュース記事をでっち上げ、検けん索さく結果の一番上に来るよう設定するのも、まあお金と知識があればできるだろう。……そこまでは、まだいいんだ」

　ユングを睨にらみ付つける。

「問題は、一新聞の地方欄らんとはいえ、捏ねつ造ぞうした事件を掲けい載さいさせることができる力。医師か解かい剖ぼう医に、ありもしない死亡診しん断だん書を書かせる力。鉄道会社に協力を要よう請せいし、列車を止める力。どう考えても警察内にも息が掛かかっている」

　深く息を吐はくと、トンネル内にその音が反はん響きようする。

「九ク曜ヨウマリーの死を捏ねつ造ぞうするには、考えられる範はん囲いでも、これだけの力が必要だ。そんなのは、並なみ大たい抵ていの組織ができることじゃない。君たち〈イド〉を作り、バックで操あやつっているのはかなりの技術を持った、ある程度国家と結びついている巨きよ大だいな組織だ」

　ユングは答えない。普ふ段だんはピコピコと動いている耳や尻尾しつぽも、微び動どうだにしない。レンズのような目を固定させ、マリーの死体の上で不気味に佇たたずんでいる。

「おそらく君の所属している組織は、仮想通貨の暴落を防ぎ、世界の秩ちつ序じよを守ろうとしているのだろう。だから〈カリスマ〉ではない。〈パノプティコン〉を作った側ではない。〈RELCリリースコイン〉の価値が失われては困る、株式会社RELEASEリリースと深く関係のある組織。混乱を防ごうとしている国家権力そのものって線もあり得る。……まあ、そうだとしたら、君は素す直なおに答えることはないだろうし、俺おれも知る術はないだろう。知ってしまえば消されてしまうだろう。でも、まあいいよ。そこはそんなに気にならないんだ」

　俺おれは、〈USWユーエスダブリユー〉の姿に変身する。

「ねえ、ユング、どうすれば君を破は壊かいできる？」

　ライフルをユングへ向ける。

「ボクが許せないのは、マリーを巻まき込こんだ君だけだ。君は、世界を救えるなどという甘かん言げんで、マリーを人間でなくした。そのせいで、彼かの女じよがどれだけ苦しむか知っていながら」

　ずっと沈ちん黙もくしていたユングは、ようやく口を開く。

「あわわわわ、ごめんなさいなのです！」

　まったく普ふ段だんと変わらない謝罪の言葉。おかげでその謝罪はあまりに白々しく感じる。

「でもでもボクは、思うのです。もし、マリーが〈パノプティコン〉を知らなかったとしても、〈利他的な狂きよう人じん〉にならなくとも、マリーがする行動は変わらなかったと思うのです」

「そんなわけがないだろう！」

「ひぃ！　怒おこらないで聞いて欲ほしいのです！　だってこうは思わないですか？　もしあの夏休みに、マリーがカスミシティに訪おとずれなかったとしてですよ？　そうだったとしたら、マリーはいつまでもカナタの側にいましたですか？」

　沈ちん黙もくする。

「分かりますよね？　マリーのようにはっきりと目的を持った『特別』な人間は、いつまでも平和な街には留まらないのです。いえ、留まれないのです。例えばこういう未来がボクにはシミュレートできるです。マリーは高校卒業後、危険な紛ふん争そう地帯に赴おもむき、争い合う両軍共に関係なく助ける聖人になる。どうですか？　カナタも想像できるのではないですか？」

　十分にあり得る仮定だ。実際マリーは、国境なき医師団に憧あこがれていた。

「そうなのです。マリーほどの『特別』な器うつわを持つ人間には、それにふさわしい舞ぶ台たいが勝手にやってくるものなのです。運命がマリーを放っておくことはないのです」

　ＡＩのくせに、ずいぶんと非科学的なことを言うものだ。

　しかし悔くやしいが、納なつ得とくもしてしまうのだ。マリーはきっといずれどこかのタイミングで、世界を救う大役を任される機会に遭そう遇ぐうし、そしてそれを逃のがさないと思うのだ。

「……〈パノプティコン〉、か」

　邦ほう訳やくすると、全展望監かん視しシステムという意味だと、ユウスケたちに説明したことがある。まったく皮肉なものだ。二四時間三六五日、常に誰だれかに監かん視しされているその状じよう況きよう、〈RELEASEリリース〉によって値ね踏ぶみされている現状は、まさにその監かん獄ごくの構想そのものだ。

　フランスの哲てつ学がく者ミシェル・フーコーは、『監かん獄ごくの誕生』という著書で、パノプティコン効果という権力論を読み解いた。常に監かん視しされているという意識から、人々は自ら好んで規律に従うようになる効果だ。それにより人々は、社会の矛む盾じゆんに疑問を持つことがなくなる。こんなのは間ま違ちがっていると疑問を提言する人を、『狂きよう人じん』とし、隔かく離りする。フーコーは社会の構造に縛しばられ、自分の意志を失う近い未来のことを、人間の終しゆう焉えんとした。

〈利他的な狂きよう人じん〉、九ク曜ヨウマリー。

　社会の、〈RELEASEリリース〉の、〈パノプティコン〉の矛む盾じゆんに、疑問を持たず受け入れる人間によって、世界は崩ほう壊かいしようとしている。

　それと戦うマリーは、フーコーが定義する『狂きよう人じん』そのものだ。

　ユングはある夏たまたま、〈パノプティコン〉で戦える、その『狂きよう人じん』を見つけてしまった。

「マリーという〈利他的な狂きよう人じん〉を見つけたボクは、彼かの女じよ自じ身しんの幸せを無視してしまいました。それをボクは認めるのです。ようやく見つけた危機を脱だつする一筋の光を、ボクは見み逃のがすことはできなかったのです。ボクは世界平和のために、悪あく魔まに魂たましいを引ひき渡わたし、マリーが犠ぎ牲せいになるのを容よう認にんしたのです。ああ……本当にボクは最低なＡＩですよね。醜しゆう悪あくなクソゴミ虫の欠けつ陥かんＡＩですよね。だから罪深いボクは、その日からずっと謝あやまり続けているのです」

　どうやら、ユングの自じ虐ぎやく的な性格にも一応は理由があったようだ。

「でもカナタは、人のことを言えるのです？」

　自じ虐ぎやくし、頭を抱かかえているユングは、俺おれを見る。

「カナタは世界の秩ちつ序じよを救うために、罪の有う無むに関わらず、〈CSWシーエスダブリユー〉を倒たおしてきたのではないのです？　それは、マリー一人だけを犠ぎ牲せいにして、世界を救おうとするボクらと本質的に何が違ちがうのです？」

　ユングのレンズが、じーっと俺おれの顔に焦しよう点てんを合わせる。

「違ちがわないのです。カナタは同じ穴の狢むじな、なのです」

　言ってから、ユングは手を震ふるわせ「あああああ！　こんな挑ちよう発はつ的な物言いをして、ごめんなさいなのです！　自分がどれだけクソな存在か自覚が足りなかったのです！」と辺りをぐるぐると回っている。

　──同じ穴の狢むじなか……。

　ぐうの音も出ないどころか、ずいぶんと控ひかえめな表現をしてくれたと思う。やっていることを比ひ較かくすれば、俺おれの方がずっと悪質だ。俺おれがこの二ヶ月間で犠ぎ牲せいにしたのは一人だけでない。数十人の人間を苦しめ、人生を壊こわしてきた。

　しかも世界を救うというのは名目に過ぎない。その実本心では、マリーに認められたいという気持ちだけだった。俺おれは、マリーを助けるという、極きわめて個人的な約束を果たすために、他人を踏ふみにじってきたのだ。

「──く」

　自分の悪質な本ほん性しように罪悪感を覚えて、心臓を押さえつける。俺おれは、ユングを責められる人間では到とう底ていない。

　そんな俺おれに、ユングは手を差さし伸のべる。

「……カナタ。ボクらは同じ目的を持った味方なのです。一いつ緒しよに、マリーをサポートするため頑がん張ばろうなのです！　それに、カナタは頭が良いいので分かりますよね？　ボクを壊こわしても、何の意味もないのです。確かにボクを壊こわせば、必要なデータ以外はクラウド上にアップしていないので、ボクのポンコツな人格は無くなってしまうのです。それはボクの死とも言えるのです。でも、それをやったところで、代わりに他の〈イド〉がやってきて、マリーを手助けするだけです。マリーが元に戻もどるわけでもなければ、マリーが考えを変えるわけでもないのです。いつか世界を救うその日まで、マリーが戦い続けることに変わりはないのです」

　その通りだ。

　ユングを壊こわしても、事態は何も改善しない。

　生まれついての救世主であるマリーは、きっと自分が消えるか、世界を救うその日まで、戦い続けるのだろう。

「だけど」

　だけど──

　強く、強く歯を食いしばる。




　二つのマリーの顔が、脳のう裏りに浮うかんだ。

　明るく笑っている『昔』のマリーと、無表情で無口な『今』のマリーだ。

　中学に上がってすぐ、カスミシティにやって来た俺おれは知っている。何も最初から、マリーは無表情で無口なわけではなかった。地元にいた頃ころのように、学校のみんなと仲良くしていた。寂さびしがり屋のマリーらしく、誰だれかとずっと一いつ緒しよに居たし、その性格からすぐに人気者になっていた。

　けれど一ヶ月ほどした頃ころから、マリーの様子は変わった。マリーは誰だれとも喋しやべらないようになった。今となれば分かるが、おそらくそのとき、複ふく垢あかを消去し、記き憶おくを失うことがあったのだろう。

　記き憶おくを失ったマリーを待っていたのは、誰だれ一人ひとり知る人がいない教室だった。救世主になる前の、一二歳さいの頃ころに記き憶おくが引ひき戻もどされるのだから当然だ。しかし相手は自分を知っていて、過去の、人気者のマリーに接するように話しかけてくる。記き憶おく喪そう失しつになるのが一回だけなら、取とり繕つくろうこともできたかもしれない。しかし、その状じよう況きようは、今後世界を救うまで続くのだ。何度もまた誰だれ一人ひとり知らない教室に戻もどされるのだ。そんな状じよう況きようで、誰だれかと再び仲良くなるのは、マリーには不可能だった。寂さびしがり屋のマリーには、仲良くなった相手のことを何度も繰くり返かえし忘れてしまうなんてことは精神的にきつすぎた。

　誰だれかと接するのをやめるしかなかった。

　話しかけられることさえ避さけなければならなかった。だから無愛想になり、無表情の自分を作った。感情を殺すよう心がけた。最初はあまりうまくいっていなかった。話しかけられれば、どうしてもうれしそうにしてしまっていたし、元来明るい彼かの女じよには無愛想な態度が似合っていなかった。

　しかしマリーの現状は、その未熟さを許さない。マリーは何度でも記き憶おくを失う。孤こ独どくな教室に放ほうり込こまれる。時間が経たてば経たつほど、かつてのクラスメイトたちと共有できない記き憶おくが増え、現実とマリーは乖かい離りする。マリーは一人、仮想世界に縛しばり付つけられ、取り残される。

　マリーの絶望が、容易に想像できる。

　どれだけ絶望しようがどうしようが、もう逃にげることはできない。その間もマリーは戦い続け、記き憶おくを失い続ける。絶望した感情さえも忘れる。スマホに残したメモを見る度たび、知らない自分の行動を知る。残すメモが少なければ楽だと悟る。マリーは文字に書き示す必要がある出来事を極力起こさないようにする。マリーは仮想世界以外では誰だれとも関わらず、何もしなくなる。マリーはよく読書をしていたが、どうせ忘れてしまう物語を読むのは、どれほど苦痛だっただろうか？

　そんな生活を続ければ、感情は死に始める。

　世界は、自分に関係の無いものになり始める。

　明るく、寂さびしがり屋だったマリーは腐くさって死ぬ。無愛想で、無感情で、無表情のマリーは、本物になる。

　年月が経たつ度たびに、世界と自分の解かい離りは大きくなる。今はまだ二年だが、まだまだ続く。年月が経たつほど記き憶おくの空白はさらに広がり、他人との距きよ離りはさらに広がり、マリーは一人周回遅おくれだ。

　マリーは、たった一人の世界に取り残された。

　肉体はもうないようなものだ。感情はこれから完全に消え、人格もなくなるだろう。

　そうなれば、マリーはもう空っぽだ。

　人間だった頃ころの思い出も、そのうち失われてしまうだろう。だって、それを抱かかえ込こみ続けるのは、マリーにはつらすぎる。人間に戻もどれないマリーにとって、もう手に入らない温ぬくもりなのだから。

　では、九ク曜ヨウマリーとは最終的に何者になるのか？

　ただ唯ゆい一いつ、最後まで残るものは、救世主になるときに思った願いだ。ただ目に映る人間をすべて助けたいと願う、意志だ。そう、人間をやめた九ク曜ヨウマリーは、信念そのものになる。信念の絞しぼり滓かすになるのだ。

　これが救世主、九ク曜ヨウマリーの、なれの果て。




　手を差さし伸のべているユングを見る。

　マリーをこんな存在にしやがったユングは、ああ、ほら今も、マリーの屍しかばねの上に立っている。

　いつの間にか溢あふれ出でていた涙なみだで、コンタクト型ディスプレイが外れそうになる。俺おれはコンタクトを付け直し、涙なみだを腕うでで拭ぬぐうと、ライフルを構え直す。

「カナタ……？」

　意味が無いことは分かっている。こんなことで、マリーの何も救われないことを知っている。

　それでも。

「それでもユング、俺おれは君が許せないんだ」




　──マリーを。

　──俺おれの側でいつも笑っていたマリーを。

　──返せよ！




　ライフルを撃うった。

　ユングの右目を、弾だん丸がんは撃うち抜ぬいた。〈レゾンデートル〉のライフルでは危害を加えられないのではとも思ったが、ユングはあっさりと衝しよう撃げきを受けて吹ふっ飛とんだ。

「──ギギギ──」

　手を起き上がろうとするが、できずにぐしゃりと倒たおれ込こむ。

「ボクは──ギギ、ギ──そういう人間らしいカナタも、──ギギ──好きなのです。本当ですよ？　カナタが大好きなマリーを奪うばってしまって──ギギギギギギ──ごめんなさい、なのです」

　動かなくなる。

「かつてマリーだった『救世主』を、よろしく──ギギ──なのです」

　そうしてユングのグラフィックは、霧む散さんし、消失した。







　小さい山の階段を上り、トンネルの上にある時計台の元に向かう。頂上に付くと、驚おどろくほどきれいなカスミシティの星空が目に入ってきた。できればもう、きれいなもの以外、見たくないと思った。

　ここに呼び出していたマリーも、じっと星空を見上げていた。マリーの蒼あおい瞳ひとみには満月が映り込こみ、キラキラと光っていた。

「どうして」

　それを見たらなぜか、この二年間、ずっと心の奥おく底そこに仕し舞まっていた言葉が飛び出してしまった。

「どうしてマリーは、俺おれを頼たよってくれなかった？　だって、この街で他の人のことは忘れてしまっても、俺おれのことだけは憶おぼえていたはずなんだ。俺おれだけは、マリーの側にいられたはずなんだ。それなのに……どうして……！」

　マリーの側に居たかった。

　マリーの役に立ちたかった。

　それなのにマリーは、ただの一度も、俺おれを頼たよってくれなかった。

　俺おれの顔を見ないまま、マリーは答える。

「言ったでしょう？　私はもう、人間じゃないからって」

「それじゃ納なつ得とくできない！」

　思わず叫さけんでも、マリーはこちらを見ない。

「確かにカスミシティで、カナタ君だけは顔と名前が一いつ致ちする。それをうれしく思う気持ちがあったのも事実。でもね、私が知っているのは所しよ詮せん、過去のカナタ君だけ。私は現在のあなたを憶おぼえることはできず、向き合うことができない。そういう意味では結局、他の人と変わらないの」

　ようやくマリーは、俺おれの目を見る。

「私に期待すればするだけ、カナタ君を、傷付けてしまうの」

　実際マリーには、もうこの二ヶ月間俺おれと戦い続けた記き憶おくもない。思い出を積み上げることはできない。

　その事実に唇くちびるを嚙かみ締しめ、しかし言い放つ。

「それでも……他の人と同じではないはずだ」

　マリーは首を振ふる。

「同じ。現に、私が知っているカナタ君と、今のカナタ君はすでに違ちがっている」

「それは……当たり前だ！　俺おれは、マリーの力になれるように強くなった。変わらなければいけなかった！」

　きっとマリーが俺おれを頼たよらないのは、自分の力が足りないからだ。そう思った俺おれは、努力をし、強くなった。自分がただの凡ぼん人じんだという自覚があったからこそ、凡ぼん人じんの中では最も役に立てる人間になれるよう努力をした。

「確かにカナタ君は強くなった」

　マリーは言う。

「でも、優やさしくは、なくなった」

　愕がく然ぜんとする。

「……何だよ、それ」

　じゃあ俺おれは、変わらなかった方が良かったというのか？　役に立たない、泣き虫だった俺おれのままでいたらよかったのか？

　……違ちがう、か。そんなことをマリーは言いたいんじゃない。

　結局、俺おれも、他の誰だれも彼かれも、変わっていくのだ。マリーの知らない存在になっていくのだ。過去の記き憶おくがあろうがなかろうが、それは関係ないのだ。

「カナタ君」

　マリーはぎこちなく微笑ほほえむ。

「あなたは、私を置いて、別の場所に行くしかないの。いつまでも私の過去に囚とらわれていてはダメなの」

　いつもあんなに笑え顔がおだった彼かの女じよは、もう明るく笑えない。

「だからこの戦い、二ニノ宮ミヤユウスケとの戦いが終わったら」

　再び俺おれから顔を逸そらし、星空を見上げる。

「もう私と関わらないで」

　その蒼あおい目に映る満月を、俺おれは見る。

「そうしたらきっと、優やさしいあなたに戻もどれるから」

　その目に映っているのは、マリーと無関係の、マリーを過去に置いてきぼりにした世界だ。

　自分と関係の無い世界を救うために、肉体も記き憶おくも感情も人格も消えていく救世主は存在している。

　マリーのために、どうしたら良いいのか、ようやく俺おれは分かった。

　どうやら、つらい決断を下さなければならない。

「……そうだね。俺おれが間ま違ちがっていたよ。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちでマリーに近づいてはいけなかったんだ。幼おさな馴な染じみだから特別だなんて、思ってはいけなかったんだ」

　安あん堵どした表情で、マリーは優やさしく微笑ほほえむ。

「このままでは俺おれもマリーも、つらい思いをするだけだ」

　それが本当に安心した様子だったので、俺おれは心の底から腹が立った。

「だから、俺おれは決断したよ」
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　マリーを無理矢理、抱だきしめる。




「俺・は・死・ぬ・ま・で・、マ・リ・ー・か・ら・離・れ・な・い・」




　その身体からだはあまりにも華きや奢しやで、こうするだけで折れてしまいそうなほどだ。

「……なぜ、そうなるの……」

　マリーは俺おれを引ひき剝はがそうとするが、マリーの腕わん力りよくではそれができない。いくらマリーが運命から選ばれた救世主だとしても、彼かの女じよ自じ身しんの力はこの程度だ。

「何度だってマリーに忘れられるんだ。その度俺おれは絶望するんだ。きっと慣れたりしない。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちじゃ耐たえられない。けれど、俺おれはマリーのために生きる仲間として一いつ緒しよに戦う。マリーの手足となって、世界を救うその日まで側にいる！　その結果、マリーに嫌きらわれたって構わない！」

　叫さけぶ。

「絶対に離はなれない！　絶対にだ！」

　マリーは失望した顔で首を振ふる。

「本心から迷めい惑わくよ」

「そうだろうね。だってマリーは、自分より他人を優先するんだ。俺おれが苦しむ様に耐たえられないんだ。本当に迷めい惑わくなんだろうと思うよ」

　俺おれは口くちの端はしを上げる。

「……でも、それでも構わないよ。それが正しいって、俺おれは信じられる」

「根こん拠きよが分からない」

「だって、マリーがこの二ヶ月間、楽しくなかったなんて言わせない」

　ようやくマリーを離はなす。

　解放されたマリーは、また首を振ふる。

「……楽しくなんてなかった。みんなのことを忘れてしまうことが、つらくてしょうがなかった」

「つらかったのは本当だろうね。でも、楽しくなかったというのは噓うそだ」

「噓うそじゃない」

「いや、それは押おし通とおせないよ。はっきりとした証しよう拠こがある。それはマリーのスマホの中にメモとして残っている。それはマリーにとっても、予想外のことだった」

　わずかに目線を下げたことで、何を指すか、マリーはすぐに思い当たったようだった。

　それはある意味、俺おれにとって不ふ愉ゆ快かいな事実。

　けれど、希望。

「そう、マリーはユウスケに恋こいをした」

　マリーは、押おし黙だまる。

「いずれ忘れてしまうのだから、特別な感情は持たないように心がけていたはずだ。救世主になってからの二年間で、マリーはそれが完かん璧ぺきにできるつもりになっていたはずだ。でもまだマリーは、完かん璧ぺきに心を消すことはできてやしない。寂さびしがり屋のところは変わっちゃいない。この二年間ずっと孤こ独どくで、人恋こいしかったマリーは、誰だれかと一いつ緒しよに居ることが楽しくてしょうがなかった。不覚にもユウスケからの好意に揺ゆらいでしまった。そうして、ユウスケに恋こいをしてしまった」

　マリーはしばらく押おし黙だまっていたが、目を星空に戻もどしながら、口を開く。

「でも、もうその気持ちはなくなったの。永遠に失われてしまったの。カナタ君、それが束つかの間まの幸せよりも断然つらいことだって、分かってもらえない？」

「ごめん、それは我が慢まんして」

　突つき放はなした言葉が、マリーには意外だったのか目を見開く。

「だって、ユウスケへの気持ちが芽生えたことで、マリーは確実に一度人間に引ひき戻もどされた。そうだよ、俺おれがしなくちゃいけないのはそれだったんだ。マリー自身が本当につらいと感じても、側に居ることでそれを為なすんだ」

　そう俺おれのすべきことは。

　できる唯ゆい一いつのことは。

「俺・た・ち・は・側・に・居・て・、マ・リ・ー・を・人・間・の・ま・ま・に・す・る・！」

　マリーを完全無欠の救世主なんかにさせない。

　救世主のなれの果てなんかにさせない。

「そうすれば世界を救えたそのときに、マリーはまた戻もどって来こられるんだ」

　大きく開いた目で俺おれを見つめていたマリーだったが、とうとう諦あきらめたように溜ため息いきを吐ついた。

「……何を言っても、無む駄だそうだね」

「そうだろうね。はは、マリーは〈利他的な狂きよう人じん〉なんて言われているけれど、俺おれもマリーに関してはご覧の通り、割と狂くるっているみたいだ、ははは」

「全然笑い事じゃない……」

　けれど、その表情は、少しだけ柔やわらかくなっていた。

「ま……でもね、俺おれも納なつ得とくがいかないところはあるよ。恋こいする相手がユウスケだってところはやっぱり気に入らないね。確かにユウスケのマリーへの献けん身しんは本物だった。けど、さすがにあんな悪い奴やつに、マリーは渡わたせないだろう？」

　正直悔くやしい気持ちはある。ポッと出のあいつに、マリーの重要なポジションを奪うばわれたのはモヤモヤする。少なくとも、あいつが心の底から改心し、罪を償つぐなうその日まで、マリーは任せられない。

「……お父さんみたい」

「ははは、そりゃいいな」

「だから、全然笑い事じゃない……」

　マリーは心底呆あきれているようだった。けれど、その反応がいかにも人間らしくて、思わずにやけてしまう。

「なぜマリーが、ユウスケとリリカに関わったのか、ユウスケと交際したのかは分かっているよ。マリーは、二人がこのカスミシティで、とても苦しんでいることを知っていた。あいつらは、特にユウスケは、典型的な〈RELEASEリリース〉の犠ぎ牲せい者だものな。まさか殺人鬼きだとは思ってなかっただろうけど、ユウスケが危あやうい人間だってのはある程度分かっていたんだろう？　そう、マリーはいつも通り、目に映る人間を救おうとしていたんだ。そのために選んだ手段が、恋こい人びととしてあいつの側にいることだった」

　マリーは黙だまって聞いている。

「『私を護まもって欲ほしい』って、ユウスケに言っていたね？　実際にそれができれば、ユウスケは自分に自信を持って、自分が価値のある人間だと思えたのだろうね。そのためにマリーは、毎日ユウスケと一いつ緒しよにいた。自分を護まもれるだけの力を与あたえようとした。心しん酔すいしている人の恋こい人びとだって、胸を張れるようにしてあげようとした。そうだろう？」

　マリーは少し躊躇ためらったが、小さく頷うなずいた。

「実際、マリーが記き憶おくを失わなければ、あいつはきっと変わったんだろうね」

　明らかにユウスケの表情は変わっていた。きっと改心までもう少しだったんだ。

「マリー。あいつが殺人鬼〈グルメ〉だっていう、思わぬ真実が分かっても、思い通りに改心させることができなくても、当初の予定はずっと変わっていないだろ？」

　また頷うなずく。

「俺おれは、マリーの手足として、もちろん手伝うよ」

　あいつのしたことは到とう底てい許されることではない。

　おそらく、ユウスケ本人も、自分が罪深い悪人だと思っている。

　自分を、マリーの敵だと思っている。

　その通りではあると俺おれは思う。けれどその一方、マリーのために本気で動いてくれたあいつのことを、こう思っている。

　──二ニノ宮ミヤユウスケは、まだ仲間だ。

　だから俺おれは、マリーの手を取り、言うのだ。

「さあ、ユ・ウ・ス・ケ・を・救・お・う・」




　　　　　３




　二ニノ宮ミヤユウスケの〈RELEASEリリース〉マイページにはこう表示されている。

　時価総額、11098.8万円。

　億超こえというとんでもない額を見て当然驚おどろき、そして同時にユウスケが四人もの人間を殺害した動機がようやく見えた。

　最初にユウスケを怪あやしんだ理由は、〈グルメ〉が直近の敵だと、マリーがはっきりと告げたにもかかわらず、ユウスケだけはまともに捜さがさなかったからだ。マリーの言う他のことはなんでも聞いていただけに、それは明らかに不自然だった。

　他に手がかりがないこともあり、俺おれは悪いと思いつつも、ユウスケを尾び行こうすることにした。お互たがいスマホにＧＰＳアプリを入れているので、持ち歩いては尾び行こうがバレてしまう。秘密基地に置けるよう、スマホをもう一台契けい約やくしてまで、何度かユウスケを尾び行こうした。

　そうしてついに、ユウスケが安らぎの森に入って行くのを見た。その様子はどこか落ち着かないもので、散歩をしに来たとか、森林浴をしに来たという態度ではなかった。今なら分かるが、まだ発見されていない死体が気になって、現場に戻もどってきてしまったのだろう。

　直感的に何かあると感じた俺おれは、それから安らぎの森を捜そう索さくすることにした。そうして三回目の捜そう索さくで、あの死体を見つけ、そしてその現場をユウスケに見られた。

　どうやって犯行を可能にしたかという疑問は、その後アプリ〈Invisibleインビジブル〉を知ることですぐに解明される。カメラがなく、かつそれでも位置情報がずれない場所で透とう明めい化し待機、殺害。死体を担かついで人目に付かない場所に移動し、解体、遺い棄き。〈Invisibleインビジブル〉があり、事前に準備していればそう難しくない。三人目の被ひ害がい者は巨きよ漢かんだが、パワーアシストスーツ〈HAOハオ〉を持っているユウスケには、重さはさして障害にならない。

　だが、動機が分からなかった。共通点が見当たらない無差別殺人だ。敢あえて被ひ害がい者の共通点を言うなら、全員時価総額が著いちじるしく低いことくらいだった。ユウスケに殺人衝しよう動どうでもあれば別だが、欲望で人を殺すような人間ではないことは分かっている。ユウスケには、どうしても殺人を犯おかさなければならない、切せつ迫ぱくした事情があるはずだった。

　その疑問は三日前に突とつ如じよ、ユウスケの時価総額が億を超こえたことで判明した。なぜ突とつ如じよユウスケの〈RELCリリースコイン〉が支し援えん者に買われたか？　調べればすぐに、〈RELEASEリリース〉情報サイトが、ユウスケに関するＳＲ情報をどこもトップで取り上げていることが分かった。その内容はこうだ。




『■二ニノ宮ミヤユウスケ〈RELCリリースコイン_yusuke-ninomiya33〉

　ヒトのiPSアイピーエス細さい胞ぼうから、立体的なヒトサイズの肝かん臓ぞうの創出に成功したと発表。今後、臓器移植へ利用できる可能性』




　再生医い療りようは世界中で注目を浴びている分野で、投資家も過か敏びんに反応する材料だ。日本も先行して研究に取り組んでいるが、これまでiPSアイピーエス細さい胞ぼうでの臓器作成の成功例は、ヒトに移植できないような小さいサイズのものしかなかった。ヒトサイズの臓器作成の成功は、まさに画期的な発表であり、支し援えん者、特にイナゴ支し援えん者は絶対に見み逃のがさない支し援えん材料になる。公開されているＳＲ情報を詳くわしく読むと、まだ再現性は低く、実際に移植手術実用には多くの課題があることが分かるが、説得力さえあれば短期での投機には関係ない。支し援えん者は再生医い療りようの専門家ではないので、細かい部分は読み解けない。短期で利益を得ようとする支し援えん者に〈RELCリリースコイン〉を買わせるには、よりセンセーショナルかどうかが重要であり、このＳＲ情報はその条件を満たしている。

　ユウスケは元々将来有望と見なされ、大学の研究室に研修のため行き来して、自身の〈RELEASEリリース〉マイページにもレポートを上げていた。その中には再生医い療りようについてのレポートも上げていたが、内容は一いつ般ぱん人じんには理解しがたく、〈RELCリリースコイン〉の買い手はあまり付かなかった。時価総額が低いだけでユウスケは自分を凡ぼん人じんと卑ひ下げし、実際そう思おもい込こんでいるようだが、俺おれから言わせればそれは心理学で言うところの認にん知ちの歪ゆがみである。現実、ユウスケは優ゆう秀しゆうだし、大人にも十分評価されている。このまま地道に取り組んでいれば、徐じよ々じよに支し援えん者からも評価されていた可能性が高い。

　けれど、ユウスケは街を歩けば自分よりも高い時価総額の人間がいくらでもいるという目の前の現実を前に、そのことが見えなくなっていた。現時点での時価総額が低いことで、バカにされたり、見下されたりする機会もあったのだろう。

　これらを総合すれば、ユウスケが何をしたのか分かる。

　そう、ユウスケは臓器の作成に成功などしていないのだ。

　ユウスケがしたことは、自分が殺した人間から臓器を取り出して、並べただけだ。

『死体は探すより作る方が簡単なのサ』というのは、何のゲームのセリフだったか？

　研究所の責任者も、研修で来ている中学生が、画期的な実験の成功をしたことには、疑問を持っただろう。しかし、闇やみ雲くもに否定もできなかっただろう。なぜなら実際問題、鮮せん度どのある臓器が存在するからだ。誰だれだってそれが、人を殺して直接臓器を奪うばったなんて発想はしない。

　研究所の不正というのは、そう珍めずらしいことではない。再生医い療りように関する研究でも、多くの不正が過去世間を賑にぎわせた。特に女性研究者が起こしたとされるSTAPスタツプ細さい胞ぼうでの不正は、連日世間を賑にぎわせた。ノーベル賞を受賞した教授が所長を務める研究室でも、論文の捏ねつ造ぞうと改かい竄ざんによる不正が発覚した。そういう土ど壌じようを知った上で、ユウスケは、レポートに十分な説得力があれば、発表まではできると踏ふんだのだろう。

　とはいえ、研究者が皆みな愚おろかではあり得ない。誰か関係者が実験の矛む盾じゆんを見つけ、この結果が不正であることは近いうちに判明するだろう。

　しかし、ユウスケはおそらく、それで構わなかったのだ。一時的に世間を騙だませればそれでよかったのだ。

　時価総額に苦しめられていたユウスケは、一いつ瞬しゆんでも自分に高額が付けばよかった。そうして〈RELEASEリリース〉のシステムなんてこの程度のものだと、自分を納なつ得とくさせられればよかったのだ。

　捨て鉢ばちな思考は、俺おれには理解できないものだが、マリーによるとユウスケは自殺まで考えていたようだ。どうにかして死まで至る劣れつ等とう感を処理しなければならなかった。それはユウスケにとって、倫りん理り観よりも優先しなければならない、切せつ迫ぱくした問題だったのだ。その上最悪なことに、ユウスケは認にん知ちの歪ゆがみにより、自分を含ふくめた時価総額の低い人間は、死んでも構わないと思っていた。

　これが、ユウスケが殺人を犯おかした動機だ。




〈RELEASEリリース〉アカウントを破は壊かいされたリリカは、カスミシティを出て行った。今は地元の病院に入院し、心と体の治ち療りようをしているらしい。

　秘密基地にあった私物は、ほとんどがリリカのものだったので、リリカの実家に送りつけた今では、部屋はがらんどうになっている。それぞれのマグカップは、リリカのだけがなくなっただけで、何かもうピースが足りないような感じだ。物足りなくなった秘密基地は、残念ながら、ユウスケとの決着がどんな形になったとしても引ひき払はらうことになるだろう。

　目を閉じれば、四人が揃そろい、冗じよう談だんを言い合っている姿が浮うかぶ。カスミシティに来てから、表面上の友達はたくさんできたが、心は許したことはなかった。でも、マリーのためだけに行動する〈NineSKナインエスケー〉は例外だった。

　俺おれたちは友達でも親友でもなく、戦友だった。今思うとそれはとても心ここ地ちよい関係で、俺おれはたぶん、自覚している以上に四人で過ごした時間が好きだった。

　もうその時間は戻もどってくることはない。けれど、いつでも戻もどって来こられる場所だけは、俺おれは作っておきたい。

　あのときは本当につらかったけれど、四人で過ごした時間だけは好きだった、いつかみんながそう語れる日があることを信じて。

　カウンターの上にあるマリーに少し似ている猫ねこのマスコット。ほとんどはリリカの実家に送ってしまったが、いくつかはユウスケのものだったらしくまだ残っていて、俺おれはそれを手に取る。

　マリーはソファーからそれを見ていて、無表情だけどわずかに悲しそうな口調で口を開く。

「ユウスケがしたことは到とう底てい許されることではないけれど、ユウスケは、その弱さにつけ込こまれた面もあるのだと思う」

　猫ねこのマスコットを置き、尋たずねる。

「どういうことだい？　……ああ、いや、言わなくても分かった。……アプリ〈Invisibleインビジブル〉があるからだね」

　マリーは頷うなずく。

「第一種違い法ほうアプリを入手するのは、銃じゆうや麻ま薬やくなんかより全然難しいはず。一いつ介かいの中学生が入手できるわけがないの。誰だれか大人が意図的にユウスケに渡わたしたか、強制的にスマホに入れた。それしかない」

「しかもわざわざユウスケに、というのがミソだね。ユウスケは、特とく徴ちよう的な時価総額でもなければ、何か特とく殊しゆな活動をしていたわけではない。それなのに、そいつはユウスケをわざわざ選んだ。まるでユウスケに渡わたせば、事件を起こすと予見できたみたいだ。そんなのは普ふ通つうは不可能だ。……けれど、そこで引っかかることがある。〈パノプティコン〉には悪人が招かれるという特性だ。〈パノプティコン〉には、何らかの方法で、悪人を見み抜ぬけるシステムがあるんだ。ユウスケはそのシステムで悪人であるとされ、そのやけっぱちな人間性を見み抜ぬかれていたのかもしれない」

　マリーは頷うなずく。

「〈Invisibleインビジブル〉なんてアプリを渡わたされれば、誰だれだって悪用を考えてしまう。さらに、使っても絶対に分からないなどと言われていたとしたら、さすがに殺人まで手を出さなくとも、犯罪に手を出してしまう可能性は高い。ユウスケほど追いつめられていれば尚なお更さら」

　透とう明めい人間になれると聞けば、健全な男子なら女子の着替えを覗のぞくくらいは考えるだろう。

「そんな真ま似ねができる人物は、限られている。〈カリスマ〉の一人だ。俺おれたちの敵だ。そして、もしかして、ユウスケが狙ねらわれたのは、マリーのクラスメイトだったから、ということもあるかもしれない」

　たぶん〈カリスマ〉は、尻尾しつぽを摑つかませるような真ま似ねはしていないだろう。とはいえ、ユウスケに詳くわしく聞けば、少しはその正体に迫せまれるかもしれない。

「ユウスケには罪の実感が欠けていたように思うの。どこか自分がやった殺人を他ひ人と事ごとのように感じていて、だから私たち相手にも基本的には普ふ通つうに接することができていた。それは〈Invisibleインビジブル〉という巨きよ大だいな力に振ふり回まわされていたからだと思う。〈Invisibleインビジブル〉を使っていたときは、完全に自分を見失っていたのだと思う」

「そうだろうね。心の準備ができていないのに宝くじで数億円が当たって、人生が破は滅めつしてしまうような感じだろう。こんなツールを手にしなければ、ユウスケは犯罪に手を出さなかったかもしれない」

　マリーは目を伏ふせる。

「私はそそのかされてしまった、ユウスケに同情する」

「マリーは甘あまいね。いくら最悪のツールを手に入れたって、悪いのは結局ユウスケだ。同情なんてするべきじゃない。被ひ害がい者も、被ひ害がい者の遺族も許してはくれない。社会はユウスケを死ぬまで許さない。ユウスケ自身も、自分を許せはしないだろう」

「……それは、分かってる」

「あいつはバカだよ。時価総額を気にしすぎて、周りの目を気にしすぎて、自分を否定し続けて追いつめられた。でも、これからは今までの比ではないほどの否定をされるんだ。世間は人殺しのユウスケを許しはしない。弱いユウスケが、耐たえられるはずもないね」

　マリーは小さな唇くちびるをぎゅっと結んで、俺おれを見つめる。

「だから私たちが、ユウスケを変えなければならない」

「そうだね。そうしなければあいつの自殺願望は消えるどころか悪化する。俺おれたちはユウスケに生きる目的を作ってあげないといけない」

　俺おれは、ソファーに座すわっているマリーに近づく。

　そして、拳こぶしをマリーに突つき出だす。

　もう他の戦友はこの場所からいなくなってしまったけれど、誓ちかいは変わらない。

　マリーのために、世界のために、すべてを捧ささげる。

　──なあ、ユウスケも、リリカも、それは変わらないままだろう？

「ユウスケの全部をひっくり返すために、まず、あいつをぶっ倒たおそう」

　マリーは頷うなずき、拳こぶしを合わせる。




　一時間ほど前に、コミュニケーションアプリ〈LILINリリン〉の〈NineSKナインエスケー〉グループトークに、メッセージが届いていた。

　今や〈MP〉が億を超こえ、マリーに次ぐ戦せん闘とう力を持つ、倒たおさねばならない相手は、こうメッセージをよこした。

『決着を付けよう』

　望むところだ。

　俺おれたちは逃にげも隠かくれもしない。




　　　　　４




　ユウスケに指定された場所は、カスミ中央公園にある観覧車の前だった。〈NineSKナインエスケー〉結成の場であり、始まりの場所だ。

　寂さびしげな観覧車は、深夜二時のこの時間でもゆっくりと回っている。夏は終わり掛かけているが、まだ蒸むし暑あつい。風が吹ふかないので、雑草の匂においがどこにも行けずに立ちこめている。赤あか錆さびまみれになっている観覧車は、七色に点てん滅めつして俺おれたちを照らし、結果を見守っている。

　カスミシティの象しよう徴ちようと言われるそれの前で、所在なさげに立っている男は、平等を謳うたった世界の犠ぎ牲せい者だ。

　相そう互ごに監かん視しする〈RELEASEリリース〉のシステムは、優ゆう秀しゆうな人間を増やしはしたが、差別を加速させた。優ゆう秀しゆうな人間が増えた代わりに、落ちこぼれも増えて、人間の価値は平等になるどころか、格差が進むばかりだ。どんなにきれい事で取とり繕つくろっても、能力は平等に与あたえられていない。頭が良いい人間、脚あしの速い人間、容姿の良いい人間、遺伝子で先天的に優ゆう越えつ種は決まっている。その思考を不ふ謹きん慎しんだと認めない層は、負けている人間を努力していないからと責める。逃にげ場ばを失った敗北者は、自分を責めるしかない。落ちこぼれは、さらに自分より下の落ちこぼれをネットで捜さがしては、煽あおってマウントを取る。目的を失った若者は、脳内麻ま薬やくに支配されて国道沿いに君臨するパチンコ屋に吸すい込こまれていく。弱者はいつも搾さく取しゆされる。ゴミ箱になる。捌はけ口ぐちになる。その象しよう徴ちようたる、強きよう者しやが笑う街が、カスミシティだ。

　最さい先せん端たんの牢ろう獄ごく。

　最さい先せん端たんの世界の終わり。

　ユウスケは、きっとそんなカスミシティに怒おこっている。

　しかし俺おれは、目を伏ふせ、耳を塞ふさぎ、鼻をつまみながら、こんな世界でも逃にげずに戦えと、ライフル銃じゆうを突つき付つけるのだ。

　だってそれでも、ユウスケはクソほどに間ま違ちがっているからだ。




　すでに三人とも〈USWユーエスダブリユー〉になっている。ヘルメットから見えるユウスケの目に、輝かがやきはないのに、死を覚かく悟ごして腹を括くくっている鋭するどさがある。以前からユウスケが見せていた、俺おれが嫌きらいな思考停止した目だ。

　しかし、対立する相手としては最悪だ。何をしでかすか分からず、どんなことでもしかねない。感情を揺ゆさぶれず、戦略は立てにくい。

　それに単純に、神にさえ平気で反逆しそうな不気味な迫はく力りよくがある。

　ユウスケの頭上にある黄色いゲージの数字は、『115,664,000』となっている。俺おれが最後に、ユウスケの〈RELEASEリリース〉のマイページを見たときに確かく認にんした数字より上がっている。不正がバレて時価総額が暴落、あるいはアカウントが停止されることもあり得るが、この決けつ闘とう中にそれが起こると期待するのは希望的観測が過ぎるだろう。

　一方俺おれの〈MP〉は『59,088,000』、アイドルになるというＳＲ情報を流したマリーの〈MP〉は『11,256,000』だ。二人の〈MP〉を合わせてもユウスケには及およばない。

　ユウスケは口を開く。

「どうせ僕ぼくに〈MP〉は敵かなわないのに、複ふく垢あかの価格を上げたのはカナタの指示？　それをしてしまえば、マリーが記き憶おくを失ってしまうことを、カナタももう知っているんだろう？　それなのにマリーにそれを強要するんだ？」

　こんなにも凄すごみのある声を出せるようになるものかと、正直なところ驚おどろいた。ユウスケが今いる世界は、間ま違ちがいなく地じ獄ごくの底だ。

「強要はしていないし、ユウスケに勝つためには仕方ないことだよ」

「油断はしないよ。カナタの戦略の天才性は、きっと誰だれよりも僕ぼくが知っている。けど、そのやり方では〈MP〉が億には到とう達たつしないでしょう？　僕ぼくにはどうしても、マリーを無む駄だに傷付けているとしか思えない」

　ユウスケは拳こぶしを握にぎり締める。

「僕ぼくはね、どうしたらリリカを救えたか、あれからずっと考えていたんだ。そうして答えを出した。リリカの〈RELEASEリリース〉アカウントを、僕ぼくが破は壊かいしてあげれば良かったんだ。第三者に攻こう撃げきされる前に、心の準備をさせてから、破は壊かいすれば良かった。そうすればリリカは、必要以上に傷付くことなく、このクソみたいな街から逃のがれることができた。それが現実的な対処法だったんだ」

「それじゃあ根本的な解決にはならない」

「根本的な解決」

　俺おれの言葉をオウム返しにする。

「そんなの、本当に必要かな？」

　ユウスケは言う。

「みんな、逃にげればいい」

　ユウスケは大きく手を広げる。

「こんな街のルールを、リリカは律りち儀ぎに守る必要なんてなかったんだ。リリカだけじゃない。カナタも、カスミシティにいる全員、無責任に生きればいい。大人の思おも惑わくに乗る必要なんてない。みんな放ほう棄きしよう。だから僕ぼくは、すべての人間を、解放してあげるんだ」

　ユウスケがここ数日、手て当あたり次し第だいに〈CSWシーエスダブリユー〉を強制ログアウトさせていることは知っていた。それはこの思想から来ていたのか。

「そう、僕ぼくは、みんなを解放する」

　マリーに目を向ける。

「マリーを解放する」

　ユウスケに迷いはない。いや、正確には、悩なやむことを放ほう棄きしている。

「それで世界戦争が始まってもかい？」

　そう、俺おれたちは、各おの々おの思おも惑わくはあったにせよ、あくまで〈RELCリリースコイン〉の暴落、仮想通貨の暴落による混乱を防ぐために戦っていた。

「マリーを犠ぎ牲せいにしなければ滅ほろぶ世界なんて、滅ほろんでしまえばいいよ。いいんだそれで。マリーだけが負担を強しいられるこんな状じよう況きようなんて、あってはいけないんだ」

　しかしユウスケは、もうそんなことはどうでもいいと言う。

「具体的に、マリーに救世主をやめさせる方法があるとでも？」

「あるよ」

　その答えは意外だった。俺おれには何一つ思い付いていないことだからだ。

「ユングとの会話で僕ぼくは気付いたことがあったんだ。ユングはマリーの状じよう況きようをゲームの残機に例えていた。それで思ったんだ。マリーの複ふく垢あかは、無限に作れるわけじゃない。マリーは仮想世界の死から、無限には復活できない。そうだよね？」

　俺おれにはまったくない着眼点だった。

「うん。せいぜいあと百」

　そしてそれは事実のようだ。しかも百という数字は、思った以上に少ない。

「百か。……分かった。じゃあ今日、マリーを百回殺すよ」

　ストックを奪うばい、救世主としての力を失わせ、マリーを解放する。それがユウスケなりの答えか。

　もしかしたら、ユングを撃うち殺ころす前の俺おれなら、それでマリーを解放できると納なつ得とくしてしまったかもしれない。しかし、今ならば分かる。

「やっぱりユウスケには、マリーは救えない」

「聞かせて欲ほしい。どうしてかな？」

「なぜって、そのやり方では、マリーは変えられないからだよ。……ふふ、どうやら彼かれ氏しのユウスケより、幼おさな馴な染じみの俺おれの方がマリーを理解しているようだね」

　ユウスケが、目に見えて苛いら立だったのが分かった。

「マリーは、救世主の力を失えば、普ふ通つうの女の子になれる！」

「なれないよ。その理由を教えてあげよう」

　ユウスケと俺おれとの、決定的な差を。

「マリーは、救世主の力を失っても、世界を救おうとするからだ。マリーは根っからの救世主なんだ」

「その通りよ、カナタ君」

　それまで黙だまって話を聞いていたマリーが、口を開く。

「仮に、ストックをすべて失ったとしても、〈USWユーエスダブリユー〉でなくなったとしても、私は世界を救うために戦い続ける」

「そんなバカな。何のためにそんな──」

「理由なんてない」

　愕がく然ぜんとしているユウスケに、マリーは言い放つ。

「それが私の『レゾンデートル存在理由』だから」

　カマキリのような四つユニットを、ユウスケに向ける。

「だから、ユウスケ……私を救うというのは、思い上がり。迷めい惑わく行こう為い」

　飛び出した刃はの先が、ユウスケを咎とがめるように向いている。ユウスケはその拒きよ絶ぜつの刃はを、睨にらみ付つける。

「あなたに私は救えない。あなたは意志の強い恐おそろしい人間ではあるけど、人間としてはやっぱり弱いから」

「弱い、だって……？」

「そう、だから救われるのは、あなたよ」

　ユウスケは、ダガーを持つ手を強く握にぎり締める。

「ふざけるな……」

　マリーの刃はを恐おそれる様子もなく、ユウスケは一歩前に踏ふみ出だす。

「僕ぼくが、マリーを救う！　僕ぼくだって、マリーを救えるんだよ！」

　もう一歩、前に出る。

「だから今だけは、僕ぼくが生きていてもいいんだ！」

「……やっぱり、あなたは弱い」

「どこがだよ！」

　右足から踏ふみ出だして、一気にマリーの首元に斬きり掛かった。







　刃は物ものがぶつかり合う音が、ヘッドホン型デバイスの中で鳴なり響ひびく。

　ユウスケが休みなく両手で繰くり出だすダガーでの攻こう撃げきを、ミリ単位の指先の動きで自身の〈レゾンデートル〉を制せい御ぎよし、すべてを受け止める。

　正確に言えばこれは戦せん闘とうではない。なぜなら、攻こう撃げきを加えられるのは一方だけだからだ。〈パノプティコン〉で行われているのは言わば鬼おにごっこであり、〈MP〉が下回る側は逃にげるしかない。本来は取っ組み合いになった時点で、〈MP〉が下回る側はアウトなのだ。

　しかし、マリーはそういう状じよう況きよう下でも、まともに相手を寄りつかせないだけの戦せん闘とう力があった。追われる側であっても、平然とすべての攻こう撃げきを防ぐだけの能力があった。俺おれも数え切れないほど模も擬ぎ戦を行い、一度も勝ったことがないことから、その実力は身に染しみている。

　だから、目の前の光景には、息を止めるほどに驚おどろいた。

　ユウスケが、マリーを押おしている！

　ユウスケのダガーはホルダーに無限に補ほ充じゆうされる。ユウスケはその特性をしっかりと利用し、直接攻こう撃げきの他、投とう擲てきでの攻こう撃げきを入り混ぜ、惜おしみなくダガーを使っている。マリーはそのすべてを受け止めてはいるが、額に汗あせがにじんでいる。

　一見ほぼ指先のみを動かしているだけのマリーより、動き回っているユウスケの方が疲ひ労ろうが大きそうだが、実際は逆だろう。マリーの〈レゾンデートル〉を狙ねらい通りに動かすのには、コインを縦に積むほどの精密さが必要だ。その作業を、数百、数千と連続しているのだ。いつだってそのコインタワーは崩くずれてもおかしくない。神経はすり減って当然だろう。

　しかも、〈レゾンデートル〉が急所に当たっても、一秒間スタン状態になるだけのユウスケに対して、マリーは一いつ切さい隙すきを見せるわけにはいかない。ユウスケは百回マリーを殺すと言うが、実は俺たちが思い描いている作戦を成功させるには、一発でも攻撃を食らうとアウトという事情がある。

　俺おれもライフル銃じゆうの〈レゾンデートル〉で援えん護ごしているが、急所に当たってもさして意味の無いことをユウスケは知っているので、集中力を削そぐことさえできていない。

　それにしてもユウスケのその洗練された動きだ。いくら二ヶ月間毎日マリーと鍛きたえたとはいえ、ここまでの領域に達するものか。ダガーを操あやつるセンス、マリーの役に立とうと燃やしていた異常な執しゆう念ねん、雑念を消し去れる集中力、それら非ひ凡ぼんな才覚によるたまものだ。まったくこれだけのものを見せて、何が凡ぼん人じんだ。ふざけるなと言いたい。

　マリーに浮うかぶ、疲ひ労ろうの色をユウスケは見み逃のがさない。好機と見たかユウスケは、ダガーを逆手に持もち替かえた。

　──仕し掛かけてくる！

　ユウスケは身体からだを回転させて、遠心力で攻こう撃げきの威い力りよくを上げる。回転しながら連続で繰くり出だす攻こう撃げきをマリーは受け止めきれず、ユウスケに懐ふところに入られてしまう。マリーは瞬しゆん時じに飛とび退のいて離はなれたが、首筋を狙ねらったダガーの一いち撃げきが、マリーの頰ほおをかすった。しかしそれでユウスケのコンボは終わらない。逆手にしていたダガーを順手に戻もどし、投とう擲てき。顔に一直線に向かうダガーを、マリーは刃はで落とす余よ裕ゆうはなく、両りよう腕うでで顔の前を庇かばうことでなんとか防いだ。これが本物のダガーなら、腕うでを負傷していただろう。

　恐おそろしいことにユウスケは手を弛ゆるめなかった。顔の前を両りよう腕うででガードしたことにより、マリーの視界が失われたチャンスを見み逃のがさなかった。思いっきり足を踏ふみ込こみ、ほとんど飛びかかるように詰つめ寄よる。がら空きの胸むな元もとに腕うでを伸のばして、ダガーを突つき立たてた。咄とつ嗟さに放った俺おれのライフル銃じゆうも外れる。

　やられた！　そう思った。

「…………くっ」

　しかし、マリーもやはり異次元だ。視界が塞ふさがれた状態でもマリーは、後部のユニットを使い、ユウスケの接近に備えていた。急所に当たらなければダガーがマリーの胸むな元もとを貫つらぬくところだったが、見事刃ははユウスケの胸を貫つらぬき、ユウスケをスタン状態に陥おちいらせた。そのおかげで、ダガーはマリーの胸きよう郭かくの表面をなぞるに終わった。

　ユウスケが一秒間のスタン状態に入っている間に、マリーは距きよ離りを取る。

　マリーは大きく息を吐はく。

「危なかった」

　実際、もう少しユウスケの攻こう撃げきが早ければ、あるいはマリーの攻こう撃げきが少しでもずれていたら、この鬼おにごっこは終わっていた。

「でも時間の問題だよ。この勝負は初めから勝敗が決まっているんだ」

　その通りだ。マリーの〈MP〉がユウスケを超こえない限り、俺おれたちに勝ち目はない。

　そう、超・え・な・い・限・り・は・。

「ユウスケ、いいかい？」

「……悪いけどカナタ、君の話には乗らないよ。どうせマリーの体力を稼かせぐための、時じ間かん稼かせぎだろう？」

　さすがに俺おれのやり口を知っている。実際時じ間かん稼かせぎという部分は、当たっている。

　しかし俺おれは構わず、話を続けた。

「ユウスケ、〈RELEASEリリース〉には、自分の夢を公開するのが常道だね。そりゃそうだ。いくら優ゆう秀しゆうな人間だと分かっても、何を目指しているか分からない人間には支し援えんしにくい。だからみんな、支し援えんしてもらうために夢を公開する。けれど、俺おれが夢を公開していないこと、ユウスケは知っているよね？」

　ユウスケは無視して、ダガーを握にぎり締めるが、俺おれの話に耳を傾かたむけていることはその様子を見れば分かる。

「俺おれの夢を初めて誰だれかに言うよ。俺おれの夢は、一人の女の子を救うことだった」

　予想通り、その言葉をユウスケは無視できなかった。目を見開いて、こちらを見た。

「……そういえば幼おさな馴な染じみだとさっき言っていたよね。もしかしてカスミシティに来たのも」

「ああ、戸こ籍せき上死んでいたマリーを捜さがすためにやってきたんだ」

　ユウスケは俺おれを見つめたまま、眉まゆを寄せる。

「ふふ、そりゃ〈RELEASEリリース〉にそんな夢は公開できないよな。事情を知らない人に、女の子を救うなんて夢は共感してもらえるはずがないよ。けれど俺おれは間ま違ちがいなく、この二年間、この夢のためだけに生きてきた。ユウスケに執しゆう念ねんで負けているつもりもないよ。俺おれもユウスケと同じく、マリーと対等になりたかったんだ」

「……カナタは天才じゃないか。十分対等だよ」

　首を振ふる。

「違ちがう。全然違ちがうね。……でも、それでいいんだ。俺おれたちはマリーを救おうとしなくていいんだ。対等でなくても、手助けはできる。俺おれは、ただマリーの側にいる。それこそがマリーのためになることだ。それだけが、マリーを人間のままでいさせる唯ゆい一いつの手段なんだ。だから、この夢に掛かけていた過去の俺おれを、捨てることにした。俺おれは、お前を救うためにこの夢を──」

　言うほど簡単じゃなかった。

　すべてを捨ててこの街にやってきた執しゆう念ねんが、その答えを拒きよ絶ぜつしていた。救世主であるマリーとの距きよ離りが、また果てしなく開いてしまう。俺おれはやはり、マリーと対等でありたかった。

　けれど、それでも。

「──こ・の・夢・を・諦・め・た・」

　だって、誓ちかったんだ。

『いついかなるときも九ク曜ヨウマリーの剣けんになり』

『いついかなるときも九ク曜ヨウマリーの盾たてとなる』

『ただ唯ゆい一いつ、九ク曜ヨウマリーの正義のために』

『世界を救うために』

　マリーの正義は、ユウスケを救うこと。

　だから、俺おれはユウスケのために、抱いだき続けた夢さえも捨ててやる。

「少しは感謝しろよ、ユウスケ！　そして、思い知れ。君にだって絶対に負けない、マリーへの想おもいを見ろ！」

　叫さけぶ。

「これが、俺おれがマリーにできることだ！」

　そうして、ユウスケはようやく気付いた。

「な、なんでだ……！」

　目を見開き、言う。

「……なんでカナタの〈MP〉が、三分の一以下になっているんだ！」




　俺おれが発行している〈RELCリリースコイン〉──10000〈RELCリリースコイン_kanata_misono_02〉のうち、俺おれがつい先ほどまで所有していたのは6012〈RELCリリースコイン_kanata_misono_02〉だった。コイン全体のおよそ六割だ。先ほど時価総額が5908.8万円だったので、俺おれ個人の所有額はおよそ3553.3万円になる。

　その金で買えるだけ、マリーの複ふく垢あか（井イノ上ウエユウコ）で発行している〈RELCリリースコイン_yuko_inoue_61〉を買った。これほどの金額を購こう入にゆうにすべて使えば、それだけで〈RELCリリースコイン_yuko_inoue_61〉の価格は急きゆう騰とうする。マリーの時価総額は、ユウスケと対たい峙じしたときの1125.6万円から三倍以上になり、3529.9万円になっている。

　対して、俺おれの時価総額はこうしている間にも下がっていく。

　自分の〈RELCリリースコイン〉をすべて売り出すのは、〈RELEASEリリース〉のリタイヤに等しい。自分だけ利益を確保して、上場廃はい止しすると宣言するようなものだ。価格がほぼ０円になるのは必至で、俺おれの〈RELCリリースコイン〉を持っている人は少しでも損を防ぐために、いち早く売うり抜ぬけようとするだろう。支し援えん者が大損する全額の〈RELCリリースコイン〉売うり払はらいは、当然支し援えん者の信しん頼らいを完全に失う行こう為いだ。記録にも残り、俺おれの〈RELCリリースコイン〉信用に付いたこの瑕か疵しは、二度と取とり払はらうことができない。マリーが複ふく垢あかのアカウントを消失しても、自分の〈RELCリリースコイン〉を売った行こう為いには関係ないので、リセットはされない。

　俺おれの〈RELCリリースコイン〉は、この先二度と、まともな値段が付くことはない。

　カスミシティで、俺おれはもうまともに生きられないのだ。

　マリーと対等にはなれないのだ。

　ユウスケはその決断に驚おどろき呆ぼう然ぜんとしていたが、ハッとマリーを見る。その時価総額がすごい勢いで上がっている。

「……で、でも、ここまでしても、まだ僕ぼくの時価総額までは足りない」

「もちろん、それから先も工作済みだよ。掲けい示じ板ばんなどいくつもの目に付く場所で、風説の流る布ふをさせてもらった」

　風説の流る布ふ。価格を変動させる目的で、虚きよ偽ぎの情報を流すことだ。当然、処しよ罰ばつの対象になる行こう為いだが、俺おれがこの先逮たい捕ほ起き訴そされようと、この瞬しゆん間かんだけ値段が上がればいい。

　流した虚きよ偽ぎの情報は、マリー（井イノ上ウエユウコ）が、超ちよう有名アイドルプロデューサーの春ハル本モトヤスシが手がけているアイドルグループで、デビューが決まったというものだ。

　春ハル本モトヤスシはイナゴ支し援えん者が現在最も飛びつく材料だ。春ハル本モトヤスシがプロデュースすると決まったアイドルの〈RELCリリースコイン〉は、デビュー前から簡単に億に到とう達たつする。そのアイドルのみでなく、関係する人物の〈RELCリリースコイン〉まで急きゆう騰とうすることもままある。真しん偽ぎの定さだかではない材料で〈RELCリリースコイン〉が高こう騰とうした例は、春ハル本モトヤスシについてはいくらでもある。それだけ春ハル本モトヤスシという材料は、投機狙ねらいの支し援えん者には大きいものなのだ。

　マリーについての情報は、まったくの虚きよ偽ぎの情報ではあるが、しかし説得力もある。それはマリーが、紛まごう方なき絶世の美少女だからだ。プロデュースの話が出ても、まったくおかしくない容姿だからだ。

　俺おれがマリーの〈RELCリリースコイン〉を買かい占しめて、価格を高こう騰とうさせたことで、マリー（井イノ上ウエユウコ）は各種取引所で値上がり率ランキングでトップになっている。当然儲もうけたい支し援えん者は、彼かの女じよがどうしてここまで価格が上がっているか調べる。そうすると、俺おれが書かき込こんだ虚きよ偽ぎの情報に行き当たるのだ。実際にマリーの〈RELCリリースコイン〉をこれほどまで買っている人がいる、その事実がまた風説の説得力となり、マリーの〈RELCリリースコイン〉をイナゴ支し援えん者は飛びついて購こう入にゆうする。〈RELCリリースコイン〉の取引所は二十四時間開いている。金銭欲でお腹なかを減らしたイナゴたちは、深夜だろうが関係なく欲望で目を光らせ群れを成してやってくる。

「う、噓うそ……一いつ瞬しゆんで九千万に！」

　思おも惑わく通り、どんどんマリーの〈RELCリリースコイン〉は買われていく。

　しかし、リスクもある。〈RELCリリースコイン〉を買わせているのは、マリー個人への支し援えんなんて興味のないイナゴ支し援えん者だ。だから、できるだけ高値で売うり抜ぬけようと利益確保ばかりを狙ねらっていて、長期保有なんてする気はない。これ以上高値が付かないと判断されれば、一気に売り手が殺さつ到とうし、〈RELCリリースコイン〉の価格は一気に低落する。

　ここまでは思おも惑わく通りだが、これから先はどうなるか俺おれでも分からない。ユウスケの額までは到とう達たつしないかもしれない。あるいは到とう達たつしても一いつ瞬しゆんかもしれない。

　けれど、一いつ瞬しゆんでもいい。一いつ瞬しゆんでもユウスケの額に追いつけば、マリーは必ずユウスケの急所をその刃はで貫つらぬいてくれる。

「カナタ、どうして、ここまで！」

　ユウスケも分かっている。この作戦によって、俺おれの失うものは多すぎる。

「言うまでもないね」

　首をすくめ、手を広げる。

「マリーを信じているからだ」

　思いっきりニヤリと笑ってやる。

「マリーはこれだけ下準備をすれば、必ず目的を果たしてくれる。それを俺おれは、理り屈くつではなく確信しているんだ。……ユウスケ、君は俺おれと同じくらい、マリーを信じられるか？」

　ユウスケは拳こぶしを握にぎり締め、その場に立たち尽つくす。

「なあ、君も信じろ。マリーは本当に、世界を救うって。〈パノプティコン〉という監かん獄ごくをいつか打ち破るって。だからユウスケが言う解放なんて、マリーには必要ないんだ。俺おれたちは無力でも、ただマリーの側にいてあげればいい。そうだろう？　〈NineSKナインエスケー〉騎き士し団長！」

「そんな、こと──」

「信じて、手を下ろせ、ユウスケ！」

　叫さけんだところで、俺おれの姿が〈USWユーエスダブリユー〉から制服姿に戻もどった。確かく認にんすると、〈RELEASEリリース〉アカウントの停止処分を受けたことが分かった。事前申しん告こくなしで大量に自分の〈RELCリリースコイン〉を売うり払はらう行こう為いは禁止行こう為いなので、それが発覚したのだろう。

　肩かたの力が抜ぬける。

　やれることは全部やり尽つくした。もう俺おれは形ばかりの支し援えんもできない。

　本当にマリーを信じて待つことしかできない。




　マリーの〈MP〉は『100,238,000』になり、ついに億に到とう達たつする。

　あと少しで、ユウスケの〈MP〉を超こえる。
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　僕ぼくは、カナタの覚かく悟ごに圧あつ倒とうされ、ただダガーを握にぎり締めて立たち尽つくしていた。

　カナタが自分の人生を犠ぎ牲せいにしてしたのは、マリーを手助けすることだけだ。

　つまり、僕ぼくを救うことだ。

　──僕ぼくを救う？

　はは、あり得ない。だって僕ぼくは人殺しだ。殺人鬼きだ。これからは価値が付かないどころかマイナスだ。真相を知った多くの人間が、僕ぼくの死を望むだろう。もう僕ぼくは終わっている人間なのだ。

　僕ぼくは本来、１８９．２２メートルのタワーマンションの屋上から堕おちて死んでいたのだ。死んでいたから、どんな倫りん理り観に外れたことでもできた。間ま違ちがっているこの街を全部、ぶっ壊こわしてやりたかった。この世界の人間に、〈RELEASEリリース〉を無意味なものだと思い知らせて、そのシステムを破は壊かいしたかった。一度でいいから、自分に高値が付くのを見てみたかった。これは反逆であり、僕ぼくなりのテロルだった。〈パノプティコン〉で作られたこの街の姿のように、ここを廃はい墟きよにしたかった。死んでいる僕ぼくにできることなんて、破は壊かいの限りを尽つくすことぐらいだと思っていた。

　──マリーと付き合うまでは。

　あの日から、マリーが記き憶おくを失ったことを知るまで、僕ぼくはマリーの役に立つことしか考えていなかった。自分が人殺しだということさえ、ほとんど忘れていた。実際、あの日から、僕ぼくは人を殺していない。

　もしあのまま、マリーが記き憶おくを失われなければ、僕ぼくはどうしていたのか──？




「ユウスケ！」

　呆ぼう然ぜんとしていた僕ぼくへ、聞き慣れた、しかしもう聞くことはないと思ったその声が掛かけられた。

　驚おどろいてそちらを向く。

「……リリカ」

　リリカが観覧車のあるこちらに向かってくる。髪かみを切り、左腕にギブスを嵌はめたその姿は痛々しく、その表情にはまだぎこちなさがある。まだその傷が癒いえているなんてことはない。

「全部、カナタから聞いたよ。……全部」

「……そっか」

『人殺し……！』という言葉が、頭の中で反はん響きようする。あのときの恐きよう怖ふにまみれたリリカの表情は、まだ脳にこびり付いて離はなれない。

　リリカは僕ぼくを恐おそれているだろう。侮ぶ蔑べつしているだろう。申し訳なくてしょうがない。こんな僕ぼくに一度でも好意を寄せさせてしまったことは、彼かの女じよの人生の汚お点てんだろう。

　せめてその傷を、すべて僕ぼくのせいにすれば、少しは気分が楽になるだろうか？　そうだったらいい。何なら気が済むまで、ナイフで僕ぼくを刺さしてくれても構わない。

　リリカは小走りでこちらへと向かってくる。

　その表情は──

「な……」

　──笑っていた。

　あまりに優やさしく。

　想像できなかったその表情に戸と惑まどっている僕ぼくに、リリカはさらに意味不明な行動を取る。

　僕ぼくを、優やさしく抱だき締めたのだ。

「つらかったね」

「……な、何を──」

　何を言っているんだ。

「──おかしい。おかしいよリリカ。僕ぼくは最低の人殺しだ。嫌きらって、罵ののしるべきだ」

「それはきっと、これからあたし以外の人がいっぱいするから、あたしはいいよ。別にそんなことしたくもないし。あたしはそんなことより、ユウスケに寄より添そいたいよ」

　抱だき締められながら、首を振ふる。

　お人ひと好よしとかそういうレベルでさえない。これは、単純におかしい。リリカは僕ぼくを嫌けん悪おしなければいけないはずだ。僕ぼくがそういう人間だと思い知っているはずだ。

「あと、ごめん。たくさんの血にびっくりして、人殺しだなんて言っちゃって。あたしを助けてくれたのに、酷ひどいこと言っちゃってごめん」

「ただの事実だよ。全然酷ひどくない。助けてくれたって言うけど、手て遅おくれだったじゃないか。助け方だって、酷ひどいやり方だったじゃないか」

「でも、あたしのためにやってくれた。十分あたしを助けてくれた。だから早く言いたかったの」

　リリカは涙なみだを流して、けれどしっかり僕ぼくの目を見て、言う。

「ありがとう、って」

　僕ぼくは抱だき締めてくれていた、リリカを引ひき剝はがす。

　こんなの、受け入れられない。

　こんなの、あってはいけない。

　頭を抱かかえる僕ぼくに、それでもリリカは優やさしい目を向けている。

「これはね、あたしも少しおかしいかなって思うけど……それにこう言われても、ユウスケはきっと困るんだろうけど、でも、何度自分に問いかけても確かな気持ちだから、言うね」

　リリカは、とびっきりの笑え顔がおを浮うかべて言った。




「あたしまだ、ユウスケのことが好きだよ」




　あまりのことに、僕ぼくは立っていられなくなる。

「僕ぼくは──」

　一人にならなくてはいけない。

「僕ぼくはリリカの負担になりたくない！」

　これから人殺しとして、僕ぼくは社会に批判される。そんな僕ぼくへ、思いやりを向ければ向けるほど、その批判を一いつ緒しよに浴びることになる。それだけ苦しむことになる。

「残念だけどダメだよ。前に言ったでしょ？　あたしはユウスケの力になりたいって。だからユウスケのことを負担にさせて。ユウスケのことで苦しませて。ユウスケが嫌いやがっていても、あたしはそれをやめない」

「……やめてくれよ」

「だから罪を償つぐなって、あたしの──あたしたちのところに戻もどってきて。あたしも、傷を癒いやして待ってる。あたしたちは、ずっと待ってるよ！」

「そうだユウスケ。俺おれたちは待っている」

「どうしてだよ！　みんなおかしい！　おかしいよ！」

「おかしくないね」

　カナタは、あのマリーに似た猫ねこのマスコットを垂らして、拳こぶしを突つき出だす。

「だって俺おれたちは〈NineSKナインエスケー〉、マリーの元に集まった仲間だ。そうだろう？」




　頭を抱かかえ、みんなの言葉を何度も何度も頭の中で反はん響きようさせて、ようやく気付く。

　そうか。

　結局は、マリーなのだ。

　マリーがどうしても、僕ぼくを救おうとしてしまう。この罪は、一人で背負っていくべきなのに、僕ぼくは転落死すべきなのに、それをさせてくれない。

　救世主のマリーが、僕ぼくの苦しみを抱かかえ込こんでしまうから。

「……させない」

　僕ぼくは立ち上がり、再びダガーの〈レゾンデートル〉を握にぎり締める。

　マリーを予定通り倒たおせれば、僕ぼくの戻もどる場所なんてなくなる。

　みんな、楽にならないといけない。全部の責任を投げ出して、解放されなければいけないんだ。

　苦しむのは、僕ぼく一人だけでいいんだ。

「ごめんなさい」

　マリーは、カマキリの腕うでのようなユニットから、四つの刃はを僕ぼくに向けて、言う。

「もっと早く、あなたの苦しみに気付いてあげられなくてごめんなさい。あなたを止められなくてごめんなさい。私は、あなたのクラスメイトで、近くにいたのに。私が救わなければいけなかったのに」

　救世主は、僕ぼくの罪すら、自分の責任にしてしまう。

　マリーの〈MP〉は『114,865,000』にまでなっている。自分の〈MP〉を確かく認にんする。先ほどから少し変動して『115,028,000』。わずかに上回ってはいるが、もはやほとんど差はない。

「……僕ぼくは、凡ぼん人じんだ」

「あなたは凡ぼん人じんなんかじゃない。いくつも才能を持つ、特別な人間」

「僕ぼくは価値のない人間だ」

「あなた自身を否定することは、もはや私たちを否定することよ」

「僕ぼくは、絶対にもう救われない」

「私は、絶対にあなたを救うわ」

　もう僕ぼくには分かっていた。この戦いの勝敗が。

　しかしそれでも、孤こ独どくに死ぬために、僕ぼくは最後の戦いを始めるのだ。
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　もはや戦せん闘とうは一方的だった。

　先ほど優位に戦えたのは、こちらの〈MP〉の方が高く、防ぼう御ぎよを考えなくてもよかったからだ。しかし今は、そういうわけにはいかない。〈MP〉に差はなく、攻こう撃げきを食らったその瞬しゆん間かんにも〈MP〉は逆転しているかもしれないからだ。そうなれば本来の実力が上回っているマリーに、所しよ詮せんは二ヶ月の付つけ焼やき刃ばの戦せん闘とう力しかない僕ぼくは敵かなわない。

　分かっている。ここまで押おし負まけている理由は、それだけではないと。僕ぼくの心に迷いがあると。

「う、く……」

　マリーの四つのユニットから繰くり出だされる刃はを、両手のダガーで休みなく受け止める。鉄と鉄とぶつかり合う音が、ヘッドホン型デバイスから絶え間なくしていて、鼓こ膜まくが麻ま痺ひしそうだ。いっそ脳みそまで麻ま痺ひしてくれたら、楽になれるだなんて考えてしまう。

　防戦一方だ。このリーチで戦っていてはジリ貧ひんで、勝ち目はない。距きよ離りを取って、ダガーの投とう擲てきによる攻こう撃げきに切きり替かえるしかない。

　しかし顔に出ていたのか、それは読まれていた。いつの間にか頭上にあったカマキリの腕うでのようなユニットから、刃はが真下に落ちてくる。０コンマ一秒でも気付くのが遅おくれていたら、頭上に突つき刺ささっていただろう。が、無様に転がることでなんとか避さけることができた。転がったまま、マリーとの距きよ離りをなんとか空けることに成功する。

「…………はぁ、はぁ」

　呼吸をするだけで喉のどが痛い。疲ひ労ろうで指先が震ふるえている。

　それでも立ち上がりつつ、ダガーを投とう擲てきする。マリーを再び近付かせるわけにはいかない。もう一度近付かれれば、自分の疲ひ弊へいを考えるに、一分も保たない。

　しかし、距きよ離りを取るためにしている投とう擲てきによる攻こう撃げきは、攻こう撃げきとして成り立っていなかった。ユニットを盾たて代わりにするだけで、ダガーは弾はじかれてしまった。体にある急所は顔面以外は隠かくされている。その顔面も、この距きよ離りの投とう擲てきでは簡単に見み極きわめられてしまい、首を動かすだけで避さけられる。これでは足止めにもなりはしない。

　そしてとうとう時が来た。

　マリーの〈MP〉が『122,367,000』と、僕ぼくの〈MP〉をついに超こえた。

　先ほどと逆転し、今度はマリーが防ぼう御ぎよを気にせず攻こう撃げきをできる。一方的な戦いは、もう一方的ですらなくなる。

　ただただ僕ぼくは負ける。

「……く、そ……」

　ここまで追いつめられれば、いっそ胸がすき、諦あきらめてしまうかと思った。しかし意外にも僕ぼくは、まだ負けるわけにはいかないと、こんなのは嫌いやだと、必死に抵てい抗こうしている。自覚している。これは駄だ々だをこねて暴れているだけだ。

「僕ぼくは──」

　勝つ。百回、マリーを殺す。そうして、マリーの救世主としての力を失わせる。

　そうしなければ。

　そうしなければ！

　──ま・た・マ・リ・ー・は・、僕・の・こ・と・を・忘・れ・て・し・ま・う・。

「……ああ」

　なんだ、そうか。

「……ふ、ふふ」

　ここまで追いつめられてようやく僕ぼくは、自分のクソみたいな思考を自覚した。

　マリーを救うと、他のみんなを解放したいと、本気で思っているつもりだった。それが正しいと本気で思っているつもりだった。でも結局、そんなの自分の本心を偽いつわり、自己正当化していただけだ。

　僕ぼくの望みは、実はたった一つだった。

『私は、確かに、ユウスケのこと──』

　あのとき聞けなかった言葉の続きを、今度こそマリーに言わせたかった。

　僕ぼくが今戦っている理由は、それだけだったのだ。

「……っ、はは」

　まったく、僕ぼくは本当に利己的な駄だ目め人間だ。マリーのように利他的になんてなれやしない。

　投とう擲てきを弾はじき返し、マリーは〈レゾンデートル〉の刃はが届く範はん囲いまで接近する。再び始まる、マリーの〈レゾンデートル〉による、留まることない連続の攻こう撃げき。両手のダガーで防ぼう御ぎよするが、もうそれも限界で、握あく力りよくがなくなってきている。

　──キン。

　攻こう撃げきを受け止めきれず、弾はじき飛とばされたダガーが右手から離はなれる。片手ではマリーの攻こう撃げきは受け止めきれない。ホルダーから新しいダガーを取り出さなければならない。

　しかし、そんな猶ゆう予よをマリーは与あたえてはくれない。

　そうしてチェックメイトだ。

　マリーは上下左右全方向から、刀身の曲がった長い刃はで、僕ぼくを取り囲んだ。指先一つ動かせば、マリーは刃はを急所に突つき刺さすだろう。

「最後に聞いて欲ほしいことがあるんだ」

　反はん撃げきの意思がないことが分かるのか、マリーは口を動かすのを見み逃のがしてくれた。

　僕ぼくは、最後に思いをはせる。

　──校門で僕ぼくの方が先に待っていると、早足で駆かけ寄よってきてくれたマリー。

　──カラオケで無表情でタンバリンを叩たたき、彼かの女じよなりに盛り上げようとしてくれたマリー。

　──友達が欲ほしいと、本音を語ってくれたマリー。

　──ペンギンのぬいぐるみをぎゅっと愛おしそうに抱だき締めていたマリー。

　──星空の下、意外と温かいその手を繫つないでくれたマリー。

　あのとき確かに、通じ合ったような一いつ瞬しゆんを、僕ぼくは一生忘れない。その記き憶おくがあるから、もう僕ぼくは死んでも構わない。

「僕ぼくは、マリーのことが好きだ」

　これまで二回告白めいたことをしたが、二回とも余計な思おも惑わくがあった。

　だけど今、ようやく純じゆん粋すいに、ただただ気持ちを伝えることができた。

　答えは分かっている。もうあのマリーはいない。二度とあの日の言葉の続きを聞くことはできない。

　そう思っていた。




『私は、確かに、ユウスケのこと──』




「私は、ユウスケのことが、好きだった」




「なんだよ、それ……」

　そんなことを聞いてしまったら──

　そんなことを聞いてしまったら──未練が生まれる。

　どんなに難しくても、また彼かの女じよにそう言わせたいと。また彼かの女じよを振ふり向むかせたいと。どんなに時間が掛かかっても、また彼かの女じよの側に戻もどってきたいと。

　そんな未練が生まれる。

『いつでも死んでやる』

　ずっとそう言ってきた。ずっとその気持ちだけは変わらないと、そう思っていた。

　しかし、今僕ぼくは、確実にこう思っている。

「……死にたくない」

　涙なみだが流れる。

「僕ぼくは、死にたくない！」

　自分のせいだが、待ち受けている現実はあまりに過か酷こくだ。これまで以上に、僕ぼくは存在価値を否定される。弱い僕ぼく一人きりでは、耐たえられないだろう。

　カナタを見る。

　僕ぼくのために夢を諦あきらめたカナタは、その目に僕ぼくへの期待を込こめて、不敵な笑えみを浮うかべている。

　リリカを見る。

　傷付いているはずのリリカは、その目に僕ぼくへの好意を込こめて、前向きな笑えみを浮うかべている。

　ああ──

　どうやら僕ぼくはもう、救世主に頼たよるしかないようだ。

「お願いマリー」

　泣きながら、精せい一いつ杯ぱい、笑え顔がおを浮うかべて言った。

「僕ぼくを、二ニノ宮ミヤユウスケを、救ってください」

　マリーはその蒼あおい目で僕ぼくを強く見つめ、力強く頷うなずいた。

「任せて。絶対にあなたを救う」

　そんなマリーが言うなら、きっと僕ぼくは絶対に救われるのだろう。

　心の底から安あん堵どしたその瞬しゆん間かん、僕ぼくは四つの刃はに貫つらぬかれ、意識を失った。

　その心ここ地ちよさは、太陽の匂においがする干したばかりの布ふ団とんの中に、包まれた瞬間に似ていた。
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エピローグ。






　夏休みは終わり、始業日にやって来た台風も過ぎ去り、ようやく秋らしい爽さわやかな風が吹ふき始めた九月一五日。窓の外では、死しに損ぞこないのツクツクボウシが一匹ぴき、やけくそのように鳴いている。

　俺おれ、御ミ苑ソノカナタは、〈RELEASEリリース〉アカウントの停止処分を受け、ついでにレギュラーだったバスケ部も辞やめ、さらに二学期の初めに行われたテストはクラス一位の座から陥かん落らくした。エリート街かい道どうから真っ逆さまの、俺おれのクラスでの立場は劇的に変わる──かと思われたが、そうでもなかった。もちろん俺おれから離はなれた奴やつもいたが、親身になって心配してくれた人の方が多い。それなりに仲良かった友達は、普ふ通つうに話しかけてくれている。二学期には入ってから三人目となる女子の告白も受けた（もちろん断ったが）。

　昨日、意外にも早く、〈RELCリリースコイン〉の大量売うり払はらいによる処分が明け、〈RELEASEリリース〉アカウントが復活した。すぐさま売り損そこなっていた支し援えん者が大量に俺おれの〈RELCリリースコイン〉を売うり払はらい、時価総額はガクッと下がって4.3万円となった。以前のユウスケの価値観なら、価値のない死んでもいい人間ってところだ。実際どんなものかと街に出ると、蔑さげすんだ目をしてきた人がいたのは確かだが、自分のことを知っている近い人間のリアクションは、大して変わらない。今度ユウスケに会う機会があったら、こんなものだと教えてやろう。




　二ニノ宮ミヤユウスケの犯行は、やはりマスコミ、ネットを賑にぎわせ、ユウスケの自首から二週間以上経過した今も話題の中心になっている。何かと注目されているカスミシティの現げん役えき中学生が、時価総額を上げるために無差別連続殺人事件を起こした。これだけセンセーショナルな要素があれば、報道が過熱するのも仕方が無いだろう。ネットですぐ、名前と顔写真がばらまかれたのも、時代を考えれば仕方ないだろう。

　しかし、一週間ほどすると、犯人許ゆるすまじ、という方向から主しゆ軸じくがずれ始めていた。理由として、ユウスケが自首し、逃にげも隠かくれもせず説明し、反省の言葉しか口にしないので、新しい叩たたきの材料がないことが考えられた。犯人のプレイベートを明かし、人格を叩たたき続ける初期の報道では進展がなく、世間に飽あきられたのだ。

　報道は、未熟な少年である犯人を、精神的に追いつめた原因とされる、〈RELEASEリリース〉叩たたきに移行した。毎日『煌きらびやかな仮想都市の裏側の闇やみ』などと銘めい打うっては、〈RELEASEリリース〉によって苦しめられている少年少女を紹しよう介かいしたり、識者による〈RELEASEリリース〉の問題点を報道したりしている。〈RELCリリースコイン〉の時価総額によって就職が有利になることや、〈RELEASEリリース〉からドロップアウトし差別される『Ｃ喪シーモ』を、社会問題として取り上げている。元々マスコミは、前衛的である〈RELEASEリリース〉の制度に否定的な傾けい向こうがあるので、ここぞとばかりにその勢力がネガティブキャンペーンを行っているのだろう。

　ネット上は元々、『Ｃ喪シーモ』や高こう齢れい引きこもりなどの社会的弱者の声が大きいこともあって、ユウスケに共感できるだの、人を不幸にする〈RELEASEリリース〉が滅ほろびるべきだのといった意見が強まって、毎日過激な言葉でくだらない議論がされている。

　話の主しゆ軸じくが、ユウスケ本人ではなく、〈RELEASEリリース〉に移っているのを、正直言ってしまえば俺おれはおかしいことだと思って見ている。ユウスケは確かに〈RELEASEリリース〉によって追いつめられたが、殺人なんて最低な手段を選んだのはユウスケ本人の問題で、カスミシティの問題ではない。残ざん虐ぎやくなビデオゲームをしたら、みんな残ざん虐ぎやくな行こう為いに及およぶ、みたいな荒こう唐とう無む稽けいなことを言っているのと同じだ。

　皮肉にもカスミシティを否定していたユウスケの主張が、半ば認められつつある。ユウスケのテロルが、ある程度成功してしまったとも言える。それは、社会として大間ま違ちがいだし、危険だ。健全ではない。

　まあもちろん、ユウスケが必要以上に叩たたかれずに済むのは、仲間としては助かるし、安あん堵どしてしまうことなのだけれど。




　……でも、結局は、ユウスケの姿勢がこの状じよう況きようを招いたものなのかもしれない。なぜなら犯人叩たたきの風向きが変わったのは、被ひ害がい者の遺族の一人がＳＮＳで発した文章が、話題を呼んだ部分も大きかったからだ。

　内容はこういったものだった。

『彼かれを一生許すことはできないし、許してはいけないだろう。しかし、彼かれの心からの謝罪は、伝わっている。一生掛かけて娘むすめの死を償つぐなうことだけは、私は許したい』




　ショーワ中学内でも、事件の扱あつかい方は世間の風潮と大きく変わらない。混乱はさほど続かず、学校は数日で日常を取とり戻もどした。

　俺おれがした様々な犯罪行こう為いも明らかになることはなかった。おかげで俺おれもまた日常に戻もどることができた。

　いつも通りの授業が終わり、ショートホームルームが終わる。と、教室の外に小こ柄がらで髪かみの長い少女、マリーの姿があった。蒼あおい瞳ひとみが俺おれに向けられると、手を上げて応え、すぐさま廊ろう下かに出る。

「カナタ君、行こう」

「うん」

　その様子をたまたま見ていたクラスメイトが、口元をにやつかせて話しかけてきた。

「最近カナタ、九ク曜ヨウさんとよく一いつ緒しよにいるよな。もしかして付き合い始めた？」

　すぐさま俺おれは微笑ほほえんで言う。

「うん、そうだよ」

「え？　やっぱそうなのか！　意外……でもないか、美男美女同士お似合いだもんな！」

　俺おれたちのやり取りを、もういつもの無表情なんてどこに行ったんだ、という様子で、愕がく然ぜんと目を見開いたマリーは言う。

「……付き合ってない」

　たぶん彼かれも、尋じん常じようならざるマリーの反応に驚おどろいて、俺おれに恐おそる恐おそる尋たずねる。

「……カ、カナタ？　九ク曜ヨウさんはこう言ってるけど？」

「うん。照れ屋なんだろうね」

　必死にブンブンと首を振ふるマリー。

「本当にやめて。付き合ってない」

「……こう言ってるけど？」

「どっちでも良くないかな？」

　また目を見開くマリー。

「……良いわけない……。この人、おかしい……」

「あはは」

「あはは、じゃない」

　たわいのないやり取りのつもりだったのだが、何な故ぜかマリーは、目的地に着くまで一言も口を利きいてくれなかった。




　流は行やっていない中ちゆう華か料理店の裏手に回り、カビの臭においがするコンクリートの階段を下りる。シリンダー式のドアノブに鍵かぎを入れると、すでに鍵かぎは開けられていた。俺たち以外に合あい鍵かぎを持っているのは一人だけなので、中にいる人物は分かっている。

　扉とびらを開けると、やはり彼かの女じよが付けている、花束のような香こう水すいの匂においがかすかにした。

「よ、カナタ。また遊びに来ちゃった」

　如月キサラギリリカは、真っ赤な自分専用の椅い子すから、派手なニーハイソックスを穿はいた脚あしをピーンと伸のばしている。




　俺おれは結局、秘密基地を引ひき払はらわなかった。

　理由の一つは、資金が潤じゆん沢たくにできたことだ。時価総額は4.3万円になってしまったが、俺おれの資金はほぼすべてマリーの複ふく垢あかの〈RELCリリースコイン〉を買うのに使っていた。いつも通りマリーが複ふく垢あかのアカウントを消失させ、二四時間以内の取引が無効になったことで、〈RELCリリースコイン〉を買った分の資金、3553.3万円が俺おれの口座に戻もどってきた。

　その資金を手元に置いても、カスミシティにいる上で未来はないと思った俺おれは、支し援えんされる側から支し援えんする側に回ることにした。前々から優ゆう秀しゆうだと思っていた、顔見知りの高校生投資家の〈RELCリリースコイン〉をおよそ二千万円分買った。すると三日後、主にオンライン旅行事業を営んでいる東証一部上場企き業ぎようのCIO（最高情報責任者）に、その高校生投資家が就任するという内容のＳＲ情報が公開された。元々その企き業ぎようは株価の流動性が高く、投資家の注目が高いこともあり、その高校生投資家の〈RELCリリースコイン〉は、一気に二倍近くの値に跳はね上あがった。顔見知りではあるが、別に長期で支し援えんするつもりはなかったので、俺おれはすぐさま売うり払はらい、およそ千七百万円のキャピタルゲインを得た。

　この成功はビギナーズラックであり、今後同じようにうまく行くはずがないことは自覚している。けれど、その成功で俺おれは気付いた。

　これが俺おれの、〈NineSKナインエスケー〉での、これからの役割なのではないか？

　マリーに全財産をつぎ込こんで、時価総額を億まで引き上げてユウスケを倒たおしたように、手元に資金があれば、やり方次し第だいで〈MP〉を高くすることができる。〈MP〉の高い、強力な〈CSWシーエスダブリユー〉にも対たい抗こうすることができる。

　俺おれの〈RELCリリースコイン〉は瑕か疵し付きで上がり目はなく、これから戦いではほとんど役に立たない。けれど大量の資金があれば、〈NineSKナインエスケー〉の仲間のバックアップはできる。資金を増やせば増やすほど、力を与あたえられる存在になる。

　そう、俺おれはこれからもやり方次し第だいで、戦力としてマリーの側にいられるのだ！

　マリーを見ると、新しく設置した小型の冷蔵庫から、毒々しい色をした飲料水、ドクトルペッパーのキャップを開けて飲んでいるところだった。よっぽどおいしいのか、無表情のマリーの頰ほおが上がっている。色だけで飲む気が奪うばわれる飲料水だが、俺おれも騙だまされたつもりで飲んだことはある。が、やはり騙だまされただけだった。

「リリカ、新しい学校は慣れた？」

　リリカの音楽機材がなくなったこともあり、前よりは整理整せい頓とんされた秘密基地だが、食べ物類が床ゆかに散らばっているのは変わらない。あの猫ねこのグッズはまたリリカが大量に持もち込こみ、カウンターの上を塞ふさいでいる。むしろ前より増えているくらいだ。

「学校ね、慣れた慣れた。というか今の中学、小学校時代の同級生が結構いるからね。あたしのコミュ力なら溶とけ込こむなんて楽勝ってなもんよ」

　俺おれは猫ねこのぬいぐるみを手に取り、ベッドに腰こし掛かける。

「とはいえ、まだ気を遣つかうことが多くて、大変だろう？　毎日のようにここに来る余よ裕ゆうはないんじゃないかな？」

「家近いし、余よ裕ゆう余よ裕ゆう。しばらく帰宅部のつもりだしねー。何？　あたしが来ると、マリーちゃんと二人きりになれなくて迷めい惑わくだって暗に言ってる？」

　なんてこった、まさか見み抜ぬかれているとは。

　けれど、マリーにストーカーだと、白い目で見られるのはごめんなので、俺おれはいつもの微笑ほほえみを浮うかべてごまかす。

「はは、リリカを心配しただけだよ。ほら、ピアノのレッスンだって、忙いそがしいんじゃないかな？」

「いやー、ママも遠えん慮りよしちゃって、前みたいに厳しくないからさ。別にもう、ピアニストにならなくてもいいって言ってるんだよね。ピアノの先生でも、幼よう稚ち園えんの先生でも、ピアノにちょっとでも関わってくれれば自分は幸せだとか言うんだよ？　あれだけスパルタだったのにキモイよね。……まあ、でも、あたしも、今はそんな気持ち」

　リリカは「あー」と漏もらして、ぶち抜ぬかれている天てん井じようを見上げる。

「なんかさ、カスミシティを離はなれたら、思うよ」

　目を細めて、口くちの端はしを上げる。

「あたしたち、視野が狭せまかったんだなって」

　複数形に誰だれを含ふくめているのは、聞くまでもない。

「リリカ」

　ドクトルペッパーの空ペットボトルを置くと、マリーは椅い子すに座すわっているリリカの肩かたに手を置く。

「あなたは幸せになれる」

　リリカは驚おどろき、マリーの顔を見上げる。

　マリーは真しん剣けんなまなざしで、リリカの目を覗のぞき込こんでいる。

「えっと……」

　少し戸と惑まどったあとに、リリカはふっと吹ふき出だす。

「あはは、知ってる知ってる。リリカちゃん器用だし、かわいいし、陽キャラだし、普ふ通つうに過ごしてれば幸せになれるよ」

　それから腕うでを組んで、苦笑いする。

「……まあ、恋れん愛あい観には若じやつ干かんの不安がありますが」

「忠告すると、あの極ごく悪あく人にんを待つ必要はないんじゃないかな？　あいつもそこまでは期待してないだろうし」

「……うーん……ま、それはゆっくり考えるよ。言われなくたって、自分のしたいようにするって。……ってかさ、前から思ってたけど、カナタって結構ユウスケに辛しん辣らつだよね？」

　そうだろうか？　これでも我が慢まんしている方だと思う。マリーと仲良く手を繫つないだのを見たときは、どす黒い感情がなぜか沸わき起おこったが、何もしなかったし。

　それにしてもやはり、この場所を残してよかった。やっぱりここが、自分たちのホーム、そういう気がするのだ。

　ユウスケもここに帰ってこられるだろうか？　……さすがに先の話過ぎるか。……いや、案外、それを目標にしてもいいかもしれない。

　まあもちろん、それより前に世界を救うのが一番だけれど。

「さて、そろそろ行こうか、マリー」

「ん」

「それじゃあリリカ、勝手に帰ってくれて構わないから。ちゃんと鍵かぎを掛かけるのを忘れないように。夜道には気を付けて。あとお金はもうないだろうから、前の感覚で無む駄だ遣づかいしないようにね」

「はいはい。口うるさいなあ、パパかっての」

　ドアノブに手を掛かけたマリーに、リリカは「あ、ちょっと待って」と声を掛かける。

「これ、作り終わったから、はいっ！」

　マリーの手に渡わたしたのは、あの猫ねこのマスコットの、小さなぬいぐるみだった。明らかに手作りで、既き製せい品より不細工だが、手作りらしい独特の味わいがある。少なくとも、とても手が込こんでいることが伝わってくる。

　小さなぬいぐるみをじっと眺ながめているマリーに、リリカは頰ほおを赤くして、少しだけ躊躇ためらった後に言う。

「ありがとう。マリーちゃんのおかげで、あたし救われたよ」







　秘密基地を出て、〈パノプティコン〉の中へと突とつ入にゆうする。

　世界が変わる。

　消音され、風景は書かき換かわり廃はい墟きよとなる。先ほどまでいた秘密基地のある鶯うぐいす色いろの雑居ビルは、コンクリートが剝はがれ落おち、中の鉄筋が露ろ出しゆつしている。人にはグレー一色のモザイクが掛かかり、雲一つない青空は灰色に塗ぬり変わっている。

　ここが俺おれたちの戦場。

　ユウスケに第一種違い法ほうアプリ〈Invisibleインビジブル〉を渡わたした〈カリスマ〉はまだ分からない。ユウスケに聞いたところ〈パノプティコン〉がインストールされたのと同じように、知らず知らずのうちにインストーラーがスマホに入っていたらしい。

　さらに、〈NineSKナインエスケー〉の活動によって減らしたはずの〈CSWシーエスダブリユー〉も、二週間程度で数が戻もどりつつある。どうやら〈パノプティコン〉は、〈CSWシーエスダブリユー〉の数を二千人程度に維い持じするシステムのようだ。

〈NineSKナインエスケー〉が弱体化したという噂うわさが広まったこともあり、〈パノプティコン〉では、また金の奪うばい合あいが盛さかんになっている。前ぜん途とは多難だ。

　そんな俺おれたち〈NineSKナインエスケー〉の目下の敵は、通つう称しよう〈デスゲーム〉と呼ばれる〈CSWシーエスダブリユー〉だ。

　億を超こえる〈MP〉を持つそいつは、その絶対的優位な状じよう況きようを盾たてに、〈CSWシーエスダブリユー〉たちを捕つかまえ、脅おどし、拘こう束そくした〈CSWシーエスダブリユー〉同士で残ざん酷こくなゲームをやらせるらしい。人生を担保に取られた人はゲームに参加せざるを得ず、それでも拒きよ否ひする者はその場で〈RELCリリースコイン〉を奪うばい取とられるらしい。おいしい思いをしようと〈デスゲーム〉に近づいてくる奴やつも増えているらしく、組織の規模は徐じよ々じよに大きくなっている。〈RELCリリースコイン〉を奪うばうだけならまだしも、ゲームの内容によっては死者も出ているとの話だ。

　倫りん理り的にも許せないクズだが、義ぎ憤ふん以外にも動かなければならない理由がある。〈デスゲーム〉らが〈パノプティコン〉ではびこっていては、ここの秩ちつ序じよは乱れ、何でもありの混こん沌とんが待っている。その影えい響きようは表のカスミシティにも出るだろう。正義の集団である〈NineSKナインエスケー〉が、その状じよう況きようを放っておくわけにはいかない。

　ホロスクリーンには、『〈USWユーエスダブリユー〉になりますか？』と表示されている。俺おれとマリーは『はい』を選ぶ。

　仰ぎよう々ぎようしい、大量の光のエフェクトが二人を包む。

　光が消えると、俺おれの姿は金属製の黒いスーツを着て、顔には黒いフェイスマスクを付けた姿になる。真っ白い、二つのライフル銃じゆうを背中に背負う。

　マリーはその白く細い脚あしが露ろ出しゆつしているボディスーツ姿になる。見み惚とれてしまうほどに美しいが、彼かの女じよを人間に戻もどしたい俺おれとしては、いつまでも彼かの女じよに神秘性を感じていてはダメなのだろう。

「〈MP〉『2,000』に『43,000』か。〈パノプティコン〉で活動しているチームの中で、まず間ま違ちがいなく最弱のチームだね」

　俺おれの冗じよう談だんに、マリーは少しだけ頰ほおを上げる。

　救世主になる以前の記き憶おくに戻もどり、変わらないはずのマリーだけれど、実は少しだけ最近変わったように思う。

「でも、私たちなら勝てる」

　やはりだ。

　だって以前なら、『たち』だなんて、絶対に言ってくれなかった。

「ああ、勝てるよ」

　頷うなずき、お互たがい目を合わせる。マリーの蒼あおい瞳ひとみに、自分の姿が映っている。俺おれの瞳ひとみにも、きっとマリーが移っているのだろう。それはとても素す晴ばらしいことで、俺おれはこの時間が永遠ならと思った。が、なぜか俺おれとマリーのこういう時間は、運命に邪じや魔まされているみたいに続かないのだ。

　今回もやはり、それは邪じや魔まされた。マリーの肩かたに、背後からやってきたそいつが乗っかったので、マリーはそちらを見て、俺おれからは視線を逸そらしてしまう。

　小さく溜ため息いきを吐つく。

「ユングか」

「もうカナタ！　何度言ったら分かるのです！　ボクはユングじゃないのです！　スーパーＡＩを搭とう載さいする〈イド〉、ニーチェ様なのです」

　どっちでもいいよ。錆さび付ついていたボディがつるつるになって、前とは違ちがうウザさを身に付けただけで、ほとんど変わらないんだから。

　俺おれはユング（新）を無視して、マリーに拳こぶしを突つき出だす。

「さあ、今日も世界を救いに行こう」

　マリーは頷うなずいて、俺おれの拳こぶしに、自分の拳こぶしをちょこんと合わせた。











The End
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　　　　あとがき




　こんにちは、御み影かげ瑛えい路じです。

　さて、小説を書くためには取材をしなければなりません。僕の場合、取材は知識を得ることよりも実際に触れてみた感覚を重視しています。この小説で主に取材が必要な点は、仮想通貨を初めとした金融商品です。なので株と仮想通貨の口座を開設し取引を始めました。パチンコどころか麻雀もやったことがないほどギャンブルに抵抗があるので、向いていないだろうと思っていました。けれど、いざやってみると、妙に肌感覚が合うのです。無機質な数字に意味を持たせることも、グラフを並べて眺めて規則性を分析することも、元々理系出身なこともあるせいか、ワクワクしながらできました。必要以上に金へ執着することもなく、取引に挑む精神状態も良好に思えました。そのうち株の取引所が開く、朝九時に合わせた生活を初め、毎日スマホの前に齧かじり付き、情報を収拾する生活になりました。取材ということも忘れ、すっかりのめり込みました。何度も思おも惑わく通りの取引をし、損切りも機械的にできていました。成功体験を重ねるごとに、億り人になる妄想を何度したでしょうか？　その妄想もまた脳に良い影響を与えていたと思います。

　そんな僕が、あとがきを書いている２０１９年１月現在、言えることは一つです。

　──お金返して!!

　ねえ、みんなお願い、この小説を買って！　そうしないと取材費が取り戻せないの！　赤字なの！　一年ほど前に話題になったコインチェックの騒動にもしっかり巻き込まれているから！　ねえ助けて！　え？　株と仮想通貨はとっくに引退したよ！　無い袖は振れないもの！

　……取り乱しました。失礼いたしました。今回の小説を書くにあたり、たくさんの方にご助力いただきました。特に担当編集の湯ゆ澤ざわ様、イラストレーターの有あり坂さかあこ様、「利他的なマリー」の主題歌を作曲して頂いた藤ふじ宮みや圭けい様には一層の感謝を。僕が作詞した曲はこちら（https://yusya-ism.com/ritamarie_music.html）でダウンロードできます。

　また最近は「勇者ズム！」というVTuberユニットのプロデューサーもしています。（https://yusya-ism.com/）メンバーはみんな視聴者に楽しんでもらう気持ちが強い良い子たちなので、是非見てやってくださいね。

　それでは近いうちにまた小説でもお会いましょう！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書はWeb小説投稿サイト「カクヨム」上に2019年1～2月まで連載された作品を、加筆、修正しています。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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